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例 紺

本書は　茨城県の委託によ勘財団法人茨城県教育財団が　平成　年度に発掘調査を実施した芦茨城県行

方郡北浦紺太字内宿に所在する木工台遺跡の発掘調査報告書である。

2　本遺跡の発掘調査期間及び整理期間はタ　以下のとおりである。

・・　　　′＼　　′′．二言．′　　　　　、′売‘′′　　　′・

’　　　ノ　　　　′1・ズ＿十　　′　　　、・、′′ノ）ぐ．′　′．；　－

3　本遺跡の発掘調査は，調査第温課長沼田文夫の指揮のもと芦調査第2浜最中此監先賢主任調査員荒井保雄芦

高野節夫が平成　年4月鼠目から平成摘年3月凱目まで　主任調査員茂木悦男　長谷川聡が平成9年4月且

／′　ノ　り・さく　′′　′　‘：一　　　　・／‥′　‥　ノ‘、．　‾1ノ　′　′　′l　ブノ、、・つくく′′　＼′　　　′十J　∴lく・．′　′

月31日まで担当した。
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、　′′　　　′　′　　．′′　、、　′．・ノ　　ノ　　　　′　・　　　　　　′　㌧・∴：、、一言ノ′　′　′

∴　・．．、　　　　　　．、‥　一／　　．′、

ノ′、　ノ′　′．く　こ．′　′　　　　　＿′　ノ∴　′‘　′　一、ノ　　ノ′、′ノノ　　　．′　・′′二で：了、′ミ‘′　、、∴　し　′

いたご

ノ　　／・ノ　　　′　∴′・．とノ、′　′∴　　　、．′・　ノ　　　‾　′　．、′＿、．生′　　　ノ・　∴、．　′ノ、′、ノ

バリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。．

発掘調査及び整理に際し　ご指導　ご協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対しタ深く感謝の意を表

します、、、



凡 例

1遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を用いて区画し，木工台遺跡はⅩ軸＝＋11，560m，Y軸

＝＋60，400mの交点を基準点とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西，南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，3

‥・とし，その組み合わせで「Al区」「B2区」のように呼称した。さらに，小調査区も同様に北から南へ

a，b，C…j，西から東へ1，2，3…0と小文字を付し，名称は，大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2

区」のように呼称した。（第1図）

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　　住居跡－SI　土坑－SK　堀・溝－SD　掘立柱建物跡－SB　その他－SX

遺物　　土器－P　土製品－DP　石器・石製品－Q　金属製品－M　拓本土器－TP

土層　　撹乱－K

3　遺構及び遺物の実測図中の表示

＝焼土・赤彩

●＝土器

＝炉・竃・繊維 ＝粘土・漆 ＝柱穴痕

○＝土製品　　　　　　ロ＝石器・石製品　　　△＝金属製品

＝黒色処理

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，以下のとおりである。

（1）遺跡全体図は縮尺500分の1とし，各遺構の実測図は，60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遺物は，原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては

個々に縮尺をスケールで表示した。

（3）「主軸方向」は，炉・竃を通る軸線あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線とし，その主軸が座標北からみて，

どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した。（例　N－100－E N－100－W）

なお，現存値は（）で，推定値は〔〕を付して示した。

（4）上器の計測値は，A－口径　Br器高　C一底径　D一高台（脚）径　E一高台（脚）高　F－つまみ

径　G－つまみ高とし，単位はcmである。なお，現存値は（）で，推定値は〔〕を付して示した。

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測（P）番号，出土位置及びその他必要と思われる事項を

記した。
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ふ　り　が　な

所　職∴遺∴跡

ふ　 り　が　 な

所　　 在　　 地
コード 北　 緯 東　 経　 調査期間 調査面積 調査原因

ぼノ：j　く　だい　い　せき木工台遺跡 いばら　き　けんなめかたぐん茨　城県行方郡
きたうらまちおおあさうちド／

08424 36度 140度　 19974001～ 21，753壷 北浦複合用地造
ーノ　ヽ北痛町太字内宿

あざい　どこ　弐くだい － 06分 30分　 19980331 成事業に伴う事
字井戸作台

1，410番地ほか

53 06秒 25秒 前調査

所収遺跡名 種 別 「封 摘 読 主 な遺構 主な遺物 特記事項

木工台遺跡 集落跡　 縄　文　時　代 竪穴住居跡　 1軒 縄文土器 縄文時代から平安時代

にかけての集落跡。特

にタ　古墳時代後期の集

落が中心となっている。

また，平安時代の鍛冶

工房跡が見つかってい

る。

弥　生　時　代

古　墳　時　代

奈良e平安時代

竪穴住居跡　 5軒 弥生士器

竪穴住居跡 101軒

土坑　　　　 1基

土師器移巨 高塚の嚢の

甑），須恵器 （杯 の棒

蓋 の鷺），士製品 （土

工 ・紡錘車上　右製品

（紡錘車），鉄製品（鉄）

竪穴住届跡　 80軒 土師器（杯 e高台付杯e

鍛冶工房跡　 1軒 餐）タ　須恵器 （捧 ゆ高

掘立柱建物跡9棟 台付 林 ・杯 蓋・盤 ・

土坑　　　　 2基

中　　　　 世　 地下式堰　　 2基

時 期　不　明　 竪穴住居跡 10軒

土坑　　　　 392基

溝　　　　 18条

不明遺構　　 2基

婆 ・円面硯上　土製品

（土玉 e管状土錘。紡

錘車 ・羽日工　右製品

（紡錘車），鉄製品（鉄e

刀子。釘）
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第且童　調　査　経　緯

第温節　調査に至る経過

茨城県は，鹿行地域の総合的発展を目指して，東関東自動車道の潮来～水戸間の延伸や，これを補完する国

道や主要地方道路の整備を図っている。このため，この地域は，都市的開発の可能性が極めて高くなって来て

いる。このような状況の中で，北浦複合団地造成事業が計画された。

平成6年3月28日，茨城県は，茨城県教育委員会に対し，北浦複合団地造成事業予定地内の三和e内宿e成

田及び長野江地区における埋蔵文化財の有無について照会した。茨城県教育委員会は，同年5月11024日，6

月23日に、現地踏査，同年10月11～13日，平成7年目〕24～26日に試掘調査を実施した。平成7年3月2日に茨

城県教育委員会は，事業予定地内に，炭焼遺跡。三和貝塚・札場古墳群。成田古墳群8木工台遺跡e木工台古

墳群・手配台遺跡及び内宿井戸作城跡が所在することを，茨城県に回答した。

平成8年1月30日，茨城県と茨城県教育委員会は，木工台遺跡（21，乃3感）の取り扱いについて，文化財保

護の立場から慎重な協議を行った。同年2月5日，茨城県教育委員会は，茨城県に木工台遺跡を現状保存する

ことが困難であるため言己録保存の措置を講ずることとし，調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介し

た。茨城県教育財団は，茨城県と埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平成9年4月1日から

木工台遺跡の発掘調査を実施することになった。

第2節　調査経過

木工台遺跡の発掘調査は，平成8年10月1日から平成9年3月31日までの6か月間と，平成9年は4月1日

から平成10年3月31日までの1年間の2回に分けて実施された。ここでは，平成9年度の調査経過についてそ

の概要を記述する。

4月1日から15日まで発掘調査に係わる事務処理，遺跡清鼠樹木の伐問を行った。16日から調査区北側の

畑地に7本の試掘トレンチを設定し，試掘調査を開始した。

5月　2日までにほぼ試掘調査を終了した。その結乳住居跡を多数確認した。6日から人力によるトレンチ

の拡張を行い，遺構調査を開始した。13日から調査区北部から重機による表土除去を開始した。21ヨには

一時遺構調査を中止し，遺構確認作業を行った。

6月12日に調査区北側の表土除患遺構確認作業を終了し，18日から，方眼杭打ち測量を実施した。

7月　9日から調査区南側の樹木の伐問を開始した。18日に伐関を終了し，重機による表土除去を開始した。

8月　8日から調査区南側の遺構確認作業を開始し，12日に終了した。木工台遺跡の平成9年度調査区におけ

る遺構確認数は，住居跡200軒，掘立柱建物跡4枚　土坑633基，溝25条であった。

9月1日から調査区南側の方眼杭打ちを実施し，引き続き住居跡の遺構調査を進めた。

10月　遺構調査を進め，これまでに住居跡74軒，土坑20基を終了した。

11月　遺構調査を進め，住居跡48軒，掘立柱建物跡1棟を終了した。

12月　引き続き遺構調査を進め，住居跡34軋　士坑30基，溝5条を終了した。

1月　引き続き遺構調査を進め，住居跡28軒，掘立柱建物跡1枚士坑80軋藩9条を調査した。

・一一一一一一一一1－1－一一一一一一一



2月　9日，「木工台遺跡の遂軋　遺物について」というテーマで班内研修会を実施した。18日，航空写真撮

影を行った。

23日，埋蔵文化財の啓発普及のため報道公開を行い，28日には，これまでの調査の成果をもとに現地説

明会を開催した。多くの見学者が来跡した。

3月　6日，委託者に対しての報告会を実施した。19日までに補足調査を完了した。調査の結果，住居跡195

軋鍛冶工房跡2軋掘立柱建物跡12楓土坑394基，地下式墳2基，溝18条，不明遺構7基の遺構を検

出した。安全対策を含め平成9年度予定の現地調査を終了した。

－　2　－



第2童　位置と環境

第且節　地理的環境

木工台遺跡は，茨城県行方郡北浦町太字内宿字井戸作台1誹0番地ほかに所在している。

北浦町は，茨城県の南東部に位置し言ヒは鹿島郡鉾田町に，東は北浦をはさんで同郡大洋村に，南は行方郡

麻生町に，西は同郡玉造町に隣接している。当町は，昭和30年に津澄札要村及び武田村の3村が合併して北

浦村となり，平成9年10月1日に現在の北浦町となった。

当遺跡周辺の地形を概観するとタ北浦湖岸近くまで延びている台地と湖岸沿いの低湿軋及び小河川によっ

て形成された低地にほぼ分けられる。台地は玉造町方面から潮来町方面に延びる標高35～39mの行方台地で，

緩やかな丘陵を形成している。また言璃岸に面した台地の東側には支谷が樹枝状に入り組んでいる。台地の内

陸部は，比較的広い台地を形成しているが，先端部分は細長く突出した舌状台地となっている。

地質は，砂鉄質の中粒砂よりなる石崎層，灰褐色のシルトからなる見和下層，黄褐色の中粒砂からなる見和

上層，灰色中粧～租粒の砂からなる竜ヶ崎砂礫層，灰白色粘土層の茨城粘土層，関東ローム層の順で堆積して

いる。、．

木工台遺跡は，北浦町の北東乳北浦に注ぐ武田川の左岸標高約3ト35mの舌状に張り出した台地上に位

置している。当遺跡の南側の沖積低地は，水田として利用されている。水田と台地との比高は，約15mであ

る。調査前の現況は山林と畑地である。

参考文献

e　大森昌街の蜂須紀夫『茨城の地質をめぐって』1987年8月

0　茨城県農地部農地計画課『土地分類基本調査　玉造』1984年日月

ゆ　茨城県農地部農地計画課『土地分類基本調査　磯浜0鉾田』1991年3月

第2節　歴史的環境

霞ケ浦と北浦に画した行方台地は，北浦をはじめとした水系に恵まれており，古代から人々の生活に絶好の

舞台となってきた。そのためタ行方台地は縄文時代から中世にかけての遺跡が多く存在している。ここでは，

当遺跡との関わりの深い縄文時化弥生時化古墳時化奈良の平安時代について述べることにする。

（11縄文時代

縄文時代になると県内各地に貝塚が形成されるようになり，当遺跡周辺でも15か所翔の貝塚が確認されて

いる。貝塚をはじめ縄文時代の遺跡は，北浦に画する湖岸の台地上や武田胱　山田川の両岸の台地上に多く見
もりと　　　　　　　おにごえ

られる。調査が実施された遺跡として，次のような遺跡がある。森戸貝塚とも呼ばれる鬼越貝塚〈54〉は，
つるがい

昭和29年に調査され，後期の遺跡であることが判明した。（Zj鶴ケ居貝塚〈28〉は，昭和47年に調査され，中期

から後期の遺跡であることが判明した。（3端遺跡拍j〈31〉言詣遺跡澤〈34〉，穿遺跡（6）〈36〉は，昭和63年

から平成元年にかけて調査され，中期の集落跡であることが判明した。今山遺跡からは中期のファイヤーピッ

トも確認されている。六台遺跡からほ，中期のフラスコ状士坑が7基確認されている。また，茨城県立歴史館
いまやま　　　　　　　　　　なりたはやかわ

の学術調査けによると，今山貝塚〈31〉ほ中期の月嵐成田早川貝塚〈10〉は中期から後期の貝塚であるこ
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とがわかった。この他には，出土遺物等により時期の判明している遺跡として，中期から後期にかけての遺跡

として貰轟産貝塚〈5〉∴青竜貝塚〈14〉，後期の遺跡として諸　遺跡〈軌後期から晩期にかけての遺
とろいど　　　　　　　　　　　　　あなせ　　　　　おおつか

跡として登呂井戸遺跡〈40〉，晩期の遺跡として，穴瀬貝塚〈6〉，大塚遺跡〈29〉等がある。平成8年に調
みわ

査された三和貝塚〈3〉　は，中期の貝塚と考えられていたが，出土遺物から前期前半の黒浜式の時期や前期後

半の浮島式期の竪穴住居跡が確認され，前期の貝塚であることが判明した。

（2）弥生時代

弥生時代の遺跡としては，包蔵地が確認されており，武田川流域と山田川流域に分布している。武田川流域

には∴音新路遺跡〈50〉，帯遺跡〈13〉等が所在し，山田川流域には諭紹遺跡〈25〉，宥嵩苗た穿
せきど　　　　　ふるやたいら　　　　　なかやま

遺跡〈55，関戸遺跡〈26〉，古屋平遺跡〈24〉，中山遺跡〈41〉等が所在している。

（3）古墳時代

古墳時代になると，強大な権力を有する豪族は支配者として各地に墳墓を築造するようになり，武田川や山
にっぱし　　　　　　おおつか　　　　　　にいほり

田川流域の台地にも古墳群が形成された。武田川流域には，新橋古墳群〈39〉，大塚古墳群〈15〉，新堀古墳

群〈18〉等がある。山田川流域には，ドンビン塚古墳群〈20〉，うなぎ塚古墳群〈52〉，1号壇のくびれ部から
どうめき

箱式石棺の出土が幸泣告されている堂日本古墳群〈21〉等がある。堂目木古墳群（堂昌木1号墳）は，箱式石
ふだば　　　　　　　なりた

棺の構造から7世紀代の古墳と考えられる。（8）そのほか言ヒ浦西岸の台地上には札場古墳群〈2〉，成田古墳

群（9）〈4〉がある。札場古墳群においては，6世紀複葉から8世紀初頭に築造された4基の古墳が確認され，

成田古墳群では，7世紀代から8世紀初頭に築造された7基の古墳が確認されている。とりわけ，札場古墳群

第2号境と成田古墳群第3号境の被葬者は，遺物や主体部の形状から6世紀末葉から7世紀代の在地勢力の中
ふるやしき

でも首長的存在であったと考えられる。集落跡としてほ，六台遺臥　古屋敷遺跡00）〈33〉，平遺凱今山遺跡，
ふるだて　　　　　　かぜはや　　　　　　すみやき

古館遺跡（11）〈35〉，風早遺跡㈲〈37〉，炭焼遺跡（9）〈12〉等が調査されている。

（4）奈良・平安時代
ぼっくだい

奈良e平安時代の遺跡の数は，古墳時代に比べると減少する。この遺跡としては，木工台遺跡（13）（平成8
しょ一フ

年度調査区）〈1〉の他に，六台遺臥古屋敷遺軋　平遺臥　今山遺臥　古館遺跡，平成3年に調査された菖
ぶさわ

蒲沢遺跡14）〈46〉がある。木工台遺跡からは，多数の住居跡の他に製鉄関連遺構が確認されている。

※文中の〈　〉内の番号は，第　図及び周辺遺跡一覧表中の該当遺跡番号と同じである。

〈註〉　参考文献

伽　北浦村教育委員会『北浦村文化財地図』1986年8月

（2）茨城県『茨城県史料　考古資料編　先土器・縄文時代』1979年3月

（3）北浦村教育委員会『北浦村鶴ケ居貝塚』1972年7月

（4）山田地区遺跡発掘調査会『今山遺跡調査報告書』1990年3月

（5）山田地区遺跡発掘調査会『六台遺跡調査報告書』1990年3月

（6）山田地区遺跡発掘調査会『平遺跡調査報告書』1990年3月

（7）茨城県歴史館『県内貝塚における動物遺存体の研究（3）』1981年3月

（8）茂木雅博「堂目木1号墳調査報告」『茨城考古学』第1号　茨城考古学会1968年3月

（9）茨城県教育財団「北浦複合団地造成事業地内埋蔵文化財発掘調査幸泣告書I　炭焼遺跡　札場古墳群　三和貝塚

成田古墳群」『茨城県教育財団文化財調査報告』第130集1998年3月

（10）山田地区遺跡発掘調査会㌃古屋敷遺跡調査報告書』1990年3月
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帥＋山田地区遺跡発掘調査会『古館遺跡謂登載一驚普』　臓腑年3月

均　を桐地区遺跡発掘調査会　風早遺跡調査報告書』　摘鮮卑3月

′　、　、　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　、　　′　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　′　′　′ヽ　　′　　ヽ

調査孝離別日数摘融経　路絡年9月

域　菖蒲沢遺跡調査会　菖蒲沢遺跡調査塞豊吉』　摘狙年鼠招き

表且　周辺遺跡一覧表

番　　　　　　　　 県　　 時　　　 代　　 番　　　　　　　　 県　　 時　　　 代

普選跡雄骨酢豚 骨相
型旦旦旦旦旦連坐コココ司ヨコ軽重至亘車重事司「司「「
互生旦旦些逆上痙L E E桓工工事荘重垂逐車重匝司「「「司
止主墜」と里庚蛮コ重ココココ重至麺痙垂車道司コ司「司司
止整堅旦堅整捷吏」ココ重ココ頭重逼逐逐車道尋「「「司「
豆堅塁旦旦選吏聖上巨仁王工王道注車重蓬亘車道尋「「「桓棒棒
私製選と堅墜士重工巨Et工工事正車重重率亘逼尋「匿「桓棒
ア　金 上　遺 跡恒轡　 〇日目つつ回 古館　 遺　 跡棋聖 O i　 回 ○桓

蛙旦旦塑攫逆上垂E巨E t工工事迂吏二重二重謳司「盲「桓樟棒
吐堅堅旦旦旦達也」」」司ココ匡匝予『藩議丁～「「「極
吏旦堅塑墜塑上司コ可「‖つつ庫妙義台腰壕恒般　○
吏旦里璽攣墜士垂E E E更正王道荘重車重車重匝司「「「司
睦捷」生旦運上二E E に巨巨に阪巨亘車重車重車F F 「‖つ
睦捷」生旦運上痙亡匝巨匝E E 匝匝三重車重玉亘に口有固「
吏旦蔓と堅空士痙亡巨仁王工工事荘重車重車重桓重コ「「司「
吏旦墜蓬墜選連垂L t t 玉茫ェ運蛋車を亘車重幸蒜「「「棒
吏旦旦旦些埜蓮尋コココ司＝E陸運コ車重事尋車「「「極
五里塑璽墜車運尋コココヨココ萄逐衰亡を率下司「司　‖つ
薮旦旦旦旦旦達也」」」亘ココ或車重車重逐エコ「司「司可
衷些堂旦墾空士垂L E E 遊亡工事重車重逐逐車匝重「「「司「
衷堂望攣撃墜蓮華コココ可ココ頭重道道車重圭司「「「司「
吏旦旦整撃墜遵奉L t工玉茫＝運蛋車重車重孝幸蒜「「「極
衷旦旦旦旦旦五重コココ匡亡に陸運車車重画洋品「捧持極
衷旦塑攣墜埜蓮尋コココヨコ』頭重車重逐車重尋「「「司
吏旦攫空運逐主亘⊂桓蓬奉仁王韮仁衰塗車重車桓司「司司司
衷旦塑逆運墜運垂⊂亡き仁王王道仁垂麺垂逐車拉尋「「「司
衷攫」と整選良垂亡垣装整仁王避妊車重三亘車運尋コ司「‖つ
27 御門山古墳群恒糀　 回　 回 i ii翫 南高岡平遺跡恒錮　 回 0 0 i

覿些豊里旦旦巌可「可「　‖つ‖　　　 i ‖つ
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第1回　木工台遺跡周辺遺跡分布図



第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

木工台遺跡は，北浦町の北東部，行方台地東部の標高31～35mの台地縁辺部から南に伸びる舌状台地上に

位置する。その東側には北浦が湖水を湛えている。調査区は平成8年度と平成9年度に分けられる。平成8年

度は，遺跡北側の東西約240m，南北約160m，面積約20，494止を調査した。今回報告する平成9年度は，遺跡

南側の東西約114m，南北約237m，面積約21，753誠を調査した。現況は畑地，山林である。遺跡の南側には，

内宿井戸作城跡があり，支谷を挟んで西側には，内宿館跡がある。

今回の調査によって，竪穴住居跡195軒，鍛冶工房跡1軒，掘立柱建物跡9棟，土坑275基，地下式墳2基，

不明遺構2基を検出した。竪穴住居跡は縄文時代前期1軒，弥生時代中期5軒，古墳時代後期91軒，奈良・平

安時代86軒，時期不明10軒である。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に260箱出土した。遺物の大部分は古墳時代後期から奈良・平

安時代の土師器や須恵器で，竪穴住居跡の覆土及び床面から出土している。また，鉄製品のほか，羽口，鉄津

が出土する遺構も検出している。

第2節　基本層序の検討

調査区北西部（B5f4区）にテストピットを掘り，

基本層序の観察を行った（第2図）。

ソフトロームはなく，表土直下からロームはすべてハー

ドロームである。

第1層は，耕作土。厚さ約50cmで極暗褐色をしている。

第2層は，厚さ12－14cmの暗褐色のローム層で，武蔵野

台地等でいう第1黒色帯に相当するものと考えられる。

第3層は，厚さ16～32cmの褐色のローム層で，姶良Tn

火山灰（AT）層が含まれる。

第4層は，厚さ20～34cmの締まりある褐色のローム層

で，武蔵野台地等でいう第2黒色帯に相当すると考えら

れる。

第5層は，厚さ38～56cmの褐色のローム層で，第4層

より粘性が強く締まりもある。 第2図　基本土層図

第6層は，厚さ14～20cmの褐色のローム層で，第5層と同じく粘性・締まりとも強い。

第7層は，厚さ56～62cmの暗褐色のローム層で，粘性・締まりとも強い。

第8層は，厚さ10－18cmの暗褐色のローム層で，第7層と同じく，粘性・締まりとも強い。

第9層は，厚さ10～14cmの暗褐色のローム層で，締まりもあるが，特に粘性が強い。
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第10層は，厚さ40－50cmの灰褐色の粘土層で，黒色の火山灰粒子を含み，粘性もあるが，特に締まりが強い。

遺構は第2層上面で確認し，第3，4層を掘り込んで構築されている。

1　　　　　　　2　　　　　　　3　　　　　　　4　　　　　　　5　　　　　　　6　　　　　　　7　　　　　　　8　　　　　　　9　　　　　　　0

l
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第3図　木工台遺跡調査区設定図



第3節　遺構と遺物

且　竪穴住居跡

当遺跡の遺構は，縄文時代から奈良。平安時代に至るもので，重複や建て直しも見られ，調査区の全面から

195軒検出した。以下夕　検出された住居跡の特徴や出土遣物について記載する。

第柑常住腰掛（第4図）

位置　調査区の北部9　C4bl区。

規模と平面形　長軸3．65m，短軸3。50mの方形である。

主軸方向　N－＿10し、－E

壁　壁高は24～32cmで，外傾して立ち上がる。

璧溝　南東壁下を除いて巡っている。上幅20～30cm，下幅6～l紐，深さ4～6cmで，断面形はU字状である。

床　平坦でタ　北西コーナー部及び東壁から南壁にかけて踏み固められている。

ぽッ拒　Plは長径30cm9短径26cmの楕円形，深さ購cmである。位置から出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

確　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚き口部まで127cm，両袖最大幅122cm，壁外への掘り込みは79cmである。袖の内壁は，火

熱を受けて赤愛している。火床部は，床面を5cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤愛している。煙道部

は耕作によって撹乱を受け，立ち上がりの状況は明確ではない。
竃土層解説

1灰　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量

4　極暗褐色　ローム小ブロック0ロームの粘土粒子少量，ローム中ブロック微量
5　暗　褐　色　焼土・ローム粒子微量

6　暗赤褐色　粘土粒子多鼠焼土中ブロック・焼士・炭化・ローム粒子微量

7　暗赤褐色　粘土粒子多量，焼土。ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

8　暗赤褐色　粘土粒子多量，焼土・ローム粒子少量

9　暗赤褐色　粘土粒子多量，ローム粒子微量

10　暗赤褐色　粘土粒子多量，ローム粒子少量

は　賠赤褐色　炭化eローム粒子少鼠　焼土粒子・ローム小ブロック微量

12　暗赤褐色　粘土粒子多量，焼土・炭化・ローム粒子少量，炭化物微量
13　暗赤褐色　ローム粒子少量

14　暗　褐　色　ローム粒子少量

覆羞　6層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子・ローム小ブロック微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

5　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片348点（杯片64点，皿片1息蓋片1点，嚢片278点，甑片4点），須恵器片130点（杯片43点，

蓋片12点，椀片2点，餐片73点），土製品1点，鉄製品1点，鉄淳48．0gが出土している。覆土中層では，第

5図4の須恵器杯が竃付近から正位で，6の土玉が中央部東寄りから，7の鍬先が中央部西寄りから出土して

いる。5の須恵器甑は，竃付近と中央部とPl付近の覆土中層から出土した破片が接合したものである。床面

では，2の土師器高台付椀が南壁際から，3の土師器嚢が中央部やや北寄りから出土している。竃内では，1

の土師器椀が覆土下層から出土している。

－　9　－
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所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から10世紀前葉と考えられる。

第108号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（Cロ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第 5 図

1

椀

土 師 器

B （1．9）

C　　 6．8

底部片。平 底。 底 部回転糸切 り。 石英 ・雲母

橙色

普通

P 4　　　 10％

竃内

－10－
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第5図 高台付椀 A ［13．8］高台部から口縁部片。高台部はハ 口縁部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英・雲母・ P 2　　　 30％

2 ．土師 器 B　　 6．1 の字状に開く。休部は内攣して立 体部内面へラ磨き。休部下端回転 スコリア 床面　　 PLlO6

D　　 7．4 ち上がる。口縁部はわずかに外反 へラ削り。高台貼付け。内面黒色 にぷい黄橙色

E　 l．1 する。 処理。 普通

3

丑 A ［18．0］体部から口縁部片。口縁部は外反 口緑部内・外面横ナデ。休部外面 長石・石英・スコ P 3　　　　 5％
土師 器 B （5．1） し，端部を内側に折り込んでいる。ヘラ削り。 リア

橙色

普通

床面

4

杯 A　 13．4 体部から口緑部一部欠損。平底。 口綾部，体部内・外面ロクロナデ。石英・雲母・スコ P 1　　　 90％
須 恵器 B　　4．2 体部から口緑部にかけて外傾して 底部回転糸切り。 リア・白色針状鉱 覆土中　 Pl。106

C　　 5．8 立ち上がる。 物

明黄褐色　 普通

口緑部内面に油

脂が付着。

－11－



図版番号 器　 種 計測催事頑 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 5 囲 甑 B （20。温） 底 部か ら体部 にかけての破片 。平 体部外 面舵位の平行 叩 き。体溺げ 長有 ・スコ リア ㌘384　　　 40％

5 項∴吏 器 ぐ　 1う．り 底 。多孔式。体 部は外傾 して立 ち 端へ ラ削 り∵　内面 へラナデ＋ 工ぷい 黄橙色 滝士 申　 P L l両

上 がる。 普通 二次焼成

警告窯を藁自警慧慧鷲荒岡醐慧圏醐闘慧相　田

噺 序　 種伝 奇 志 輯摩さ。議 畳。g）恒 地点
備　　　　　　　　　　　考

7　 極 ・＋ 射 （机 ‖ （摘 le中　 独 酌　 穫　 土　 中 M I　　 PIJ170

第臓　風考健腰静　第　囲う

位置　調査区の北部。し∵‖l区∴

重複関係　本跡が，第＿1（）＝打力甘口跡、第2号据立柱建物跡を抽‖）込んでいる、一一、

規模と平面形　長軸ふ71111，鯨油3．0（＿．）1mの長方形である二、

童車癖方向　N一覧）（）し‾1－王三

壁　嘩高は8、17cmで。外傾して立ち上がる＿．

應　全体的に平坦で　竃付近から中央部にかけて踏み固められて折る。

篭　東壁中央部に　砂混じ　の褐色粘土で構築されて折る。義井部は崩落し若齢る。北磯部は残存して齢るが撃

南柚部は粧す畑二よる摘活Lのため壊されており，袖部の範囲だけ碓認した、、規模は。′厘道部から焚き口部まで

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

火熱を受けて赤変している　支脚は石を火床面に据え付け，その上に粘上をつめた＝抽器高台付椀と上帥器林

を逆位に重ねた状態で出上している＿　高台付椀の高台部の粘日上　火熱を受け赤′如酎ヒしているつ亜道部は緩

やかに立ち上がる、二、

電土層解説
1　暗　視　色　目－∴・神目斗1′つ∴少量　焼上′トブし「′ケ・焼上・炭化粒召粧－；：
2　暗　褐　色　焼土のローム粒子微巌
：う　黒　褐　色　焼上・炭化・tブーム粒Jつ粧ii：

黒　褐　色　焼土粒子少量　炭化もローム粒子微量

1　暗　褐　色　焼目白’ノ少量　焼上′トプロ、ソク・し了一・一ム粒自散量
6　窯　褐　色　焼土中ブロックを焼土粒子少量学　ローム粒子微量

極暗褐色　焼土粒子少量　炭化粒子微量
バ　黒　褐　色　しブーム小プロ・ソク少㍑　焼上・炭化・t」一一ム粒Jつ粧表．：

9　暗　褐　色　ロームの粘土粒子少量夕　炭化粒子微量

川　暗　褐　色　焼十・歳化・ローム粒召微量

11褐　　　色　粘‖1－イ・多品　炭化・ローム粒自敬量

は　暗赤褐色　粘土粒子多量　焼土の炭化0ローム粒子微靂

1：j　帖二　掲　色　情上位J’－少量，焼上・炭化・ローム粒J’一少：違

背皇　2層からなり，レンズ状の堆積を示し．自然堆積である．∴

土層解説

1　黒　褐　色　焼上・粘‖三日’・少量．焼「小ブロック・炭化・ローム粒J’・微量

2　暗　褐　色　焼上・炭化・ローム・枯上位イ・少量　焼上′」、プロ、ソケ・ローム小プロ・、．′ク微量

／　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　′　　　　　　　　ニ　　′　　　　　．　　′　　　　′

．・　　　　　　．・　　　　‘．　　　　／、　　　　　　　　ノ　　　　　　′　　　　、′　′　　　′　′　′

南壁際から斜位で出上している．、＿1覆層一層では，＿11の＝紬器高台付椀が南l醐肺から15の力子が竜北袖部付近

から出上している、∴　覆「上層では，3の日酢器杯が中央部南側から正位で，5の周柑臣何首中央部南東よりか

112…－…
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第6図　第109A号住居跡実測図
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』　　己

ら，7の土師器高台付椀が中央部北東寄りから逆位で，10の土師器高台付椀が南東側から逆位で出土している。

床面では，4の土師器杯が中央部から斜位で，9の土師器高台付椀が竃付近から逆位で，13の土師器嚢が北東

コーナー部から，12の土師器嚢が南壁下から出土している。竃内では，1の土師器杯と8の土師器高台付椀が

逆位で出土している。その他，覆土中から6の土師器杯，14の土玉が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から10世紀中葉と考えられる。

第109A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 7 図 上不 A　 lO．9 平底。休部 は内攣 して立 ち上がる。 日緑部 ，体部 内 ・外 面 ロクロナデ。 石英 ・雲母 ・スコ P 5　　 10 0％
1 土 師 器 B　　 3．4

C　　 5．4

口縁部 はわずか に外 反する。 底部 回転 糸切 り。 リア

にぷい橙色

普通

竃内　　 P L lO 6

二次焼 成

－13－
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第7図　第109A号住居跡出土遺物実測図
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図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎上・色調・焼成備　　考

第7図珂こA　11．5口緑部一部欠損。平底。休部は外口緑部，体部内・外面ロクロナデ。石英 P6　　　　95％

2土師器B　　3．5

C　　5．4

傾して立ち上がり，口緑部に至る。底部回転糸切り。 にぷい黄橙色

普通

覆土中　PLlO6

3

土不A　ll．2口縁部一部欠損。平底。体部は内口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英・スコP385　　　95％

土師器B　　3．1攣して立ち上がる。口緑部は外反底部回転糸切り。 リア 覆土中　PLlO6

C　　5．4する。 明赤褐色

良好

二次焼成

4

土不A　ll．6休部から口緑部にかけて一部欠口緑部，体部内・外面ロクロナデ。石英・雲母P7　　　　60％

土　師器B　　3．5損。平底。体部は内攣して立ち上休部内面へラ磨き。底部回転糸切にぷい黄橙色床面　　PLlO6

C　　5．7がる。口緑部はわずかに外反する。り。内面黒色処理。 普通

－14－



賄 番可 器 種 巨憫 縮 可　 器 形 の 特 徴 i 手 法 の 特 徴 胎㌣ 鯛 凋 痢　 ノ備　 考

第　 図　　 均　　 A　 は 湖　 底部から．打線部片。平底。体部は il縁部 体部内 0外面ログロナデ。 長有 ・有薬 ・実母・ P J　　　 亜㌦

スコリア　　　　　 穫土中
橙色　 普通　　　　 二次焼成

5　　 土 師 器　 B　 385　 内攣して立ち上がる。描線部はわ　 底部回転糸切 娠

C　 567　 ずかに外反する。

林　　 H　H ・圭　 底部から休部片 一　骨ぺ　 休部は内　 体部内 ・外面U クロナデ∴底部回 石英 ・雲母　　　　 P O　　　 瀬㌦
6　　 土 師 器　 C　 冒。0　 攣 して立ち上がる。　　　　　　 転へラ切 り。 にぷい橙色　　　　 覆十申

普通

高台付椀　 Å　 ほ う　 休部から目線部　 一部欠損∵高台部　 目線乱 体部内 ・外面ロケロナデ∵ 長有 ・有薬・実母・ P ll　　 湘㌦
7　 土 師 器 警 鵠 控 霊 霊 禁 浣 豊 霊 豊 漂 霊 雷 霊 ㌫ 讐 霊 豊 スコリア　　　　　 将士申　 P L m G

にぷい橙色　　　　 二次焼成
D　 lの5　 外反する。　　　　　　　　　　　 処理。 良好

高台付椀　 A　 臓の　　 体部から打線部げ′…・′ふ部欠損。高台部　 描線部 体部内 の外商ロクロナデ。 長有 ・有薬 ・スコ　 P は　　　 γ0㌦
土 師 器 鵠 ：紺 憲諾 慧 警 蒜票 票 監 禁 膵 端纏 へラ削 C 高鍋 付 リア　　　　　　　 電内　　 P L川0

橙色　　　　　　　 二次焼成
E　 lを4　 外反する。 普通

高台付椀　 Å　 ＝・寸　 高台部から目線部片∵高台部はハ 「1線乱 体部内 ・外面ロタロナデ＋ 長有 ・右薬 ・フ∴コ　 P †3　　　 m ㌦
9 」二師 器 鵠 ：描 豊 禁 志 票 票 禁 嵩　 高油 付け〇 リア　　　　　　　　 床面　　 PL頼ト

にぷい橙色　　　　 二次焼成
E　　 且。4　 する。 普通

高翻 す椀　 A　は503］ 高台部からL 縁部首。高台部はハ ト縁乳 体部内 を外面ロクロナデ。 長有 ・実母　　　　 P lJ　　 亜㌦
且の　 土 師 器 雲　 3㌢ 豊 票禁 音義悪霊禁等票差孟孟 雷雲豊霊這孟警き。紬 附 けC にぷい橙色　　　　 覆土中　 ㌘監摘6

普通　　　　　　　 二次焼成
E　　 圭複　 する。

高台付椀　 A l＿685　 底部か ら打線部片。高台剥離。体　 描線部芦体部内 の外面ロタロナデ。 石英 ・崇母　　　　 P 15　　　 佃㌦
11　 土 師 器　 B　日 誹　 部は内攣 して立ち上がる。沼縁部　 高台貼翻 す。内面異色処理。 工ぷい樟色　　　　 魔子中　 P L頼り

ほ外反する。 普通　　　　　　　 二次焼成

悪　　 A lユリ　は頂部か甘 1線部片＋目線部は外反　 日線描画 ・外面構ナデ∵体部内 ・ 長右 ・石英　　　　 P lγ　　　 抽㌦
ほ　 土 師 器　 B　 再 誹　 する。　　　　　　　　　　 津浦 ナデ。 工ふい黄樟也　 1床面12 土 師 器　 B　 再 。封　 する。　　　　　　　　　　　　　 外面 ナデ。 ‖二ふい黄樟也　　 一床面

普通

登　　 A　 路 扇　 体部 か ら－一機緒附 。 体部は緩やか　 沼縁部 内 の　桁毎横ナデ。体部 内 も 石英 も雲一夏‥婆あス ニア「P 摘 摘％

13
土 師 器　 B （呂。2） に内攣 して立 ち上が る。 n 縁 部は 「外面ナ デ。

外反す る。
リア　　　　　　　　 床面

橙色

普通

図柄 目 口打　 種 ！　 計　　 測　　 生 ＿ 」 出……
備　　　　　　　　　　　 考

拇写 存　　 序 拍 ） 径 cm車 径 cm） 重量施）i 出土地ノ・も、
14　序　　 玉i lの9 隼 十　 狛日　 日料 軽 寺 苓 OP 2　　榊％　　 PLl樟

梼 。 。打　　　　　 計　　 測　　 値　 ！

備　　　　　　　　　　　 考田 厚さ（cm恒 星施 ） 出 土 地 …長さ（cm）　 幅 （cm）

蟻　 刀　　 可 （ 可　 の7 m i 触 項 覆　 土　 中
M　　　 P L け8

第臓相磯磯腰腰（第馴郵

位置　調査区の北部，Cこ頚fl区。

′ノ　　　　　′・　、・・’′－′　　　．′　　．　　　ノ　′　、′・　．　∴′′　．′　一；′　　　　一　　　　ノ

部から南東方向にかけて掘り込まれているご

一　　　　　　′　＼－　′　、　　　　　　　　　′′′　′　′　‾　ノノ′′

主軸方向　N－27J－W

壁　壁高は15、35cmで，外傾して立ち上がる、l、

′　　　′　・．　‾‘　‾　－　　　　　　　　　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

状である．、＿、

一一…一つ5－－－1－…
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第8図　第109B号住居跡実測図
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床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は，長径30～48cm，

短径24－40cmの楕円形，深さ46～80cmである。規模と配列

から主柱穴と考えられる。

竃　北西壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されてい

る。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。規模

は煙道部から焚き口部まで108cm，両袖最大幅95cm，壁外

への掘り込みは20cmである。火床部は，床面を8cmほど掘

0　　　　　　　　　　　　10cmLi i

⊂上≧〕

第9図　第109B号住居跡出土遺物実測図

りくぼめており，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部

は緩やかに立ち上がる。

埴土層解説

1灰　赤　色　粘土中・小ブロック・粘土粒子中量，焼土中・小ブロック少量

2　極暗赤褐色　焼土中・小ブロック中呈，焼土大ブロック・粘土粒子少量

3　極暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土・粘土粒子少量，焼土中ブロック微量

4　灰　褐　色　焼土小ブロック・焼土・粘土粒子少量

5　灰　褐　色　粘土粒子多鼠　煉土小ブロック少量
6　褐　灰　色　粘土粒子多量

7　極暗赤褐色　焼土中・小ブロック少量

8　極暗赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土・粘土小ブロック少量

9　暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子少鼠　粘土粒子微量

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土・ローム粒子微量

2　暗　褐　色　焼土小ブロック・ローム中・小ブロック・ローム粒子少呈，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・ローム大・中ブロック微量
4　褐　　　色　ローム中・小ブロック中墓，ローム粒子少量

5　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

6　褐　　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック中量，焼土小ブロック・ローム大・中・小ブロック少量

造物　土師器片6点（嚢片6点）が出土している。覆土下層では，第9図1の土師器杯が中央部南側から逆位

で，2の手控土器が中央部東側から逆位で出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から6世紀後葉と考えられる。

第109B号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （Ⅶ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 9 図 巧こ A ［9．2］ 底部 か ら口緑部片。 丸底。休 部は 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。休部外 面 石 英 ・雲母 P 19　　　 60％
1 土 師 器 B　　 3．9 内脅 して立ち上が り，口緑 部 との ヘ ラ削 り後 ，ナデ，内面へ ラ磨 き。 褐灰色 覆土 中　 P L lO 6

境に稜 を持 つ。口縁 部は内傾す る。 内 ・外面黒色処理 。 普通

2

手捏 土器 A ［6．8］ 底部か ら口綾 部片。平底。突 出 し 口緑 部及び体部内 ・外 面ナデ。底 石英 ・雲母 P 20　　　 8 0％
土 師 器 B　　 3．0

C　　 6．2

た底部か ら外傾 して立 ち上が る。 部 木葉 痕。 にぷい橙色

普通

覆土中　 P L lO 6

第110A・110B・110C号住居跡（第10・11図）

位置　調査区の北部，C3iO区。

重複関係　第110A・110B・110C号住居跡は，2回の拡張が行われている。第1回目の拡張は第110C号住居

跡の西壁を拡張し，第110B号住居跡を構築した段階である。第2回目の拡張は第110B号住居跡の上部に貼床

して西壁を拡張し，第110A号住居跡を構築した段階である。

－17－



第10図　第110A・110B・110C号住居跡実測図（1）
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規模と平面形　第110A号住居跡は，長軸6。10m，短軸5。65mの方形である。第110B号住居跡は学長車由6610m，

短軸［説4］mの長方形と推定される。第noC号住居跡は，長軸6月Om，短軸［5・22］mの長方形と推定され

る。

童軸方向　第n A e n B e HOC号住居跡と　にN－00である。

壁　第110A ellOB ellOC号住居跡の壁高は65～80cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　第110A ellOB。nOC号住居跡ともに，全周している。第n A号住居跡は　上幅38～60cm，下幅8～

18cmタ　深さ14～18cmで，断面形はU字状である。第110B号住居跡は　上幅摘～6cm　下幅　～摘cm　深さ5

～18cmで，断面形はU字状である。第HOC号住居跡は，上幅16～6cm　下幅　～柑cm　深さ　～18cmでタ　断

面形はU字状である。

床　第H A号住居跡は　平坦で　中央部は踏み固められている。第110B号住居跡は，第110A号住居跡より

2～7cm下位にあり，踏み固められた床面が検出されている。第noC号住居跡は　壁藩の検出状況から第110

B号住居跡と同一床面と考えられる。

ぽッ　　第n A号住居跡は，18か所（Pl～P18）。P　～P　は　長径寝～犯cm　短径6～開cmの楕円乳

深さ64～90cmである。規模と配列から主柱穴と考えられる。P5とP6は径40～44cmの円形夕　深さ74～76cmで

ある。位置からPlの補助柱穴と考えられる。P7～P鼠8ほタ　径26～38cmの円形　深さ霊～瞞cmで　壁際にあ

る。位置から補助柱穴と考えられる。第110B el摘C号住居跡のピットは検出されず厳密には不明であるが，

第110A号住居跡の主柱穴㌘1～P4と同位置であったと推測される。

竃　第ⅢOA号住居跡は，北壁中央部に砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖

部が残存している。規模は夕　煙遺部から焚き口部まで摘cm　両袖最大幅膵cm，壁外への掘り込みは84cmであ

る。袖の内壁は　火熱を受けて赤愛している。火床部は，　cmほど床面を掘り　ぼめてお勘　火熱を受け　赤

変硬化している。煙道部は緩やかに立ち上がる。第m0Bの110C号住居跡の竃は，痕跡が検出されないことか

ら厳密には不明であるが　第1摘A号住居跡の竃が第110Bの110C号住居跡の段階から使用されていたかタ　同

位置で造り替えが行われたものと考えられる。

竃土層解説
1暗　褐　色　粘土粒子中鼠　焼士粒子少量，炭化・ローム粒子微量

2　暗　褐　色　粘土粒子多鼠　焼土をローム粒子少量，炭化物。炭化粒子微量

3　暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土粒子少鼠　炭化粒子微量

4　暗赤褐色　焼上粒子多量，粘土粒子中量，炭化粒子微量

1暗′ホ褐色　焼上・ローム小ブロック・焼巨尉ヒ・ローム粒自微量

6　暗赤褐色　粘土粒子中量，ローム小ブロック・炭化・ローム粒子微量

覆羞　第1摘A号住居跡はタ　層　第　～　層　からな娠　レンズ状の堆積を示しヲ　然堆積である。第m刃B

号住居跡の覆土はタ　単一層（第6層）で，ロームブロックやローム粒子を多く含むことから人為堆積と考えら

れる。第110C号住居跡は第1用B号住居跡の床面と同じ高さと考えられるためタ　覆土は存在しない。

土層解説

1暗　褐　色　址上・ローム粒守一少甘．炭化粒J’・・ローム小ゾロ、ソク微量

2　極暗褐色　ローム粒子中鼠　焼土粒子0ローム小ブロック少量，炭化粒子のローム中ブロック微量
3　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子0ローム小ブロック微量

4　褐　　　色　ローム粒子少量，焼士や炭化粒子微量

5　褐　　　色　焼土のローム・粘土粒子少鼠　焼土中ブロック。炭化物e炭化粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中鼠　焼土e炭化粒子少鼠　焼ヒ小ブロック微量

遺物　第110Å号住居跡からほラ　土師器勘7且6点（琢片253鼠　婆尉378点　椀片糾息　鉢片　点上　須恵器片

粥点　捧片諏点　嚢片購嵐蓋片姐鼠壷片　息　甑片　点）士製品　息　鉄製品　鼠　石製品　点　緒

ノ　∵了　∴F、言言，′　い、1∴∴、′、，～き′1　　ノ、′　′∴　工　′　：　、一つ－．．、ノ　　ノ′：∴．∴　　一

の須恵器棒タ　23の須恵器甑が中央部南東側からタ　5の土師器聾が中央部東側から，8の土師器賓が中央部南寄

一一一　20　－ll
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第12図　第110A号住居跡出土遺物実測図（1）
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第13図　第110A号住居跡出土遺物実測図（2）
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第14図　第110A号住居跡出土遺物実測図（3）

25～32・35～37
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りから，12の須恵器杯が中央部北寄りから斜位で，11，15の須恵器杯，20の須恵器長頚瓶が中央部南側から，34

の石製紡錘車が中央部から出土している。覆土下層では，13の須恵器杯が中央部南西側から，16の須恵器杯，19

の須恵器鉢，24の灰粕陶器平瓶把手片が中央部から，3の土師器嚢が北壁際から，14の須恵器杯が中央部南側

から，17の須恵器杯が北西コーナー部から，37の不明鉄製品が南西コーナー部から出土している。16は，逆位

の状態で出土している。床面では，26の土玉が中央部から，29，30の土玉が中央部南寄りから，33の土製支脚

が中央部東側から出土している。竃内では，2，4，6，7，9の土師器嚢，18の須恵器蓋，21の須恵器嚢が

出土している。22の須恵器甑は，竃内と中央部の床面から出土した破片が接合している。25，27，28，31の土

玉，32の管状土錘，35の釘，36の鉄鉄が覆土中から出土している。第110B・110C号住居跡の遣物は細片であ

り，図示できるものはない。

所見　第110A号住居跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から9世紀中葉と考えられる。住居の拡張関係か

ら，第110B・110C号住居跡の時期は，9世紀中葉以前と推定される。

第110A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第12図 嚢 B （3．5） 底 部か ら休部下位片 。平底。休部 休部外面 へ ラ削 り， 内面ナデ。底 石英 ・雲母 ・スコ P 5 4　　　　 5 ％

1 土 師 器 C ［7．2］ は外傾 して立 ち上が る。 部木葉痕。 リア

にぷい赤褐色

普通

覆土 中

2

嚢 A ［14．4］ 底部か らロ緑 部片。休部 は内暫 し 口緑 部内 ・外 面横 ナデ。体部 内 ・ 長石 ・石英 ・雲母 P 2 6　　　 25％

土 師 器 B （1 3．1） て立 ち上が り，口緑 部は外反す る。

端部は上方 にわずか につ まみ上げ

られてい る。

外 面ナデ。 明赤褐色

普通

竜内

3

嚢 A ［14．4］ 体 部か ら口緑部片 。口縁部 は外反 口緑 部内 ・外面横 ナデ。 休部外面 石英 ・ス コリア ・ P 2 7　　　 1 5％
土 師 器 B （6．9） し，端 部は外上方 につ まみ上 げら

れ ている。

ナ デ， 内面へ ラナデ。 雲母

橙 色

普通

覆土中

4

慧 B （11．8） 底部か ら体 部片。平底。休 部は外 体 部外面へ ラ削 り，内面 ナデ。底 長石 ・石英 P 2 8　　　 15％

土 師 器 C　　 5．7 傾 して立 ち上 がる。 部木葉痕。 橙色

普通

竃内　　 PL l O7

－23－



匪鵬 号i 器 種 恒 酢 cn日　 器 形 の 特 徴 i 手 法 の 特 徴　 匪 … 摘 欄 可　 ノ隋　 考

第は膀　　 婆　　 A　は。H　体部からm 縁部片。体部は外憾し資　に縁部内の外商横ナデ。体部内の　長石0石英0雲母の　㌘凱　　　　 ％
土 師器　 B （もの ［：縁部は強　外反する。端部は外　外商ナデ。 スコープア　　　　　 覆土中

上方につまみ上げられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　 普通

婆　　 A ［飢諸］体部から［二様部片。体部は内暫し　に縁部内 0外商横ナデ。体部外商　石英を雲母のスコ　㌘錮　　　 鋼％
土師 器 B は頼 義孟志志雲豊；三豊 豊 豊　 へラ削 後 ナデ瀾 鵜ラナデ〇 震 い赤褐色　 竃内　 ㌘監摘ア

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

悪　　 A ！即．車　体部から目線部片∴休部は内曾L 「1線部内・外面積ナチ∴体部内・ 長有・右薬・実母　 P卸　　　 H㌦
土 師器 B はeお 謡 畿 農 霊 禁 書豊 票 外面ナデ〇　　　　　 豊羞 潤色　 馴

る。

悪　　 Å ！封言　 休 部か ら目線部片∵ 「1緑 部は強 く　 ‖緑部 内 ・外面構 ナチ∴体 部内 ・ 長有 ・有英 ・霊母　 P J2　　 1 ㌦

バ　　 十 帥 器　 H （81 ） 外 反 し　 端部 は十方 に／」まふ十げ　 外面ナ デ∴　　　　　　　　　　　 橙色　　　　　　　 将 士車

られている〇　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　 i

婆　　 B　 拍 6釦　 底部 か らに縁 部片。平底。体 部は　 休 部外面縦 方向のへ ラ磨 凱　 内面　 石英 の雲 母 のスコ　 ㌘鍼　　　 鋼％

9　　 土 師 器　 C ［8。2］ 外憾 して立 ち上が る。　　　　　　 ナデ。　　　　　　　　　　　　 リア　　　　　　　 竃 内

i　　　　　　　　　 にぷ 潤 色 普通

第†図　　 年　　 Å　 つ8．8　 底部か ら目線 部片∵平底＋休 部は　 目線 甘 体 部内 ・外面 ロクロナチ＋　長有 ・右薬 ・ス コ　 P 21　　 骨 ㌦

ヨ＿0　　 須 恵 器　 B　 5．温　 外 傾 して立 ち上 が 勘　 に縁部 はわ　 底 部匝転へ ラ切 。　　　　　　　 首　ア e 白色針状 鉱　 覆土 中　 野乱用6

C ［6凍　 ずか に外反す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 物　　　　　　　　 二次焼成

工ぷい橙色　 良好

林　　 Å ！日．お　 底部か ら目線部片 ∴平底＋休部 は　 目線 乱 作 部内 ・外面 ロケロナデ∵　長有 ・有薬 ・実 母　 P 満　　　 潮㌦

††　 柚∴吏 器　 H　 十バ＋上井傾 して立 ちI上が 主　 目線部 はわ　 休部下端 手持ちへ ラ削 ；） 底部回　 黄吠色　　　　　　 将士車　 P I」叫

し　 五1＋「辛か工外 圧す る＋　　　　　　　　　 転へ ラ切 ；）　　　　　　　　　　　 良好

塚　　 A　 は 。鋸　 底部 か ら［二縁部片。平底 。体部か　 に縁部 体部 内 あ外 商 ロタロナデ。 石 英 を雲母 のスコ　 ㌘演　　　 醐％

摘　　 須 恵 器　 迅　 叡7　 ら描線 部にかけて外傾 して立ち上　 体部下端手 持ち㌦＼ラ削 。底 部回　 首　ア　　　　　　　 覆 土中　 野監摘6

i　　　　 膵　 。の　 が る。　　　　　　　　　　　　　 転へ ラ切 を後 三 方向のへ ラ削 。 にぷい橙 色　 普通 ！二次焼 成i　 i C　 も畑 が る。 ［巨転へ ラ切 月数 三 方向のヘ ラ削 C にぷい橙 色 普通 i二次焼 成

棒　　 A　 は 。釦　 底部か らに縁 部片。平底 。体部は 「寸縁部，体 部内 ・外面 U クU ナデ＋　長有 ・石 英 ・白色　 P 骨　　　 品㌦

1 須 恵 器 告 筈：豊潤 禁 完豊 ‡票 団 詳 潮 はわ 底 部回転へ ラ切 り。　　　　　　 錮 尭鉱物　　　　 覆土や

にぷ い黄橙 色

良好

塚　　 A ［且を封　 底 部か ら描線部 片。平底。体部 は 目線 部．体 部内 ・外面ロケH ナデ＋　長有 ・有薬 ・霊母 ・ P ・抑　　　 制㌦

ユ＿4　　 須 恵 器　 B　 複。6 「外傾 して立 ち上 が 娠　 招縁部 はわ 体部 下端手持 ちへ ラ削 り。底部二　 白色針状鉱物　　　 覆土中

C　　 も　　 ずかに外圧す る。 方 向のヘ ラ削 ；）　　　　　　　　 基吠色　 良 好

棒　　 A　 h も幻　 底 部か ら［二縁部片。平 底。体部 は 「1線 部．体 部内 ・外面 U クロナデ＋　 長有 ・有英 ・霊母　 P ・n　　　 持㌦

H　　 須 恵 器　 H　 エア i‖年曾 して立ち十が 上　 目縁部 はわ 休部下端 手持ちへ ラ削 り　 底 部 ‥　 黄灰色　　　　　　 将士中

C ［6ぁ6］ ず かに外 庭す る。 方向 のヘラ削 り＋　　　　　　　　　 良好

塚　　 Å ［1説扇 「底部 か らm 縁部首。平底 。休載 か 目線 ∴五 体部 内 ・外 面 U クU ナチ＋　長有 ・有英 ・白色　 P 音　　　 訓㌦

持　　 煩∴吏 器　 H　　 ∴ 1 ら打線部 にかけて外傾 して立ち上 底部回転へ ラ切 娠 底 部へ ラ記号。 針状 鉱物　　　　　 覆土 中　 ㌘監摘6

C　　 鋭5　 が る。 灰褐色　 良好　　　 二次焼 成

棒　　　　　　　　 底部片。平底 。 底 部一方向 のヘラ削 り＋底部外面　 長石 ・右奥 ・白色　 P 17　　　 う％

†γ　　 狛∴吏 器 工墨書＋　　　　　　　　　　　　　 針状鉱物　　　　　 将士 中　 PL 川γ

灰褐色　 普 通

蓋　　 B （3。且） つ まみ部か ら天井 部片。つ まみ は 天 井部内 ・外面 ロ ケロナデ÷　天井　 長石 ・石英 ・雲母　 P 心　　　 和牛

は　　 須 恵 器　 F　 2．0　 ボ タン状で， 大 坪部は低 く丸い∴ 部十位 回転へ ラ削 十　　　　　　　 吠色　　　　　　　 電内　　 P Jl樟

G　　 O．丁 良好

鉢　　 目　 し出 離　 底 部か ら休部片＋休 部は内曾 気味 休部外面 へ ラ削 り後， ナデ，内面　 長有 ・石英 ・霊 母　 P 25　　　 日㌦

摘　　 須 恵 器　　　　　　　 に立 ち上が る。 ナデ＋　　　　　　　　　　　　　　 にぷい亜橙色　　　 将士車　 P L H 号

普通　　　　　　　 二 次焼成

長 頭　 海自　H　 L 1丁目 底部 か ら休 部片＋　休部は外 陣 して 体 部内 ・外 面ロ クロナデ∵　　　　　 石英　　　　　　　 P 封　　　 六㌦

2　　 須 恵 器　 m　 D を幻　 立 ち上が る。 吠黄褐色　　　　　 将士 中　 P L 川γ

E　　 O．リ 良好

嚢　　 A ［37。0］ 体 部か ら打線 部片。休部 は内攣気 ‖緑部内 ・外面 ロクロナデ∴休 部　 長石 ・石英 ・雲母　 P 神　　　 川％

封　　 須 恵 器　 H　 豆 ．声　 味に立 ち十が り，目線部 は外 反す 外 面縦位の平 行叩き後，下方へ ラ　 黄吠 色 竃内　　 P I．川丁

る。 削 り。体 部内面 ナデ。　　　　　　 良好

…一一　24　－－－



摘 番可 器 種 恒 胤 可　 器 形 の 特 徴 i 手 法 の 特 生 」 聖 や 酢 彿 「 嘉 竃

第1滴　　 甑　　 A は 減　 俸部から打線部片C 体部は内攣 L　 m 縁部内 の外海横ナデ。体部夕摘　 石英 や雲母　　　 ㌘52　　 蟻％

2　　 須 恵 器　 B　 錆さ　 て立ち上が 娠 打線部は外反する。 綻位の平行叩凱 内面へラナデ。 灰黄色　　　　 床面 や竃内

C ［982］ 端部は資上方にわずかにり澄み上　 体部下端へラ削り。　　　　　 良好

げられている。

甑　　 B は 封　 底部から㌃二縁部片〇休部は外傾し　 倦部夕滴 へラ削　 後　 へラナデ　 長石 の石英 や雲母　 ㌘請　　　 ％

2　　 須 恵 器　 C は 凍　 て立ち上がる。平底〇多孔式C　　 内面ナデ〇　　　　　　　　 にぷい黄色　　　 種土中

良好

平　 瓶　　　　 把手片C　　　　　　　　　 把手部内面へラ削 り9 夕摘 ナデ。 長石　　　　　 ㌘53　　 5％

2複　 卵 臓 器　　　　　　　　　　　　　　　 卵 施粕。　　　　　　　 胎土色　 灰白色　 覆土中　 軋 摘6

吠オリーブ色

普通

図版番号 器　 種 i長軸 計軒 諾 応 諾 露 圧 服

備 考

攣 蛙 と 二 弦 三 重 二 重 三 重 三 三 司 着 手 司 蒜
摘％ PLlバ丁

聖上 」 ＿曇 ⊥ 二 重工 ＝ 重工 二 重 王二 重 寺 牟‾ 議 市 議
摘　％ PL＝う7

聖 上 と… j ⊥ 二亘 工 ＝重 工 二 重エ 二 重 丁牟 寺 苓簿 蒜
摘　％ PL捕手

聖 上 」＿ j ⊥二 亘 工 ＝重 工 二重 王 二 重丁 ㌃ 寺 ㍉簿 議
護．醐％ PLlH丁

生 長 ＿ 二 弦 ＝ 亘 工 三 ヨ 二 重 三 二 亘 薄 「 ‾ 前 表
摘％ PL圧7

聖上 と ＿ j 上 ＝ 重 工二 重 王二 重 ＝ 三重 司 ㌃ ‾議 市 議
粥％ PL川手

聖 上 二 ＿ ま 」 立 吏 E 荘 司 二 道 ヨ ＝ 亘 司 香 寺 「 市 議
35％

聖 吏 攣 ま 旦 」 亘 重 ⊂ 三 ヨ 二 重 コ コ 裏 打 牟 音 詩 覇 蒜
踊％

3日 支　　 卿i 摘6日　 ぁ5　　　 日 朝潮　 床　　 面 泊㌘l温
鮒％ PL172

図版鵬 器　 穫 長さ議 廟 ；厚さ。m竿 塵射 g 石　 質 出土地点
怖 考

銅　 棒 錘　 牽 i 律の中　 綿 i 用を中　 里生 単 複 岩 覆　 土　 中 酎
30％ PL HW

賄 番号 器　 種 長軸 計極 目 。m）；摩掴 i 登校 出土地点
備 考

聖吏塑攣旦二亙ヨ二重二二重工三重事「『可読
】空」　 生」 ⊥ 聖上 三 重二 重王 立 可牟 手 司忘 PL号リ
37　銑　 …堅』望08日　 目も6）　 0日 ⊥聖弓覆　土　可M猶 ㌘‰178

窮醐考健腰跡　第蟻囲）
ノ　　　　　　　　　　・・

－　　　　　　　　　　　　　　　　　′／、′′

童軸方向　N‾－123く‾1－E

′

ノ　　　　　　　　　　　′‥′　　　　′

′　　　　　　　ノ　　　′　′′′′　　　　！′　、′　ノ′　ノ　′　∴、′ソ　、′　′．　て　′ノ　・リ　．ノ

ノ　′一′　　　　　′　　　　　′ノ　　　　′　′：　　　二　　　　　　ノ′　′　’、　　′　　　′．．′．、　　　一・、ノ

ノ、′ノ・　ノ　・・く‾　　ノノ∴　　′′′　′　　′　′∴㍉㍉㍉、′′一く　　′　′・′、・・・．′二′′J一　ノー′、‥一　言：′ニ′′

′　　　　　　・・′　　　　　′　　　　　　　′　′　′　一　ノ　　ノ　　ノ、　一ノ　′・′　′ノ・・ノ、′　＿　・・ノ　　l　ハノ

傾して立ち上がる、＿

－ムー一一125－－…－1
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第15図　第111号住居跡実測図

寵土層解説

1　褐　　　　色　粘土粒子中量，ローム粒子少屋，焼土粒子・ローム小ブロック微量

2　にぷい赤褐色　粘土粒子多量，焼土粒子少量，焼土・ローム小ブロック微量

3　赤　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子中畳，焼土小ブロック少量

4　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，粘土粒子中量，焼土′トブロック少巌

5　褐　　　　色　焼土・ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土粒子少量
6　褐　　　　色　粘土粒子多量，ローム粒子中量，焼土粒子微量

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土・＼炭化粒子・ローム小ブロック微量

3　黒　褐　色　炭化・ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子・ローム小ブロック微量

26－

0　　　　　　　　　　　　　　　1m
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第16図　第111号住居跡出土遺物実測図

（∋

（⊃5

0　　　　　　　3cm

ト一一1－1」

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　i

5　灰　褐　色　粘土粒子中量，炭化・ローム粒子少量，焼土粒子微量
6　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片363点（杯片46点，嚢片317点），須恵器片112点（杯片51点，慧片60点，蓋片1点），土製品1

点，鉄樺8・3g，含鉄捧104・4gが出土している。覆土中層では，第16図2の土師器高杯が北コーナー部付近か

ら出土している。覆土下層では，3の土師器要が中央部北東寄りから出土している。床面では，1の土師器杯

が中央部と竃付近から，4の土師器要が中央部東寄りから出土している。5の土玉が覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から6世紀中葉と考えられる。古墳時代の住居跡であるが，竃

が北側でなく南東壁に付設されているという点が特徴的である。

第111号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 16図 珂こ A ［18．5］ 休 部 か ら口 緑 部 片 。 休 部 下 位 に稜 口 縁 部 内 ・外 面横 ナ デ 。 体 部外 面 雲 母 ・ス コ リ ア P 55　　　　 2 0％

1 土 師 器 B （5．0） を持 ち ，外 反 して 立 ち 上 が り口 緑 縦 位 の ヘ ラ磨 き ， 内 面 横 位 の ヘ ラ 明赤 褐 色 床 面　　 P L lO 7

都 に至 る。 端 部 は ， 上 方 に わ ず か 磨 き。 休 部 下端 へ ラ 削 り。 内面 黒 普 通 二 次 焼 成

につ まみ 上 げ られ て い る 。 色 処 理 。

2

高　　 坤こ B （7．2） 脚 部 か ら杯 底 部 片 。 脚 部 はハ の 字 杯 部 内 面 磨 き。 脚 部 外 面 へ ラ削 り 石 英 ・雲 母 P 57　　　 30％
土 師 器 D　 1 1．1

E　　 6．0

状 に 大 き く開 く。 後 ，縦 位 の ヘ ラ磨 き ， 内 面 へ ラ削

り。

橙 色

普 通

覆 土 中　 P L lO 7

3

整 A ［21．0］ 休 部か ら口 縁 部 片 。 休 部 は 内 暫 し 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・ 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 5 8　　　 2 0％
土 師 器 B （12．0） て立 ち上 が り， 口 緑 部 は 横 方 「如 こ

強 く外 反 す る 。

外 面 ナ デ 。 ス コ リア

にぷ い黄 橙 色

普 通

覆 土 中　 P L lO 7

－27



図版番号 器 種 桓 測縮 可　 器 形　 の　 特　 徴 ！ 手 法　 の　 特 徴 i胎土 櫓 調 の焼成
備　　 考

第16図

4

隻　　 A　接 も扇　 体部からAAA：縁部片。体部は内攣L　 は縁部内 か外商梯ナデ。体部内 の　長石 の石英 の雲母 P 諏　　　 1日㌦

床面土 師 器　 B　組 を射　 て立ち上が 娠 持縁部は外疫する。 外面ナデ。　　　　　　　　　　　　 にぷい黄橙色

端部は．外十方にわずかにつ まみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

上げられている〇　　　　　　　　　　　　　 ！

晰 恒　 樺太 霊 湖　　　　　値 巨土地点
備　　　　　　　　　　　　考径　 cm）　 乳径 C蔑）　 重量施 ）

5 i土　　 玉 i loS 且の9 i oの5 i 503 穫　 土　 中 n P は　 1両㌦　　 P l．1（号

′

位置　調査区の北東部学　監4監且区。

重複関係　本跡は。恥一一一11。」∴日昌昔によ／－〕て掘り込まれている、1

規模と平面形　長軸5．112nl。短軸幅言う：jIllの方形である

童軸方向　N…l（）1、l一つ‥

壁　壁高は3（ト＿持cmで亨　外傾して立ち上がる、、

壁溝　北西コーナー部と東壁トを除いて巡一・．）ている、上席寝（ト封C王11，卜帖3＼つ（）cm，深さつ∵つ。cmで，断面

彬は「字状である、＿

床　平地で　中央部は踏み因められている。東壁から　発　酵壁から　条の間仕切藩が　中盤部に向かって伸

びている、東壁からの∴；条のうら2条は．I、）1と王）2に向か′〕て言甲注からの3条のうち2条は，I‾）ニiとI当

に向か′ノ）てそれぞれ伸びている　長さ男＼108cm，吊h江上守一ic恥　上欄自＼8cm，深さ（「、捕cmで言柚［′1i彬は

U字状である∴南嘩側中央部に鳥蹄形状の高まi）がある－、

ピット　（うか所（I）l一㌧P汗＿　PトI）Llは，往こう2、Ll（）cmのtl川‥三，深さ82、〔）2cmである　規模と配列から主柱穴

と考えられる＿＿　P5は律2（うcmの円形言策さ7cmであるつ宣置から出入り＝施設に伴うど、ソトと考えられる　円う

は，律20cmのil川上　深さ2ご1cmであり，補助柱穴と考えられる＿－

貯蔵穴　北東コーナー部に付設され．長軸仕）2cm．触柚7（）cmの隅丸方形で．深さ71lc町l新帝相互は長方形である一

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色　U－∴粒J’・少量．tlJ・－ム中・小ゾU∴ソク微；li：

2　暗　褐　色　ローふ小プロッタをローム粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子微鼠

1　暗　視　色　しゴー！、粒j’－中量．tJ一一∴小ゾし「′ツ少蔓

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘上で構築されているつ両袖部の一部は∴新作によ出離Lを受けているが

全体的には残　が濃縮。天井部は崩落して折る。規模は　煙道部から変　m部までは蛾　両袖最太幅温摘悦撃

構外への握り込みは28cmである、＿一　柚の内壁と煙道部の1部は。火熱を受けて赤変している＿一　火床部は。床面を

5cm握りくぼめてお；上　火熱を受けて赤変している－　火床部北側に。！二製友脚が置かれている　煙道部は外傾

して立ち上がる

竃土層解説
＿1　黒　褐　色　ローHH－ム粒子少量．規上村守・・しトー∴小ゾし「′パ微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼立位子微量
：；　裾　　　色　焼上位」′・・LJ－∵∴′巨ノ7、11J∵ノン・LJ－∴粒J’・少量．焼巨トブTJ‥ノン・炭化粒J′・・しトー∴中ゾt「十月故量

4　暗　褐　色　焼土中0小プロッタの焼i二かロームの粘土路子少巌ヲ　炭化粒子徴巌

1　暗　勘　色　「1－∴・帖上位j’1少量　焼上・炭化1㌧lっ’・・U－∴小ゾし「十月哉量

（ミ　暗　褐　色　tJ－∴小ゾ「1Lソク・し1－∴粒J′一少量．；・封日工「ぺト」、申ゾ主上′年頃量

28



第17図　第112号住居跡実測図（1）
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第柑図　第醐　考健贋妙実測照紐）

7　暗　褐　色　粘土粒子多量学　ローム粒子微量

8　暗　褐　色　炭化材・炭化物・炭化粒J’一少量，焼「小ゾU・ソク・U－ム粒Jつ故量

！）佃甘赤褐色　焼ロム白’一・歳化け・炭化物・炭化・ローム粒J′－少軋　焼上・ローム小ブロック微量

川　暗　褐　色　焼巨巨プロ、ソク中量，焼上中プロ、ソク・焼‖二日′・・炭化ローム粒j’一少蔓

覆土　6層からなi主　ローム小ブロックを含み不自然な堆積を示していることから，人為堆積と考えられる、一一

またi　中央部の覆土口再に焼土塊や炭化材が検出されている、、

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多量ラ　焼まき炭化粒子微量

ご　暗　褐　色　tlトーム粒j’・中量．炭化粒J’l少量∴　焼上位！一・ローーム小ゾU、リ月齢；．：

：i　褐　　　色　ローム粒子吊；∴　焼目白’・少量、炭化粒j’・・ローム小ブlコ・リク微；li：

、i　暗　褐　色　焼上・炭化粒J′一申結　ローム・粘目白’一少；‾i二i：

褐　　　色　ローム粒j’中量．焼上・炭化粒r・ローム小プロtソク微量

（；　褐　　　色　粘‖ニJつ’・中量∴　ローム粒r少量．焼上・炭化粒召尉li：

遺物　‖紬器片3壷点（林片73点，悪片272点上　須恵器片14点　両端‘7点。悪片7点上　上製品3点。縄文上器

∴　　！′　　　　　　　　′　　　′　′く　　　　　　　　　　　　′　′、／　ノ　　　∴　　　′

中央部東側から出上している二・、覆巨い層では，∴巨の上師器杯，1＿5の上Ll（うの弓手伏吊垂が巨央部から，＿11の上

帥器高林が鳥蹄形の高まり付・近から出」二しているご　床面では，2の十師器林が馬蹄形の高まり付近から1日、ン：

′　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　′　　　　′　　　／′　　　、　　　　　　一

師器悪が電束袖部付近から横位で，l・ノ1の周柑註悪が北壁際から出上している、lの上師器杯は，P5付近の床

面と覆「上層から出上した破片が接合している予　電内では，10の周紺轟本。1：iの日酢器悪，17の上製支脚が出

上しているこ13は横位で∴1＿7ほ火床部奥から出土しているご　6の土師器杯は，貯蔵穴の覆土下層から出＿l二して

いる、－、

所見　本跡は一恒夫部の覆士下層に焼上塊や炭化材がみられ，床面が火熱を受けて赤変していること，その上

にローム小プロ、ソク・ローム粒子を含む層が堆積していることなどから。焼失後．埋め戻されたものと思われるこ

時期は，遺構の形態及び出上遣物から6世紀中葉と考えられる′、．

一一30－1…一一一一一
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第19図　第112号住居跡出土遺物実測図（1）

第112号住居跡出土遺物観察表

「一一　二三

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　 の　特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第19回 杯 A　12．1 底部から口縁部片。丸底。体部は 口緑部内・外面横ナデ。休部外面 雲母 P61　　　 60％
1 土師器 B （4．5）内攣して立ち上がり，口緑部との

境に明瞭な稜を持つ。口緑部は内

傾する。

ヘラ削り，内面ナデ。器面荒れ。 にぷい黄褐色

普通

床面　　 PLlO7

－31－
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第20図　第112号住居跡出土遺物実測図（2）

15・16

0　　　　　　　　　　5cm

：　　i　　　＿」

図版番号器　種計測値（皿）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第19図杯A［12．1］底部から口緑部片。丸底。体部は口緑部内・外面横ナデ。休部外面長石・雲母P386　　　60％

2土師器B　　4．0内攣して立ち上がり，口縁部とのヘラ削り後，ナデ，内面放射状のにぷい黄橙色覆土中・床面

境に明瞭な稜を持つ。口緑部は内

傾する。

ヘラ磨き。内・外面黒色処理。普通PLlO8

3

杯A［13．9］底部から口緑部片。丸底。体部は口縁部内・外面横ナデ。休部外面雲母・スコリアP62　　　70％

土師器B　　4．7内攣して立ち上がり，口綾部とのヘラ削り後，ナデ，内面ナデ。にぷい赤褐色覆土中　PLlO8

境に明瞭な稜を持つ。口緑部は内

傾する。

普通二次焼成

4

巧こA［14．9］底部からロ縁部片。丸底。休部は口緑部内・外面横ナデ。体部外面雲母・スコリアP63　　　50％

土　師器B　　4．3内攣して立ち上がり，口緑部は直ヘラ削り後，ナデ，内面へラ磨き。黒色覆土中　PLlO8

立する。内・外面黒色処理。普通二次焼成

5

均こA［12．4］底部から口綾部片。丸底。．体部は口緑部内・外面横ナデ。体部内・長石・石英・雲母P64　　　65％

土師器B　　5．3内攣して立ち上がり，口緑部は直外面ナデ。明赤褐色床面

立する。 普通二次焼成

6

杯A［15．3］底部からロ緑部片。丸底。休部はロ縁部内・外面横ナデ。体部外面長石・石英・雲母P65　　　40％

土師器B　　5．0内攣気味に立ち上がり，ロ緑部でへラ削り後，ナデ，内面ナデ。内・橙色貯蔵穴内PLlO7

わずかに外反する。外面赤彩。器面剥離。普通二次焼成

7

杯A［13．5］底部から口緑部片。丸底。体部は口緑部内・外面横ナデ。体部外面長石・石英・雲母・P66　　　40％

土師器B（5．7）内攣して立ち上がり，口縁部とのヘラ削り後，ナデ，内面ナデ。スコリア床面　　PLlO7

境に明瞭な積を持つ。口縁部は外

傾する。

明赤褐色

普通

二次焼成

8

杯A［16．5］底部からU縁部片。丸底。休部はH縁部内・外面横ナデ。体部外面長石・雲母P67　　　20％

土師器B　　4．6内攣して立ち上がり，目線部とのヘラ削り後，ナデ，内面へラ磨き。黒褐色覆土中

境に稜を持つ。口緑部は外傾する。内・外面黒色処理。普通

9

椀A　13．1休部から口縁部片。体部は内攣気口縁部内・外面横ナデ。休部外面石英・雲母P68　　　40％

土師器B（4．6）味に立ち上がり，目線部は直立すヘラ削り後，ナデ．内面ナデ。赤褐色床面

る。 普通二次焼成

10

鉢A［18．6］休部から口緑部片。休部は内攣し口緑部内・外面横ナデ。休部外面長石・雲母・スコP69　　　30％

土師器B（8．6）て立ち上がり，口緑部はわずかにヘラ削り後，ナデ，内面へラナデ。リア床面・竃内

外反する。 赤褐色

普通

二次焼成

11

高　　杯B（4．0）杯底部片。杯部は下方に段を持ち，杯部外面へラ削り後，ナデ，内面長石・石英・雲母P70　　　30％

土師器E（1．2）直線的に立ち上がる。ナデ。内・外面赤彩。明赤褐色

普通

覆土中

32－



図版番　　 器　 棒　 鋼 胤 cm） 器 形 の 特 徴 ！ 手 法 の 特 徴　 軽 率 鯛 禰 可　 ノ備　 考

第19回　　　 聾　　 A l凱3 底部か ら日賦 制 「 平底＋休部 は　 目線部 内 ・外面楯 ナデ＋休 部外面　 長有 ・有薬 ・霊母 ・ P 71　 γ出㌦

ユ2　　 土 師 器　 B　 2㌢ 5 内攣 して立 ち上が 娠　 目線部 は外　 へ ラ削 り後音　ナデ， 内面 ナデ。器 スコ リア　　　　　 床面　　 P I．川8

C　　 凱0 傾す る。端部 はタ外 上方にわずか　 面剥離。　　　　　　　　　　 にぷい橙 色

につ まみ上 げ られ ている。　　　　　　　　　 i普通

豊　　　 Å　 摘．1 底 部か ら1 1緑！肘 「 辛 hU 休 部は　 目線部内 ・外面構 ナデ∴休部外 面　 長有 ・有 英　　　 P 72　　 樟㌦

13　　 土 師 器　 B　 22。2 内攣 して立 ち上が 娠　 目線部 は直　 へラ削 り後　 ナデ。 輪積み痕。器　 赤褐色　　　　　 竃内　 汎 用8

C　　 5．2 立す る。　　　　　　　　　　 薗 荒れ。　　　　　　　　　　 普通

第20国　　　 禁　　 A　 摘．8

摘　　 土 師 器　 B　 16。0

底 部か ら目線部片 〇平底。体部 は　 目線 部内 の外面横 ナデ。休 部夕摘　 長石 。石英 を雲母　 P ア竃　　 50％

内曾 して立 ち十が 十　 日縁部 はわ　 へ ラ削 り軋　 ナデ， 内面 ナナ　　 にぷい橙色　　　 床面　 P L h熔

「　　 7．8 ず かにタも反す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普 通

中　 日　 持。　　　　　　 計　　　 測　　　 値
出 十 地 点　　　　　 備　　　　　　　　　　 考ノ 長さ（cm） 径 （CⅢ） 孔径（cm） 重義（g ）

15　 巨　　 玉 j　 248 2・8 ！ 0可 1784 覆　 土　 可 りP 13 100％　 Pも167

1日 管 状 土 錘 i 505 535 ！　 可　 わ 紺 覆　 土　 ヰ車 捌 ・ 紺√ 議 議

膵　 序　　 卿　 は 4 683 i　　 巨 5独 酌 竃　　 内 恒 15　 90％　 軋 172

、　　　　　＿　　・′／、　　ノ′／

位置　調査区の東部．E・圧1区、－、

′一・・ン　　　　　′　　　－′′ニ・・　＼　ノ＼一′一／　　′　　　ノ　　、′　′ノ∴、ノ’－　　　　′、　．′　′　　′

、、一ノ′　　　ノ　′′′　　′′・・′ノノー　　　　′　　　　　′・ソ・・／′蟻′・ハ、・、　　　′・′一、一′′　　　・　∴

′　　　　′、　　l　　　　　　　　　　　　　　　′、　　　　　一ノ′　　′　　　　′・、　　　　　　′　　　　ノ′ノ　　　　ーJ′ノ、

一　　　　　　　　　　　　　　′　　　′．．　　′′　　′　　　　　′　′　　　　　　　′　　　　　．　　　　　．　　　　　ノ　　　　　．　　　　　　　　　　　　ソ．

！′　　　ノ　　　　　　　　　　′／　・′　　　　・∴・′′ノ　　　　　′　　　′・・J　　　′　　．′′

・′　　＼‘　　　′・　・、り　′　′‥ニ　′・′・′　ノ′　　′′ノ′　′　－・′′：　／＼一　′

′　　　　　　　　　　　′′、′　′・　′　　′、′一　言　′　′　＿　　　　　′′ノ

′　l　　　　′、ノ‾　　　　　　　　　′一′ノ′′　ノ・、′　　　　・、リノ　　　ノ　　バ　‥　　・′　ノ　ヽ　ノ．ノノ

′　′　！′　　　　　　　　　　、　　　　．　．　l　　　、／′　　　　′　′、′　∴

′　　　　　！／′　　　　、・、へ　‾　　∴　　　　　ノ　′　′′．∴＿　－　　ノ　　・∴　　－∴′：ン′

い，，一

一・．　　　　一　　　′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　ノ　　　　　　　　　′　　　　　　　－　　　　　一　　　′

・・　　・’　　　　　　　　　　　　　ノ′　′・　　　　　　ノ　　　　　　　　　　1　ノ・・′

．　　　　　　　　　　　　　　′　ノ′　一　′：　′　′　　　′‾　　一′　　．　、．′　　　　一、′

の可能性がある、・

l　　　　　　′ノ　／　　′　　　　　／・′　　　　ノ　′　　　　．　　′　　′　　　　　′　　　　－

′　　　　　′；、　　　　′　　　ニ　　ノ　　　′、′∴，ノ　　　　　′　ノ　1　′

ノ　　　　　　　′‘・・　三　　　′′　‘∴′　　　∴　′　ノ、′　　　　　，ノ　′、／′　　′．．ノ　　　　　′

一、、ニ′′　・・・ノノ′、′　′　　　・ニ　、・ノ・・I　∴　　′　ノ　！ノ　・ノ′．．　　　　　　′

ノ　　　　　　　′　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　・・　′　′　　　　′

ら口車tこと考えられる、
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第21図　第113A・113B号住居跡実測図（1）
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第詔図　第閻　魔考健腰跡実測図

の　　　　　　　　　　　　　瑠翻』

ノ′　　　　　　　　ノ　　　　　　　・・　　　ノ　　　ノ　′′ノ′　′　　　　　　′

′く　　　∴　　′　　　ノ　　′　　　、・、　．　一　′　′　　′　　ノ　　　′ノ　ノ　一　　　　・・、

ノ　′ノ　　　ノ＼‾　　′ノ＼′、＼′ノ′、　　　′・　ノ・・′：ニ　′　′ノノノ　′・二　ノ　　　ミ　　　′　ゴ　　　・′．．ノ　　　．．

′・てノ、、′ノ　′　　ノ　　　　．ノ′　．＼′．′・言÷　′　　　　　　　′　・ノ′　　′　′、′′′　′

′′　′ノ1　　　　、　　　　　　′　′　　　　　′l′　ノ′・′

篭土層解説

1暗　褐　色　尉ヒ粒J’一・ローム小プロ、ソク・ローム・枯I斗t千少量

2　暗　褐　色　廃土路子のローム小ブロック欄ームゆ粘土粒子少量　焼上帝ブロック∵嵐化粧子機還
3　黒　褐　色

4　暗赤褐色
5　窯　褐　色

6　暗　褐　色

ア　暗赤褐色

8　賠赤褐色

焼巨巨ノ、、し「ノン・規上位「・l－1トム4、ゾし「ノン・しトーム粒「少；古　損じ粒J∴微量

焼上中ゾt－」・、′ク・晩上位「′出立　j甘借物・炭化粒自微量

焼巨巨ノ’守「、ノク中量．焼巨トプロ、ソク・損じ・ローム粒少量

焼巨トプロ・ノク・損じ粒J’一・ローム小プロ、ソク小：－‡；：

焼十中ソ、主上「れ半量∴　焼上中フ、、ロ・ソク・焼巨ローム粒j′・少甘．炭化粒冊立量

焼回！・小ゾロ・ソク中量　焼上㌧炭化・ローム・枯ロイイ′少量

′ノ′　　　′　ノ　　′　　　　′　　′

から赤愛した粘土塊や炭化樹が検出されて折る。雛臓迅号佳屠跡は　床面が第mÅ号住居跡の床面と同じ高

さと考えられるため　覆土は存在しない。

土層解説

1暗　褐　色　ローム半立J少結　焼上・損じ粒J’－・ローム小プロ、ソク微量

褐　　　色　ロー∴小プロ∵′ク・・ロー月日’一少量，炭化粒日放量

∴・；暗　褐　色　尉ヒ・ローム半立上少結　焼日章守・ローム小プロ、ソク微量

・1褐　　　色　ローム粒J’中量．ローム小プロ・ソク少最

′　二′　　　、・J　ノ　　／＼こ、・　∴　　ニ′　ノ　　　　　　　　そ　／一、、．　、、．、

1′　ニ　　′′　′　　一　　・　′　・　1ノミ／、　　∴∴　′・、、′′′′‥　′ノ　′′∴、　－　　　′：ノ

ん　　′　　　　・・・′　′・′‘　　　′∴　　　　・　∴　′′　∴　・・′　．、∴、′′

′　・′　′　ノ′　　　　　／′　　　ノ・　　′′　・　二　′′′ノ　ご　′く′　′′　ノ、′・・．！∴・　　　　　′．
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第23図　第113A号住居跡出土遺物実測図

覆土下層では，6の土師器賓が中央部東側から，8の須恵器蓋が中央部北東側から，9の須恵器蓋が中央部北

東寄りから，12の土玉が中央部南東寄りから出土している。床面では，1の土師器杯が南壁際のP5付近から

逆位で，2の土師器杯が南西コーナー部から，3の土師器杯，7の須恵器杯がP5付近から，13，14，16の土

玉が中央部から，15の土玉が南壁際から出土している。10は須恵器要の体部片で，横位，斜方向，縦位の順で

平行叩きが施されている。11は須恵器の体部片で，外面横位の平行叩き，内面同心円当て具痕が施されている。
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第m3B号住居跡からほ，遺物は出土していない。

新風　床面中央部はテ赤変硬化しタ赤愛した粘土塊や炭化物が検出されたことから第mA号住居跡は焼失家

屋と考えられる。酎13A号住居跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8郎己前葉と考えられる。凱13B

号住居跡の時期はタ凱13A号住居に建て替えられていることから，8設紀前葉より若干前と推定される。

第m3A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 楯 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 i 備　 考

第23図 林 A　 13．8 底部 か ら目線部片。 丸底。体部 は 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部外蘭 霊母 ・スコリア P 74　　　 50％

1 士 師 器 B　　 4言 内攣 して立ち上が りテ　ロ縁部 に至

る。

ヘ ラ削 り後，ナ デ，内面へ ラ磨 き。

内 ・外 面黒 色処理∵　器面 荒れ∴

にぷい橙色

普通

床 面

二次焼 成

2

林 A 「14．4］ 底部か ら打線 部片。平底 。体部 は 目線部 内 ・外 面構ナデ∵休 部外 面 長石 ・ス コリア ㌘75　　　 30％
土 師 器 B　　 説6 内攣気味 に立 ち上が りタ　ロ縁 部は へ ラ削 り， 内面 へラ磨 き。 明赤褐色 床面

わずか に外反 する。 普通

杯 A　 は6．2］ 底 部か ら打線部片 。丸底。体部 は 目線 部内 ・外面横 ナデ∵休部外面 石英 ・雲母 ・スコ P 76　　　 30％

3
士 帥 器 B　　 2。8 内攣 して立 ち上が り，目線部 はわ ヘ ラ削 り後，ナデ， 内面放射状の リア 床 面

ず かに外 反す る。 ヘ ラ磨 き。内面指頭痕。 橙 色

普通

4

林 A ［13。6］ 体部か ら打線 部片。体部 は内攣 し 目線部 内 ・外海横 ナデ。体部外 面 雲母 ・スコリア P 77　　　 10％
士 師 器 B （3．2） て立 ち上が り，目線部 に至 る。 へ ラ削 り後， ナデ，内面放射状 の にぷ い褐色 覆土 中

へ ラ磨 き。 内面黒色処 理。 普通

5

嚢 A ［24。6］ 体 部か ら目線部片 。体部 は内攣 し 目線 部内 e 外面横 ナデ。体部外面 長石 ・有 英・雲母 ・ P 79　　　　 5 ％
土 師 器 B （H 言） て立 ち上が り，日縁部 は外 反す る。 ヘ ラ削 り後，ナデ9 内面へ ラナデ。 ス コリア 覆土中

端部 は，外 上方 につ まみあげ られ にぷい赤褐色

て いる。 普通

l
嚢 A ［23。0］ 頚部か ら目線 部片。 打線 部は外反 目線部 内 ・外面横 ナデ＋ 長石 ・有 薬 ・雲母 P 80　　　　 5 ％

6 土 師 器 B （4。4） し，端部 は外上 方に わず かにつ ま にぷい黄褐色 穫土 中
み上げ られ ている。 普通

塚 A　 14。3 底 部か ら目線部片。 平底。体部 か ＝縁 部†体 部内 ・外面 ロクロナデ∴ 長石 ・石英 ・雲母 P 82　　　 65％
7 須 恵 器 B　　 4。4 ら目線 部にか けて外傾 して立 ち上 底部 回転へ ラ切 り。 灰オ リー ブ色 床 面　　 P L H棉

C　　 7．6 が る。 良好 二次焼 成

l
蓋 A ［16．0］ 目線部か らつ まみ部片。 つ まみ は 「1緑 乱　 天 井部内 ・外面 ロクロナ 長石 ・雲母 ・スコ P 83　　　 40％

8
須 恵 器 B　　 a 9 扁平 なボタ ン状 であ る。 天井 部は デ。

天井部上位 回転 へラ削 り。

リア 将士 申　 PL 川8

F　　 説3 低 く， 目線部 内面に短 いかえ りが にぷい黄橙 色

G　　 O85 付 く。 良好

9

蓋 A ［ユ．6．3］ つまみ部か ら日縁 部片。つ まみは 目線 部，天井部 内 ・外面 ロクロナ 長石 ・石英 ・雲母 P 84　　　 35％
須 恵 器 B　　 2．8

F　　 4。1

G　　 O．6

扁平 なボ タン状 で，天井部 は低 く

丸 い。 目線 部は外反 し，内面 に短

いか え りを持つ。

デ。 天井部上位回転へ ラ削 り。 にぷい黄橙色

普通

穫土中

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 ． 備　　　　　　　　　　 考
長 さ（cm ） 径 （cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

12 土　　　　　 玉 2．5 2．6 0．7 13．5 覆　 土　 中 D P 16　 100％　　 p L 167

13 士　　　　 工 2の3 i 2・4
0．3 10．8 床　　　　 面 D P 17　 100％　　 P L 167

14 土　　　　 玉 2．5 2．5 0．6 11．8 床　　　　 面 D P 18　　 100％　　 P L m 7

15 士　　　　 玉 1．8 1．6 0．6 4．3 床　　　　 面 D P m　 100％　　 P L 167

16 土　　　　 玉 2．8 （2．3） 0．8 （9．6） 床　　　　 面 りP20　　　 60％

17 支　　　　 肺 （5．6） （9．8） － （422．4） 覆　 土　 中 りP 21　　 10％
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第m　考住居跡（第24図）

位置　調査区の東部，E4d2区。

重複関係　本跡は，第113A el13B号住居跡によって西コーナー部を掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4．88m，短軸4．68mの方形である。

主軸方向　N－31い－E

壁　壁高は17～36cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽッ睦　4か所（Pl～P4）。Pl～′p4はき径20～28cmの円私深さ48～66cmである。規模と配列から主柱穴

と考えられる。

貯蔵究　酋コーナー部に付設され　長径鍼cm　短径64cmの楕円形で，深さは40cm，断面形はU字状である。

貯蔵穴土層解説

1　明　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

（う　暗　褐　色

7　黒　褐　色

ローム粒子少量，炭化粒子のローム小ブロック微量

炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロックeローム粒子少量，焼土e炭化粒子eローム中ブロック微量

ローム粒子少量，炭化粒子をローム小ブロック微量

ローム大・小プロ・ソク少量

ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中や小ブロック少量，炭化粒子微量

聴　北東壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しておりタ両袖部が残存している。

規模はヲ煙道部から焚き口部まで胱振動∴酪袖最太幅122cm9壁外への掘り込みは22cmである。火床部はタ火熱

を受けて赤変硬化している。土製支脚が，火床部の中央部北西寄りに置かれている。煙道部は外傾して急に立

ち上がる。

竃土層解説
1褐　　　色　粘土粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

2　にぷい赤褐色　粘土粒子多鼠　焼土小ブロック。焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　にぷい赤褐色　焼士粒子多鼠　粘土粒子中鼠　ローム小ブロック少量，焼士小ブロック微量

4　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少鼠　焼土も炭化粒子微量

穫羞　4層からなり，ロームブロックを多く含み，人為堆積と考えられる。また，P2～P4付近の覆土下層

に炭化材が検出されている。

土層解説
1暗　褐　色　焼土粒子や炭化物e炭化0ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物0炭化粒子やローム小ブロック微量

3　褐　　　色　ローム中ブロック・ローム粒子多量
4　褐　　　色　ロームの粘土粒子少量，焼土の炭化粒子微量

遺物　土師器片関点　琢片　息　愛馬頂点）須恵器片　点　嚢片　点上　土製品　色　石製品　点が出土して

いる。遺物はラ南側に集中している。覆土上層では，第25図2の土師器杯が中央部南側から9　5の石製紡錘車

が西コーナー部貯蔵穴付近から正位で出土している。覆土下層では，lの土師器杯が南コーナー部付近から，

床面では，3の土師器鷺が南西壁際から，竃内では撃　4の土製支脚が出土している。1，4は正位で，3ほ横

位で出上している．、、

所凰　覆土下層に炭化材がみられること，覆土中にロームブロックやローム粒子を多く含む層が堆積している

ことから，本跡は，焼失後，埋め戻されたものと考えられる。時期は，遺構の形態及び出土遺物から6世紀中

葉と考えられる。
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第24図　第114号住居跡実測図
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‾持

第25図　第114号住居跡出土遺物実測図

第114号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　［

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第25図杯A［13．8］底部から口緑部片。体部は内野し「1縁部内・外面横ナデ。体部外面石英・雲母・スコP85　　　40％

1 土師器B　　5．4て立ち上がり，口緑部との境に稜ヘラ削り後，ナデ，内面ナデ。器リア 覆土中

を持つ。口綾部は外反し，端部は

わずかにつまみ上げられている。

面荒れ。 にぷい赤褐色

普通

二二次焼成

2

巧こA［12．2］底部からロ縁部片。休部は内攣し口縁部内・外面横ナデ。体都外面石英・雲母・スコP86　　　30％

土師器B（4．8）て立ちLがり，口縁部との境に稜ヘラ削り後，ナデ，内面ナデ。器リア 覆土中

を持つ。口縁部は内傾する。面荒れ。 橙色

普通

二次焼成

3

望A［14，0］底部から口緑部片。休部は内攣し口緑部内・外面横ナデ。外面へラ長石・石英・雲母P87　　　60％

土　師器B　22．0

C　　8．0

て立ち上がり，ロ縁部は外反する。削り後，ナデ。器面剥離。 にぷい黄褐色

普通

床面　　PLlO8

図版番号器　　　種
計　　　　　測　　　　　値

出土地点 備　　　　　　　　　　　　 考

径（Ⅷ）長さ（皿）孔径（cm）重量（g）

4 支　　　　脚（10．0）（7．9）－ （460．1）竃　　　　内DP23　　40％

凶版番号器　　　種
計　　　測　　　値

石　　　質出土地点 備　　　　　　　　 考

径（cm）厚さ（cm）孔径（cIn）重最（g）

5 紡　錘　車 3．6 1．2 0．6 20．7滑　　　　石覆　土　中Q2　線刻　100％　　PL176

－40－



′　　　′．　′

位置　調査区の中丸肛IT3h良区、－、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′＼′　　　　　、　′　　一　、　、

′　　　　′

童軸方向　N－「、－I三

壁　壁高は25、L一二BCmで．外傾して＿立ち上がる二．

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　．・′

床　平川で一恒姑部は踏み回められている、、

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′　　　、

′　　　　　　　　　　　　　　　：　′　　　　　　′

、く　　　　　′　′　ノ　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　ノ

れる。

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

規模は　煙道部から発　描部まで蟻cm　両袖義光幅はcm　壁外戦の掘　込みは猶だ腿である。火床部は　床面

′

電土層解説

且　灰　褐　色　粘土東予中量夕　焼土擁プ怒ッタゆ機運∵ローム粒子少量努　炭化粒子微量

コ　にぷい赤勘色　焼巨トゾtJい′ク・焼上・U一一ム・粘「斗lイ少量　損じ粒「・U－ム小ゾLJソ雄紺

∴；明　視　色　しトム小プロ、ソク・t－1－月l圧縮l∴　焼上・損じ・粘目白’一少蔓

－1暗　赤　褐　色　焼上半′つ∵申払　暁巨トブ［「ソク・尉ヒ粒J′－・ローム小ブt・二了、、．・ク微量

1　褐　　　　色　ローム粒「中量．焼日章√・ローム小プロ・、ノク少量

褐　　　　色　粘土粒子多鼠　焼士粒子少量　炭化粒子微量

覆羞　　層からな娠　レンズ状の堆積を示し撃　自然堆積である。

土層解説

l　暗赤褐色　ローム粒子中量　焼士や炭化粒子徴靂

2　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　焼土ゆ炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量ラ　焼まめ炭化の粘土粒子少還

．疇　勘　色　トム半白’ノ少量　焼‖∵イ・損じ物・尉ヒ粒「・ローム小ゾし「′ク微；li：

：う　暗　勘　色　目－ム粒J′中量．焼ト尉ヒ粒J∴・ローム小プロ、ソケ微量

遺物　土師器射関叡蕉　棒酌鮒虔　婆削減蟻お　須恵器雛も産　婆机蟻上　土製品凱産　着製品凱蕉　銑

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　、

師器輝が東壁付近から撃　の土師器輝が中盤部南側から適任で撃且の土師器輝が北壁際から出土して折る。床

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

らタ　の土師器鋤が北壁際から撃臓の土師器塚が中央部商欝　からタ　臓の土師器嚢が南壁付近から撃臓の土師

器甑が竃付近から諸の須恵器聾が中盤部北西側から諸の須恵器観が東壁付近から諸の薬玉が北東部から潤

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′

土師器聾が出まして折る。膵の土師器聾は撃　㌘結　炉　内の覆土上層の破片が接合して折る。その徽覆土中

ノ　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　、′　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　′

′　　　　′　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　・・　　　　′　　　　　　　　　　　　′　　　　′

ている

所農　本跡の時期は　遺構の形態及び出土遺物から　僚艦複葉と考えられる。

一・、11、－



二とlLl声一二二三二ここ∴ニ∴二二二二‥二二三∴一一一1－一一‾‾‾′

1012　4　15　6　16

第26回　第115号住居跡実測図（1）
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窮罪図　第醐　考健腰掛実測図婚）

第且蟻号住居跡出土遺物観察衷
図版番　 器 種 恒 値葎n　　 音 形 の 特 徴　　　 手 法 の 特 徴　 極 士 の色調 の焼成　 備

考

第28回　　 琢　　 A l机　 細緻洛一部欠損。丸底。体部は内 i打線部内 ゆタ摘 横ナデ。体部外商　 雲母 のスコリア　　 ㌘88 95％
l　 土 師 器　 B　 465　 攣気味に立ち上が り，揖縁部は直　 へラ削 り胤 ナデラ内面へラ磨き。 にぷい橙色　　　 床面

立する。　　　　　　　　　　　 内 の外面窯色処理。　　　　　　 普通
P L 日用

杯　　 A　 は 8 「体部一部欠接。丸底豊倦都電 内層H m 縁部内 のタ摘 横ナデ。体部夕摘　 石英 も雲母 ゆスニ‖つ勘鱒

土 師 器 B　 も鵠 表芸 ′若霊豊沼 慧 ：孟宗慧鵠 鷲 ”認 議 。内面へラ磨 。 ；誓 い褐色　 床面

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

l　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　 ！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

95％

P l．1日リ

3

棒　　 Å　 Ⅲも　　 丸底 体部 は内攣 して立 ち．＿上が りタ ［二号縁部 内 の夕摘 横 ナデ。体部夕摘　 雲母　　　　　　 P 90　　 摘 ％

土 師 器　 B　 44　 m 縁 部は直立す る。　　　　　 ヘ ラ削 娠 内面 へラ磨 。内 の外　 にぷ い赤 褐色　　 壁構内　 野鼠摘8

面黒色処理＋　　　　　　　　　　 普通

棒　　 A　 融 の3］ 招縁部け′′′が読部 欠損。丸底。体部 は内　 打線 部内 や夕摘 横 ナデ。体部内面　 長石 の雲母 めスコ　 ㌘狙　　 85％

4
士 姉 器　 H　 寸言　 曾 して立 ち十 が 上　 目緑部 との境　 へ ラ磨 き，外面 へラ削 り軋 ナチ＋ リア　　　　　　 ビ 、ント両 P L l梱

工明瞭 な綾 を持 つ＋「1線 部はわず　 内 ・外 面黒 色処理＋　　　　　　　 黒色

かに外傾す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

5

杯　　 A　 は　　 底部 か ら㌻二蘭 部片。 丸底 。体部 は　 目線部 内 を外 商横ナデ。∋体部夕摘　 長石 を雲母　　　 ㌘9 2　　 8 5％

土 師 器　 B　 5 eO　 内攣 して立ち上が り　 描線 部 との　 へ ラ削 娠　 内面へ ラ磨 。 内 の外　 にぷい橙 色　　　 床面　 汎 用8

境 に明瞭な稜 を持つ∴ 目線 部は両　 面黒 色処理∴　　　　　　　　　 普通

傾す る。

塚　　 A　 は 5　 底部か ら目線 部片。丸底。体部 は　 目線 部内 のタ摘 横 ナデ。体部夕摘　 長石 0雲母　　　 ㌘鋸　　 鋪％

6
土 師 器　 B　 も　　 内攣 して立 ち上 が 勘　 日縁部 との　 ヘ ラ削　 後　 ナデ　 内面へ ラ磨 。 黒色　　　　　　 ピ ッ　 内 汎 用8

境に明瞭 な稜 を持 つ。［二号縁部 は内　 内 の外 面異色処理。　　　　　　 普通

傾する。

7

杯　　 A ［相識］ 底部 疎 ら描線部片。 丸底 。体部 は　 に嫁部 内 0　滴 横ナデ。体部 桁毎　 石英 の雲母　　　 ㌘鍼　　 鵬 ％

土 師 器　 B　 4 86　 肉攣 して立 ち上が り詳 縁 部 との　 ヘ ラ削 娠　 内面 へラ磨 。内 の外　 灰褐 色　　　　　 床面　 汎 用8

境 に稜 を持つ。打線部 はわずかに　 商黒色処理。　　　　　　　　　 普通

内傾す る。

塚　　 A　 は3の6］ 底部か ら打線 部片。丸底。休部 は　 描線 部内 のタ摘 横 ナデ。 体部夕摘　 石英 を雲母　　　 ㌘9 5　　 60％

8
土 師 器　 B　 机　 内攣気味 に立 ち上 が りラ　m 縁部　 へ ラ削 勘　 内面ナ デ。 内 も　桁毎窯　 にぷい褐色　　　 穫土 中　 汎 用9

の境 に鈍い稜 を持 つ。描線部 は直　 色処理。　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 二次焼 成

立 する。

塚　　 －Å ［13湖　 底部 か ら打線部片。 丸底。休 部は　 招縁部内 さ夕摘 桟 ナデ。体部外面　 石 英 も雲母 のス コ　 ㌘96　　 5 0％

9 十 帥 器　 8　 ㍍ ） 「内曾気 味に立 ち十が 十　 日緑 部は　 ヘ ラ削 り私 ナチ，内面へ ラ磨 き＋ リア　　　　　　 薇士申

短 く直立 する。　　　　　　　 内 のタ摘 窯色処理。　　　　　　 にぷ い褐色　 普通　 二次焼成

棒　　 A ［l説逢］ 底部か ら打線 部片。丸底。体部 は　 打線 部内 の夕摘 横 ナデ。体 部夕摘　 石英 の雲母 のスコ　 ㌘9 8　　 35％

10 土 師 器　 B　 後の9　 内攣 して立 ち上 が 娠　 日経部 との　 ヘ ラ削 娠　 内面ナデ。器 癖刺経㍍　 リア　　　　　　 ピ ッ ト内

境 に稜 を持つ。目線部 は内傾 する。　　　　　　　　　　　　　　 にぷい褐色　 普通　 二次焼 成

堵　　 Å ［摘諸］ 底 部か ら㌻二線部片。 丸底 。体部 は　 仁縁部 内 の　桁毎横ナデ。体部 新海　 石英 さ雲母 0 ス コ　 ㌘鮮　　 舶 ％

Ⅲ 土 師 器　 B　 の　　 内攣 して立ち上が 勘　 m 縁 部は直　 へ ラ削 勘　 内面へ ラ磨 。　　　　 ア　　　　　　 穫土 中

立す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷ い橙色　 普通　 二次焼成

－　こ二13
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第28図　第115号住居跡出土遺物実測図（1）
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第29図　第115号住居跡出土遣物実測図（2）
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凶版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第28阿珂こA［12．8］底部からH縁部片。丸底。休部は口縁部内・外面横ナデ。休部内面雲母・スコリアP99　　　25％
12土師器B　　4．3内攣して立ち上がり，日縁部とのヘラ削り後，ナデ。内・外面黒色にぷい褐色 ピット内

境に稜を持つ。目線部はわずかに

内偵する。

処理。 普通

13

杯A［13．0］体部から日縁部片。体部は内暫し口緑部内・外面偵ナデ。休部外面雲母 PlO1　　20％
土師器B（4．3）て立ち上がり，口緑部との境に明ヘラ削り後，ナデ，内面へラ磨き。黒色 床面

瞭な稜を持つ。口緑部はわずかに

外傾する。

内・外面黒色処理。 普通

14

杯A［12．0］底部から口縁部片。丸底。休部は口緑部内・外面横ナデ。休部外面雲母 PlOO　　　25％
土師器B　　3．5内攣気味に立ち上がり，口縁部とヘラ削り，内面ナデ。 にぷい赤褐色覆土中

の境に稜を持つ。口緑部は内傾す

る。

普通 二次焼成

15

杯A［14．2］体部から口緑部片。休部は内攣し口緑部内・外面横ナデ。休部外面石英・雲母・スコPlO3　　10％
土師器B（3．5）て立ち上がり，口縁部はわずかにヘラ削り後，ナデ，内面ナデ。リア ピット内

外反する。 にぷい赤褐色

普通

二次焼成

16
藍A［26．6］体部から目線部片。体部は内攣し口緑部内・外面横ナデ。休部外面石英・雲母 PlO4　　10％
土師器B（14．0）て立ち上がり，口縁部は外反する。縦位のヘラ削り，内面へラナデ。にぷい褐色　普通ピット内

17

整A［20．4］休部から口緑部片。体部は内攣し口縁部内・外面横ナデ。休部外面長石・石英・雲母・PlO5　　15％
土師器B（13．3）て立ち上がり，口緑部は外反する。ヘラ削り後，ナデ，内面ナデ。器スコリア ピット内

端部はわずかにつまみ上げられて

いる。

面劾J離。 にぷい橙色

普通

18

蛮A［16．4］休部から日縁部片。休部は内暫し口縁部内・外面横ナデ。体部外面石英・雲母・スコPlO6　　10％
土師器B（15．2）て＿立ち上がり，U縁部は外反する。縦位のヘラ削り，内面へラナデ。リア

にぷい赤褐色

普通

床面

45－



図版番可 器 種 匝 酬 廟 器 形　 の　 特　 徴 i 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 櫓 針 射 可　 事話　 者

第28国　　　 甑　　 Å　 31。1 底部か ら目線 甘詳「 休部 は外陣 し　 ‖緑部内 ・外面構ナデ＋　休部 外面 長石 ・石 英 ・霊母 ・ P 川7　　　 卸㌦

19　　 土 師 岩音「B ：㌶言 て立 ち十が り†目線 部は外亙す る∴　ヘ ラ削 上 内面へ ラ削 り後†ナデ∴ スコリア　　　　　 床面　　 PL 細い

C ［軋6］ 無底式∵　　　　　　　　　　　　　 底部内面へ ラ削 ：「 橙色

普通

ミニチュア梶 「B （裟扇 体 部か ら打線部 片。体部 は内攣 し ［二線 部内 の外商横 ナデ。体部 内 0 長有 ・右英 ・霊母　 P 川8　　 10㌦

錮　　 土 師 器 て立ち十が 上　 目緑部 に圭 る＋　　 外面へ ラ削 ：） 工ぷい赤褐色　　　 将士車　 PL 川8

普通

嚢　　 A ［19。0］ 休 部か ら目線部片 ∴休部 は内傾 し　 目線 部内 ・外面 ロ ケロナデ∵　休部 長右 ・石英 ・雲母　 P　H　　　 m ㌦

2l＿　 須 恵 器　 B 「転封 て立ち上が 娠 描線部 は外 傾す る。 外面上 位 カキ 昌調整 資　内面同心円 賞味色　　　　　　 味 面　　 P L 伸べ

端 部は外 上方 につ まみ上げ られて　 当 て具痕 。 良好

いる。

旗　　 A ［9誹］ 頭部 か ら目線部片∴頭 部 は長 く，　 目線部 内 ・外面 ロクロナデ∵　目線 長有 ・右英　　　　 P llJ　　 川㌦

22 須 恵 器　 B　 「説の 目線高 との境に弱 い投 を持つ∴　‖　 部 内面 自然執 ∴ 黄灰色　　　　　　 床面

縁部 は短 く外反す る。 良好

榔 序　 種伝 奇 率 策 謀 巨土地点
備　　　　　　　　　　　　考

料 軒 土＋ 可＋ m i 狛月　 毛隼 「 墾 床　　　　 面 HP封　 1両㌦　　PLl（号
錆　 巨と＋ 卿i 牢墜 十 十攣 十 二 二十 や 攣 床　　　　 面 D㌘26　　　錮％

叛諒㌃詩霊 前車　 質出ま減産　　　　　備　　　　　　　　考
㌘　極　 鐘　牽！庸可＋ 鋸‖＋ 鮮 線 項 粘　梅　岩 覆　土　可 Q 3　 渕％　 私消

図版番号 器　　　 神
計　　　　　 測　　　　　 値 恒 地 点

備　　　　　　　　　　　　 考
i長与十cm十 幅 （cm） 卑 さ亘ml 重量（g ）

28 鎌 「軋釦 2．0 私達 （1047ラ 将　 士　 車 M （；　　 P L†γγ

29 不 明鉄 製 品 「もの 2．0 私9 （38。4ラ 将　 士　 車 M 7

ノ

ノ、　′　　　　　　　　′　′

重複関係　当初，1軒の住居跡として調査したが，・上か所の日i穴のすぐ外側にもそれぞれ柱穴が握られてい

ノ　　　　　ノ　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　ノ

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′・

′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．　　　　　　　　　　　　′

能性がある、二　また∴両住居跡が。第11（H3号住居跡の南西壁を据i）込んでいる∴

規模磨平面形　第温蟻A号住居跡は　長瀬を輌m　短勧説礪mの方形である。第温摘監骨佳屠跡の規模と平面形

一　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　′

であったと思われる、∵

ノ　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　　′

主柱穴の位置から第11（主星H日朝亦とほぼ同じである可能性がある、二

壁　第116士別主居跡の壁高は・－13、70cmで言まぼ垂‾「勘二立ち卜二がる＝第1＿16C号住居跡の壁高は確認されていない＿∴

壁溝　第1日主日月以1滴二は全周する∴　上帖用、：3（3cm9　卜帖汗「㌧Hcrn言甘さ7、日cmで．断面形はtつ状である

第日（五つ子住居跡は確認されていない′、、

…－こ用　－



∴　　　　　　　．’、　．′　・‥′　　′．）‥　　、／．′　　　　　　　一・∴′　∴　ノ　．

′′・、′J　・　．ノ’′．′　ノ　　　′　　′　，′∴　・　∴　＿．一・′　．　′，ノ、′

－　′　　　′一、　、　　　　　　ノ・・　ノ′　　一、、＿　　　ノ　、、l′．　　　　　′‥　　′　　　　　　　　　一

、　　　　　　・、′　　　　C　ノ　　‥・　ノ　　　∴　　　一・、、、C、′′．′　　′′　′、、′′　′　′．　　、・′′　．

′′、ノ　　′・、　ノ　八　、、　′　こ　　　′く　ノ　　′、・′、′・　二、一′＼・　ノ′′J・・・′′・・′　′　′′　′、

ノ▼　工　　　　　　．、；く）、、＼：′＼　′′′く‘＼：こ　∴　′　言・；∴1　　　′　　　　　　　′1．了′　て　′

′　一イ∴．　′　　　　∴　㌧′＿．′　ニ！‥′　　　　　、　ノー　、、′二、、′．　　こ一　∴′　　　、．ミノ二

二　′！一、、‘し、；　ハノ　ノ　ー　ノ7．′－　ノ、・「．．一　′．

1・ノー　　　　　　　　ノ　　‥　　′、　　／・　　　′′′ノ′′′′　′　　　‾　∴　ノ　　　　　ノ　　　　　　　　′tC　　　‥　　　′

・、′・・、ソぺ′　、　∴・ユ　　‾　、・：！′　ノ′、、㌧　　∴、′　√　　1い、　　′　　、ノ　′　′′′，ノ　′・、・，C、′

・∴1′′′′　　！l′一　二　一‾′′、ノノ　、′：）ノ・′　・′J・・′　一　㌦、1．　　′・ノ　′　ノ、一、′

一　言　一‥、ノ′　　′、ノ　、′　など、　ノ　ー、　′′，　　　　　′．t．′・　　ノ　′　′、．∴　　　　　　附′ノ、＿　′

′′′／ノ′　　　′　′．　　　′、′　′　　　　　　　′′　′ノ　′、．，　　　。′　ノ　．　　　　　′　、　′

で造り替えが行われた可能性がある＿＿一、．

篭土層解説

1暗　褐　色　粘土粒子多量，焼士さローム粒子少鼠　炭化粒子微量

2　暗　赤　褐　色　焼ロイ′守中量、ローム・帖ロイ可少量　炭化粒自微量

3　暗　赤　褐　色　廃土粒子多選　炭化の粘土粒子少鼠　ローム粒子微量

4　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量

5　暗　褐　色　粘土粒子多量，廃土e炭化粒子少量

（i　暗　褐　色　抽出ロー少結　焼巨」、プロ・ソク・焼出目’一・損じ物・炭化粒守・・ローム中・小プロ、、′ク・ローム粒用樟
γ　暗　赤　褐　色　焼‖∵つ’・少量言封じ・ローム粒日放量

バ　暗　赤　裾　色　焼上・ローム粒J’・少量言・封じ粒日放量

9　にぷい赤褐色　焼土中ブロックの焼土0炭化eローム粒子少量夕　焼土太ブロック微量

1（）暗　陽　色　LJ－ム粒J’一少；li∴　焼上・炭化粒J∴し1－ム小プロ・ソク微昌を

一　　′．‘，　′　．′　＼′－了．′ノ　∴′　ノ／・ノ、′′／ノ．　′　′　′　　り′　、′′′ノ　∴　　　　・一日　．

A号住居跡の床面と閣じ高さと考えられるため　覆土は存在しない。

土層解説

1暗　視　色　ローム粒J′一少量∵地上・炭化粒J’一・ローム中ゾロ、ソク微量

2　黒　褐　色　焼「∵つ′‥ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・少量，炭化粒子微量

：1暗　褐　色　損じ・ローム粒J’一少量、焼巨トゾロ・ソク・焼「持つ∵・ローム小プロ、、ノク微itl：

・l　工ぷい′同日色　焼ロイイ中量言封じ・tトム・粘目白’・少量　焼「トプロ・ソク・炭化物・U－ム小ゾしいノク微量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量夕　焼土の炭化凝子微選

（　褐　　　　色　ローム粒J’・申㍑　ローム小ブロック少量、炭化粒自憤量

丁　暗　褐　色　ローム粒j’・少㌫　ローム1巨ブロック微量

バ　褐　　　　色　ローム粒子多㌫　ローム小プロ・ソク少量、ローム中プロ、ソク微量

‥‘　′　　　′　′’　　　　　′′　、、′　　　′′　　　　　′′　　　′　　モー、　′　　．　　　ノ　　　，

一、ノ　　′′・・二　　′一　　　∴′　・　′　　′′・′′．、ノ′ノ　′‥・＿・′

、・・、　′。　　　　　　　‥・・く　′ノ’．　／′＿　　　′言ノ、、ノ．′、′ノ　　ノ、／　ノ　　　、　ノ．′．　　、

′′ハ∴ノ　　′　　　′　　′′　ノ　　　　　　′．　′．　　　　　　　∴三　、・∴ノ、′　′　一　′、／′　　　′　′　　・ノ　′

∴三、ノ　ノ．′′、　・　∴・ノ　　′／号、／；、ノ、　′．．ソノ　、7　．、－　は、ノ、′／．・．　　′、／′．

′、　、　′′ノそ・・・・・′　　ノ　・．′∴・・　　　　′ノ′一　′′、フ・　ノ　　′・ノ　　　ー　ら　、′　　　・′、

′　∴′ノ．′ノノ　∴・一・’・‥．′ニ′　′′　　　　、ら　了ノ′．‘プ　　　′′・ノ　′′′亘、・・．　　∴′ノ‥～．、′、、．・－∴

の土製紡錘車が出土している。且は須恵器嚢の倦部片でタ　桁毎に同心即臓が施されている。始まに雲母を含

む二つ貞恵器第116C号†日朝亦の遺物はない二

∴　′、　′　　′．∴　′　　　．ノ．三　′∴　　　　ノJ′′　ノ、　　∴　　∴　′′　′．！　　′∴　　′′ノノ

，‘　∴　′．、′′　‥　　′　′．ノ′、、　′ノ　，′・′′ノ、．，1／ユ∴／　一二一・ノ＿　一て′．ら
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第30図　第116A・116C住居跡実測図（り
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の　　　　　　　　　　　　　　　2悶

』　　　迄
第劉図　第醐　風車開　院健贋妙窯測据潮

第温摘Å骨佳屠抄出丑遺物観察表
囲鵬 可 器 穫　 調 瞳 秘 ラ　 器 形 の 特 徴 i 一手 法 の 特 徴

胎丑 あ色調 e 焼成　　 備　　 考

第 3 2国　　 賓　　 A ［錮誹 」 ［二」縁部片訂 j縁 部上位に稜 を持 ち， に縁 部内 の外．商機 ナデ。

ユ　　 ニ量二師 器　 B　 は 誹　 端部 は外上 方にり まみ＿＿＿＿＿星二げ られて

いる。

石英 や雲母　　　　 P は 3　　　 ％

工ふい賞褐色　　　 塵子中

普通

鷺　　 B　 組 湖　 底 部か ら体部 片。平底。体部 は内 「体部外面 舵位の鵜 ラ磨 き芦　内儀 サ 産着 を石英 か雲母　 ㌘124　　 渕％

にぷい赤褐色　　　 覆土 中

普通

2　　 土 師 器　 C ［ 淵　 攣 して立ち上 がる。　　　　　　 デ。底部 本葉痕。器面荒 れ。

捧　　 A　 は5藩 ‖ 底部 か 射 胡離 隅 一。平底 。休 部は　 持繚乱 体部内 の外面 ログ ロナデ。

8　　 須∴吏 器　 H　 上り　 直線的 に外 伸す る＋　　　　　　　 底 部回転へ ラ切 十

長石 ・有 薬 ・実母　 P l日　　 和 ㌦

にぷ い黄橙 色　　　 覆土中　 野監摘 9

普通　　　　　　　 二次焼成

棒　　 A　 h 湖　 底 部か 汗 ：縁 部片。平底。体部 は　 沼縁 部 体 部内 ぜ外面 ロタロナデ。 長有 ・有葉 ・霊母　 P　川　　 和㌦

4　　 須 恵 器　 B　 複を8　 直線的 に外傾 する。　　　　　　 底部 回転 へ ラ切 娠 吠黄色　　　　　　 覆士車　 P L l中

良好

棒　　 A　 は 湖　 底部 か ら［二縁部片。 平底。体部 は　 描線部ヲ体部麿巨 夕翫計ロタロづ当㌔ 長有 ・有薬 す実母　 P　圧　　 制㌦

須 恵 器　 B　　 の5　 外傾 し学　招縁部 はわずかに外 反す　 底部回転鵜 ラ切 。 庇 由色 覆土 中
C ［呂。3］ る。 普通　　　　　　　 二次焼成

つ〔）
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第32図　第116A住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　2cm

：　　十…－　］

10cm

」　　　＿j　　　！

図版番号器　種計測値（C皿）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第32区l 巧こA［14．3］底部から口緑部片。平底。体部は口緑部，体部内・外面ロタロナデ。石英・雲母 P118　　　30％

6 須恵器B　　4．2

C［10．0］

外傾し，ロ縁部はわずかに外反す

る。

底部回転へラ切り。 灰白色

良好

穫土中

7

蓋A　15．8口緑部からつまみ部片。天井部は天井部外面回転へラ削り。内面ロ長石・石英・雲母Pl19　　　80％
須恵器B　　3．2

F　　3，6

G　　O．5

ドーム状をしている。やや扁平な

ボタン状のつまみが付く。口縁部

内面に短いかえりが付く。

クロナデ。 灰色

良好

床面　　PLlO9

－50



図版番号 器 種 恒 雁 行mラ　 器 彩 の 特 徴　　　 手 法 の 特 徴　 恒 の色調 の焼成　 備　 考

第32回 蓋　　 B （2や6） 天井部 か らつ まみ部片 。扁 平を擬　 天井部夕摘 回転 へ ラ削 り。 内面 口　 石英 をス コリア　 ㌘120　　 購％

8 狛∴吏 器　 F　 ∴昌 つ 工珠状 のつ まみが付 く∴　　　　 クロナテ㌧　　　　　　　　　　 暗吠黄色　　　　 床面

G　 Ot 8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 良好　　　　　　 ∴次焼成

意　　 A つ（」＝〕 目線 部 か ら天 井 部 片∴天 井 「出 土　 天井 部外面回転へ ラ削 り∴目線部　 長有 ・石 英 ・雲母　 P は　　 川㌦

9 須 恵 器　 H　 H ・申 ドーム状 を しているつ 璃 部内面　 内 ・外面 ロケロナ ナ　　　　　 吠 色　　　　　 甘 上中

に壇 いか え りが付 く∵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 良好

長 頚 瓶　 B （ もの　 頚部片 。頚部 は直立気味に立 ち上　 頸部 内 0外 面ロ タロナデ。　　　 長石　　　　　　 P 125　　 摘％

10 須 恵 器　　　　　 が る∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 吠色　　　　　 覆上 申

良好

小　 口　田沼　　　　　　　 計　　　 測　　　 値 巨 土地点 i 備　　 考

㌍ 藩　 機 首 高 厚さ（cn） 孔径 cm）　重畳施）
ほ　 土製紡錘車！　 07

お8 鍼 i 2602 覆　 土　 中恒 朋　 柑橘 論議

咽話語　種」」と＿杢＝黛＝了需嘉
竺漂二三定率率汀茹高丁遠高 重量施）出土酌も　　　 備　　　　　 考
生止…j 十　言斗「霹「議 紺2 極　土　可紺野　脚∴高論

図柄孝一静　 種伝 毒 。毒 講 義討 出土地ノ蕉　 備　　 考

摘　 不明鉄製品　 掬 5）　 も項　 も4　 目すが　 覆　 土　 中 M 8

蟻　 鋼　 製　 錬　 圧 裏 目 湖　　 を2 （頼 i竃　　 両 肌 8　 m 澗

第醐感随聾健腰跡　第謂圃）

佳置　調査区の中央部タ　F2gの区。

′・・　　・′　　　　　ノ　　　　　′　　　ノ′′　　　　　　　　　　　　　′　　′ノ　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　　　′

立柱建物跡によ′．）て振り込まれている＿、．

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　一　　′′

童軸方向　N－2y一つ吉

壁　壁高は28、・・ilcmで，外傾して立ちl二がる、、、

壁溝　北東3－ナ一部から南東コーナー部にかけての壁下と　商壁官の一部に遜っている。上幅2～渕cm　帯

幅　～蟻cm　深さ　～　cmで　断面形はU字状である。

床、日中手　中央部は踏み回められている．－、

l　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

らも性格は不明である、

′　　　　　′　　　　　′′　′　　　　　　　ノ　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．－′　　　　　　　　′

‥　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　′　　　　　　′　　　　′　　　　　′　　　　　　　　　　　′

ノ　　　　　　　　　　　ブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・′　　　　　　　　　　　　　　　′

竃土層解説

、l　暗　褐　色　焼ロイイ・ロー．－ム小プロ、ソク・ローム粒J’一少：li：

．′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・′

一一一一　51－－



土層解説

1　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

5　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少呈

遺物　土師器片166点（杯片147点，嚢片258点），須恵器片30点（杯片21点，璽片6点，蓋片3点）が出土して

いる。覆土下層では，第34図1の土師器杯が中央部から，3の土師器杯がPl付近から，8の土師器ミニチュ

ア土器が中央部から出土している。床面では，5の土師器杯と6の土師器嚢が中央部から，7の土師器嚢が中

央部北東寄りから出土している。2，4の土師器杯は，覆土中から出土している。9は須恵器聾の休部片で，

当

第33図　第116B号住居跡実測図

－52－
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外面縦位の平行叩き，内面同心円当て具痕が施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から6世紀中葉と考えられる。

．‘．子

第34図　第116B号住居跡出土遺物実測図

第116B号住居跡出土遺物観察表

i

0　　　　　　　　　　　　10cm

L－　l…　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第34図坤こA［17．6］底部から口緑部片。丸底。体部は口縁部内・外面横ナデ。体部外面雲母・スコリアP126　　　40％
1上肺器B（4．6）内攣して立ち上がり，口緑部はわへラ削り，内面放射状のヘラ磨き。にぷい橙色覆土中　PLlO9

ずかに外反する。 普通二次焼成

2

杯A［14．0］底部から口緑部片。丸底。休部は口縁部内・外面横ナデ。休部外面長石・石英・雲母・P127　　　40％
土師器B　　5．0内攣して立ち上がり，ロ縁部との

境にわずかに稜を持つ。口緑部は

外反する。

ヘラ削り，内面へラ磨き。スコリア

にぷい橙色

普通

覆土中

3

杯A［13．7］休部から口緑部片。休部は内暫し口縁部内・外面横ナデ。休部外面雲母P130　　15％
土師器B（3．9）て立ち上がり，口緑部は外債する。ヘラ削り，内面横位のヘラ磨き。

内・外面黒色処理。

オリーブ窯色

普通

覆土中

4

珂こA［10．8］休部から口緑部片。体吾βは内攣気口緑部内・外面横ナデ。休部外面石英・雲母・スコP131　　15％
土師器B（4．1）味に立ち上がり，口縁部は直立す

る。

ヘラ削り，内面ナデ。リア

にぷい黄橙色

普通

覆土中

5

上不A［15．2］休部から口緑部片。休部は内暫し口緑部内・外面横ナデ。体部内・雲母P133　　15％
土師器B（5．4）て立ち上がり，目線部は外反する。外面ナデ。 にぷい黄橙色

普通

床面

二次焼成

6

璽A［16．9］休部から口緑部片。休部は直線的口緑部内・外面横ナデ。休部外面雲母・スコリアP132　　10％
土師器B（4．7）に立ち上がり，口縁部に至る。ヘラ削り後，ナデ，内面ナデ。にぷい赤褐色

普通

床面

－53



図版番号 器　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第34図 璽 A ［29．0］ 体 部上位か ら口緑 部片。口綾部 は ロ縁部 内 ・外 面横ナ デ。体 部外 面 長 石 ・雲母 P 134　　　 5 ％

7 土 師 器 B （6．2） 外 反す る。 ヘ ラ削 り後，ナ デ，内面へ ラナデ。 にぷい橙色

普 通

床 面

8

ミニチュア登 A　　 3．0 平 底。休部 はわず かに内傾 し，口 口線部 内 ・外 面楯ナデ。体部 内 ・ 雲 母 P 135　　 100％

土 師 器 B　　 2．3 緑 部は外傾す る。 外 面ナ デ，外 面指頭痕。 にぷい黄橙色

普 通

覆 土中　 P L lO9

第118号住居跡（第35図）

位置　調査区の中央部，F2j8区。

規模と平面形　一辺が3．70mの方形である。

主軸方向　N－750・一E

壁　壁高は22～36cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　北側半分は，耕作による撹乱を受けてほとんど残存していない。南側半分は，平坦である。竃付近に，わ

ずかに踏み固められた部分がみられる。

ピット　Plは長径33cm，短径28cmの楕円形，深さ24cmである。位置から出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

竃　東壁やや南寄りに，砂混じりの褐色粘土で構築されている。煙道部・袖部は，耕作により撹乱を受け残存

している部分は少ない。天井部は崩落している。規模は，煙道部から焚き口部まで105cm，両袖最大幅［115］cm，

壁外への掘り込みは29cmである。両袖の内部からは雲母片岩が出土し，補強材に用いられたと思われる。袖の

第35図　第118号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿　　；　　＿」

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　i　　　＿＿」
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′＼　　　　　ミ　　　　　′　　　　　　　　　　ノ　ー　　　′．・、　　、．

′　　　　　　－　′　こ　　′．、一　　　ハ　　。．

′　　－　　′′　　′′　　　　ノ′　　　　　　　′′

ちl二がる、、

竃土層解説

1褐　　　色　粘土粒子多選，焼士のローム粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量夕粘土粒子少量ラ廃土小ブロッ

ク・ローム粒召尉Il：

3　暗赤褐色　廃土粒子多量蟄　焼土小プロッタ微量

′　　　　　ノ　　′　　・・　、

然堆積である、

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒J’－少量　焼‖！イ微量．尉ヒ粒J’・

極微量

2　暗　褐　色　ローム粒J′一少量　焼上・損じ粒自散量

3　褐　　　色　炭化のローム粒子微量

趣㌘

「頂のcm

』　　　迄

f l

皇　　亀

0　　　　　4cm

』二二二二£二二∃

窮溺図　第醐考健腰跡出藍遺物実測図

り　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

ノ　　′　　　　　∴　　′　　　・・ノ、、　　　　　　　　　　　　ノ′　　　　　　　　　　　．　．　く　′．

一　　　′　ノ　　　′　　　　　　　　ノ二／．　・・′　一　　′　′．　　　′　　　　　　　　．・

′　　　　　　　　′　ノ　　′　′　　　　′　′ナ　　　　　ノ　′　　ノ　　　　′

第m8号住居跡出土遺物観察衷
図版番　 器 種 桓 踊 廟　 器 形 の 特 徴　　 手 法 の 特 徴　 恒 の色酢 焼成　 備　 考

第36図　　 琢　　　　　　 底部から休部片〇平底〇休部は外　 体部内 ゆ夕摘 ロタロナデ。体部内　 石英　　　　　 ㌘蟻8　　 ％

丁　　 子 柚 器　　　　　 佃する＋　　　　　　　　　　 面へラ磨 き†黒色処酢 休部外面　 にぷい黄橙色　　 粒士車　 P L＝り

に墨書。　　　　　　　　　　　 普通

悪　　 H L ・臣　 底部から休部星 平山し 休部は内　 休部外面へラ削十 両面へラナデ∵　有英 ・霊母 ・ネコ　 P 刷　 J帆

2　 土 師周鋸 Cつつ 凍‖ 攣 して立ち上がる。　　　　　　　　　　　　　　　 リア　　　　 竃内

吠褐色

普通

醜番号 器　 種 長軸 計恒 m）；摩封講 義訃 土地点
備　　　　　　　　　　 考

3　極　　 覿 ± 璽 ⊥ 土 壁 上 手 ㌃ 「 蒜 司 嘉 寺 苛 M O　　　PL178

第醐　常住贋跡　第㍍㊧謂囲）

位置　調査区の中央部。IT2f（う区一

一　　　　　　ノ、′　　　　　′・　　′　　　　　　　　′　′　　　′　′　′　　　、′ノ　　　　′

・　　　　　　　　　　　　　　　　　′！ノ　′　・　　　　ノ　ノ

主軸方向　N－6し、－I三

′＼’、一、　シ　　　　　　　　　　ノ／：

ノ　′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　ノ′′

／　′　　′　　　　　′．　　ノ　　　　ノ、　　　　ノ：∴・，つ！ノ1．ノ　ノ′

一一一一一一一一1－、55　－一一



第37図　第119号住居跡実測図（1）

56

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

」　　　；　　　！



一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　　　・．、　　　′′　　　′　′　′　　　　　　′′・ノ

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’、′　　　　　ノ　　・ノ　　　．　　　　′＼　　　　　　　　　　　′　　ノヽ

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

る　位置から，補助柱穴と考えられる、

畿　北壁中央部に　砂混じ　の褐色粘土で構築されている。天井部は崩落してお酌　両袖部が残存して折る。

′　　　　　　　　　　・．　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　ノ

′

竃土層解説

1黒　勘　色＋Lト∴㌧・粘ロイつ’一少甘．規子井′つ∴尉じ物・ロー－ム小ゾロ・・一∵月坂量

ご　黒　揖　色　しトー∴中ソ1」、∵ニ′・．＝－∴一転つ′・少量　焼上・炭化粒√微量

！；暗　視　邑　規上骨守一・日一一一！、小ゾし「′ケ・＝－∴粒自哉量

・i　黒　勘　色　焼巨トノ、⊥「・′ツ・炭化粒J′・少量．目し一∴粒自微量

5　暗赤褐色　焼土粒子多量　粘土粒子少量　炭化物ゆ炭化粒子微鼠

6　暗赤褐色　ローム中ブロック中量

7　暗赤褐色　粘土粒子中量夕　焼士粒子少量

8　暗　褐　色＋粘土粒子多義㍉　焼漣∵ローム粒子微巌

9　極暗赤褐色　廃土粒子中鼠　炭化の粘土粒子少登タ　ローム粒子後遺

摘　極暗赤褐色　焼真二e炭化の粘繍夏子ム少鼠　ローム粒子薇還

啓羞　6層からなり撃　レンズ状の堆積を示し撃　厩然堆積である，。

土層解説

且　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

ローム粒子多鼠　ローム小ブロック針鼠　廃土粒子少鼠　焼土小プ蘭ック薇遍

「ト∴粒」′一帖〕しト∴巨′、し「・ハ車量＼力＝骨j’一・しト∴i恒LJ㌧′ク′宮古焼上中ゾし了、ソソ・揖ヒ粒j′・・t＿ト∴大ゾt－⊥∵ソ微量

ローム粒子多義撃　ローム中プロッタ中量夕廃土粒予めローム太ゆ中ブロック少鼠廃土小プロッタゆ炭化粒子微量

ロ｝ム粒子多量ア　ローム申ブロックぬ粘土小ブロック中農学焼土中ブロックぜ焼士粒子の炭化粒子少量　炭化物も粘土やブロック微量

ローム粒子多農学　ロ㌦4詳巨㌧車プ粛ック中巌夕　炭化粒子少鼠　廃土粒子微量

1－ト！、小ゾ主上Jン・・トト一月l圧縮；∴　し1－∴中ゾt‾l「′川中、規上・損じ粒J’・′吊；∴　焼巨トゾU㌧、′ク・損じ物微量

劇癖　土師酎纏顧自軌酌的‰　婆馴戦乱義源拍乱調摘瀾獅磯真樹源憫凰杉路甘藍　璧灘獅
′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　－

の土師器聾が芦　北壁際と南西ヨーナ一部から出土した破片が接合して折る。またタ　の刀子学　の鉄鉱茎が中

霊！

第期腐　第醐　考健贋妙実測溌餞）
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央部西寄りから出土している。その他，覆土中から3の須恵器杯が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から9世紀中葉と考えられる。

ノ
0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　i　　　」

第39図　第119号住居跡出土遺物実測図

第119号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　4cm

5・6l－一一一†lll－　」

図版番号器　種計測値（皿）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第39図土不A　13．8口緑部一部欠損。平底。底部は外口綾部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英・雲母・P617　　　70％

1土　師器B　　4．0傾しながら立ち上がり，口縁部に体部内面へラ磨き。底部回転へラスコリア覆土中　PLlO9

C　　7，5至る。削り。内面黒色処理。底部外面に

墨書。

にぷい橙色

良好

二次焼成

2

整A［19．6］休部から日縁部片。体部は内暫し口縁部内・外面横ナデ。休部外面石英・雲母・スコP140　　　5％

土師器B（9．4）て立ち上がり，口緑部は外反する。

端部は上方にわずかにつまみ上げ

られている。

ナデ，内面へラナデ。リア

にぷい橙色

普通

覆土中

3

杯A［14．7］底部から口緑部片。体部は外傾し口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英・雲母・P141　　30％

須恵器B　　4．4

C［8．0］

て立ち上がり，口緑部はわずかに

外反する。

底部回転へラ切り。スコリア

浅黄色

普通

覆土中

4
長頚瓶
－
休部片。休部は内攣気味に立ち上体部内・外面ロクロナデ。灰白色P387　　　5％

灰粕陶器がる。 良好覆土中　PLlO9

図版番号券　　　種
計　　　　　測　　　　　値

出土地点備　　　　　　　　　　　考
長さ（Ⅷ）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

5刀　子　茎（5．3）（1．0）0．4（8．2）覆　土　中MlO　　PL178

6銑　鉄　茎（10．2）1．00．5（3仇3）覆　土　中Mll　　PL178

－58－



′　　　　　ノ

一二　　　　　　′ノ　ノ　　　　　　　′　メ

‘・・∴　　′　　　　′　　　　　′・　　　　ノ′　　′′′・′　　－．、′′二・，・′′∴　．

規模藍平面形　義朝も礪m　短軸。諏mのほぼ方形である。

主軸方向　N一十㌧Ⅵ▼

‾　　　　　ノ　　　、　　　′　　　　　　．　ノ　′∴

′　　　　　　　　　　　　　′ノ　　・′　＼′　、　．　　　　　　＼　　・　　：　　　一

で，断面彬はしつ：状である、＿．

′　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　′　　　′・・　　　・　′ノ　　　ノ、　ノ

踏み回められた床面が検出された。，

・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　′　　′、∴　′′　′・′＼　′へ、　ノ・／′．．′　　　ノ　′

・ニ　　ー　　　　　　′　　　　　　　・・　　　　　　　　　′　　　′　′　、‥　　′　一　　　　′　　一　ヽ

ビットと考えられる、

′　　　　　．　　′　∴、．′　　　　　　　　′　　′‥　　．　　′、．

′　　　　　　′ノ　　　ノ　　　　　　′、’’ソ‥　　　′　′一）　′　　、　′　′　　′　　　　　　　　　′・

′　　′　ノ　ー　　　ノ　　ノ　　　　ノ　　　　′　ノ　　　　　　′　　′　ノ′　　′　′　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　．

篭土層解説

l　暗赤褐色　廃土粒子多量学　炭化粒子少量

2　暗赤褐色　ローム粒子中量撃　焼土粒子少量

3　暗赤褐色　焼土龍子中鼠　ローム粒子少量疑　炭化粒子微量

′　　　　　　　　‾　　　　　　　′　′　′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　・・／′　′　　　ノ　　　′　　、′　　′

ノ・∴’乞ノノ　　　　．、′　二・　　　　号．．、∴

土層解説

1褐　　　色［ト月日′・′吊；∴　旭日J′守・ローム中・小ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム4、ブロック中鼠　ローム粒子少量，焼土の炭化粒子微巌

：う　暗　褐　色　しトム小ゾロ・ソク少量．焼上・炭化・ローム粒J′一微量

・l　黒　褐　色　しトム粒J’・少量．焼卜・炭化粒J’・・ローム′巨プロ・ソク微量
5　褐　　　色　ローム粒子少量9　炭化粒子微量

（i　暗赤勘色　′址「．・炭化・ローム粒J′一少量

γ　裾　　　色　焼トtlトム・帖‖J′つ′・少量．ローム小ゾし「′ク微量

8　明　視　色　しトーノ、小ゾロ・ソク・ローム粒J∵多量

ノ　　　　　　　　　′、　　　　ニ　　　　　　∴　　　　　　．

′　　　′　　　　　　　　　　′　′　　　　・′　′　　′　′．′　　　・∴・　　∴

′　　　　　　　　　　′　ノ　　　　　　′　　　′　／．　　　　　　ノ　　　言　　　　′　　′　　　　　　ノ．

から出上している二．

′　′　ノ　　　　ー′′ノ　　′、　　　′　′′　　　　　・・　　　ノ′　ノ′　ノ　　　　　　　′・・ノ′

、　　　　′：′′一．・√　　′　　′、　′．′　ノ′／．．

′　・′　　　　　　　　　′　　　　　　1　′　ニ‘、ノ

図版番可器種巨憫債可　 器形の特徴 i ′手法の特徴
胎土格調の焼成！備　考

第42囲　　髪　　Å［2説6］体部から日録部片。体部は内攣し　打線部内0外面横ナデ。体部外面長有・石英・雲母・Pl王　　制㌦
土師器　B　qe射　て立ち上がり，打線部は夕も反する。主へラナデタ　内面ナデ。 スコリア　　　　　 床面

にぷい赤褐色

普通

－　5（－）
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て：ニ
Sl120E

中　　　　　　Sl1200　　　　　　　く［嘩「
第40図　第120A・120C・120D・120E号住居跡実測図（l）

－60－
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＿∴
第41図　第120A・120C・120D・120E号住居跡実測図（2）

－61－

0　　　　　　　　　　　　　1m
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ト－　l－　　　」

第42図　第120A号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　3cm

！　i　！

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第42図杯A　14．7体部から口緑部片。平底。休部は口緑部内・外面，体部内面ロクロ石英・雲母P143　　　70％

2須恵器B　　4．6外傾して立ち上がり，口緑吾βは外ナデ。休部外面工具使用のロクロオリーブ黒色床面　　PLlO9

C　　8．9反する。 ナデ。底部回転へラ切り後，一一方

向のヘラ削り。

良好

3

高台付杯A　14．0高台部からロ緑部片。体部は外傾口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英・雲母・P144　　　80％

須恵器B　　4．9して立ち上がり，口縁部に至る。底部回転へラ削り後，高台貼付け。スコリア 壁構内　PLlO9

D　　8．8

E　　O．8

高台は短く，わずかに外に開く。 にぷい黄橙色

良好

二次焼成

図版番号器　　　種
計　　　　　測　　　　　値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考

長さ（Ⅷ）径（Ⅷ）孔径（Ⅷ）重量（g）

4土　　　　玉2．9 3．2 0．9 27．6床　　　　面DP29　　100％　　PL167

第120C号住居跡（第40・41図）

位置　調査区の中央部，F2g4区。

重複関係　本跡は，第120D号住居跡の南西部を掘り込み，第120A号住居跡によって掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．60m，短軸5．50mの方形である。

主軸方向　N－160－W

壁　壁高は32～44cmで，外傾してほぼ垂直に立ち上がる。

－62－



′　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　、　　　　ニ　、

床、臣［lで一恒甘部は踏み回められている、＿

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′

施設に伴うど、ソトと考えられる二、

・′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

規模は　煙道部から焚　描部まで膵cm　両袖凝太幅摘艶m　壁外への掘　込みは雛段である。火床商は　床面

を　cmほど掘り　ぼめてお娠　光熱を受けて赤愛硬化している。煙道部は外傾して立ち上がる。

電土層解説

暗赤褐色　廃土の粘土粒子少量　炭化のローム粒子微量

2　暗赤褐色　廃土粒子多鼠　粘土粒子少選

褐　　　色　粘土粒子多量

・i　暗赤褐色　焼ト精出、l′守′出し　炭化粒自墳量

5　暗赤褐色　焼土龍予多量

ノ

化

一

一

一

揖
二
日
　
目
U
 
U

色
色
色
色

褐
褐
褐

説解
暗
暗
暗
鋸

屑土

1

リ

‥

J

．

1

・しゴー∴粒「少甘．規ロム白′一微量

ム粒子少量，焼土の炭化粒子微量
ふ
．
ム

粒j′・′吊；∴　炭化粒j’一・l」一一∴小ブロック微量

粒子少農学　焼土0炭化粧子機選

遺物　土師器片蟻痛　棒片器銀　髪削罰戯　須恵器片凱痕　椀片信産　婆片　戯　圭製品紅塵　石製品

畳鰯　鉄製品凱痕が出土して折る。覆土中層では　第朋図　の土師器棒が北壁際から出土している。覆土下層

′

、　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′　　　　　　　　　・．

鉄鉱が，P3の覆上申から出上している、－

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

′′　　′　　　　′

図柄可器穫恒 健葎m　 器形 の特 徴　　　 一手法の特徴　 恒 0色調や焼成
備　　考

第繍郊　　 杯　　 A　は2識］体部から打線部V－・当批縦隊∴軋鯨。「細緻部内い外敵横ナデ。体部外廟1長石∴雲磯∵スコ㌘145　　　80％
†　 十柚器　H　寸・？　休部は内曾して立ち十が上「1線　へラ削り私へラナナ，両面ナデ＋リア 塵士申　PL細り

部に圭る＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　普通

林　　 Å　つ・上　体部から目線部片＋休部は再曾L　目線部内・外面植ナテ’休部外面　長有・有英・スコPl・捕　　 」0㌦
土師器　B　も　　て立ち上が桁　に縁部との境に稜　へラ削娠内面放射状のヘラ磨。　ア 柁士中

を持つ。描線部は直立する。　　　　　　　　　　　　　　　　　 明赤褐色　普通 二次焼成

悪　　 A 「ど・お　体部から＝緑部片∵休部は両曾気　‖緑部内・外面横ナチ＋体部内・長有・右英・フ∴コ㌘且47　　　5％
J　 十柚器　H （8滴　昧工立ち十が上　目緑部は外反す　外面ナデ＋器面荒れ＋　　　　　 リア　にぷい亜樟柁士申

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 色　不良

図版番寸　器
転義遺志憲霹司

備 考

4　極 卿　血お目項　　 目悦郎　床　　面iD的50％

肯＿一鹿且　持。　 ！　 計　 測　 値

脚㌍奮　健棒露 幅　軽弟酎秘中般届 ，‥、　　　　　　　　用　　　　　　　　　　　　　　ノ

㌧極　姦垂　可＋読 ゴ．† 0ゆ8i 5380 粘　板　岩床　　 面iQ6　摘％　軋膵6

（う3
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‘三二ここ

∈≡≡＝＝＝≡r
1

0　　　6

6・7

0　　　　　　　　　　5cm

トー・・‥－ト一一一一一一一一」

第43図　第120C号住居跡出土遺物実測図

◎

10cm

一一一二」

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地 点 備　　　　　　　　　　　 考
長さ（CⅢ） 幅 （Ⅷ） 孔径（CⅡ】） 重量（g ）

第43図6 刀　　　　 子 （6．0） 0．7 0．3 （4．4） 覆　 土　 中 M 12　　 PL178

7 鉄　　　　 鉱 （10．2） 1．0 0．5 （30．3） ピ　ッ　 ト　内 M 13　　 PL178

第120D号住居跡（第40・41図）

位置　調査区の中央部，F2g5区。

重複関係　本跡は，第120A号住居跡によって西壁の一部を，第120C号住居跡によって南西部を，第120E号

住居跡によって竃周辺を，掘り込まれている。

規模と平面形　長軸8．50m，短軸（7．74）mのほほ方形と推定される。

主軸方向　N－30。－W

壁　壁高は31～54cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　第120A・120C・120E号住居跡によって掘り込まれている部分を除いた，東壁下で検出されている。

上幅18－43cm，下幅4～10cm，深さ6～10cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，全体的に踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は，長径52～86cm，短径48～80cmの楕円形，深さ74～92cmである。

規模と配列から主柱穴と考えられる。

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子・ローム小ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微意

64



3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

ローム粒子中量，炭化粒子微去
ローム

ローム

粒子多量，ローム中ブロック中量

粒子多量，ローム小ブロック少呈

遺物　土師器片34点（杯片30点，要片4点），須恵器片1点（慧片1点），鉄津91・9g，含鉄津81・5gが出土し

ている。覆土中層では，第44図3，5の土師器杯が中央部東側から，6の土師器霊が北東コーナー部から出土

している。床面では，1，4の土師器杯が中央部東側から出土している。1は，逆位の状態で出土している。

2の土師器杯は，中央部東側の覆土中層と中央部の覆土下層から出土したものが接合したものである。

所見　竃は，北壁付近に付設されていたと思われるが，第120E号住居跡の構築の際に壊されたと考えられる。

本跡の時期は，遺構の形態及び出土遣物から6世紀後葉と考えられる。

L一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一」

第44図　第120D号住居跡出土遺物実測図

第120D号住居跡出土遺物観察表

喪主干‥習二・去；・：

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備　　 考

第 4 4 図 杯 A 　 1 3 ． 8 底 部 か ら 休 部 一 部 欠 損 。 丸 底 。 体 口 縁 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 長 石 ・ 石 英 ・雲 母 ・ P 1 4 8 　　　 8 5 ％
1 土 師 器 B 　　 4 ． 8 部 は 内 攣 し て 立 ち L が り ， ロ 緑 部 ヘ ラ 削 り 後 ， ナ デ ， 口 縁 部 ， 休 部 ス コ リ ア 床 面　　 P L l O 9

は 外 反 す る 。 内 面 へ ラ 磨 き 。 内 面 葉 色 処 理 。 黒 褐 色

普 通

2

杯 A 　 1 6 ．0 底 部 か ら 口 緑 部 片 。 丸 底 。 体 部 は 口 縁 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 石 英 ・ 雲 母 ・ ス コ P 1 4 9 　　　 6 0 ％
土 師 器 B 　　 3 ．9 内 攣 し て 立 ち 上 が り ， 口 縁 部 に 至 ヘ ラ 削 り 後 ， ヘ ラ ナ デ ， 口 緑 部 ， リ ア 覆 土 中　 P L l O 9

る 。 休 部 内 面 放 射 状 の ヘ ラ 磨 き 。 鈍 い 橙 色

普 通

3

杯 A ［1 3 ． 2 ］ 底 部 か ら 目 線 部 片 。 丸 底 。 休 部 は 口 緑 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 雲 母 ・ ス コ リ ア P 1 5 1 　　 2 0 ％
土 師 器 B （ 4 ． 3 ） 内 攣 し て 立 ち 上 が り ， 口 縁 部 と の ヘ ラ 削 り 後 ， ナ デ ， 内 面 へ ラ 磨 き 。 黒 色 覆 土 中

境 に 明 瞭 な 稜 を 持 つ 。 口 緑 部 は 内

傾 す る 。

内 ・ 外 面 黒 色 処 理 。 普 通

4

土不 A ［1 5 ．8 ］ 底 部 か ら 目 線 部 片 。 丸 底 。 休 部 は 口 緑 部 内 ・ 外 両 横 ナ デ 。 体 部 外 面 雲 母 ・ ス コ リ ア P 1 5 0 　　　 4 0 ％
土 師 器 B 　　 4 ．4 内 攣 し て 立 ち 上 が り ， 口 縁 部 と の ヘ ラ 削 り ， 休 部 内 面 へ ラ 磨 き 。 内 ・ 黒 色 床 面

境 に 稜 を 持 つ 。 口 緑 部 は 内 傾 す る 。 外 面 黒 色 処 理 。 普 通

－65－



図版番号　 器 種 恒 値毎ラ　　 器　 形　 の　 特　 徴 手 法　 の　 特 徴・ 極紅 潮 … 蟻 i 備　 考

第44医　　 杯　　 A　は 。習　 底部から［二線部片。丸底。体部は l二縁部内 の外面横ナデ。体部外商　 長石 の雲母 のスコ　 ㌘蟻2　　 渕％

〇　　 土 師 器　 B　 。　 内攣 して立ち上が 勘　 ㌃二線部は直 ヘラ削 り．内面へラ磨 きつ 勺・外 「リア 覆土中

立する。 面黒色処理∴ 黒色

普通　　 i

澄　　 Å ［鍼。4］ 体部からは縁部片。体部は内攣し ［ハ縁部内 の外面横ナデ。体部外面　 雲母　　　　　　　 ㌘蟻3　　　 ＿％

土 師 器　 B　組 。射　 て立ち上が娠 ＿＿＿縁部は外反する。 縦位のヘラ削勘　 内面ナデ。　　　 にぷい褐色　　　　 覆土中

普通

第臓の監考健贋妙　第翻意劇団）

位置　調査区の中央部，F2ビ・1区、、

重複関係　本跡が，第1201）号住居跡の北部を抽持込んでいる、、

規模と平面形　長軸右68111．触酢「1（‾）111の方彬である、－．

童軸方向　N－0°

壁　壁高は5（ト（i9cmで，ほぼ債直に立ち上がる

壁溝　全周する、、同山7＼：j（うcm，卜帖十＼12cm，深さ5＼－′8cmで，I新Il’1摘まはU字状である、、

床、印‾－tで．電前方部から中央部がよく踏み固められている、、

ピット　5か所（つ）トI‾）5）、、Pトつ十日ま、長律3（ト・18cm，短径湖上42cmの楕円彬、深さ58、71cmであるつ視

膜と配列から主柱穴と考えられる－．1‾）5ほ律311cmのll川上　深さ：jlcmである∵　位置から出入り口施設に伴うど、ソ

トと考えられる

畿　北壁中央部に　砂混じ　の褐色粘土で構築されている。天井部は崩落し等お酌　両磯部が残存して折る。

規槙は。煉道部から焚き‖部まで「－Bcm言可柚最大幅l：清cm，曜外への握り込みは38cmである、火床部は∴人熱

を受けて赤変している、煙道部は外傾して立ち上がる、二

竃土層解説

1　灰　褐　色　ロームの粘土粒子少量芦　廃土も炭化粒子微還

2　灰　褐　色　粘土粒子中農，焼土粒子少農学　炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼土の粘土粒子少量　炭化粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中の小ブロックも粘土粒子少量，炭化物微量

5　灰　褐　色　粘土粒子中農蔓　焼土粒子機運

覆土　5層からなり。レンズ状の堆積を示し，自然堆精である－、

土層解説

1　暗　視　色　ローム粒j’中量，焼上・炭化挙Il′つ’一微量

二　日音　種J　仁1日－ム粒J’中量　焼上・炭化粒子少量．炭化物・LJ－ム小ブし上′ク微：l：＿：

！；暗　褐　色　焼上・炭化・lブーム粒J’一少量．LJ－ム小ブし「′ケ微量

。l　褐　　　色　ローム粒J′中量、炭化粒Jン少量．焼上粒「・炭化物微量

1　褐　　　色　焼上・炭化・ローム粒J′一少量．焼巨粘上中プロ、ソク微量

遺物　＝抽器片8割点（杯片13（宜、－∴　高jl付昌（う点。悪片樟甘点上　須恵器片．11点　叫こ片5点．悪片畑点上　縄文上

器片十点が出l二している．＿一一．恥15e4（う・ム17図覆土卜層では。（主　＿11の土師器杯が南壁際から，1（うの‖抽器高林が

P2付近から「廿上している二　6は。逆位の状態で確認された。つ末面では．‾1の日輔器林が中央部西側から．2

の上帥器杯が中央部西寄りから．上1仕1＿5の‖抽器林が北東コーナー部から，8の日抽器林が恒央部南西寄

りから。5の＝帖器林が電西袖部付近から，上1の工師器林が束壁際から，13の土師器杯。20，25の日抽器悪が

中央部東側から、17のl二師器高林，2∴ilの上師器票。27のI二師器甑が中央部南東側から，21＿の周冊音盟が北壁際

から撃　霊の土師器鷺が中央部から学　部の土師器嚢が竃東磯部付近から撃　錆の土師器　ここヂュア土器が商壁際か

ら出l二しているし　2，」上　5，10，15は＿1日立で．27は逆位で．＿1つま斜位で，20、21＿．28は横位で出上している∴

…一一6（う
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第は　監号住居跡出土遺物観察衷
図版番可 器 種 恒 幌 可　 器 形 の 特 徴 i 手 法 の 特 徴　 恒 櫓 酎 射 中　 朝宥　 考

第 4 5図　　 棒　　 Å 1 8を2　 日縁部－〝′〝”′ふ部欠損。 平底。体部 は内　 打線 部内 のタ滴 横 ナデ。休部夕摘　 石英 の雲母　　　 ㌘15 4　　 9 5％

1　 土 師 器　 B　 58 0　 攣 して立 ち上が り言 二磯 部 は直立　 へラ削 り後学ナデ学内面へ ラ磨 き。 にぷい褐色　　　 床 面　　 P L ll l

する。　　　　　　　　　　　　 内面黒 色処理。底部本葉痕 。器廟　 普通

剥離。

杯　　 A　 摘 e　　 休部 か らに縁酢 ムーーA部 欠損 。丸底。 i一‾‾み‾‾磯 部 内 の外商横ナデ。体部夕摘　 長石 も石英 0雲母　 ㌘1 55　　 鮒％

2　　 土 師 器　 B　 逢せ2 「体部 は内攣 して立 ち上 が 娠　 描線　 へ ラ削　 後　 内海へ ラ磨 。 内 の　 黒色　　　　　　 床面　　 P L I H

部 は短 く直立 する。　　　　　　 外商異色処理。器 商荒れ。　　　 普通　　　　　　 二次焼成

塚　　 A 1 2る9　 日嫁部一一一部欠損 。丸底。体部 は内　 田縁部内 の外商横 ナデ。体部夕滴　 石英 を雲母　　　 P 摘 2　　 9 5％

土 師 器　 B　 の　　 攣気味 に立 ち上 が 娠 『二線部 は直　 へ ラ削　 後　 ナデ　 内面へ ラ磨 。 黒褐色　　　　　 竃内　　 P L lは

立する。　　　　　　　　　　 内 の夕摘 異色処理。　　　　　　 普通　　　　　　 二次焼 成

棒　　 A　 は 8　 m 縁 部…ノー－′ム部欠損。 丸底 。体部 は内　 打線 部内 もタ摘 横 ナデ。体 部外 商　 長石 の石英 を雲母　 ㌘156　　 鮒％

イ　　 士 仙 器　 日　 出　 曾 して 立ち 上が 上　 目縁 部は 直立　 へ ラ削 り．両面ナナ 内面黒 色処　 黒色　　　　　　 床面　　 P L 日日

す る　　　　　　　　　　　　　 理。　　　　　　　　　　　　　 普通

高 鳥 炉 幻 荒 廃 元 恋 語 慈 恵 慈 恵 転 義 可 慈 恵

をこ稜を持つ。［二線部は‾直立する。　内欄 色処理。　　　　　　黒色　普通
塚　　 A 1 3さ6　 体部か らⅢ縁部 一一一部欠損。フ丸底 。　 打線 部内 0夕摘 横 ナデ。体部夕摘　 石英 の雲母　　　 ㌘且5 7　　 8 0％

り　　 士 柚 器　 H　 ！」： 体 温 よ内曾 して立 な十が 十　 日緑　 へラ削 上　 内面 十 デ　 内 ・外面黒　 黒褐色　　　　　 薇子中　 P L L＝

部はわずか に内傾 する。　　　　 色処理 。　　　　　　　　　　　 普通

塚　　 A l を　　 休部 か らに縁部みAAAA部 欠損 。丸底。　 描線部 内 き　摘 横ナデ。体部外 面　 石英 の雲母　　　 ㌘摘4　　 粥％

γ　　 士 舶 器　 H　 吊　 休部 は内曾 して立 ち十が 十　 日緑　 へ ラ削 り軋 ナナ．内面へ ラ磨 き＋　黒色　　　　　　 竜 内　　 P L 日日

部 は内傾 する。　　　　　　　　 内 e外面窯色処 理。　　　　　　 普通

杯　　 A ［摘 87］ 嵐部か ら［二蘭 部片。丸底。体 部は ［二首線部内 のタ摘 横 ナデ。体部夕摘　 石英 の雲 母 をス コ　 ㌘1机　　 鮒％

土 師 器　 B　　 o　　 内攣 して立 ち上 が 娠　 招縁部 との　 ヘ ラ削 娠　 内面へ ラ磨 。内面窯 リア　　　　　　 床面

境 に稜 を持つ。に磯 部 は内傾す るG　 色処理。器面荒 れ〇　　　　　　 黒褐色　 普通　　 二次焼成

杯　　 A　 L∴　　 底 部か ら目線部 ＝‾　丸底∵休 部は　 目線 部内 ・外面横 ナテ† 休 部外面　 長有 ・霊母 ・スコ　 P H 8　　 樟㌦

リ　　 士 輌 器　 H　 川　 内曾 して立 ち十が 上 「I緑 部は内　 へ ラ削 り軋 ナチ，内面へ ラ磨 き＋ リア　　　　　　 将士 中　 P L 梱

傾す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 黒色　　 普通

棒　　 A l 62　 －－縁部 ”′…ハムハム部欠損。丸底。体 部は内　 ム＿縁部 内 0　滴 桟 ナデ。体部 桁毎　 長石 e 雲母　　　 ㌘蟻 5　　 猶％

10　土師器 B 5の3 警羞芸羞羞義芸濃漂讐漂孟窯霊完孟豊孟漂 放射状のへラ磨き〇墨色　　 讐焼成PLHl
傾する。

棒　　 A ［鼠4湖　 底部から目線部片。丸底。体部は　 に縁部内 を外面横ナデ。体部 新海　 長石 の雲母　　　 ㌘蟻ア　　 渕％

1　 土 師 器　 B　は 湖　 内攣して立ち上が娠 ［二縁部は短　 へラ削娠　 内面ナデ。内 の　桁毎窯　 異色　　　　　　 穫土中

く直立する。　　　　　　　　　 色処理。一器薗荒れ。　　　　　　 普通

－
林　　 A　 仕 8　 休部から目線部年 休蘭 ま内曾気 「廟 部内 ・外面植ナう∵　休部外面　 長有 ・．スコリア　　 P …　　 丁錫

ほ　 土 師 器　 B　再 も封　 味に立ち上がり芦　持縁部はわずか　 へラ削 り学　内商へラ磨き。内 の外　 異色　　　　　　 覆土中　 m j m

に外傾する。　　　　　　　　　 癖異色処理。　　　　　　　　　 普通

林　　 Å　 言lJ つ 底部から目線部片∴平成＋休部は　 目線部内 ・外面楯ナデ＋休部外面　 雲母 ・スコリア　　 P H 浴　　 告㌦

ユ　 土 師 器 B　 ぁ雄 禁 霊詣 誓 書震 β謂 霊　 へラ削 乳 汁 内面へラ磨 〇 豊宗 潤 色　 床面

る。

杯　　 A ［寮吊り 「体部か らm 縁部片。 丸底 。体部 は　 持縁部 内 8　滴 横ナデ。体部夕摘　 石 英 の雲母　　　 P 蟻6　　 購％

14　 土 師 器　 B　 3ぜ9　 内攣 して立ち上が り学迂 遠部は短　 へ ラ削 勘　 内面ナデ。器薗荒 れ。　 にぷい赤褐色　　 床面

く直立す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

棒　　 A　 接　　 底部か ら i‾二‾了縁 部片。丸底。体 部は　 打線部内 もタ涌 桟 ナデ。休部夕摘　 長石 e雲 母　　　 ㌘1 60　　 7 5％

蟻　　 土 師 器　 B　　 e　　 内攣 して立 ち上 が 娠　 侶縁部 は短　 へ ラ削 娠　 内面へ ラ磨 。内面窯　 黒褐色　　　　　 床面　　 ㌘L H l

く内傾す る。　　　　　　　　　 色 処理。　　　　　　　　　　　 普通

つう7－　－－



列

∴．．．．・・．．‾‾‾

2＿一／
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一日・女　工　ら＿らノ・ごこし告－1、二重・をざふ膏　二言　ニ

∴〕

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

－　　　　　－－▲　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 十 ・ 色 調 ・ 焼 成 備　　 考

第 4 5 回 高　　 林 A 　 1 3 ．5 脚 部 か ら 杯 部 片 。 脚 部 は 円 筒 状 で ， 杯 部 目 線 部 内 さ 外 面 横 ナ デ 。 体 部 石 英 ・ 実 母 ・ ス コ 戸 1 6 9 　　 7 0 ％

1 6 土 師 器 B 　 1 3 ．5 裾 部 は ハ の 字 状 に 開 く 。 球 体 部 は 外 面 へ ラ 削 り ， 内 面 へ ラ 磨 き 。 卿 リ ア 将 士 中　 P L 「 ＝

＝　 1 0 ．8 内 攣 気 味 に 立 ち 上 が り ， 日 縁 部 は 部 外 商 縦 位 の ヘ ラ 削 り 。 裾 部 内 商 橙 色

E 　 l O ．0 外 反 す る 。 横 ナ デ 後 ， へ ラ ナ デ ， 外 面 横 ナ デ 。 普 通

高　　 林 A ［1 3 。8 ］ 脚 部 か ら 棒 部 片 。 脚 部 は 円 筒 状 で タ 捧 部 目 線 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 体 部 長 石 ・ 有 英 ・ 雲 母 ・ P 1 7 0 　　　 6 0 ％

土 師 器 B 　 1 3 。5 裾 部 は ハ の 字 状 に 開 く 。 球 体 部 は 外 面 へ ラ 削 り ， 内 面 へ ラ 磨 き 。 漸 ス コ リ ア 床 面　　 m u l l

1 7 ＝　 1 0 ．0 内 攣 気 味 に 立 ち 上 が り ， 日 縁 部 は 部 外 面 縦 位 の ヘ ラ 削 り 。 裾 部 内 ・ に ぷ い 橙 色

E ［1 1 。 3 」 わ ず か に 外 反 す る 。 外 面 横 ナ デ 後 ， ナ デ 。 裾 部 内 面 指

頭 痕 。

普 通

悪 A 　 2 4 。2 休 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 体 部 は 内 攣 ロ 縁 部 内 e 外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 。 石 英 ・ 霊 母 ・ ス コ P 1 7 1 　　 9 0 ％

1 8
土 師 器 B 　 3 4 。4 し て 立 ち 上 が り ， 日 縁 部 は 外 反 す 外 面 ナ デ ， 外 面 下 位 縦 位 の ヘ ラ 磨 リ ア 電 内　　 P L ＝ 山

C 　 ユ0 。4 る 。 端 部 は 外 上 方 に わ ず か に つ ま

み 上 げ ら れ て い る 。

き 。 底 部 一 方 向 の ヘ ラ 磨 き 。 橙 色

普 通

第 4 6 図 聾 Å　 1 5 ．1 底 部 か ら 目 線 部 片 。 平 底 。 体 部 は 目 線 部 内 0 外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 長 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 ・ P 1 7 6 　　　 7 0 ％

1 9 土 師 器 B 　 1 7 。4 内 攣 し て 立 ち 上 が り ， ロ 縁 部 は 外 ヘ ラ 削 り ， 内 面 へ ラ ナ デ 。 底 部 へ ス コ リ ア 電 内　　 P L l O O

C 　　 7 。2 反 す る 。頚 部 に わ ず か に 稜 を 持 つ 。 ラ 削 り 後 ， ナ デ 。 器 面 荒 れ 。 灰 黄 褐 色　 普 通

斐 A ［1 5 。9 ］ 底 部 か ら 日 縁 部 片 。 平 底 。 体 部 は 口 縁 部 内 も 外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 長 有 ・ 石 英 ・ 実 母 ・ P 1 7 4 　　　 6 0 ％

2 0 土 師 器 B 　 2 鋭 0 内 攣 し て 立 ち 上 が り タ　 ロ 縁 部 は 外 ヘ ラ 削 り ， 内 面 ナ デ 。 底 部 二 方 向 ス コ リ ア 床 面　　 P L ト ＝

C ・［ 9 言 ］ 反 す る 。 の へ ラ 削 り 。 橙 色　 普 通

2 1

嚢 A 　 l 転 2 底 部 か ら 目 線 部 片 。 平 底 。 体 部 は 目 線 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 右 奥 ・ 霊 母 ・ ス コ P 1 7 5 　　　 7 0 ％

土 師 器 H 　 1 8 ．0 内 攣 し て 立 ち 上 が り タ　 ロ 縁 部 は わ ヘ ラ 削 り 後 ， ナ デ ， 内 面 ナ デ 。 底 リ ア 床 面　　 P L 日 日

C 　　 6 ．9 ず か に 外 反 す る 。 部 へ ラ 削 り 。 に ぷ い 橙 色

普 通

一一一70　－　－－



図版番号 器 種 桓 測値毎 ）　 器 形　 の　 特 徴
手　 法　 の　 特　 徴 胎土 櫓 針 射 可　 事箭　 考

第46囲 婆　　 A l軌8 「体部か ら描線 部杵。体部 は内攣気 上様 部内 の外商横 ナデ。体部外商 有薬 ・圭母 ・1 J　 P l持　　 告㌦

22 土 師 器　 B　 q もお　 味に立 ち上 が 娠　 監二線部 との境 に ヘラ刷 上．内面 ナデ＋ リア　　　　　　　　 床面　　 PL 日日
稜 を持つ。 描線 都電 弟属 す る。 にぷ い黄橙色

普通

23

餐　　 Å　 払　　 底 部か ら目線部 片。平底。体部 は に縁部 内 を外面横ナ デ。 体部外商 有薬 ・実母 ・1 コ　 P にJ　　 諏㌦
土 師 器　 B　 鍼を　　 内攣 して立 ち上 が 娠　 に縁部 は外 航位のヘ ラ磨 き．内面 ナデ＋　器面 リア　　　　　　　　 床 面　　 P L l川

C ［且0。4］ 反す る。 剥離。 工ぷい橙 色　 普通

24

聾　　 A 18。ア　 休部一部 欠損。平底 。休 部は内攣 目線部内 ・外面 構ナデ＋休部外 面 長有 ・有 英 ・霊母 ・ P lγ2　　 榊㌦

土 師 器　 B　 溝。8　 して立 ち上 が 勘　 招縁 部は外 反す ヘ ラ削 上　 内面 ナデ＋ フ∴コリア　　　　　 床面　　 PL l腑

C　　 S。0　　 る。 工ぷ い橙 色　 普通

第右 図 登　　 A ［弧 2］ 休 部か らに縁 部首。体部 は内攣気 細緻部内 を外面横 ナデ。倦部弟廟 有薬 ・霊母 ・フ∴コ　 P l言　　 諏㌦

25 土 師 器　 B　 緩 む扇　 味に立ち上が 勘　 打線部 は外 反す ヘ ラ削 り後．横位 のヘ ラ磨 き、再 リア　　　　　　　 床 面　　 P H ＝

る。 面へ ラナデ。輪積み痕 。 工ぷい黄 橙色

普通

26

襲　　 A ［20。2］ 体部 か ら目線部片。 体部は内攣 し 細緻部 内 町外面梯ナ デ。休 部外商 長有 ・有薬 ・実母 ・ P lγリ　　 H ㌦

二ま二師 器　 B　 組 も射　 て立 ち上 が 勘　 描線 部　 の壕 に稜 へ ラ削 勘　 内面ナデ。 スコ リア　　　　　 床面

を持つ。 ［二j嫁 部 は外 反する。 工ふい橙 色　 普通

27

甑　　 A　 2銑5 「休部一部 欠損 。休部 は内攣気 味に 目線 部内 ・外面植 ナデ＋休 部外面 長石 。石英 の雲母 の　 ㌘ ＿鋤　　 鮮％

土 師 器　 B　 23。ア　 立ち上が 机　 上縁部 はわず かに外 ヘラ削 り． 内面へ ラ削 り後，ヘ ラ 1∴コリア　　　　　 亘両　　 P L †持

C　 9や9　 反する。無底 式。 磨 き。 にぷい黄橙 色

普通

28

ニチュア聾　 A　 。　 平底。休 部は内攣 して立ち上 が 勘 目線 部内 ・外面植 ナチ＋体部内 ・ 有薬 ・実母 ・フ∴コ　 P l出　　 川0㌧

土 師 器　 B　 482　 ［二〕縁部 は内傾す る。 外商 ナデ。 底部内面指頭痕 。 リア　　　　　　　　 床面　　 P IJ＝†

工ふい樟色　 普通

窮臓考健腰妙　第媚囲）

位置　調査区の西部　野望離区。

重複関係　本跡が　第は風音佳屠跡と第臓針替佐屠抄の北西部を掘　込んで齢る。

′∴

主軸方向　N一一2し‾、－W

壁　賂高は目上：BCmで，外伸して立ち上がる

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

頼まU字状である、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

いる、、

′　　ノ

竃　北壁中央部に　砂混じ　の褐色粘土で構築されて折る。天井部は崩落して折る。両磯部が残存して折るが撃

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　′

′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′

急にな／〕ている、

篭土層解説

l　褐　　　色

2　褐　　　色

3　極暗赤褐色

4　極暗赤褐色

5　暗赤褐色

6　暗　褐　色

7　暗赤褐色

「1－∴粒「中量．焼巨トプロ、ソク・座主・炭化粒「・しト！、小ブし上′ケ少量　焼上・t＿三一一ム中ブ1：J・リク微量

tブーム半Ilイ中量，焼巨」、ブし「ノク・焼‖∵イ・しトム小ゾロ、、ノケ・帖‖！イ少量　焼主夫・中ブLJ、ソケ・尉ヒ粒描出

座主骨守一多量∴　焼「∵ローム小プロ・リク・ローム・枯‖Jつ’・申㌫　焼巨いブ［「ソク・損じ粒J’・少量

焼土粒子多量9　焼土中を小ブロックぁ粘土粒子中量予　焼土太ブロック少量

焼土太の中の小ブロックの焼土粒子多鼠　ローム小ブロック少量

焼土の粘土粒子少鼠　炭化∵ローム粒チ微量

焼上村つ’・多量．U一一ム粒J′・少量

7＿l



覆土　3層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土屑解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少逼，焼土・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　土師器片266点（杯片66点，嚢片200点），須恵器片25点（杯片6点，椀片3点，蓋片4点，嚢片12点），

石製品1点，鉄製品1点，含鉄棒1．7gが出土している。覆土下層では，第49図1の土師器杯が北西コーナー

部から，2の土師器杯が中央部から，5の土師器高台付皿が西壁際から，7の銑鉄が北東コーナー部から出土

している。その他，覆土中から3の土師器杯と4の土師器高台付椀と6の砥石が出土している。

一

第48図　第121号住居跡実測図

72－

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

1m

！　　　；　　　！



所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遣物から10世紀前葉と考えられる。

第49図　第121号住居跡出土遺物実測図

第121号住居跡出土遺物観察表

10cm

」　　　i　　　！

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第49図杯A［14．8］底部から日録部片。平底。休部は口緑部，体部内・外面ロタロナデ。石英・雲母・スコP182　　　35％
I 土師器B　　4．2内攣して立ち上がり，口緑都に至休部内面横位のヘラ磨き。底部回リア 覆土中

C［6．0］る。 転へラ削り。内面黒色処理。にぷい黄褐色

普通

二次焼成

2

杯A［15．6］体部から臼縁部片。体部は内暫し口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英・スコP183　　　25％
土師器B（4，6）て立ち上がり，口綾部に至る。休部下端回転へラ削り。内面黒色リア 覆土中

処理。 黒色

普通

二次焼成

3

杯

－

体部から日緑部片。体部は内攣気口緑部，体部内・外面ロクロナデ。石英・雲母 P184　　　5％
土師器 味に立ち上がり，口縁部はわずか

に外反する。

内面黒色処理。体部外面に墨書。にぷい黄橙色

普通

覆土中　PLllO

4

高台付椀A　12．8高台部から口縁部片。体部は内攣体部内・外面ロクロナデ。底部・長石・石英・スコP388　　　70％
土師器B　　5，1して立ち上がり，口縁部に至る。休部内面へラ磨き。体部下端回転リア 覆土中　PLllO

D　　6．0

E　　O，8

高台はハの字状に開く。 ヘラ削り。底部回転へラ削り後，

高台貼付け。内面黒色処理。

にぷい黄褐色

普通

5

高台付皿A［14．2］高台部から口緑部片。休部と口縁体部内・外面ロクロナデ。底部・長石・石英・雲母・P185　　　45％
土師器B　　2．6部との境に種やかな段を持ち，口体部内面へラ磨き。底部回転へラスコリア 覆土中　PLllO

D［7．2］

E　　O．8

緑部で外反する。高台はハの字状

に開く。

削り後，高台貼付け。内面黒色処

理。

橙色

普通

図版番号器　　　種
計　　　測　　　値

石　　　質出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

6 砥　　　　石14．4 6．9 3．8 400．5凝　灰　岩覆　土　中Q7　　PL174

73－



′

健置　調査区の西部汐　詳2C2区。

規模と平面形　長軸ふ〔玩11，抽柚ふ（持111の方形である、・・

童軸方向　N－11、、－E

壁　嘩高は・－15、5（）cmで，外傾して立ち上がる、－、

璧溝　東壁から南壁にかけて半周する∴上幅12、2：1－cm∴1、欄i白、8cm言策き十、8cmで誹桁鉦形はU字状である：

床、上根で一回上部は踏み回められている、緋f自二よる撹乱が，約20cm間隔で東西に縞状に伸び，床面まで迂

しているので残存部が少ない＿・

ピット　Plは経2（うcmの出川二三言策さ22cmである∵　位置から出入り口施設に伴うど、ソトと考えられる、、

竃　北壁中り用‾昔∴　砂混じりの褐色粘上で構築されている　煙道部と袖部は，粧f侶二より　一部摘話しを受けてい

る、、大坪部は崩落している＿、．規膜は．燻道部から焚き‖部まで！）8cm．1両紬最大幅102cm，構外へのj帖）込みは

こう：＿1cmである∴　袖の内壁と煙道部は．火熱を受けて赤変梗化している∴、火床部は，床面を4cmほど捕りくぼめて

おり，火熱を受（ナて赤変している、煙道部は外傾して立ち上がる、

竃土層解説

1　褐　　　色　ローム粒J’一申；古　焼日清っ’・・t‾－ブーム小ブlJ・・ノク少量．炭化粒J′・・し了－ム中プロい′パ微量

2　黄　褐　色　粘土粒子多量

！；　工ぷい陽色　しブーム粒「多量、U－∴小ゾtJ・！ケ中量　炭化粒J∴・U－！、・ノ（・申ブU・ソケ少量　焼‖＼l′つ∴・炭化物微蔓

裾　　　巨．粧‖＼lっ’・多量．tlトー∴賽、．守一・ノ・（・中ゾし「′ク中量．′l尭上村′つ∴・炭化物・U－ム大ゾ日ソ▼ン少量．相月中一ブ主上、′月明量

裾　　　色　1－mム小ゾl＿「′ク・しト一月三It′つ′4中；1；∴　焼巨巨小ゾtJ、ソク・炭化粒J’1・「トー∴・帖巨I「ノ、’し上′ク′出立「トー∴大ゾl‾J、・′′月掛－；＿：

（ミ　暗赤陽色　旭日Jつ’・多量∴　用言「小ゾU・リン・U－∴粒守一中量．炭化1ここつ′・・U－∴小ゾし「・・′・ン′少量

「　暗本初色　址上人ゾLJリン・ローム中ゾし「′ン・机上大ゾtJ、ソク中量、焼巨　ゾU・リン・炭化粒j′・少量

覆土：川－1からなり．レンズ状の堆積を示し。自然堆積である＿

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量ラ　焼土の炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量蔓　焼士も炭化粒子微量

：・　褐　　　色　U－∴粒つ’中量　焼目白′‥ローム小ゾU、l′ク少量

造物　主師器片（＿う12点　叫こ片112点，悪片5（）（）点上　須恵器片28点　叫こ片1訂工　悪片l封∴∫工　巨製品主点∴　石製品

、　　　　　　　　　　　　　ノ′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

価器鉢が中央部から。こうの上帥器椀が巨央部西側から。（うの砥石が中央部東寄りから．7のノ白′一がI）1付近か

ら出上している∴・その他、覆回Iから1の日曜器林。5の日工　8の不明鉄製品。～）の門が出上している、、

所見　本跡の時期は。遺構の形態及び出土遺物から7世紀と考えられる二

第は号住居跡出土遺物観察衷
桓 測健廟　　 音 形　 の　 特　 徴　　　 手 法　 の 特 徴　 胎 土 を色調 の焼成　 備　 考

第51囲　　 杯　　 A ［13。4］ 底 部か ら打線部片。平底 。体部は　 体部 内 0外 商 ロタロナデ。底 部夕　 長石 の石英 の雲 母 の　P l．8 7　　 25％

†　　 士 帥 器　 H　 寸」・白刃曾 して立ち十が 上 「イ緑 部はわ　 休部内面 へラ磨 き∴休部下端 回転　 スコ リア　　　　　 薇士 中

C　　 5る9　 ず かに外 反する。 ヘ ラ削 十　 底部回転へ ラ削 十　 両　 にふい黄橙 色 二次焼成

面窯色処理 。　　　　　　　　　　 普通

椀　　 Å ［摘 読］ 底部 か ら招縁 部片。㍉平底。体 部は 「二縁部内 の外 商横 ナデ。体部外商　 長石 の石 英 の雲母　 ㌘摘8　　 購 ％

2　　 土 師 器　 B　 8。1　 内攣 して立 ち上が 机　 上縁部 は外　 へラ削 り後　 ナヂ　 内面 へ ラナデ。 にぷ い黄橙 色　　　 覆土 中

C ［ 。射　 圧す る。　　　　　　　　　　　　 底 部一一方向 のヘラ削 り。　　　　　 普通　　　　　　　 二次焼成

7・1－



第50図　第122号住居跡実測図

2m

ヒ　　；　　」

1m

L　－　「　　」

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

P189　　　30％
第51図 椀 A ［13．1］底部からU縁部片。平底。休部は目線部内・外面枯ナデ。体部外面長石・雲母
3 土師器 B　lO．3 内野気味に立ち上がり，H緑部とヘラ削り，内面ナデ。底部へラ削にぷい橙色 覆土中

C ［5．4］の境に稜を持つ。臼縁部はわずか

に外反する。

り。内面黒色処理。 普通

4

鉢 A ［17．7］休部から口縁部片。休部は緩やか口緑部内・外面横ナデ。休部外面雲母・スコリア P191　 10％
土師器B （9．8）に立ち上がり，口線部との境に稜縦位のヘラ削り，内面ナデ。内面にぷい黄橙色 覆土中　PLllO

を持つ。目線部は外反し，端部は

丸い。

黒色処理。 普通 二次焼成
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第51図　第122号住居跡出土遺物実測図

‾‾⊂ミ：±二言臼

二亡こ±グ′ノ
［

0　　　9

『　　7

0　　　　　　　　3cm

ト一一一「－」

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考

長さ（cm）径 （Ⅷ）孔径（Ⅶ）重量（g）

第51図5 土　　　　 玉 3．6 3．6 0．6 41．0 覆　土　中DP32　 100％　　 PL167

図版番号 器　　　 種

計　　　 測　　　 値
石　　　 質 出土地点 備　　　　　　　　 考

長さ（Ⅷ）幅（Ⅷ）厚さ（cm）重壷（g）

6 砥　　　　 石 7．5 2．8 1．4 34，4 凝　灰　岩覆　土　中Q 8　　PL174

図版番号器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（Ⅷ）重量（g）

7 刀　　　　 子 （6．0） 1．3 0．2 （4．8）覆　土　中M15　　PL178

8 不明鉄製品 （4．2） 0．7 0．5 （6．0）覆　土　中M16

9 門 （6．9） 0．7 0．6 （5．5）覆　土　中M18　　PL179

第123A・123B号住居跡（第52・53図）

位置　調査区の西部，F2e2区。

重複関係　当初，1軒の住居跡として調査したが，床下から踏み固められた床面と竃の痕跡と考えられるもの

が検出されたことから，上位のものを第123A号住居跡，下位のものを第123B号住居跡とした。両住居跡の踏

み固められた床面の範囲は，ほぼ同じであるが，第123B号住居跡の竃の痕跡は，第123A号住居跡の竃より内

側で検出されている。また，4か所の主柱穴のうち2か所は，すぐ外側にもそれぞれ柱穴が掘られていた。内

側の柱穴内の覆土はロームブロックが多く，埋め戻されたと考えられることから，外側のものを第123A号住

居跡の主柱穴，内側のものを第123Ii号住居跡の主柱穴とした。両住居跡は，第121号住居跡によって北西コー
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ナ一部をj帖）込まれている、、

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′

一　　　　′

′

′　　　′ノ　　　　　　　　　・・　　　　　′　　　　′　′　　　　　′ニ　　　′　　　　ノ　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　．

性がある．、、

′．　　　　　　　　　　　　　　　、　　′　　　　　　　　　′　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　．　　、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′ノ　　　　　、　　　　　　　　　　　　　、

～膵臓で　断面形はU字状である。第は遺骨佳屠跡の壁藩は　検出されなかった。

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　一′′

ほ　凱郡A号住居跡の床面の官　～腑Ⅲのと還るからはぼ同じ範囲で確認された。餅作による撹乱が　東商

に縞状に伸び，痢I星まで達している、・

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′

の住居跡に伴うど、ソトであるか確認できなか／＿）た

磯　第は風音佳屠渉の竃は　北壁中央部に砂混じ　の褐色粘土で構築されて折る。煙道部と磯部は　餅作に

′　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　′

壁外への掘　込みは猶だ孤である。火床部は　かな　鬼熱を受けて赤変硬化して折る。土製支卿が　鬼床部商機

′

′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　・′

′　′　　　　　一　　　　　　′

竃土層解説

1灰　褐　色　粘i二粒子軒巌夕　焼土の炭化舵手のローム小プロッタ微巌

ご　吠　裾　色「1－！、小ゾlJ∵′シ・LJ－∴・砧目白′・少；正　規ロイつ雄晶

3　暗赤褐色　廃土粒子中量夕　廃土小ブロック少墨夕　廃土粒子微量

4　褐　　　色　粘土粒子少鼠　炭化粒子徴最

′　′

号住居跡は撃単一層　第　層　であ勘　ローム擁プロッタを多く含む這とかち夢　先為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐

2　褐

3　褐

邑　tト一月1イ′吊；∴　焼上・炭住丼′つ∴「トー∴中e小ゾし「タン微量

色　U一一∴小ゾlノ「′・ン′吊；∴　しト∴大・中ブU・リン・［二ト∴粒J雄錆

色　しト一月イ机∴　U－ム小ゾロ・ソケ中量　焼上位相川：

′　　　－　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　′　　　、　　　　　　　一　　　　　　　　′、

′′　　t ll　　　　′　　　　　　　　、・　・′　一　　　　　　′1　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′

師器稀が中央部から撃　の鉄鉱が㌘　付近から出土して折る。の土師器甑は　竃西側の北壁際と北東コーナー

′　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　　　　′　　　　　　　　　　　　　　‘′　　　・　　　　　　　ノ′　　　　　　　′1　　　　　、
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第52図　第123A・123B号住居跡実測図（1）
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。】

第53図　第123A号住居跡実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　　1m

」　　　；　　　！

第123B号住居跡の遺物は土師器と須恵器の細片であった。

所見　第123A号住居跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から7世紀中葉と考えられる。第123B号住居跡は，

第123A号住居跡の貼床の下位にあることから，7世紀中葉以前と推定される。

「 l‾∴

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿－⊥＿　　　！

0

ヒコ＝葺m

第54図　第123A号住居跡出土遺物実測図

第123A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第54国 杯 A　　 8．3 底部か ら目線部 片。丸底。休 部は 口緑 部内 ・外面横 ナデ。休部外面 石英 ・雲母 P 19 4　　　 5 0％
1 二上 師　器 B　　 3．1 内攣 して立 ち上 が り，口縁部 との ヘ ラ削 り，内面 ナデ。 内 ・外 面黒 黒褐色 覆土中　 P L ll O

境 に稜 を持つ。目線部 は直立する。 色処理 。 普通
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図版番号　 器　 軽　 調 値毎 ラ　　　 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 務巨　 巨航 洩 酢 舶 備　　 考

第 射瑚　　 棒　　 A　 は 。需　 底部から目線部片。丸底。体部は L 縁部内 の外面横ナデご　休部外面　 石英 の雲母 ㌘＿鮮　　　 諏％

2 土 師 器 H　　 ∴．† 跨攣して立ち上が り撃　目線部は短 へう削り軋　 ナナ．内面十干 「年　 黒色

外面黒色処理＋　　　　　　　　　　 普通

床面

く直立する。

塚　　 A l ぁ　　 底部から㌃縁部片。丸底。体部は ［二線部内 の外商横ナデ。体部外面　 石英 も雲母 の呆コ ㌘ヱ93　　　 踊％

3　 控 酎 隼 B　 m 愕 豊 誓 根 調 誹 酬 融 へう削 十　 内面ナナ＋　　　　　　 リ∵

工ふい黄樟色
普通

覆土中　 ㌘Ⅲ 摘

琢　　 A　D を射　 底部から招縁部首。丸底。体部は 冒縁部内 や外面横ナデ。体部外薗　 雲母 のスコ当 ア ㌘192　　　 50％

土 師 器　 B　　 の　　 内攣 して立ち士が 勘　 招縁部は短 へラ別 を後　 ナデ　 内面ナデ。　　 橙色 覆土中　 野Ⅲ 摘

く直立する。 普通

望　　 A ［相識］ 体部から描線部片。休部上位は内 細緻部内 の外面横ナデ。体都側廟1 義羞㍉首真 弓酎針 ㌘ユ96　　　 且0％

㌣　　 土 師 器　 B　吊 のお　 傾し　 描線部は外反する。 ナデタ　内面へラナデ。　　　　　　 スコリア 将士車
㍉ 工ぷい橙色

普通

転　　 B　H ゅお　 体部片言 1線部欠損。無底式。体 休演内 ・外面／＼ラHljl 偉．ナチ＋　 有華 ・霊母 ・1∴∵ P i鮮　　　 摘％
土 師 器　 C　D の融　 部は外傾して立ち上がるC リア

にふい出橙色

床面

普通

図版番号 器　　　 種
計　　 整 … 空 二 」 腑 掴 i

備　　　　　　　　　　　　 考
長軸 幅 cm 恒 cm） 重量施）「 接 地ハ、

7 釘 船 中 ＋ 侶つ＋ 錮つ （締中 京＋ 面 M 20　　PL178

ノ

ヘ′ノ　　ー　　　　　　′

重複関係　本跡は。第4号据立住建1如亦と第1個号口先によ／）て据（主込まれている．、

規模と平面形　長軸　廿（湘ml　壇軸（3．92）illであり。長方形と推定される、

童車由方向　N一一こう2、l一一1㌔’

壁　曜高はl匪mで．外伸して立ち上がる、

壁溝　北壁と西壁の壁下の・部に巡「）ている∴　上席法上弓Oc町　卜幅l（トIL－icm言策き12cmで．断面彬は斗’字状で

ある。

床、出仕で．竃の前から両壁にかけて踏み回められている、、本跡は斜面部に位置し，東部から南部にかけては

残存していない－．

ピット　2か所　日当・＼つ－2、）、、P「＼P2は，長径立上55cm。短什i（上し17cmの楕円1私　深さ机上■）8cmであり，性

格は不明である、

竃　北壁中央部に，f痢昆じりの褐色持上で構築されているH　天井部は崩落してお主　両袖部が残存している－・

規f勘よ　畑道部から焚き‖部まで11：：lcm，l両袖最大幅［1413］cm。哩外への握り込みは（ilcmである，柚の内壁は．

火熱を受けて赤変している・、ノノ府的よ　床面を7cmはどj帖「くぼめており。火熱を受けて赤変硬化している＿－、

煙道部は外傾して緩やかに立ち上がり，のち角度を変えてはぼ垂直に立ち上がる＿－、

篭土層解説

i　暗本社＝邑l地上粒守・中量　ロー！、粒J′一少量．焼巨巨ノ、’U∴ソケ・炭化粒自敬量

2　暗赤褐色　焼士粒子中量，ローム粒子少量撃　焼士小ブロック微量

：一；赤　褐　色　焼日工白つ目上　焼巨トプロ、ソク・ローム粒J∴少量

4　極暗赤褐色　焼土のローム粒子少量

5　暗赤褐色　焼土0ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土　二日汁からなり。レンズ状の堆積を示し，自然堆積であるl、

8（）



山l

第55図　第124号住居跡出土遺物実測図

第124号住居跡出土遺物観察表

ヽ

l

l

l

I

l

［

】

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

一項≡ラ7‾‾‾‾

0　　　　　　　　　　　　　　1m

」　　　＿；　　　i

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第56図長頭瓶A［14．6］頚部から口綾部片。口緑部は外傾H緑部内・外面ロクロナデ。長石P198　　10％
1灰粕陶器B（6．5）し，端部を上下に突出させ，断面 灰白色ピット内PLlll

は三角形状を呈する。 良好黒笹90号窯様式

図版番号器　　　種
計　　　　　測　　　　　値

出土地点備　　　　　　　　　　　考
長さ（cm）幅（皿）厚さ（cIn）重量（g）

2釘（6．9）0．30．7（12．6）覆　土　中M21　　PL179

3刀　　　　子（10．4）2．00．4（22．8）覆　土　中M35　　PL178
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『千十
の　　　　　　　　　　　　頂のcm

』　　　迄

第溺図　第臓考健贋妙出藍遺物実測昂

2・3

0　　　　　　　　3cr¶

ヒ三宝ニヨ

土層解説

1　褐　　　色　ローム粧予多鼠　廃土凝守…ローム小ブ

ロック中量夕　焼土小プロッタのローム中プ

U・、ノン少量／・十化物・炭化1ニIl′つ∵・U－ム大

ブロック微量

コ　褐　　　色　ローム小ゾt「′ン少量言ぺ化物・；射出十十

U－ム大・中ブt‾」・ソク・U一一∴粒自明量

遺物　日紬器片㈲点（林片：細工　悪片21点上　須

恵器片告蕉塚片信産　婆片　点上　鉄製品温点撃

′′　　′　、′　　　　　　　・′′　　　　　　　　ノ／　　　′

部西側の覆日、‾屑から出上している∴1の吠紬陶

器長頸瓶は，I〕1の覆土卜層から出上している∴

こ3の力千が覆上中から出上している．＿1・

所農　本跡は斜面部に位置し　東部と南部が削り

取られているつ時期は。遺構の形態及び－L一侶二遺物

から狛目頭己後葉と考えられる＿

第臓　凰考健腰妙　第㍍園）

位置　調査区の中央部．IT2d8区

重複関係　本跡は，第125しつ力持「跡によ／．）てj帖主込まれている

規模と平面形　長酢圭3（＿‾）m∴虹軋「10ヱ芯のほぼ方形である・

主軸方向　［＿＿N－2十一lU

壁　曜高は二甘、事）cmで。外傾して立ち上がる・

・．　　　　　　　　′　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′

11cm。深さ」「、7cmで，断面彬はU字状である

床、上田で，中央誹昔ま踏み固められていたと考えられるが、第12こうC号住居跡に掘り込まれているため，中央

部やや東寄りに確認できるだけである、＿・

ピット　t）か所　‖）トPt））　‾）トつ）：1は，長律2（ト1（）cm，短径2：ト2（うcmのj制1川壬，深さ・12＼▼7（）cmである　規

模と配列から日i穴と考えられる、、、Iつ、つ‾冥）は律25、L′二IIcmの円形，深さ15、」はcmであり。ノ性格は不明である－

竃　北壁中央部に付設されていたとみられるが，第＿125しつ封枯朋舶二よって壊されている、、

覆丑　3層からなり、レンズ状の堆積を′」こし。自然堆積である＿

土層解説

i　勘　　　色　tJ一一ム粒Jr・中量∴　焼上・炭化粒j’・・U－∴中・小ゾU∵ノ打微量

コ　褐　　　色　ローム小ゾロ・ソク・ローム粒j’－中量∴　焼上・揖一化粒自微量

！；褐　　　色　LJ－ム粒J′一中量lJ一一ム小ゾlJ・！ク少量　炭化：トl′つ∴・ローー∴大・‥「ノJt＿「′ク微量

遺物　土師器片鍼点　種片翻乱獲　高塚片　慮　椀片温点　婆片鍼軋勘　須恵器片腕在　郷片　意　婆片摘慮）学

級淫崩を蝮　合挽淫臓も鞄が出悲し等折る。覆土上層では　第猶園拓　の土師器輝が中央部から出土して折

る。　ほ　正位の状態で出土して折る。覆土下層では撃　の土師器塚が中央部から撃　の土師器嚢が中央部南

東雷りから出上している、、

所見　本跡の時期は。遺構の形態及び出上遣物から（‖目頭己後葉と考えられる
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第57図　第125A・125C号住居跡実測図（1）
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可

第58図　第125C号住居跡実測図（2）

第59図　第125A号住居跡出土遺物実測図

第125A号住居跡出土遺物観察表

＼、、・、：、、

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　＿＿」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第59回杯A　12．6底部から口縁部片。丸底。休部は目線部内・外面横ナデ。休部外面長石・石英・雲母・P199　　　65％

1 土師器B　　3．5内攣して立ち上がり，口縁部は直

立する。

ヘラ削り，内面ナデ。 スコリア

にぷい橙色　普通

覆・上中　PL112

2

杯A［16．2］体部からH縁部片。体部は内野気口縁部内・外面横ナデ。体部外面雲母・スコリアP200　　　20％

土師器B（4．3）味に立ち上がり，口縁部は直立す

る。

ヘラ削り，内面へラ磨き。 にぷい赤褐色

普通

覆土中

3

土不A［13．8］体部からH緑部片。休部は内暫し口縁部内・外面横ナデ。体部外面雲母 P201　　20％

土師器B（4．5）て立ち上がり，H縁部との境に明ヘラ削り後，ナデ，内面へラ磨き。黒褐色 覆土中

瞭な稜を持つ。ロ緑部は直立する。内・外面黒色処理。 普通

4

蛮A［12．8］体部から口縁部片。休部は内攣し目線部内・外面横ナデ。体部内・石英・雲母・スコP202　　　5％

土師器B（6．8）て立ち上がり，ロ緑部は外反する。

端部は外上方につまみ上げられて

いる。

外面ナデ。 リア

灰褐色

普通

覆土中

第125B号住居跡（第60・61図）

位置　調査区の中央部，F2d6区。

重複関係　本跡は，第125C号住居跡によって掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．80m，短軸5．10mの長方形である。

主軸方向　N－150－W

壁　壁高は40～45cmで，外傾して立ち上がる。
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第60図　第125B号住居跡実測図（1）
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⑳　　　　　　　　　　　　　　　頂m

』　　　長

′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′′　′　　　　、　　　二

である。

床、上田で，中央部は踏み回められている、－、

′　　　　　　　　　　　　　．　∴　　　　　．′　　　′　′　　　二，′　　′　　　ノ．

′ノ　′ノ　′　　′　　ノ∴・′′　′′．　一　　、′′　、′1ノ　′　ソ∴　言　′、′　　．ノ　、ノミ　ノ、．　∴．′′

′　　　　′ノ・　・′・′′　′　　　　　′′　一　　　ノ′・ハ・　　　′、　　′　　′・1了　　　　二

、′　　　′′　　′　　　′　　　′　　　　′　′′　　′　′′へ　　　　　′′－∫　′　′、′　′　　ン′、1′ノノ

ノ　　、、′　′：　　　　　　　　　　ノ　′　　　　　・　　′　　一　′ノ、　　、．　‾　　　′．ノ′　、　′．

煙道部は外傾して立ち上がる。

電土層解説

l　吠　掲　色　ローム・机上粒守一少㍑　焼ト損じ粒自微量

2　褐　　　色　粘土粒子多量，焼土小ブロックぁ炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼士粒子中鼠　焼土小ブロックぁ粘土粒子少量

4　暗赤褐色　焼土粒子多量ラ　粘土粒子少量

5　赤　褐　色　焼土も粘土粒子中量夕　焼土中ブロック0炭化粒子微量

（ミ　暗赤褐色　焼巨トブtJ、二ノケ・墟上粒子少量・暁子大・中プロ、ソケ・炭化物・損じ粒J′－・ローム小ブt］・ソク・U－ム粒自微量
γ　暗赤褐色　焼目白’・少結　焼巨トフ、、ロ、ソク・損じ粒J′－・ローム小プロ・ソク・ローム粒J′一微量

！．　′　　′／．′　′、‾－′　′、′　‘ノ　　　ー　′′．ぺ．

土層解説

I　褐　　　色　ローム粒子中量．ローム小プロ・、′ク少量．焼ロイ′つ∴・炭化物・炭化粒召散量

2　褐　　　色　ローム粒打出し　ローム小プロ、、ノク少鼠　焼ロイ亘・炭化物・尉ヒ粒用土量

∴；褐　　　色　ローム粒J’一中量．ローム小プロ、ソケ少量．焼上・炭化粒用土量

、1本　勘　色　焼「トゾロ・リク・［－ト一月l圧′吊；∴　焼巨恒Jrr′ク・封じ物・tトム小ゾ日ソケ微量

褐　　　色　tlトム半lイ中量　tブーム小プロ・ソク少量　焼‖！′守・尉ヒ物・し了－ム中ゾロいィ′ク微量

8（う　ー



遺物　土師器片550点（杯片62点，嚢片488点），須恵器片10点（杯片7点，蓋片1点，嚢片2点），土製品1点，

鉄製品1点，縄文土器片3点，弥生土器片1点，鉄澤124・4g，含鉄棒232．0gが出土している。覆土上層では，

第62図3の土師器登が北壁寄りから出土している。床面では，1の土師器杯が北壁際から，2の土師器杯が南

壁際から正位で，5の土師器要のミニチュア土器が北西コーナー部付近から横位で，6の管状土錘が中央部南

東寄りから出土している。竃内覆土中からは，4の土師器賓と7の不明鉄製品が出土している。覆土中からは

8の不明鉄製品と9の鉄鉱が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から7世紀後葉と考えられる。

、＿：＿＿＿妄・：

／つ

澗
ロ

6－9　』†」

3cm

第62図　第125B号住居跡出土遺物実測図

第125B号住居跡出土遺物観察表

こ！：、

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一一一－「一一一　一　一1

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　 の　特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第62図 妻不 A　lO．6 底部，口縁部一部欠損。丸底。体 日録部内・外面横ナデ。休部外面 石英・雲母・スコ P204　　　 95％
1 土師器 B　　3．4 部は内攣して立ち上がり，目線部

に至る。

ヘラ削り，内面へラ磨き。 リア

にぷい褐色　普通

床面　　 PL112

2

土不 A　 13．0 底部から口縁部片。丸底。休部は 目線部内・外面横ナデ。休部外面 石英・雲母・スコ P205　　　 55％
土師器 B　　4．1 内攣して立ち上がり，日録部は短 へラ削り，内面放射状のヘラ磨き。リア 床面

く外傾する。 にぷい褐色　普通 二次焼成

3

整 A ［16．4］休部から口縁部片。休部は内攣気 口緑部内・外面横ナデ。休部外面 石英・雲母 P207　　 10％
土師器 B （21．3）味に立ち上がり，口緑部は外反す

る。

ヘラ削り後，ナデ，内面ナデ。 橙色

普通

覆土中

4

碧 A ［17．0］休部から口縁部片。休部は内攣気 口線部内・外面横ナデ。休部外面 石英・雲母 P206　　 10％
土師器 B （6．8）味に立ち上がり，口縁部は外反す

る。

ナデ，内面へラナデ。器面荒れ。 橙色

普通

竃内

5
ミニチュア登 A ［17．0］口緑部一部欠損。丸底。休部は外 口縁部内・外面ナデ。休部外面へ 雲母 P389　　　 90％
土師器 B　　6．8 傾し，口縁部はわずかに外反する。ラ削り後，ナデ，内面ナデ。 黄橙色　普通 床面　　 PL112

－87



図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
長 さ（CⅡり 径 （cm） 孔径 （cn） 重還 （g ）

6 管　 状　 土　 錘 （5．5） （4．7） （1．7） （59．7） 床　　　　 面 D P 33　　 30％

岡版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考

長 さ（m ） 幅 （Ⅷ ） 厚 さ（cm ） 重 殺 （g ）

7 不 明 鉄 製 品 （5，1） 0．8 0．2 （3．1） 竜　　　　 内 M 22　　 PL 178

8 不 明 鉄 製 品 （4．1） 0．9 0．5 （4．1） 覆　 土　 中 M 23

9 銑　　　　 鉄 （5．7） 0．9 0，4 （3．4） 覆　 土　 中 M 14　　 P L 178

第125C号住居跡（第57・58図）

位置　調査区の中央部，F2d7区。

重複関係　本跡が，第125A号住居跡の西部と第125B号住居跡の東部を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸［4．30］m，短軸［3．30］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－8。－W

壁　壁高は35～40cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　西壁下にのみ確認された。上幅13～17cm，下幅5～8cm，深さ8～10cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，竃前面が踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は，長径48－61cm，短径42～55cmの楕円形，深さ30～62cmである。規

模と配列から主柱穴と考えられる。P4は長径38cm，短径32cmの楕円形，深さ21cmである。位置から出入り口

施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚き口部まで104cm，両袖最大幅85cm，壁外への掘り込みは41cmである。火床部は，火熱

を受けて赤変している。煙道部は外傾して急に立ち上がる。

電土屑解説

1　暗　褐　色　粘土粒子少鼠　焼土・炭化粒子・ローム小ブロック微量

2　にぷい赤褐色　焼1二・炭化・ローム・粘土粒子少逼

3　褐　　　　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土・炭化粒子・ローム小ブロック微量

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

0　　　　　　　　3cm

！　i j

O lOcm

l　　　　；　　　i

第63図　第125C号住居跡出土遺物実測図

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム小ブ

ロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物・
炭化粒子ローム中ブロック微量

3　褐　　　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・

焼土・炭化粒子・ローム中ブロック微量

遺物　土師器片68点（杯片17点，要片51点），須恵器片9点（杯

片2点，賓片7点），鉄製品1点，縄文土器片2点，含鉄津64・9g

が出土している。第63図2の土師器杯は，覆土中から出土して

いる。3の不明鉄製品は，中央部西側の覆土上層から出土して

いる。1の土師器杯は，南西コーナー部の覆土下層から出土し

ている。
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図版鵬 i 器 種 桓 測縮 可　 器 形 の 特 徴 i 手 法 の 特 徴　 恒 準 弊 鋸 中　 朝宥　 考

第63回　　 塚　　 A ［拍減　 俸部から［二磯部片〇丸底c 体部は　 描線部内の外商横ナデ。休部 桁毎　石英の雲母のスコ　 ㌘錮8　　 魂％

土師 一器　 B　 o　 内攣して立ち上が娠 打線部はわ　へラ削勘内面放射状のへラ磨 。 リア　　　　　 穫土中

ずかに外反する。　　　　　　 内面黒色処理。　　　　　　　 にぶし潤色　　　 二次焼成

普通

棒　　 A ［Ⅲ・も8］倦部か射場 部片。体部は内攣し ［二j縁部内のタ摘 桟ナデ。休部夕嫡　 雲母のスコ首ア　 ㌘鍋　　 蟻％

2　土師器狛306）蒜芸孟‾若露豊霊宝：孟宗警謡警：芸農芸讐炭手芸這豊富禁霊：太の芸色　　 警戒
す る。

図版鮒 … 長さ。mぎ幅 蒜 議 畳証 士地点
備 考

不明鉄製品i 紺 ！ 私中　 の5 i 細　 覆　土　中M飢

第臓風車臓院号健贋静　第錮⑳鵬圃）

′

′　　　　　　　　　　　　　　　　′

、　　　　　　　　　　　　　　　　　′

対応する登楼粟の位置は　南東から北西方向に翫～紬放しか離れて齢を齢こと　第掴C号住居跡の竃の痕跡撃

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　′　　′　ノ　　′　　　・　　　　　′　′

形は不明であるが　第相伝院号佳屠捗の主柱栗が第臓Au替佐屠跡の主柱究よ　内儀鵬位置して折る芸とかも撃

第は風音住居跡よ鍼淘規模であった呼能性がある。

童朝霧陶　第はÅ号緩屠跡は　N…　0…Wである。第掴監号住居跡の童顔方向は厳密には孝明であるが学

′

一　　　　　　　　　　　　　　　　・．

璧湧　第はÅ常住屠跡は螢爛する。上幅摘～紬腿　署幅　～臓m　深さ　～　臓で　断面形孟駁劉允である。

第相伝に骨佳屠跡の壁藩は　検出されなか甥だ。

一　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

′　　　　　　　　　　′　　′　′ノ

′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・　　．

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　ノ　′

′

′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥

′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′

しく㌘～㌘　の室経穴がりくられたと考えられる。㌘蟻は　径服だmの閏乳深さ欝だmである。主柱穴と閲梯

′　　　　　　′　　　　　　　′　　レ　′モ　　　　　ノ

粧「
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第64図　第126A・126C号住居跡実測図（1）
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第駈図　第臓風◎帽院号住居跡実測図摺）
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竃　第126A号住居跡は，北壁中央部に砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖

部が残存している。規模は9　煙道部から焚　口部まで蟻cm　両袖凝太幅177cm，壁外への掘り込みは57cmであ

る。火床部は9　火熱を受けて赤愛している。煙道部は緩やかに立ち上がる。第1錆C号住居跡の竃は　その痕

跡が検出されないことから　第はA号住居跡の竃が，第126C号住居跡の段階から使用されていたか汐　同位置

で造i）替えが行われた可能性がある、∴

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中8小ブロック・粘土粒子少量，焼土中e小ブロック0焼士粒子漠化材。ローム太ブロック微量
2　暗　褐　色　ローム粒子多量タ　ローム小ブロック中量，焼土中ブロックも粘土粒子少量

3　極暗赤褐色　焼土のローム粒子中量プ　焼土のローム小ブロックの粘土粒子少量
4　暗　赤　褐　色　焼土中ブロック8炭化物中量，焼土中ブロックもローム小ブロック。粘土粒子少窟

5　暗　褐　色　ローム小ブロック0ローム粒子中量，焼土小ブロック少量，粘土粒子微量
6　にぷい赤褐色　焼土太の中ブロック。粘土粒子中量，ローム小ブロック少量
7　黒　褐　色　ローム小ブロックのローム粒子少量，焼土中ブロック0焼士粒子のローム中ブロックを粘土粒子微量

8　灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土小ブロック少量
9　灰　褐　色　ロトム小ブロックや粘土粒子少鼠　廃土小ブロック微量

10　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

覆豊　第はA号住居跡は　層からな娠　レンズ状の堆積を示しタ　自然堆積である。第は6C号住居跡は　第は6

Å号住居跡の床面と同じ高さと考えられるため撃　覆土は存在しない。

土層解説

l　暗　褐　色　ローム中・小ゾU、ソク・し1－ム粒J’・少量．ローム大ゾしトノ月射t；．：

2　暗　褐　色　ローム大・申・小プロ・、′ク・ローム粒日放量

3　暗　褐　色　ローム太の小ブロック少量，焼土小ブロックのローム中ブロック0粘土粒子微量

1暗　褐　色　焼巨トプロ・ソク・粘巨巨ノ’、ロ・ソク・粘‖＼1′守少量　LJ－ム小プロい！ク・・ローム粒自微量

1　暗　褐　色　ローム小ゾロ、、′ク中量．ローム粒j’l少量、tJ－ム大・中ゾU∴ソク微量

（ミ　椅‖I音裾色　ローム小ゾLJツケ・ローム粒J′・少量．ローム申プロ・ソク微量

「　暗　褐　色　ロー！、大・小ブUtソク少品　旭日＼白′・・ローム中プロ、ソク・ローム粒J’・微量

、ニ　1∴　′；、′ノ・－′－：ノ　ノ　♪　　　∴′　ノ∴　　ニ′一、・・、・、∴，‥、ふ、・ふ′　．　二、　　　′、　’、

∴、・、′　‥　∴　ノ′　　　∴、．・’、・ノミ、．ノ・l′、　言、‘－′）　ノ・・、一ノ、′　′′ノ　二／′　　．、　′．

覆土上層では，第66図9の砥石が南側から出土している。床面では誹の土師器杯詩の砥石が東壁付近からタ8

の砥石が東壁際から学　3の土師器棒が北壁際からヂ　後の土師器高塚タ　5の土師器甑が北東コーナー部から出土

している。竃内ではタ　Ⅲの刀子が出土している。2の土師器棒はタ　中央部南側と南壁際の覆土中層と中央部南

寄りの床面から出土した破片が接合している。その他夕覆土中から6の須恵器提瓶9　7の王立が出土している。

第12（うC封柚潮こからは．遺物は出上していない＿－

新風　第はA号住居跡の時期は　遺構の形態及び出土遺物から　世紀複葉と考えられる。第は6C号住居跡の

時期は9　第臓A号住居跡よ　古いことから　世紀複葉にほぼ近い時期と推定される。

第はA号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第66図 杯 A ［12．0］ 底部 か らは縁 部片。 丸底 。体部 は 日縁部内 が外 商桟 ナデ。体部外 面 雲母 ㌘21 0　　　 85％

1 土 師 器 B　　 4．2 内攣 して立ち上が り9　日縁 部 は直 ヘ ラ削 り言 内面へ ラ磨 き。 内 の外 黒色 床 面　　 P L lは

立す る。 面黒色処理。 普通

2

捧 A　 は．寸 底部か ら目線 部片。丸底 。体部は 目線部内 6外 面横 ナデ。体部外面 長有 ・霊母 ・ス コ P 2 1 1　　 80％

士　 帥 器 B　　 説4 内攣気味 に立 ち上が り，日縁 部 と ヘ ラ削 十　 内面へラ磨 き＋　内 ・外 リア 将士 申 ・床面

の境 に稜 を持 つ。日縁部 はわずか

に内傾す る。

面黒色処理。 灰 褐色

普 通

3

林 A ［16．0」 体部か ら日縁 部片。体部 は内攣 し 目線 部内 e 外面横 ナデ。体部外蘭 霊 母 ・ス コリア P 2 12　　　 30％

土 師 器 B （4誹） て立 ち上が りラ目線 部は直立す る。 ヘラ削 り， 内面 ナデ。 橙色

普通

床面

－　（）2－－－
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第66図　第126A号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　 種 計測値（CⅢ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第66回 高　　 土不 B （13．5） 脚部片。脚 部は円筒形 で，裾部で 脚部外面縦位 のヘ ラ削 り後，ナデ， 雲母 ・ス コリア P 214　　　 50％

4 土 師 器 D　 14．6 大 き く開 く。 内面ナ デ。外 面赤彩 。脚部内 面輪

積 み痕。

橙色

普通

床面　　 P L 112

5

甑 A ［31．4」 底 部か ら口縁部 片。無底式。体 部 口緑 部内 ・外面横 ナデ。休 部外面 石英 ・雲母 ・ス コ P 215　　　 40％
土 師 器 B　 24．8

C　 lO．0

は内攣気味に立 ち上が り，口緑 部

との境 に稜を持つ。 口縁部は外反

す る。

ヘ ラ削 り，内面ナデ。 リア

にぷい褐色

普通

床 面

6

提　　 瓶 A ［10．0］ 頚部か ら口緑 部片。頚部 は外傾 し， 口綾部，頚部内 ・外面 ロ クロナデ。 長石 P 216　　 15％
須 恵 器 B （5．1） 口縁部 に至 る。 口緑 部外面 に 2 本 の稜 を持 ち， そ

の間に 6 条 の櫛描波状 文が施 され

ている。

灰色

良好

覆土 中　 P L 112

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
長 さ （Ⅷ） 径 （cm） 孔径 （C皿） 重 量 （g ）

7 土　　　　 玉 2．4 2．7 0．3 16．1 覆　 土　 中 D P35　　 100％　　 PL 167

－93－



図版番号
計　　　 測　　　　 値

器　 種 恒 （cn） 帽 cm 恒 cm再 選届　 石　 質　 出土地点　　 備　　　 考

8
砥　　 可　 摘0日　 の日　 航　 摘 ・2 ！砂　　 可 床　　 面極　 pL 膵4

qtノ
壷＋　 ニ可＋ 鮮つ＋ 吊つ＋ 親日　 3鋸 ‖ 砂＋　 可 覆　 ま二　可 酎 0　 m 溝

10 砥　　 石 i 離 日＋ 狛‖ ＋ 芝目　 ‥脱 ‖ 凝　 灰　 可 床　　 面極 は　 PL撒

図版番号 器　　　 種

計　　 測　　 値　 i

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 垂射 g ）！出 土 地 メも、、　 備　　　　 考

H 力　　　　 子 （6。5） †．寸 0．寸
0も3 i竃　　 可 鵬 5　 m 調

．　∴ノ　　h、．．，′　　′、、く

位置　調査区の中央部，IT2否）区。、

重複関係　本跡が，第126Å㌢住居跡の西部を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸（う言）6軋　短軸5．32nlの長方形である．、、

主軸方向　N一接し一一W

壁　壁高は∠46、′50cmで。外傾して立ち上がる。

．一、　、＿　二・ノ　バ．　‥：′　　、・ノ　　　．′　／‘ノ　　　　、・’／′・．、′　㌧二、㌦、／：ノ

ピット　5か所（I〕トP5主　Pl、Pこ‥1は，長径52、62cm，短径∠18、′54cmの楕円形言策き38～44crnである。

規模と配列から主柱穴と考えられる－，P5は長径51cm．短径43cmの楕［印軋　深さ50cmである：位置から出入り

ll施設に伴うピットと考えられる、ムー、・

磯　北壁中央部に　砂混じ　の褐色粘土で構築されている。天井部は崩落してお酌　両袖部が残存している。

．．′．′、。、′　　′′、′　ソ、、千　十ノ　∴弓C　・二一．、ハ・‥∴　∴し・rつ、／、、lノ′∴∴　′、ノ了ニー，C㍉．立′7ノ　く・′らノ′－．ふ　ノ＼′

熱を受けて赤変している、、、火床部から煙道部にかけて，火熱を受けて赤変している。．煙道部は外傾して立ちl二

がる。．

竃土層解説

1暗　褐　色　焼目白’・・ローム小ブロック・ローム粒J’・少量、焼上′J、プロ、ソク・粘上粒日放量

2　暗　褐　色　焼巨トプロ、ソク・焼吊十十ローム小ゾロ・ソク・ローム粒J’・少量，焼巨巨プロ、ソク・炭化物・粘巨トブロック・粘＝位r微量

3　灰　褐　色　粘土粒子多鼠　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック微量

4　極暗赤褐色　焼士小ブロック中量夕　粘土粒子少量，炭化物微量

5　暗赤褐色　焼「粒子多量．焼上中プロ、ソク少量．炭化・精工粒召数量

尊堂　　層からな娠　レンズ状の堆積を示しタ　自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　焼士・ローム粒千少量、焼土中プロ、ソク・ロームりト小ブロック・粘土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒千少量．焼上′J、ブロック・ローム中ブロック微量

：一；暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒！・少＿－iL　焼巨lト小プロ、ソク微量

＿－1暗　褐　色　ローム粒子中量、ローム小ブロック少結　ローム中プロ・ソク微量

う　暗　褐　色　ローム粒J’・申結　ローム小プロ、ソク少量

（う　極暗褐色　ローム小ブロックI‾帖呈∴　焼士粒了一少量．焼上′トプロ、ソク・粘土小ブロック微量

γ　暗　褐　色　ローム小プロ・ソクl‾巨軋　ローム中ブロック・ローム粒J’一少鼠　焼上中ブロック微量

8　褐　　　色　ローム粒子小結　ローム大・1「ト小ブロック少量

！）暗　褐　色　焼巨」、ブロック・焼日章千・歳化物・ローム小プロ、ソク・ローム粒J’‥粘一日奇手微量

遺物　土師器片6且5点（埠片18点　高塚片　点　嚢片墟点）須恵器片評点塚片霊点　蓋片　点　嚢片蟻点上

士製品2点，石製品1息　縄文土器片1息　銑淫9289g，含鉄淳007gが出土している。覆土上層では，第69図

5の須恵器杯が竃▼酢袖部付近から出土している言覆土下層では3の土師器婆が竃前面と中央部から，4のl＿二師

器霊が中央部東寄l）から，6の須恵器蓋が南東コーナー部から，8の上玉が中央部から子－I上上している。つ未面で

一一一一一一一9∠1、－－－－－－－－－－…－
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第67図　第126B住居跡実測図（1）
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⑥　　里謡磯。の翻

第関図　第帽感院号健腰掛実測図纏）

ほタ　且の土師器杯が北壁際から学　9の土製支脚が竃焚き持部付近から出土している。その他　覆土中からタ　2

の土師器棒夕　用の砥石が出土している。　ほ須恵器登の体部片で　外面に同心閏当て具痕が施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遣物から9世紀前葉と考えられる。、

．・′　′∴．ノ　　　ソ′　　　　∴ノケ∴ノ∵－でこ

図版番号 器　 楯 計測値（cm） 器　 彬　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士・色調 ・焼成 備　　 考

第69図 林 Å ［13。0］ 底部から日縁部片。丸底。体部は ＝縁部内 ・外面櫨ナデ∴　休部外面 雲母・スコリア P 218　　　 75％

1 士 帥 器 B　　 も5 内攣して立ち上が娠　 打線部に至 ヘラ削り後，ナデ，内面ナデ∵内・ にぷい黄橙色 床面　　 PL 日は

る。 外面窯色処理。 普通 二次焼成

2

林 A ［ほ 4］ 底部から日縁部片。平底。体部は 目線乱 体部内・外面ロケロナデ∵ 長石 ・有英・ヌ∴コ P 217　　　 20％

土 師 器 B　　 3．9 内攣して立ち上がり，目線部に至 休部内面へラ磨き，外面下端回転 リア 将士申　 PL ‖2

C ［7月］ る。 へラ削り。底部回転へラ削り。底

部外面墨書。内面黒色処理。

にぷい橙色

普通

3

婆 A　 15や0 休部から打線部片。体部は緩やか 目線部内・外面楯ナデ∵　休部外面 長石・雲母 ㌘220　　　 35％

士 師 器 B （7．4） に内攣して立ち上がり，目線部は

外反する。端部は上方にわずかに

つまみ上げられている。

ヘラ削り，内面ナデ∵ 明赤褐色

普通

将士申　 PL日は

4

悪 A ［22．8］ 体部から打線部片。体部は内攣し 目線部内 ・外面楯ナデ∴休部外面 長有 ・石英・雲母 P 221　　 5 ％

土 師 器 B （1282） て立ち上がり，目線部は強く外反

する。端部は外上方につまみ上げ

られている。

へラ削　 後　 ナデ　 内面へラナデ。 浅黄橙色

普通

将士中

5

林 A ［摘．8］ 底部から目線部片。平底。体部は 目線部，体部内・外面ロクロナデ∴ 長石 ・石英・雲母 P 222　　　 55％
須 恵 器 B　　 説ユ 外傾し，日縁部に至る。 休部下端回転へラ削り、底部回転 褐灰色 将士中　 PL 日は

C　　 紋0 へラ削り。 良好

6

蓋 B （1．9） つまみから天井部片。つまみは扁 天井部外面回転へラ削；「　内面ロ 石英・雲母 P 223　　 15％

須 恵 器 F　　 3．8

G　　 私5

平なボタン状を呈する。 クロナデ。 灰黄褐色

良好

覆土中

一一一一一一一一一、961－1－－－ll－
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第69図　第126B号住居跡出土遺物実測図

「‾l　‾　　‾l　　‾　‾「　‾一＿l

図版番号器　　　種
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm）径（cm）孔径（m）重量（g）

第69図8土　　　　 玉 2．8 3．0 0．7 20．5 覆　土　中DP34　100％　　PL167

9 支　　　　 脚 17．3 8．9 － 916．2 床　　　　 面DP36　100％　　PL172

図版番号器　　　種
計　　　 測　　　 値

石　　　質出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（Ⅷ）厚さ（皿）重量（g）

10 砥　　　　 石 5．5 5．7 2．7 119．4 砂　　　　 石覆　土　中Q12　　PL174

第127A号住居跡（第70図）

位置　調査区の中央部，F3C3区。

重複関係　本跡は，第127B・127D号住居跡，第8・10号掘立柱建物跡によって掘り込まれている。

規模と平面形　長軸6．95m，短軸6．85mの方形である。

主軸方向　［N－20－W］

－97－



壁　壁高は2（ト50cmで言まぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　第127I‥う・127I）号住居跡と重複する部分を除いて巡－・・〕ている：上帖白2、22crn，卜幅6、12cm言朱きLl＼

10cmで言航鉦彬はし当・：状である．二、

床、上田で一い央部は踏み囲められている．、、、

ピット　7か所（PトP7）＿I）1、I－）・－1は，桂一12、［70］cmの円形．深さ・持、5（うcmである：規模と配列から主

柱穴と考えられる。I）5、I）7は長径L17、（う（‾）cm．短径3・一一ト圭1cmの楕円形言策さ2〔ト59cmである、つ立置から，I）5

はI）2の．P（iはI‾）二iの，P7はP1－1の，それぞれ補助柱穴と考えられる、、こ

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である一、、

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒「少量、規上・炭化粒召微量

二　極暗褐色　焼上・U－ム粒子′損古　炭化粒自微量

！；暗　褐　色　H－∴小ゾし「、ノク・しブーム粒J’・少量．焼上・炭化粒J写投量

－1　暗　褐　色　ローム粒j’・少量．焼上・炭化粒j∴・ローム小ゾロ、ソク微蔓

5　暗　褐　色　焼土のローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物　日帥器片1052点（杯片日月点†意片上一工　悪片（）37点上　須恵器11つ：j（）点両端‘85点。意片用点。悪片2症一十

、　　　　′　バ　　　　　　　ー　　．′　／∴　　　　・′　　　　　　　　　、　・　．

7日受15の十にが巨央部東寄りから，（うの石製紡錘車が北西コーナー部から出上している、二　覆土卜層では，1の

周冊昔悪．2の須恵器林，・1の上l工が巨火部から出上している　2は逆位の状態で出上している　：iの須恵器

意は，中央部南東側の覆日中1と南壁付近の覆トト層の破片が接合している∴　7の軽石は覆回Iから出上して

いる二・・

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出上遣物から8世紀前葉と考えられる＿．

′′、　　．′′　∴、、

図版番号 器 穫 恒 雁可　 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎か 鯛 凋 可　 ノ備　 考

第m 図 登　　 A ［霊も習　体部上位からL縁部タ．。‾‾二線部は 招縁部内の外面横ナデ。体部外癖 石英も雲母もスコ　P225　　　 且0％

ユ＿ 土師器 B （。郎　外反し　端部は外上方にわずかに ナチ．両面へラナデ＋ リア 覆土中

つまみ上げられている。 にぷい黄橙色

普通

琢　　 A ［絡守‖底部か綜廿縁部片。平底。体部は ［二号縁部，体部内の外商ログロナデ。長有・有英・実母　 P黒い　　 制㌦

2 須恵器　 B　「説の 外醸し言二様部はわずかに外反す 底部回転へラ削り。 灰白色 覆土中

る。 普通

3

孟　　 A 16。7　 ボタン状のつまみが付く。天井部 天井部回転へラ削；）　目線部内・ 長石・右奥・霊母　 P22γ　　 仕り％

須恵署茅　B　 3。2　 は笠形をしている。日縁部内面に 外面ロケロナデ∴ 吠賞色　　　　　　 将士申　 PL日は

F　 説6　短いかえりが付く。 良好

G　　私8

種i長軸 計恒 m）1日孔径講 義。g）巨土地点
備　　　　　　　　　　　　 考

士　　 玉i e中　 や中　 07　日 や5　覆　土　中DP37　1両％　　PL＝汀
5　士　　 可　 芸は ！ ㌃‖＋ m i 軋4　極　 土　中DP誹　 100％　　pL川7

種
計　　　 測　　　　 値 巨　 質

出士地点 備　　　　　　　　 考径　cm）厚さcm車 径C孤）重量施）

6　極　 錘　牽 「もの 0諸　巨 細 （7。3）粘　板　岩覆　土　中Q13　　40％　　PL176

…－　t）8
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第70図　第127A号住居跡実測図
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0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第71図　第127A号住居跡出土遺物実測図

（∋

0　　　　　　　　　　5cm

4・5　L　　；　　［

図版番号器　　　種
計　　　 測　　　 値

石　　　質出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cIn）厚さ（Ⅷ）重量（g）

第71図7軽　　　　 石 5．3 4．6 3．3 14．3 流　紋　岩覆　土　中Q15　　PL175

第127B号住居跡（第72図）

位置　調査区の中央部，F3b2区。

重複関係　本跡が，第127A号住居跡の北部と第127D号住居跡の南西部を掘り込んでいる。また，第127C号

住居跡と第9・10号掘立柱建物跡によって掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．80m，短軸5．10mの長方形である。

主軸方向　N－15。－W

壁　壁高は10～45cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，径35～43cmの円形，深さ30～63cmである。規模と配列から主柱穴

と考えられる。P5は長径50cm，短径33cmの楕円形，深さ45clnである。位置から，Plの補助柱穴と考えられ

る。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。第127C号住居跡を構築する際に，竃の上部が削

平され，さらに袖の一部が耕作により撹乱を受けている。天井部は崩落している。規模は，煙道部から焚き口

部まで111cm，両袖最大幅151cm，壁外への掘り込みは69cmである。袖の内壁と煙道部は，火熱を受けて赤変硬

化している。火床部は，床面を6cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤変している。煙道部は緩やかに立

ち上がる。

電土眉解説

1　褐　　　　色　ローム粒子中量，粘土粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

2　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土・粘土粒子中量，炭化・ローム粒子少量，ローム′j、ブロック微量
3　褐　　　　色　焼土小ブロック・粘土粒子少量，焼土・炭化粒子・ロームノJ、ブロック・ローム粒子微量

4　暗　赤　褐　色　焼土・粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土大・中ブロック微量

－100－
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第72図　第127B号住居跡実測図
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圭、

の　　　　　　頂Oc悶

』ニ≡二二』二二≡二二＝＝』

ノ・‘、二、、や　　‾l・、　　．　し　　‾　＿’：

5　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼士小ブロックe焼土粒
J’・・ローム小ゾLJいノク少量

（ミ　揖　　　色　焼‖：Jつ’・中量∴　ローム粒「少；古炭化粒j’－・

ローム中ブロックゆ粘土粒子微量

7　暗赤褐色　焼巨トプロ・ソク・焼上・炭化粒J’・ローム小

プロ、ソク少量，焼上申プロ、ソク・ローム申

ブローソク・ローム・粘日章「微量

8　褐　　　色　ローム粒√中量、ローム小プロ、ソケ少量．

焼上・炭化粒日放量

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積を示し，自

然堆積である。

土層解説

l　暗　褐　色　ローム粒J’一少品　焼上・炭化粒日放量

2　暗　褐　色　ローム粒J’l少量，焼上・炭化粒J′一・ローム

小ブロック微量

3　褐　　　色　ローム粒子中農普　ローム小ブロック少量9

焼上・炭化粒自微量

遺物　上師器片封工－：（杯片10点，盟片軋真），須恵器片1工在（杯片2点，蓋片上軋　椀片3点。慧片5点上　圭

、　ノ　　　　　′，　　、　∴　．．′　′　′ニ　　′　．－　ノ．’・ン＼′　　　！　　　　＿、：）　　ノノ・・‘

明鉄製品が中央部の床面から出上している、、電内では，1の須恵器意が束袖部から，2のlつ工が煙道部から出

上しているご

所見　本跡の時期は．遺構の形態及び出上遣物から〔‖咽J前葉と考えられる、＿・・

′　　　　∴　　　′　　、、・ん′′′、・ノヾ

図版番号 器　伸 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎士・色調・焼成 備　　 考

第73図 意 A ［摘識］兎井部から汀縁部片。磯部は平坦天井部外面回転へう削i）両面ロ石英・雲母・フ∴」㌘228　　　20％

1 土師器 H （†．丁†で持縁部内側に短いかえりが付

く。

クロナデ。 リア

にぷい黄橙色

普通

電内

図版番号器　　　 神
計　　　　　 測　　　　　 値 恒 地点

備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cn）径（cm）孔径（cm）重量（g）

2 土　　　　 玉 3。4 3ず4 0．6 33。ア竃　　　　 内OP諏　 l伸％　　PLl樟

3 土　　　　 玉 裟8 3。0 私6 2説1 覆　土　中DPJ日　　用0％　　PLl（汀

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

’∴・ハ　ーノ＼言土′　工′∴く

位置　調査区の中央部，F3b2区「

重複関係　本跡は，第12月‾弓子住い隷亦の北部と第127＿Il）星住居跡の南西部を掘り込完でいる、l

規模と平面形　長軸3．9（）111，毎軸（2．こ－10）111の長方形と推定される、－、

…一一一一一一つ02－－－
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第74図　第127C号住居跡実測図

E

1m

」　　　＿I　　　！

主軸方向　N－720－E

壁　壁高は20－25cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　東壁から北壁を通って西壁にかけて半周する。上幅13～22cm，下幅3～13cm，深さ3～6C皿で，断面形

はU字状である。

床　平坦で，北側半分は踏み固められている。南側半分は，第127B号住居跡の上部に貼床して構築されてお

り，軟弱である。

－103



竃　東壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。煙道部と袖部は，耕作により撹乱を受け，遺存状

態はよくない。天井部は崩落している。規模は，煙道部から焚き口部まで［66］cm，両袖最大幅［110］cm，壁

外への掘り込みは［48］cmである。両袖は，雲母片岩を補強材に用いている。火床部は，床面を3cmほど掘り

くぼめており，火熱を受けて赤変している。雲母片岩を用いた支脚が，火床部奥に置かれている。あまり火熱

を受けた様子はみられない。煙道部の立ち上がりは，不明である。

寵土層解説
1　にぷい赤褐色　粘土粒子中量，焼土・炭化粒子微量

2　にぷい赤褐色　粘土粒子中量，焼土粒子微量
3　時赤褐色　焼土・炭化粒子少量，粘土粒子微量

4　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量，焼土中ブロック・ローム粒子微量

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土屑解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子・ローム′トブロック微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子微量

3　暗　褐　色　炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子微量

I　・l I I

第75図　第127C号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器片206点（杯片33点，

嚢片173点），須恵器片49点（杯片16

点，蓋片3点，嚢片30点），含鉄津

303・1gが出土している。第75図1

の土師器高台付椀が中央部東側の覆

土上層から出土している。2の土師

器足高高台付椀が中央部南西側の床

面から出土している。3は土師器要

の体部片で，外面に格子叩きが施さ

れている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から10世紀中葉と考えられる。

第127C号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第7 5図 高 台付椀 A ［14．2］ 底 部か ら口縁部片。 平底。休部 は 口緑 部，体部内 ・外面 ロ クロナデ。 石英 ・雲母 P 2 3 1　　 45％

1 土 師 器 B （4．9） 外傾 し，ロ縁都 は外 反する。高台 内面へ ラ磨 き。 内面黒色処理。器 にぷい橙 色 覆土 中　 P L 1 12

欠損 。 面剥離。 普通 二 次焼 成

2

高台付椀

土 師 器

B （3．0）

D ［8．8］

E　　 2．0

高 台部片。高台はハの字状 に開 く。 高台内 ・外面 ロクロナデ。 石英 ・雲母

にぷい褐 色

普通

P 2 32　　 10％

床面

第127D号住居跡（第76・77図）

位置　調査区の中央部，F3a3区。

重複関係　本跡は，第127A・127B・127C号住居跡，第8号掘立柱建物跡によって掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．78m，短軸（5．72）mの方形と推定される。

主軸方向　N－230－E

壁　壁高は15～50cmで，外傾して立ち上がる。

－104
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第76図　第127D号住居跡実測図（1）
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第77図　第127D号住居跡実測図（2）

1m

l i　　　　！

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は，長径33～38cm，短径26～33cmの楕円形，深さ62～78cmである。規

模と配列から主柱穴と考えられる。

貯蔵穴　南東コーナー部に付設され，長軸128cm，短軸80cmの長方形で，深さ83cm，断面形は長方形である。

貯蔵穴土眉解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム′トブロック少量，焼土・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　炭化粒子・ローム小ブロック微逼

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化物少量，ローム中ブロック微量

4　暗　褐　色　炭化物・ローム粒子中量，ローム′トブロック少量

5　暗　褐　色　焼土・炭化・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。煙道部は耕作により撹乱を受けている。天井部は

崩落しており，両袖部が残存している。規模は，煙道部から焚き口部まで128cm，両袖最大幅140cm，壁外への

掘り込みは21cmである。袖の内壁と焚き口部は，火熱を受けて赤変硬化している。火床部は，床面を2cmほど

掘りくぼめており，火熱を受けわずかに赤変している。煙道部は緩やかに立ち上がる。

】

主音も・／：
一一一一一一／

第78図　第127D号住居跡出土遺物実測図

－106－

埴土層解説
1　暗　褐　色　焼土・炭化粒子・

ローム小ブロック・
ローム粒子微量

2　暗　褐　色　焼土・炭化粒子・
ローム小ブロック・
ローム・粘土粒子微
量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼
土大・小ブロック・
焼土・炭化粒子・
ローム小ブロック・

粘土粒子微量
4　褐　　　色　焼土粒子少量，焼土

中・小ブロック・炭
化・ローム粒子微量

覆土　6層からなり，ローム中・

小ブロックを含み，不自然な堆

積を示していることから人為堆

積と考えられる。



土層解説

1暗　褐　色　ロー月日∴小結　ローム中・小ゾロ、ソク少星　焼上・損じ粒用土量

2　黒　褐　色　焼上∵炭化粒J’・・ローム中プロ、ソク・ローム粒召尉－；：

3　極暗褐色　ローム粒子中量，廃土e炭化粒子微選

・1褐　　　色　ローム粒J’・多量∴　ローム中・小プロ、ソク少量．尉ヒ物・尉ヒ粒自微量

う　黒　褐　色　尉ヒ粒川一礼焼上粒J’・・尉ヒ物・ローム中・小プロい！ク・ローム粒J’一少結．炭化材微量

6　暗　褐　色　ローム粒子中量普　焼士粒子微量

、言　・・・－．′‘；′、ノ隅′　■、∴′　′′十一、、三∴・、十′　こ、・′∴′　∴　ノさ∴　　′　今∴ノ、・・てここ　い；ノ　、

ている。覆土上層では　第開園　の土師器杯が中央部北寄りから正位で，3の土師器杯が中央部から出土して

いる。覆土下層ではタ　の土師器棒が竃西磯部付近から出土している。　の土師器登は　中央部薬害　の覆土

上層と南東コーナー部の覆土下層と貯蔵穴の覆土下層から出土した破片が接合している。

所農　本跡の時期は　遺構の形態及び出土遺物から　健紀中葉と考えられる。

第温27り号住居跡出土遺物観察養
図版番可 器 種　 調 雁 行n） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 徴 ！胎土 e色調 の焼 成

備　　 考

第 78図　　 杯　　 A 1 2。0 目線 部一部欠接。 丸底。体部 は内 目線 部内 ・外面構ナ デ∵休 部外 面　 雲母 P 23 3　　　 95％
ヱ　　 土 師 器　 B　　 も 6 攣 して立ち上が りタ　ロ縁 部はわず ヘ ラ削 り後，ナデ，内面へ ラ磨 き＋　 黒褐色 将士 申　 P l。＝？

かに内儀 する。 内 ・外 面黒色処理∴　　　　　　　 普 通

琢　　 A　 は2。0］ 底部か ら日録 部片。丸底。体 部 は 目線部 内 ・外 面横 ナデ＿　休部 外面　 長石 ・雲母 ・ス コ P 2 35　　　 3 5％
士 帥　 器　 8　　 寸言 緩やか に内攣 しタ　ロ縁部 との境に ヘ ラ削 り， 内面 ナデ。　　　　　　 リア 覆土 中

2 稜 を持つ。 日録 部は外傾 しタ　端部 明赤褐色

ぼ上方 にわず かにつ まみ上 げち れ

ている。

普通

塚　　 A　 は5。3］

3　 土 師 器　 B （摘

底 部か ら打線部片。 丸底。体部 は

内攣 して立ち上が り，目線部 は直

立す る。

‖緑 部内 ・外面植 ナデ∴休 部外面　 長有 ・圭母 ・スコ ㌘2 34　　　 25％
ヘ ラ削 上　 内面へ ラ磨 き∴ 内 ・外 リア 将士 車

面黒色 処理 ＋　　　　　　　　　　 黒 色

普 通

婆　　 A　 は5。8］

4　　 土 師 器　 B　 l＆ 4

底部か ら打線 部片。平底。体 部は

内攣 して立 ち上 が り， 目線部 は外

＝緑部内 ・外面櫨 ナデ＋体部 内 ・ 有 英 ・雲母

外 面へ ラ削 り後， ナデ。底部へ ラ　 明赤褐色

㌘23 7　　　 4 0％

将士車 ・貯 蔵穴
C ［6。6］ 圧する。 削 ；「　　　　　　　　　　　　　 普通 内　　　 P L lは

’ノー′　　　ニ　ー　′∴　‥・工′′′：

位置　調査区の西部，FlbO区ご

重複関係　当初夕　且軒の住屠跡として調査したが撃　後か所の主柱穴のすぐ外側にもそれぞれ枝先が掘られてい

ることからタ外側の柱穴のものを第12Å号住居跡　内側の桂穴の　のを第はB号住居跡とした。両住居跡の

対応する主柱穴の位置は　ほぼ住居跡の対角線上に器～組mLか離れていないこと　第はB号住居跡の竃の

痕跡　踏み固められた床面などが検出されないことから　第はA号住居跡は　第はB号住居跡の建て替えの

可能性がある。

′′∴’　∵・′／′　ノ∴′′　‥っ1、、よ　、一日、，　′ノ．1′′　ごノノノ・言、AJ　ノ；ヽ．∴　　′ソ∴言　一、′・′ニ．

ば不明であるが　第はB号住居跡の主柱穴が第はÅ号住居跡の主柱穴よ　内側に位置していることから　少

し小規槙であった可能性があるこ．

童軸方向　第はA号住居跡は　N一　〇である。第はB号住居跡の主軸方向は厳密には不明であるが，主柱

穴の位置から第はA号住居跡とほぼ同じである可能性がある。

璧　第128A号住居跡の壁高は20～35cmでタ外傾して立ち上がる。第128B号住居跡の壁高は芦確認されていな

い。

！′二′）、、′∴　言一′王　′．、・　ノ∴′〈′7ハ・リ言　∴　　∴　ノ′′．′∴、′‥－．一石ノノ′′・ふ　ニ、，′ノ　ー　し′、

の床面下部から検出されなかったことから　第はA号住居跡とほぼ同じ高さの可能性がある。

一一1－－107－－、、、
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第79図　第128A・128B号住居跡実測図
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－、ノ　　　　　　′　′　　　　　′　　　　　　　　’　　　　　　　′　・．　　　　　　′、′

、・、′’’　　、　　－．、′　　　　　　　　．、′，、　　　　　′．　　　　　　　　　′・．∴．．

′ご・′　　′　　ノ　　　・・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　、ノ

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　ノ　　ー　ー　ノ　　　　　′

ら主柱穴と考えられる、、

・・′　ノヽ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　　　　　　′ノ　　　　　　　　　　　　　　′

ノ　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　ノ・．　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ．　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　ノ　　　′　　　　　　ノ　　　′　　　′　　′　　　ノ　　　　　　　ヽ

′　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　、　　　　　　　　　　ノ　　　、′′　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　′・

・′　　　　　　　　　　　　　　　′ノ　　　′　　　　′　　　　　′′　　′一　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　l

′　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　′　J　　　　　　　　　　′J　　　′　′　l

竃土層解説

ユ　暗　赤　褐　色　粘土粒子中量夕　焼士粒子少量　炭化粒子微量

2　賠　赤　褐　色　焼量二の粘土粒子中鼠　廃土小ブロック∵炭化粒子薇選

3　暗　赤　褐　色　焼孝二小ブロック∵賂化汗粘土種子少量

－1工ぷい有田色　焼ロイイ中量つ1日二位j’・少量　焼巨十ノ’、LJリン・損じ打つ∴U一一∴小ゾl＿「′ン・しト∴つ’！色粒「微量

・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　′　　　　　　　ノ、　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　－　′′　′、　　　、　　　　’∴　　　　　　　　　　′　　　　′　　　　′

土層解説

1褐　　　色　しトーノ＼粒J『一品　rJ－∴小ゾし「′ケ少；－；∴　焼上・炭化粒J’・微量

2　褐　　　色　焼上・炭化・ローム粒j’・′拓i∴　ローム小ブし「ノウ微量

3　暗　褐　色　焼土粒子の炭化相の炭化粒子のローム小ブロックもローム粒子少量

l　陽　　　色　LJ－ム粒「多量＼U一．1∴小ゾLJ㌧・ク少量．規上・損じ粒j′－・しトーム中ゾIJ、ソ川樟

・・　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・　、　′・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

！′．　　　　　ノ　　、′　　　　　　　　　　　′√　　　　　　　　′　　′　　′′　　　　　　　　ノ

′　、・′　　　　．′　　　　′　　ノ　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′・・　ノ　　　ノ　　　ノ　　　ー‥／　　　　′

′　′　・＝′′　一　　′ノ　′　′　　ノ　　・　′　　一　　　　　．　∴　・′　　　　．ノ、　′・り　′

と中央部南側の覆土下層から出土した破片が接合している。床面ではタ　の須恵器蓋が北東コーナー部から正

′　　　　′　　；・　　・　‘　　　′　、、′′　　‥　ハ　′V　′′′　　　　′　　　′．　　ノ′　　㍉　　ノ　・′・

・′　ノ　　′′′′ノノー、・ノ∴／、／′　　　一＼　′．・　′　ハ三．∴／′‘り了′、’′、　′．、　・　、．、－．．′′，一　二′　、．．

＿・′・∴1／ノ、1　　・ツ　　　ーク′：′ノ　　　　、・、ノ．

べ　′　　・ウ　　　ノ　　　－　　′′　　′．－′’、′　　　　　′　・・′　　′・　　′′′　′：．　　　∴　　　′　．　′．／

一イハ　ノ　′′．∴　′・′　・・∵　・ハ　　　′！．三　言‾ノ、　－　「′　ノ　1主′　′：　′　′．．．′、

一′′ノ′ノ、：′・・ノ　∴　ノ、′了　　′　′　　′、、．、′　ノ′・、、　′ニ　′／ノ　ノ　・　′　㌧′　ノ、′・　　一′　　　7　∴

第温28A号住居跡出土遺物観察表
図版番可 器 種 計測値 （cn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第80図　　　 時 A ［1 1。5］ 底 部か ら目線部片 。丸底。体部 は 打線 部内 を外面横 ナデ。体部外面 艮有 ・雲母 ・フこコ ㌘23 8　　　 30％
ユ　　 土 師 器 B　 「乱射 内攣 して立 ち上が りタ　ロ縁部 は短 ヘ ラ削 上　 内面 ナデつ 刃 ・外面黒 リア 覆土中

く直立する。 色処理 。 灰黄褐色

普通

林 A ［15．6」 体部 か ら目線 部片。体部 は内攣気 目線部 内 ・外面横ナデ∵休部 外面 雲母 ・ス コリア P 2 39　　　 5 ％
2　　 土 師 器 B （4．1） 味 に立 ち上 が り，口縁部 はわずか

に外反す る。

ヘ ラ削 り，内面ナデ。 浅黄橙 色

普通

覆土 中

1（〕リ
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第80図　第128A号住居跡出土遺物実測図

④㊥

8　　　　　　　9　　　　　IO

6－11・13
5cm

l　　　；　　i

図版番号器　種計測値（Ⅷ） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第80図甑A［27．8］底部から口緑部片。無底式。休部口線部内・外面横ナデ。体部外面石英・雲母・スコP240　　　50％

3 土師器B　32．0

C　ll．0

は緩やかに内攣し，口緑部は外反

する。

ヘラ磨き，内面へラナデ。 リア

にぷい褐色

普通

覆土中　PL112

4

蓋 A［15．5］つまみ部から口緑部片。つまみは口緑部，天井部内・外面ロクロナ長石・石英・雲母P241　　85％

須恵器B　　2．4

F　　3．0

G　　O，7

扁平なボタン状で，天井部は低く

丸い。口緑部内側に嬉いかえりが

付く。

デ。天井部上位回転へラ削り。灰色

良好

床面　　PL112

図版番号器　　　種
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm）径（cm）孔径（cm）重量（g）

6 土　　　　玉 3．2 3．7 0．6 （28．5）覆　土　中DP41　　95％　　PL167

7 土　　　　　玉 2．6 2．9 0．8 （20．6）床　　　　面DP42　　　95％　　PL167

8 土　　　　玉 2．2 2．6 0．7 （11．7）床　　　　面DP43　　　95％　　PL167

9 土　　　　　玉 2．3 2．7 0．8 12．3覆　土　中DP44　　100％　　PL167

10 土　　　　　玉 1．9 2．1 0．7 8．0覆　土　中DP45　　100％　　PL167

－110



図版鹿日 器　 穫　　 計　　 測　　 値　　 上　 古

田首　　　 長拍 可 接 触 乱射 cm） 重量届　 出土地…　　　 備　　　　　 考

H　 十管 状 土 料「 義 元 i 403 （1。4） （20攣 斗 学　 士・ 可 義 蒜 「 蒜 「 義 気

賄番号 器　 穫 長さ。議 。m）；厚さ。m警 重畳施） 石　 質 出土地点　 備　　 考

12　姓 ＿ 曇 王 立 汀 「 霹 「 芯 1釦中 砂　　 岩 覆　土　可 Q路　 用％　 軋撒

図版番号　 器　　　 種
長軸 幅 。n 測厚さ。議 量玩） 出土地点　　 備　　　 考

13　序 明鉄製品 （3。0） 0ぬバ　 85 （2ぁ6月 覆　 土　 中座 二 二 二：二

窮臓考健贋静　第酎固）

健置　調査区の西部　Fm　区。

、ミニ・′　　　一　、・　′　　言　、　′・ノ　工．．′：、

主軸方向　N－1才’－W

．・．・　‘′（′　　∴′．、・ノ　′・′．

、　′　－　　　′＼∴‘、ノ′、Jノ　ノ　、、′′　　　　′‾　∴　一∴　′　′・・し、／、　　　　、・ノ、．ノ

′　　　‥　　　　　一一：　、　　ノ　；J′′－　　　′′；′　′　′′　・ニ　′・′・　‥　一　′ノ二．　′

′　－　ノ　′　一　　′　　∴　′　′　　　∵′　′、′′ノ　′ノ　′、　′、　′′．ら　′．′．′　′，′∴　　∫　′

トと考えられる、、

畿　北壁中央部に　砂混じ　の褐色粘土で構築されている○煙道部と磯部は　耕作によ　撹乱を受け残存して

ニ：了は∵′ゝ′ノ′、　ノ　・；′　．・一、′ノ′ノ、ノ　∴、一　　一′7′、・′ノソ、㌧・了、・　十（ニ　ー1′′ノ、、　　　′

ソ、・′、ソニー；∴ノ、′′　′＼　′ノ∴　了・・′′　・ノ′　′　　、′′　圭、′　′　　　．．、．′　＿　ノ、・′　′、

ぼめてお娠　火熱を受けわずかに赤愛している。煙道部は外傾して立ち上がる。
竃土層解説

1褐　　　色　焼上・ローム粒J’・少量言封じ物・ローム小プロ・ソク微量
2　暗赤褐色
3　暗赤褐色

・1暗赤褐色
5　暗　褐　色
6　暗赤褐色
7　暗　褐　色

焼上・ローム粒川一量、焼上・ローム小プロ、ソク少品　炭化粒J’一微鼠

焼抽白∵縮呈∴　焼「トプロ・、′クl帖∴　焼いいブロック・ローム小プロ、ソク少量
焼十・ローム粒JT・少量

焼上・ローム・粘目白’・少軋　炭化物微量

焼日章了一中量．ローム粒J’・少量

ローム粒j′・少結　焼上・炭化粒自微量

′　　　′　∴　　一　′　　、／ノ　′、′′、’′：一、ノー　・ノ　　　′　‾、　′、

土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

：う　褐　　　色

Ll　明　褐　色

5　褐　　　色

（う　褐　　　色

ア　褐　　　色

ローム粒J’－多量・ローム小プロ、ソク中量．．ローム大・申プロ、ソク少量．焼巨尉ヒ粒J′一微量

ローム粒J’・多結　ローム申・小プロ、ソク中量、焼トトプロ、ソク・焼日章r微量

ローム粒J∵針量，ローム申・小プロ、二ノク少量，炭化・白色粒召敬量

ローム大プロ、ソク・ローム粒j’小品焼上・炭化粒J’－・ローム中・小ブロック少結焼上申プロ、ソク微量

ローム夫・中・小プロ、ソク・ローム粒J二・多軋　焼上・炭化粒J∴微量

ローム小プロ、ソク・ローム粒子多量、ローム大プロ、ソク中量．白色粒日放量

ローム粒川一量．焼廿「「・ローム小プロ、ソク・粘回「プロ・ソク少蔓

、、三一一▼ノ　′！・′′－′　′．．つ日　朝、ト∴′∴′　　′一、／、′　′．・′′　′、ニ　′・、　′∴・、　、、ノ‥′．

が出土している。第82図1の土師器棒が北壁付近タ　の土師器棒が中央部北寄勘　の土師器嚢が中央部南東

∵十ノ）㍉∵一∫‘．ノ’∴十、′　　∴　、ノ　′l S　　∴　∴　　ン、′′こノ‘ノ、．、′′　　　′、、．

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から7世紀前葉と考えられる。

一一…一1－1111－1－Fl一一一1、
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第82図　第129号住居跡出土遺物実測図

第129号住居跡出土遺物観察表

。ノ′胤
－」

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第82図 坪 A［11．8］底部から口縁部片。平底。体部は口縁部内・外面横ナデ。休部外面石英・スコリア P242　　　45％
1 土師器B　　4．3 内攣して立ち上がり，目線部とのヘラ削り，内面へラ磨き。内・外黒褐色 床面　　PL113

境に稜を持つ。目線部はわずかに

内傾する。

面黒色処理。 普通

2

杯 A［13．9］休部から口緑部片。体部は媛やか口緑部内・外面横ナデ。休部外面長石・スコリア P243　　10％
土師器B（4．1）に内攣して立ち上がり，口綾部はヘラ削り，内面へラ磨き。内・外黒褐色 床面

短く直立する。 面黒色処理。 普通

3

聾 B（13．4）底部から目線部片。平底。休部は体部外面へラ削り，内面ナデ。底長石・石英・スコP244　　10％
．rI二師器C［11．0］外傾して立ち上がる。 部へラ削り。 リア

明赤褐色

普通

床面

図版番号器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　 考
長さ（Ⅷ）幅（Ⅷ）厚さⅧ）重意（g）

4 不明鉄製品 （7．4） 0．6 0．7 （12．8）奄　　　　 内M29

第130号住居跡（第83図）

位置　調査区の西部，E2j4区。

規模と平面形　長軸3．77m，短軸3．34mの長方形である。

主軸方向　N－90－W

壁　壁高は15～25cmで，緩やかに立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅18～25cm，下幅5～8cm，深さ4～6cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部はよく踏み固められている。耕作による撹乱が，東西に縞状に入っている。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部も一部撹乱を受け

ている。規模は，煙道部から焚き口部まで76cm，両袖最大幅98cm，壁外への掘り込みは16cmである。袖の内壁

は，火熱を受けてわずかに赤変している。火床部は，火熱を受けて赤変している。煙道部は緩やかに立ち上が

る。

一一113－－－・



第83図　第130号住居跡実測図

虹

寵土層解説

1　暗　褐　色　焼土・炭化・ローム粒子微量

2　黒　褐　色　焼土・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子微量

3　暗赤褐色　焼土・粘土粒子少量，ローム粒子微量

覆土　2層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

1褐　　色　ローム・白色粒子中呈，ローム小ブロック少量，焼土中・小ブロック・焼士・炭化粒子・ローム中ブロック微量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム・白色粒子中量，焼土粒子・ローム中ブロック微量

遺物　土師器片545点（杯片100点，璽片445点），須恵器片44点（杯片35点，嚢片9点），石製品1点，鉄製品

1点，鋼製品1点，鉄津6・8g，合鉄棒14・4gが出土している。覆土下層では，第84図1の土師器杯が竃東袖部

付近から出土している。2の土師器杯は中央部，4の須恵器杯は中央部東側の床面から出土している。その他，

覆土中から3の須恵器杯，5の石製紡錘車，6の鎌，7の不明鋼製品が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から9世紀後葉と考えられる。

第130号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 8 4図 杯 A ［1 6．4］ 休 部か ら口緑 部片。体部 は外傾 し 口緑部 ，休 部外面 ロクロナデ，内 石英 ・雲母 ・ス コ P 2 4 5　　 1 5％

1 土 師 器 B　　 4．4

C ［9．0］

て立 ち上が り，口綾部に至 る。 面へ ラ磨 き。体部下端 回転 へ ラ削

り。 内面黒 色処理。

リア

橙 色

普通

覆土中

－114－



0　　　　　　　　　　　10cm

L i　　　」

第84回　第130号住居跡出土遺物実測図

＼
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′
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5cm

6・7　　　」　＿i l

図版番号器　種計測値（Ⅶ）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第84図杯A［13．8］底部からロ縁部片。平底。体部は口緑部，休部外面ロクロナデ，内石英・雲母・スコP246　　　20％
2土師器B　　4．3内攣気味に立ち上がり，口縁部は面へラ磨き。体部下端回転へラ削リア床面
C［7．1］わずかに外反する。り。底部回転へラ削り。内面黒色

処理。

にぷい橙色

普通

3

杯A［13．0］休部から口縁部片。体部から口緑口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英・雲母P247　　　5％
須恵器B（4．4）部にかけて，外傾して立ち上がる。体部下端手持ちへラ削り。灰白色

良好

覆土中

4

杯B（2．2）底部から休部片。平底。体部はわ体部内・外面ロクロナデ。体部下石英P391　　5％
須恵器C［6．6］ずかな丸みをもち，外方に立ち上端手持ちへラ削り。底部回転へラ灰黄色床面
がる。器壁は厚い。切り。底部へラ記号。良好

図版番号器　　　種
計　　　測　　　値

石　　　質出土地点備　　　　　　　　考
径（Ⅷ）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

5紡　錘　車3．41．40．728．9滑　　　　石覆　土　中Q18刻書「上」　100％　　PL176

図版番号器　　　種
計　　　　　測　　　　　値

出土地点備　　　　　　　　　　　考
長さ（CⅡ】）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

6鎌（8．5）2．60．3（19．9）覆　土　中M30　　PL177

図版番号器　　　種
計　　　　　測　　　　　値

出土地点備　　　　　　　　　　　考
径（Ⅷ）厚さ（Ⅷ）孔径（Ⅷ）重畳（g）

7不明銅製品2．20，30．2（1．1）覆　土　中M31　　PL179

第131号住居跡（第85図）

位置　調査区の中央部，F2a6区。

規模と平面形　長軸3．25m，短軸3．08mの方形である。

主軸方向　N－120－W

壁　壁高は27～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北壁下の西側半分を除いて巡っている。上幅13～23cm，下幅3～8cm，深さ6～7cmで，断面形はU字

状である。
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床　平坦で，竃から出入り口施設にかけて，よく踏み固められている。

ピット　Plは径24cmの円形，深さ34cmである。位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。煙道部・袖部・火床部は，耕作により一部撹乱を

受けている。天井部は崩落している。規模は，煙道部から焚き口部まで111cm，両袖最大幅142cm，壁外への掘

り込みは51cmである。火床部は，床面を7cmほど掘りくぼめている。火床部から煙道部まで，よく火熱を受け

て赤変硬化している。煙道部は外傾して階段状に立ち上がる。

寵土層解説

1にぷい赤褐色　粘土粒子中農，焼土・ローム粒子少逼，焼H、ブロック・炭化粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子中鼠　炭化・ローム粒子微量

3　灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土・炭化粒子少量，炭化物微量

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化物・ローム大・中ブロック微量
2　褐　　色　ローム粒子中鼠焼土・炭化粒子・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
3　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム大ブロック微量
4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子中鼠粘土中ブロック少量，焼七大ブロック・炭化物・ローム

中ブロック微量

遺物　土師器片285点（杯片50点，嚢片235点），須恵器片55点（杯片23点，蓋片1点，襲片31点），鉄製品4点

が出土している。覆土上層では，第86図3の須恵器杯が南西コーナー部から正位で，5の釘が西壁付近から出

土している。覆土下層では，2の土師器杯が北西コーナー部付近から出土している。1の土師器杯は，中央部

第85図　第131号住居跡実測図
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西側の覆土下層と中央部東側の覆土上層から出土した破片が接合している。床面では，6の鉄鉄茎が西壁付近

から出土している。その他，覆土中から4の刀子，7の不明鉄製品が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から9世紀中葉と考えられる。

0　　　　　　10cm

2　　L＿＿＿＿一二」＿二二二二」

第86図　第131号住居跡出土遺物実測図

第131号住居跡出土遺物観察表

◎
I　4

覇

∴∴

17

1

、iiI－I、

岡 版 番 号 器 　 種 計 測 値 （ c m ） 器 　 形 　 の 　 特 　 徴 手 　 法 　 の 　 特 　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備 　 　 考

第 8 6 回 杯 A ［ 1 3 ． 3 ］ 底 部 か ら ∪ 縁 部 片 。 平 底 。 体 部 は 口 緑 部 ， 体 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ ， 内 長 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 ・ P 2 4 8 　 　 　 4 0 ％
1 土 師 器 B 　 　 4 ． 8 内 攣 気 味 に 立 ち 上 が り ， 口 縁 部 に 面 へ ラ 磨 き 。 休 部 下 端 手 持 ち へ ラ ス コ リ ア 覆 土 中 　 P L 1 1 3

C 　 　 6 ． 2 至 る 。 削 り 。 底 部 二 方 向 の ヘ ラ 削 り 。 底

部 へ ラ 記 号 。 内 面 黒 色 処 理 。

に ぷ い 黄 橙 色

普 通

．‾‾二 次 焼 成

2

杯 A ［ 1 2 ． 2 ］ 底 部 か ら 口 緑 部 片 。 平 底 。 体 部 は 口 緑 部 ， 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 石 英 ・ 雲 母 P 2 4 9 　 　 　 3 5 ％
土 師 器 B 　 　 3 ． 2 内 攣 し て 立 ち 上 が り ， 口 縁 部 は わ 休 部 下 端 回 転 へ ラ 削 り 。 底 部 回 転 赤 褐 色 覆 土 【1 1

C 　 　 7 ． 4 ず か に 外 反 す る 。 へ ラ 削 り 。 普 通 二 次 焼 成

3

珂 こ B （ 3 ． 7 ） 底 部 か ら 体 都 片 。 平 底 。 休 部 は 外 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 体 部 下 長 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 P 2 5 0 　 　 　 3 5 ％
須 恵 器 C ［ 6 ． 9 ］ 傾 し て 立 ち と が る 。 端 手 持 ち へ ラ 削 り 。 底 部 回 転 へ ラ 灰 黄 色 覆 土 中

切 り 。 へ ラ 記 号 。 普 通 二 次 焼 成

図 版 番 号 器 　 　 　 種
計 　 　 　 　 　 測 　 　 　 　 　 値

出 土 地 点 備 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 考
長 さ （ c m ） 幅 （ Ⅷ ） 厚 さ c m ） 重 量 （ g ）

4 刀 　 　 　 　 子 （ 2 ． 9 ） 1 ． 6 0 ． 2 （ 3 ． 7 ） 覆 　 土 　 中 M 3 2 　 　 P L 1 7 8

5 釘 （ 4 ． 4 ） 0 ． 4 0 ． 5 （ 2 ． 9 ） 覆 　 土 　 中 M 3 4 　 　 P L 1 7 9

6 鉄 　 赦 　 茎 （ 6 ． 5 ） 0 ． 8 0 ， 4 （ 6 ． 7 ） 床 　 　 　 　 面 M 3 3 　 　 P L 1 7 8

7 不 明 鉄 製 品 （ 6 ． 0 ） 2 ． 2 0 ． 2 （ 1 3 ． 4 ） 覆 　 土 　 中 M 6 7 　 　 P L 1 7 7

第132A号住居跡（第87・88図）

位置　調査区の中央部，E2jO区。

重複関係　本跡が，第132B号住居跡の南部を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸6．00m，短軸5．62mの方形である。

主軸方向　N－140－E
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第87図　第132A号住居跡実測図
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第鍼図　第臓　風号住居跡実測図婚）

0　　　　　　　　　　　　　1m

∴＿、＿＿　＿、．．＿…＿．＿＿‥二

壁　壁高は74～HOcmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅21～38cm，下幅5～17cm，深さ7～18cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット16か所（Pl～P16）。PトP4は，長径60～90cm，短径51～84cmの楕円形，深さ70～84cmである。

規模と配列から主柱穴と考えられる。P5は長径101cm，短径57cmの楕円形，深さ52cmである。位置から出入

り口施設に伴うピットと考えられる。P6は径［55］cmの円私深さ95cmである。位置から，P2の補助柱穴

と考えられる。P7～P16は，長径22～50cm，短径19～4鹿mの楕円私深さ34～46cmで，位置から補助柱穴と

考えられる。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚き口部まで205cm，両袖最大幅158cm，壁外への掘り込みは106cmである。火床部は，火

熱を受けて赤変している。煙道部は，火床部から緩やかに立ち上がり，上面で平坦部をもち，さらに外傾して

立ち上がる。

竃土層解説

1　褐　　　色　焼土・炭化・ローム・粘土粒子少量
2　灰　褐　色

3　灰　褐　色

4　灰　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗赤褐色
7　暗赤褐色

粘土粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子微量
ローム小ブロック・ローム・粘土粒子少量，焼土・炭化粒子微量
粘土粒子多量，焼土粒子微量
焼土粒子多量，粘土粒子少量，焼土中ブロック微量
焼土・炭化・ローム粒子少量，粘土粒子微量
焼土粒子多量，ローム・粘土粒子中量，炭化粒子微量
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覆豊　は層からなり9　レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説
1　褐

2　褐

3　暗

褐
暗
暗
褐
暗
暗
に、

盲
ノ

4

　

5

　

6

7

8

9

㍍

色

色
色
　
色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
㍊

ローム粒㌢多量，ローム中ブロック中鼠廃しつ浄化粒子・ローム中ブロック少量，焼土中・小ブロック・炭化物のロー
ム大ブロック微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土・炭化粒子少量，焼土中ブロックの炭化物。ローム中ブロック微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・焼士粒子・炭化粒子めローム中ブロック少量，焼士太e中
ブロックe炭化物をローム太ブロック・粘土中ブロック微量
ローム粒子中量，焼土中・小ブロック0焼土・炭化粒子・ローム中0小ブロック少量，炭化物・粘土小ブロック微巌
ローム粒子中量，焼土もローム小ブロック少量，炭化物・粘土小ブロック微量
ローム粒子多量，焼土elブーム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼L太十中ブロック・・ローム中ブロック微量
ローム太・中ト㌧小ブロック　のローム粒子多量，焼土0炭化粒子微量
ローム粒子中量，焼土太ブロック・焼土粒子・ローム中も小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量，廃土ゆ炭化粒子やロームも粘土小ブロック少量，焼土中ブロック・炭化物微量
粘土粒子多量，ローム粒子も粘土中ブロック中最，焼土中ブロックの焼土の炭化粒子・ローム小ブロックe粘土太プロツ
ク少量，炭化物微量

11褐　　　　色　ローム小ブロックもローム粒子中量，焼圭二・炭化粒子・ローム中ブロックや粘土中・小ブロック少量，焼土中ブロックも
炭化物微量

遺物　土師器片554点（琢片墟点　高塚片　点　嚢片狙点），須恵器片379点（杯片166点ヲ　盤片4点　差片購

点夕　椀片21息　聾片142点）タ　諒製品』軋　鉄製品1息　縄文土器片1点，鉄浮40・4g，含鉄浮58・0が出土して

いる。覆土上層では，第89図7の須恵器蓋が西壁際から出土している。覆土中層では，1の須恵器埠が南壁際

から，8の石製紡錘車が東壁際からタ　9の釘が竃東袖部付近から出土している。覆土下層では9　2の須恵器杯

が中央部南西側から9　4の須恵器棒がP3付近から，5の須恵器塚が東壁付近から斜位で出土している。床面

では9　6の須恵器高台付盤が西壁際から出土している。竃内からは，3の須恵器杯が覆土下層から出土してい

る、、

所農　本跡の時期は芦　遺構の形態及び出土遺物から9世紀前葉と考えられる。

妻

一　　　　　　二‾二二

第掴図　第臓　風考健贋跡出藍遺物実測図

第132A号住居跡出土遺物観察表

10cm

∴　＿．∴＿‥　　．＿＿：

0　　　　　　　　3cm

』三二＝∃

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士・色調・焼成 備　　 考

第89図 杯 A ［14．0］底部から日縁部片。平底。体部は 日縁部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英・雲母 P 252　　　 55％

1 須 恵 器 B　　 4．4 外傾して立ち上がり，口縁部に至 体部下端手持ちへラ削り。底部回 浅黄色 覆土中　 PI．113

C　　 7．0 る。 転へラ切り後，二方向のヘラ削り。普通 二次焼成

2

土不 A　 12．9 体部から口縁部F一一一・…一一部欠損。平底。 口縁部，体部内・外面ロクロナデ。長石・石英・雲母 P 253　　　 80％

須 恵 器 B　　 4．3 体部は外傾して立ち上がり，日縁 体部下端手持ちへラ削り。底部〃一一一一一′一黄灰色 覆土中　 PL113

C　　 5．7 部に至る。 方向のへラ削り。 良好
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図版番号 恒 還 種 桓 測縮 m日　 器 形 の 特 徴 i 手 法 の 特 徴　 恒 の攣 欄 痢　 ノ備　 考

第8掴　　 琢　　 A は 湖　 底部から［1線部片。平底〇体部は 圧 磯 部穿体部内 のタ摘 ロタロナデ。 石英 の雲母　　　 P 254　　 25％

3　 須 恵 器　 B　 4e5　 外傾して立ち上が娠 目線部に至　 休部下端手持ちへラ削り。底絡ノー…・ふ　灰白色　　　　 竃内

C ［7減　 る〇　　　　　　　　　　　 方向のヘラ削 りc　　　　　　 良好　　　　　 二次焼成

琢　　 Å ［ほ守‖ 底灘 から打線部片〇平底〇体部は　 持縁部，体部内 のタ摘 ロタロナデ。 長石 の石英 の雲母　 ㌘255　 15％

4　 須 恵 器 ‖B ・摘　 接摘往昔 立ち上が りタ打縁部に至　 体部‾‾離乳手持ちへラ削 り。填溜「一　族黄色　　　　 覆土中

C ［6誹］ る。　　　　　　　　　　　 方向のへラ削り。　　　　　　 良好

高台付捧　 A　 摘め　 打線部一部欠損。高台は長 信 ハ　 持縁部夕体部内 の外面ログロナデ。 長石 e石英 0蜜母　 P 256　　 80％

須 恵 器 鵠 ；溌 芸；豊 警 C牒 部は外傾 し 日 底部纏 へラ削 後潮 路 けC 禁 色　　 覆土中 ㌘監H 3

E　 l．う

高台付盤 「A ：路 O i高嶺溺 からは縁部片。高台は李の　 打線乳 体部内 のダ摘細 タロナデ。 石英 を雲母　　　 P lO　　 75％

6　 須 恵 器 雲 雲：雲 若票漂 畠蒜雷撃完票 差霊　 底部纏 へラ切 後働 細 C 豊 黄色　　 床面　 ㌘監113

E　 l。0　傾する。

董　　 A 抽狛扇「つ軋み部からは縁部片。扁平な擬　 目線部，天井部内のタ涌 ロクロナ　長石さ石英　　　 P 257　　 25％
須 恵器 鵠 ；描 票 簑 窯 鑑 定 漂 　ゞ デ〇繍 部纏 へラ削 。　 豊　　 療土中

G　 l言　 目線部は短く折り返す∵

、、．一Y＿。 。。　 ！　　 計　 測　 債 巨　 質 出土地点

備　　　　　　　　 考写　　 i径 （cm） 厚さ（cn）恒 梱 重畳（g）
8　 極　 姦垂　 可 ＋ 読 Oe4 i oの7 「叡H 粘　 擬　 可 覆　 土　 示

Q 19　　 30％　　 炉も176

噺 巨　 種 長軸 ‘幅 。n）1厚さ講 義証 土地点
備　　　　　　　　　　 考

中 鉄　　 鉱i 0時 聖 」 サバ　 五料 捧 寺 苓 MJT

．　、、　く　′　　　　　∴∴、′1

′ノ．′ノ′　ノ　　　・′　′′
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寵土層解説

1暗　褐　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子・粘土粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中・小ブロック・粘土粒子微量
3　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中・′トブロック・粘土粒子微量
4　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・焼土・粘土粒子少量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
5　褐　　　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム・粘土粒子微量
6　極暗赤褐色　焼土・粘土粒子少量，焼土中・小ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム粒子微量

7　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量，焼土大ヰブロック・炭化物・炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子微量
8　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量，焼土大・中ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子微量

覆土　5層からなり，ローム中・小ブロックやローム粒子を多く含んでいることから人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム′トブロック・ローム粒子少量，焼土・炭化粒子・ローム中ブロック微量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム大・中ブロック微量
3　明　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒子・ローム大ブロック微量

4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土・炭化粒子・ローム中ブロック微量

5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土・炭化粒子微量

遺物　土師器片214点（杯片28点，嚢片186点），須恵器片4点（杯片4点），土製品1点，縄文土器片1点，合

鉄津28・2gが出土している。覆土上層では，第91図7の土製支脚が北西コーナー部付近から出土している。覆

土下層では，1の土師器杯が東壁付近から，2の土師器杯が北東コーナー部から出土している。床面では，5

の土師器杯と6の土師器要が北東コーナー部の壁際から，8の不明鉄製品が中央部から出土している。4の土

師器杯は，Plの覆土上層と北東コーナー部の床面から出土した破片が接合している。その他，覆土中から3

の土師器杯が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から6世紀後葉と考えられる。

第91図　第132B号住居跡出土遺物実測図

07
10cm

l l・l　　　　－」

－123－



第臓B号佳屠跡出土遺物観察義
図柄 可 器 種 恒 幌 可　 器 形　 の　 特　 徴　　　 手 法　 の　 特　 徴　 胎土 を色調 の焼成　 備　 考

獅 渦　　 棒　　 A 14・6　 底部から目線部片C 丸底。休部は　 目線部内 6タ摘 横ナデ。体部外薗　 雲母 eスコリア　 P 251　 55％

1　 土 師 器 「B　 親 日序 麿 して立ち上が 娠 日縁部は直　 へラ削娠 内面へラ磨 。内 の外　 黒褐色　　　　 覆土中　 軋 113

立する。　　　　　　　　　　 商黒色処理だ　　　　　　　　　 普通

琢　　 A　 路　 体部から打線部ル”一一′一部欠損。丸底C　 冒縁部内 を夕摘 桟ナデ。体部外商　 石英 も雲母 のスコ　 P 258　 85％

2　 土 師 器　 B　 複の3 「体部は内攣して立ち上がり詳 磯　 へラ削 りラ内面へラ磨き。内 せ外 リア　　　　　 覆土中　 野監m ＿3

部は敵送する。　　　　　　　 商黒色処理。　　　　　　　　 にぷい褐色　 普通

杯　　 A ［ほ㊦‖ 休部 から汀線部首。体部は緩やか　 打線部内 湖 面横ナデ。体部夕摘　 長石 の雲母　　　 ㌘器　 つ ％

3　　 土 師 器　 B　は 09） に立ち上が娠　 持縁部との境に明 へラ削娠　 内面へラ磨 。内面窯　 にぷい褐色　　　 覆土中
瞭な稜を持つ。紆縁部は内傾する。 色処理＋　　　　　　　　　　　　 普通

杯　　 A　 摘80　 体部から日縁部片〇丸底。体部は　 目線部内 0タ摘 桟ナデ。体部夕摘　 雲母 e スコリア　 ㌘259　　 80％

4　土師器 B 503 禁羞蒜霊孟姜露芸濃 霊；孟宗忘芸豊孟遠面へラ磨。内凋 慧褐色　 警芸慧拍
傾する。

塚＋＋「Å ［膵㌶］ 体部から㌢二磯 部片じ体部は内攣し　 目線部内 のタ摘 横ナデ。体部夕摘　 雲母 8スコリア　 P 260　　 20％

5　 土 師 器　 B （8誹　 で立ち上が 勘 は縁部との境に稜　 へラ削勘 内面へラ磨 。体部外　 にぷい赤褐色　　 床面　 軋 H 3

を持つ。打線部は内傾するC　　 離 旨頭痕○内面異色処軋　　　 普通　　　　　 二次焼成

6

悪 A ［扮凍月 俸部 から打線部片。体部は内暫 し　 打線部内 の夕摘 横ナデ。体部夕摘　 長石 の雲母 のスコ　 ㌘262　　 摘％

士 柚 器 B 齢 射　 て立ち上が娠 目線部は外反する〇　ヘラ削　 後　 ナデ 内面へラナデ。 リア　　　　　 床面

樟色　 普通

晰 器　 種 i長さ毒 。。m）測　 傍 巨 土地点　 備　　 考

7 i支　　 抑　 圧 3）i 50日 （121の7）覆　 土・可 畢都 ‡彿

中 二盈p坦　 Pを・J　　　　　 計　　　 測　　　 値

j一一′－ 備　　　　　　　　　　 考田 プ 毒　　 匝 攣 可 幅 這 丁 前 高 重量 （g ） 出 二た劫打点

8　 序 明 鉄 製 品　 血 中　 ぁ中　 45
（路 の 床　　　　 面 M （待　　 P L 178
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竃土層解説

t　にぷい赤褐色　址上・枯‖：白’中量．炭化粒J’・・ローム小プロ、ソク・ロー．－ム粒J’・少量．炭化物微量

コ　にぷい赤褐色　焼上・粘l斗白′一中量，炭化・ローム粒J’l微量

3　赤　褐　色　焼士粒子多量，粘土粒子少量

Ll　暗　褐　色　炭化物・炭化粒J’・中量，焼日こ白’－・ローム小プロ、ソク・ローム粒J’一少量

5　暗　赤　褐　色　焼‖肯f中量．焼巨巨・小ブロック少軋　炭化物・炭化・ローム・粘上粒召鋸il：

（ミ　暗　赤　褐　色　焼巨位了一少結　焼巨」、ブロック・炭化物・炭化粒J’‥ローム申・小ブロック・ローム・粘目白’一微量

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積であるご

土層解説

1　暗　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量．焼「小プロ、ソク・焼十粒lj’・・炭化物・炭化粒召鋸I‾‡：

？　暗　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J′－少量．焼目白’一・歳化物・炭化粒J’・微量

：j　褐　　　色　焼巨トプロ、ソク・焼I斗白∵・炭化廿・炭化物・炭化粒J’・・ローム小プロ、ソク・ローム粒召鋸ll：

・1　赤　褐　色　焼巨トプロ、ソク・焼日工l白’1中量．ローム小プロ、ソク少結　炭化物・炭化・ローム粒日放量

5　黒　褐　色　炭化物・炭化粒戸出1∴　焼吊Jつ’・・ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・少結　焼上申・小プロ・ソク・炭化材・ローム申プロ、ソク微量

（う　明赤褐色　焼巨トプロ・ソク・焼士粒J’・申軋　炭化粒j’・・ローム申・小プロ、ソク・ローム粒自壊量

遺物　土師器描膏00点（杯片18点．椀片2点，慧片480点上　須恵器片1．3点（杯片5点，悪片8点、）∴土製品1点，

鉄製品1点。弥生上器片8点が出上している。第93・94・95図覆土上層では，29の不明鉄製品が東壁付近から

手鉦」・二しているご　覆土下層では，6の土師器嚢が中央部から，3，4の土師器杯が中央部から，19の須恵器杯が

中央部北西寄りから，8の十師器悪，9の日抽器甑が竃前から，26の須恵器蓋が中央部南側から出士している。

二主　よ一一1が正位で∴H）が斜位で．8，9が横位で，2（うが逆位で出上しているご　床面では言化東コーナー部付近で，

下から順に1の土師器杯，15，22の須恵器杯が正位で重なり合った状態で出土しているご　また，20の須恵器杯

が北東コーナー部付近から，16の須恵器杯が中央部南側から，18の須恵器杯が巨央部南寄りから，2，21、の須

恵器杯が電束袖部付近から．20の須恵器杯が東壁付近から，23の須恵器蓋が中央部東側から，25の須恵器蓋が

北壁際から∴用の周軒器聾が中央部から．30の刀子が東壁付近から出土しているご17，18∴犯　21∴？封お口、車

で．16は逆位で出上している。、．電内では．5の土師器杯が竃束袖部内から，1＿1の土師器藍，2‘二1－の須恵器蓋が覆

巨車から出上している、、．5は．電袖部の補強材として使用されたと考えられる、、5，11＿は＿l日立で．2∠二1は逆位で

J廿上している。つ3の士師器霊は，中央部と南壁付近の覆土下層の破片と北東コーナー部付近の破片が接合して

いる。、12の上師器悪は∴南側とr巨央部の覆上下層の破片と北壁付近の覆日二層の破片が接合している。、7のI二

師器悪は∴南壁際の床面の破片と覆上上層の破片が接合している∴Hの土師器甑は，中央部南側の覆士日商の

破片と覆土日田の破片が接合しているJ　その他，覆土中から28の上玉が出土しているJ27は須恵器霊の体部片

で．外面に同心円当て具痕が施きれている、、

所見　本跡は，覆I二下層に焼土塊や炭化材が多くみられ，床面が火熱を受け赤変していることから．焼・失家屋

と思われるこ　時期は，遺構の形態及び出土遺物から7世紀後葉と考えられるご

第臓号住居跡出土遺物観察養

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第93回 林 A　 1 5．3 丸底。体部 は外傾 し，打線部 に至 ＝縁 部，体部内 ・外面 横ナデ∴体 長石 ・石 英 ・雲母 P 2（H　　 10 0％

1 士 師 器 B　　 説4 る。 部 内面へ ラ磨 き。底部 へラ削 り。 にぷ い橙 色 床 面　　 P L H u

両 ・外 面黒色処理㍉ 普通 二次焼成

林 A　 12．9 体 部か ら目線部一 部欠損。丸底。 目線部 内 ・外面横ナ デ∵休 部外 面 雲母 ・スコ リア P 27 0　　　 80％

2 土 師 器 B　　 4。8 体 部は内攣 して立 ち上が り， 目線 ヘ ラ削 り，内面へ ラ磨 き∴　内 ・外 黒色 床 面　　 PL l13

部 はわずか に外反す る。 面黒色 処理 ∵ 普通

3

林 A　 12．5 底 部か ら目線部片。 丸底 。体部 は 目線部 内 ・外 面楯ナデ∴休 部外 面 石 英 ㌘27 1　　 75％

士 師 器 B　　 4も3 内攣 して立ち上が り，日縁部は外 ヘ ラ削 り，内面へ ラ磨 き十　両 ・外 にぷい黄橙色 将士 申　 P L l 13

傾す る。 面黒色処理∴ 普 通 二次焼成

4

林 A ［1 4．4］ 底部 か ら目線 部片。丸底。体 部は ＝縁部内 ・外面横 ナデ∴　休部外面 石英 ・雲母 ・スコ P 2 74　　　 5 0％

士 帥 器 B　　 4．0 緩やか に内攣 して立 ち上が り，日 へラ削 り， 内面 ナデ。 リア 覆士 申

縁部 との境 に綾を持つ∴　目線 部は

外 傾す る。

にぷ い褐 色

普通

二次焼成

1－1－－llつ26一一一一一一一一一一一一－
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第95図　第133号住居跡出土遺物実測図（3）

図版番 号 器　 種 計測値 （Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 93 図 土不 A　 14 ．4 底 部 か ら口 縁 部 片 。 丸 底 。 体 部 は 口 緑 部 内 ・外 面横 ナ デ 。 体 部 外 面 石 英 ・雲 母 P 27 3　　　 6 0％
5 土 師 器 B　　 4．5 内轡 して 立 ち 上 が り， 口 緑 部 は 外 ヘ ラ削 り， 内 面 へ ラ 磨 き。 内 面 黒 に ぷ い黄 橙 色 寵 内　　 P L 11 4

反 す る。 色 処 理 。 器 面 荒 れ 。 普 通 二 次 焼 成

6

嚢 A ［10 ．3 ］ 底 部 か ら 口縁 部 片 。 平 底 。体 部 は 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 263　　　 20 ％
土 師 器 B　 ll．0

C ［7．9］

内 轡 して 立 ち 上 が り， 口綾 部 は外

反 す る 。

ヘ ラ 削 り， 内 面 へ ラ ナ デ 。 黒 褐 色

普 通

覆土 中　 P L 114

7

喪 A　 13 ．7 底 部 か ら口 緑 部 片 。 平 底 。 体 部 は 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部外 面 石 英 ・雲 母 P 2 86　　　 7 5％
土 師 器 B　 15 ．7 内 野 して 立 ち上 が り， ロ 緑 部 は 外 ヘ ラ削 り， 内 面 ナ デ 。 器 面 剥 離 。 に ぷ い橙 色 覆 土 中 ・床 面

反 す る。 普 通 P L 1 14

8

要 A　 2 5 ．1 体 部 か ら 口緑 部 片 。 体 部 は 内 暫 し 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 石 英 ・雲 母 ・ス コ P 28 3　　　 75 ％
土 師 器 B （3 0 ．5 ） て 立 ち上 が り， 口 緑 部 は 強 く外 反

す る。 端 部 は外 上 方 に つ ま み上 げ

られ て い る。

下 半 縦 方 向 の ヘ ラ磨 き，内 面 ナ デ 。 リ ア

に ぷ い 橙 色

普 通

覆 土 中　 P L l15

9

甑 A　 13 ．0 底 部 か ら口 緑 部 片 。 無 底 式 。 体 部 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部外 面 石 英 ・雲 母 P 28 4　　　 70％
土 師 器 B （3 1．5 ） は緩 や か に 内 攣 し て立 ち 上 が り，

口緑 部 は外 反 す る。 端 部 は 上 方 に

つ ま み上 げ られ て い る。

下 位 縦 方 向 の ヘ ラ磨 き，内 面 ナ デ 。 に ぷ い 黄橙 色

普 通

覆 土 中　 P L 11 4

10

要 A ［15 ．7 ］ 休 部 か ら 口緑 部 片 。 体 部 は 内 暫 し 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 2 85　　　 40 ％
土 師 器 B （3 1．2 ） て 立 ち上 が り，口 緑 部 は 外 反 す る。 縦 方 向 の ヘ ラ磨 き， 上 位 へ ラ当 て ス コ リ ア 床 面　　 P L 1 14

端 部 は 外 上 方 に わ ず か に つ ま み上

げ られ て い る。

痕 。 体 部 内 面 ナ デ 。 輪 積 み 痕 。 に ぷ い 橙 色

普 通

第9 4 図 嚢 A　 22 ．9 体 部 ， 口綾 部 一 部 欠損 。 平 底 。 体 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部外 面 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 28 0　　　 9 5％
11 土 師 器 B　 3 1．6 部 は 内 攣 して 立 ち上 が り， ロ 緑 部 中 位 か ら下 位 に か け て 縦 方 向 の へ ス コ リア 竃 内　　 P L 1 15

C　　 9．0 は外 反 す る 。 端 部 は外 上 方 に つ ま ラ 磨 き。 体 部 上 位 へ ラ 当 て 痕 。 体 橙 色

み 上 げ られ て い る 。 部 内 面 ナ デ 。 輪 積 み 痕 。 底 部 木 葉

痕 。

普 通

12

慧 A　 2 3．0 底 部 か ら口 緑 部 片 。 平 底 。 体 部 は 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 体 部外 面 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 2 82　　　 60 ％
十 師 器 B　 3 1．0 内 攣 して 立 ち上 が り， 口 緑 部 は外 中 位 か ら下位 に か け て縦 方 向 の へ ス コ リア 覆 土 中　 P L 1 15

C　　 8．4 反 す る 。 端 部 は わず か に 外 上 方 に

つ ま み 上 げ られ て い る。

ラ磨 き， 内面 へ ラナ デ 。 底 部 木 葉

痕 。

橙 色

普 通

13

要 A　 2 5．0 底 部 か ら口緑 部 片 。 平 底 。 体 部 は 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 28 1　　 70 ％
土 師 器 B　 3 4．9 内 攣 し て立 ち上 が り， 口 緑 部 は外 中位 か ら下 位 にか け て 縦 方 向 の へ ス コ リ ア 覆 土 中　 P L 115

C ［9．1］ 反 す る 。 端 部 は外 上 方 に つ ま み上 ラ磨 き。 休 部 上 位 へ ラ 当 て 痕 。 体 に ぷ い 黄 橙 色
げ られ て い る。 部 内 面 ナ デ 。 底 部 木 葉 痕 。 普 通
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図版番号 器　 種 計測値 （cmラ 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第93図 甑 A　 2軋7 体部 から目線 部〃一部 欠損 。無儀式 。 「1線部内 ・外面横 ナデ∴　休 部外面 有英 ・雲 母 ・ス コ P 28 7　　　 80％

14 土 師 器 B　 32．2 体部 は内攣気 味に立 ち上 が り辛　口 上位へ ラ削 り，中位 か ら下位 にか リア 将士 申　 P L l持

C　 12。9 嫁部 は外反 する。端部 は外上 方に けて縦位のへ ラ磨 き。ヘラ当て痕。 にぷい黄橙色

わずか につ まみ上げ られている。 休 部内面ナ デ∴　輪積 み痕∴ 普通

第94図 林 A　 12．6 目線部一一一ムー一部欠損 。平底。体部 か ら 目線 部，体 部内 ・外面 ロ ケロナデ∴ 長石 ・有英 ・霊 母 P 26 5　　　 95％

15 須 恵 器 B　　 説5 日縁部 にか けて外 傾 して立 ち上 が 体 部下端回転へ ラ削 り。底部回転 にぷい黄橙色 床 面　　 P L lは

C　　 6。4 る。 ヘ ラ削 り。へ ラ記号。 良好 二 次焼成

林 A　 12．9 日録 部一部欠損。 平底。体部か ら ‖縁部 ，体部 内 ・外 面 ロクロナデ∴ 長石 ・右 英 ・雲 母 P 26 7　　　 85％

16 須 恵 器 B　　 説5 目線 部にかけ て外傾 して立 ち上が 底部 回転へ ラ削 ；「 にぷい黄橙色 床 面　　 P L lは

C　　 ㌫3 る。 良好 二 次焼 成

17

林 A　 13。3 体 部か ら目線部一 部欠損 。平底。 目線 部．体部 内 ・外 面 ロクロナデ∴ 長石 ・石英 ・雲母 ㌘272　　　 75％

須 恵 器 B　　 も0 体部 か ら打線部 にかけて外傾 して 体部下端 回転 へ ラ削 り。底部 回転 黄灰色 床面　　 PL l ll

立 ち上 がる。 へ ラ削 り。 良好 二次焼成

18

ま不 A　 13．4 迂遠部∴一部 欠損。平底。体 部か ら 目線乱 体部内 ・外面 ロク ロナデ∴ 長石 ・石英 ・雲母 P 268　　　 85％

須 恵 器 B　　 説5 目線部 にかけて外傾 して立ち上が 体 部下端 回転 へラ削 り。底部 回転 黒色 床面

C　　 ＆0 る。 ヘ ラ削 り。 普通 二次焼成

林 A　 12。1 体部か ら目線 部一部欠損。平底 。 目線 部，体 部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・石 英 ・雲 母 P 27 8　　　 90％

19 須 恵 器 B　　 3せ7

C　　 7．4

体部か ら目線 部にかけて外傾 して

立ち上が る。

底 部回転へ ラ削 年 灰 オリーブ色

良好

将士申　 P L 日日

林 A　 は．0 目線 部“…ふ部欠損。 平底。体部 か ら ＝緑乱 体 部内 ・外面 ロクロナデ∴ 長有 ・石英 ・雲母 ・ P 26 6　　　 90％

20
須 恵 器 B　　 説5 目線 部にか けて外傾 して立 ち上が 体部下 端回転へ ラ削 り。底 部回転 スコリア 床 面　　 P L 11 3

C　　 6．5 る。 ヘ ラ削 り。 暗灰 黄色

普通

二次焼 成

第95回 林 A　 l鼠8 体 部か ら目線部一部 欠損 。平底。 目線部 ，体 部内 ・外 面 ロクロナデ∵ 長石 ・石英 ・雲母 P 269　　　 80％

21 紬「忠∴器 B　　 鼠5 体部 か ら日縁部 にかけて外傾 して 体部下端 回転 へ ラ削 り。底 部回転 褐色 床面　　 P L †は

C　　 7。5 立 ち上 がる。 へ ラ削 り。 普通 二次焼成

圭不 Å　 13．3 体部 か ら日縁 部一一部 欠損 。平底。 目線部，体部内 ・外面 ロ クロナデ∴ 長石 ・石 英 ・雲母 P 277　　　 75％

22 柚∴吏 器 B　　 3．5 体部 から目線 部にか けて外傾 して 体 部下端 回転へ ラ削 り。底部 回転 灰黄褐色 床面　　 P L 日日

C　　 説9 立 ち上が る。 ヘ ラ削 り・ 良好 二次焼成

蓋 A　 13．6 目線部一部 欠損 。ボ タン状 の扁平 天井部外面 回転 へラ削 十　 両 ・外 長石 ・雲母 P 27 5　　　 90％

23
須 恵 器

蓋

B　　 2．6 なつ まみが付 く。天井部 は皿 形を 面 ロク ロナデ∴

天井部外 面回転へ ラ削 ；「 内 ・外

灰黄褐色 床面　　 P L 日日

F　　 3．9

G　　 O。8

A　 13．2

してい る。 口縁 部内面 に短 いかえ

りを持つ。

日縁 部一部欠損。 ボ タン状の扁平

普通

有英 ・雲母 ・スコ

二次焼成

P 27 9　　　 95％

24
須 恵 器

蓋

B　　 2．2 なつ まみが付 く。 天井部は皿形 を 南 口クロナデ。

天井 部外面 回転へ ラ削 り　 両 ・外

リア 竃 内　　 P L l14

F　　 3．4

G　　 O．6

A　 13．8

している。目線部 内面に短いか え

りを持 つ。

つ まみ部か ら日縁部片 。ボ タン状

灰 黄褐色

普通

長石 ・有 薬 ・雲母

二次焼 成

P 276　　　 65％

‘
須 恵 器 B　　 2．5 の扁平 なつ まみが付 く。天井部 は 南 口クロナデ。

天井部外面 回転 へラ削 り。内 の外

にぷい黄褐色 床面　　 P L ＝」

25

蓋

F　　 3．8

G　　 O．5

A　 13．0

皿形 を している。 目線 部内面に短

いか え りを持 つ。

ロ縁部Y－か・▼一部 欠損 。ボ タン状 の扁平

普通

長石 ・有英 ・雲母

二次焼成

㌘186　　　 95％

須 恵 器 B　　 乙2 なつ まみが付 く。天井部 は皿 形を 面 ロ クロナ デ∴ 淡黄色 将士 申　 P L 日日

26 F　　 3．8

G　　 O．寸

してい る。 ロ縁 部内面 に短 いかえ

りを持つ。

良好 二次焼成

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 士 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 径 （cm） 孔径（cm） 重量（g ）

28 土　　　　　 玉 乙4 2．3 私4 11言 覆　 土　 中 D P∴18　　 100％　　 P L 167

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量 （g ）

29 不 明 鉄 製 品 （′2．9） （2．6） （1．8） （20．5） 覆　 土　 中 M 38

30 刀　　　　 子 （14．2） 1．3 0．4 （14．0） 床　　　　 面 M 69　　 P L 178
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∴J′、′・、√∵＿、∴　∴‘、ふ　了、X、

位置　調査区の中央部　E2摘区。

‾骨誌′‘∴　ノ工掴　工4∴　：∴　ノー′、－　しノ∴∵′言－′∴言、／：．ふた．∵▲．、　・：ノ．′．．1．＿．、ノ立言′

まれているご

規模と平面形　長軸後。40m撃　短軸4。24mの方形である。

主軸方向　N－7し、－E

壁　壁高は55、65cmで，外傾して立ち上がるご

壁溝　全属する。上幅摘～舶cm　下幅　～1cm　深さ　～摘cmで　断面形はU字状である。

床　平坦でチ　竃前から南壁にかけて轡　よく踏み固められている。

ぽッ匪　複か所（P温～P4）。P鼠～P後は，長径46～62cmヲ　短径38～47cmの楕円乳　深さ57～88cmである。規

模と配列から主柱穴と考えられる。．

魔　北壁中央部に　砂混じ　の褐色粘土で構範されている。天井部は崩落してお娠　両袖部が残存している。

′∴∴　一、－°′′′　′＝－、’1　′㍉一、　こ　　∴恒．′ノ∴．、、C・、′　′ノ、ノ、＼′ノ′・．ノ　′、ノハ㌧∴；C・Y・・、．レ）．：．．ベノ、雷′ノ、・．、

を　cmほど掘り　ぼめてお酌　火熱を受けて赤愛している。煙道部は外傾しタ　のち角度を変えてほぼ垂直に立

ち上がるご

竃土層解説

1　褐　　　色　焼上・炭化・ローム粒J’・微量

2　灰　褐　色　粘日章千中量．焼卜・炭化粒J’一・日ーム小プロ、ソク微量
3　にぷい褐色　粘土粒子中量，焼士を炭化粒子微量

4　暗赤褐色　焼土龍子中量夕　炭化粒子少量タ　ローム小ブロック微量
5　極暗赤褐色　焼士0炭化の粘土凝子少量

（i　暗赤褐色　粘上粒イ・少品　焼「小プロ・ソク・焼上・炭化粒「微量

尊堂　　層からな娠　ローム小ブロックを多く含むことからÅ為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

・l　暗　褐　色

5　暗　褐　色

（i　暗　褐　色

ローム小プロ・ソク・ローム粒J’・多品　焼上・炭化粒J∴ローム中プロ、ソク少結　焼上中プロ、ソク・炭化物微量

ローム粒J’・射しリーム小ゾU、ソク中量．焼日日一・歳化物・炭化粒J′一少星焼巨」、プロ・ソク・尉ヒ材・ローム申ブUlソ畑微量

ローム粒′・射し　ローム小プロ・ソク小結　焼上㌧炭化粒J’・・ローム中プロ・ソク′出；∴　焼巨トプロ・ソク・炭化物微量

ローム小プロ・ソク・ローム粒J『－量．焼「小プロ、ソク・焼上・炭化粒J’・少量

ローム小プロ・ソク・ローム粒川一量．壌土大プロ・ソク・焼士粒J′・・ローム中プロ・ソク少結　焼巨巨ブロック・炭化物微昌呈：

焼土小ブロックの焼土粒子。ローム小ブロック・こトム粒子e粘土中ブロック中量，焼土中ブロック・炭化粒子0ローム中ブロック少量

、∵血　　・／‥．－′　　　∴・こ∴　　　‾′了　′′、′　　‾　、′　、畑　′i′；星∴了′　圧い、′」、ノ；齢　．・′

点　婆片飢点）タ　土製品l息　鉄製品3点夕　含銑淫323。5gが出土している。覆土中層では　第粥図　の須恵

器塔が北東コーナー部付近から逆位で夕　照の手鎌が竃東磯部付近から出土している。覆土下層では，　の土師

器棒が中央部から撃　5の須恵器棒が北壁際からタ　の須恵器棒が中央部北欝　からタ　臓の鎌が竃西磯部付近か

ら出土している。床面では芦　の土師器棒タ　の須恵器杯が竃酋磯部付近から9　2の土師器塀が北壁際から出

土している。　の須恵器嚢は　中央部の覆土下層の破片と竃内から出土した破片が接合している。その他　穫

土中からタ摘の鉄鉱茎が出土している。は須恵器嚢の体部片で，タ滴に同心円当て具痕が施されている。用言Ⅲ

は須恵器嚢の体部片で，外面に綻位の平行叩きが施されている。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から9世紀複葉と考えられる。
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第96図　第134A・134B号住居跡実測図（1）
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㊨　　旦儲馳

可

窮野図　第臓凰考健腰掛実測図纏）

第臓風音住居跡出土遺物観察表

計測値車軸

1－＼　H．パ

iミ　・l．（i

L’、＿　7．（i

器　彬　しノ）　精　根

休部から招縁部片。平底。倦部は
緩やかに内攣しながら立ち上が
娠［二線部はわずかに外底する。

手　法　の　特　徴

招縁部体部内0外癖ロタロナデ。

体部外面官端へラ削り撃　内面へラ

磨き　再l鉦黒色処理

胎土あ色調を焼成

菊菜。雲樽のスコ

リア

浅黄橙色　普通

備　　考

I）八　　　、h／ノ′ノ

床面

二次焼成
音　　　　　　　　　 I　　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　 l

棒　　 A ［＿の融　 休 部か ら i‾‾縁 部拐A。体部 は内攣 し　 体 部内 の外商 ロタロナデ。体部内　 石英 の雲母　　　　 ㌘錆 9　　 錮％

2 土 師 器　 B　 出 潮　 で立ち V．．〟が 娠　 招縁部 に至 る。 ‘繭へラ磨 。内面黒色処 理。　　 にぷい黄橙色　　 床面

普通　　　　　　　 二次焼 成

鋤　　　　　　　 底部 か ら体部片二 平底。体部 は肉　 体部 内 を外 面 ロタロナデ。体 部内　 雲母　　　　　　 ㌘餅 温　　　 ％

3 土 師 器　　　　　 攣気 味に立 ち上が る。　　　　　 商戦 ラ磨 。内面異色処理 。底 部　 にぷい橙色　　　 覆土 中

豊吉。　　　　　　　　　　　　　　 普通

棒　　 A　 8 09　 平底。倦部 は外 傾 して立 ち圭が 娠　 描線部 体部内 の外 商口タ ロナデ。 凝着 も石 英　　　　 ㌘錮　 ′摘 ％

4 須 恵 器　 B　　 を6　 －－－縁部 に至 る。　　　　　　　　 底 部－ム方向 の鵜 ラ削 り。底部へ ラ　 族 オ リーブ色　　 覆土中　 野監1蟻

C　 56 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　 記 号。　　　　　　　　　　　　　 良好

棒　　 A　 は　　 体部か ら招縁 部一一…－A部欠損言 平底 。　 に縁 部 体 部内 の外商 ログロナデ。 石英 を雲母 のス コ　 ㌘邦 4　　 湘％

5 須 恵 器 「B＋ 後誹 休部は外傾 して立ち士が 娠　 目線　 倦部 下端手持 ちへ ラ削 娠 底部ルふふふ　嘗ア　　　　　　 覆土中　 野損 ＿5

C　 5諸　 部に至 る。　　　　　　　　　　 方 向のヘ ラ削 り。　　　　　　　 蔑灰色　 良好

棒　　 A ［臓言］ 底 部か ら描線部片 。平底。休部 は ［二者稼部 倦部 内 を外 商 ロタロナデ。 長石 の石英 の雲母　 ㌘邦 5　　 舗％

6 須 恵 器　 B　　 を　　 外 憤 して立 ち上が 娠　 m 梯部 に至　 体部下端手 持ち鵜 ラ削 り÷底 部一　 族 黄色　　　　　 覆土 中

C　 5め3　 る。　　　　　　　　　　　　　　 方向のヘ ラ削 り。　　　　　　　　 良好

杯　　 A　 路　　 底部か ら ‾一縁部片。∴平底 。倦 部は　 に縁部 体部 内 の外面 ロタ ロナデ。 石英 を雲 母 のス コ　 ㌘錮 6　　 購％

7 須 恵 器　 B　　 や6　 外傾 して立 ち上が 娠　 ㌃二線 部は外　 体 部 V‾〝ム端手持 ちへラ削 。底部へ　 琶ア　　　　　　 床面

C　 6諸　 反す る。　　　　　　　　　　　 ラ切 断軋　 一方 向のヘ ラ削 り。　 灰黄色　 良好

婆　　 A　 は e H　 体 部上位か ら描線 部片。体部 は外 ［二線 部内 も外面桟 ナデ。体部外商　 長石 か石英 の雲母 か　 ㌘錮 2　　　 ％

須 恵 器　 B　 細 めの　 方に緩やか に開　 なが ら立 ち＿＿虻が　 横位 の平菊雄臓　 内萬 ナデ。　　 ス コ　 ア　　　　 穫二掴 め竃内

8 る。［二線部 は強　 外 底す る。端部　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　 二次焼成

は外 上方 につ まみ 上 げ られ て い　　　　　　　　　　　　　　　　 良好

る。

図版番号　 器　　　 稜
計 幅 。n）音；摩紬 恒 鉦 二ヒ地点　 備　　 考

鼠2　 序　　 鎌 庸 可 （頼
私2

撮 可 覆　 土　 中極胡　 既読

ユ3 i 鎌 鮎 可 ＋ 錮
私3 触 可 覆　 土　 中極溺　 駁論

摘　　 鉄　 鉱　 茎 （4や鋸　　　 。ア 私4 ㍑ 可 覆　 土　 中極融　 既読

は3
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第98図　第134A号住居跡出土遺物実測図

第134B号住居跡（第96図）

位置　調査区の中央部，E2i8区。

重複関係　本跡は，第134A号住居跡によって掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．56m，短軸3．30mの方形である。

134－

▼・・－．．・・∴

ル拙．棚llll、Htと＼、冊、一　登

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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主軸方向　N－50－E

壁　壁高は52－55cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南東コーナー部下から南壁下にかけて巡っている。上幅［13］～22cm，下幅5～13cm，深さ8～10cmで，

断面形はU字状である。

床　平坦で，踏み固めた部分は見られない。

覆土　8層からなり，ローム中・小ブロックを多く含むことから，人為堆積と考えられる。

土層解

1　褐

2　暗

3　暗

4　褐

5　褐

6　暗

7　褐

8　暗

遺物

説

色

褐　色

褐　色

色

色

褐　色

色

褐　色

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック少量，焼土小ブロック・ローム大ブロック微量
炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・ローム大ブロック少量，焼土中ブロック微量

炭化粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大・中ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大・中ブロック中量

ローム′トブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量，炭化物微量
焼土・ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
ローム大ブロック・ローム粒子多量，炭化物・ローム小ブロック中量

ローム粒子多量，焼土・炭化粒子・ローム小ブロック中量，炭化物・ローム大・中ブロック少量

土師器片10点（要片10点）が出土している。覆土下層では，第99図2の土師器杯が中央部東側から，6

の土師器甑が南壁際から横位で出土している。床面では，3の土師器杯と5の土師器高杯が南壁際から出土し

ている。3は，逆位の状態で出土している。その他，覆土中から1の土師器杯，4の土師器高杯が出土してい

る。7は須恵器嚢の体部片で，外面縦位の平行叩き，内面同心円当て具痕が施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から7世紀中葉と考えられる。

・、－　　　‾／妙
当ニ‾…．．．．．こ．．．．．．．ぢ／l

＿／二・′

第99図　第134B号住居跡出土遺物実測図

－135－



第臓　B骨緩屠跡出土遺物観察表
図研 号　 器 痺 巨主潮縮 毘ラ 器 形　 の　 隼 撃 つ ＋ 手　 法　 の　 特 徴＋ 匪 ＝ 紗 那 1 備　 考

第99掬　　　 杯　　 Å ［蟻諸］ 体部から拍縁部片。体部は内攣気　 を二線部内 を外商横ナデ。体部外商　 長石 の雲母　　　　 ㌘封7　　 摘％

土 師 器　 B　は きお 昧工立つ1 上が 上　 目緑部はわずか　 へラ削り．両面ナチ十　両 ・外面黒　 黒色　　　　　　　 将士申

に内傾する。　　　　　　　　　　 色処理。　　　　　　　　　　　　 普通

塚　　 A　 Lぼ 射 底部か射 ＿縁部片。丸底。休部は　 ‾縁部内 の外商横ナデ。休部外面　 雲母 をスコー　ア　　 ㌘錮8　　 鍬％

2　　 土 師 羞‖∵B＋＋説2 紺攣して立ち上が 娠　 招縁部に至　 へラ削 娠　 内面へラ磨 。　　　　 にぷい黄橙色　　　 覆土中

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 二次焼成

塚　　　 A　 lお2 沼縁部一部欠損。丸底。体部は内　 打線部内 も外面横ナデ。体部外商　 雲母　　　　　　　 ㌘諏2　　 猶％

3　　 土 師 器 「B＋ 複誹 攣 して立ち上が 勘　 に縁部は直立　 へラ削　 後ナデ　 内面へラ磨 。　 にぷい黄橙色　　　 床面　　 ㌘m l．5

する。　　　　　　　　　　　　　　 内面異色処理。　　　　　　　　　 普通

高　　 塚 「Å ［凱幻 脚部か射1縁部片。脚部は下位で　 臣二線部内 の外商横ナデ。体部外商　 長石 の石英を雲母ぬ　㌘299　　 50％

確　 控 酎 隼 ㌫ ㌶ ハの字状に大きく開 く＋林部は外　 へラ削 り後ナチ，内面ナデ∴湘部 ．スコリア　　　　　 将士中　 P L †圧

傾 し　 描線部に至る。　　　　　　 外面ナデ。裾部内 の外面横ナデ。　 にぷい赤褐色

普通

品　　 塚　 B　を9ぁ2） 湘部片＋㈲部は十方にハの丁状工 「町部外面縦位のヘラ削り後ナデ，　 有英 ・実母　　　　 P 出申　　 潮㌦

5　　 土 師 器 大きく問十　　　　　　　　　　　 両面へラ削 ；） 裾部内 ・外面楯ナ　 赤褐色　　　　　　 床面

デ。脚部外商赤彩。　　　　　　　 普通

甑　　 Å ［2説幻 底部か率 …‾‾縁部片。体部は内攣気 ［：縁部内 の　桁毎梯ナデ。休部 桁毎　 石英 を雲母 もスコ　 ㌘鋤　　 舗％

6　 「招 鋸 輿 鴬 嬢沌 味に立ち上が 勘　 に縁部は外反す　 縦位のヘラ削娠　 内面縦位のヘラ　 著　ア　　　　　　　 覆土中

る。　　　　　　　　　　　　　　　 磨 。　　　　　　　　　　　　　　 にぷい黄橙色

普通

第臓　院号健腰妙　第臓囲う

位置　調登区の中央部学　監2甑ア区。

重複関係　本渉が　第臓Å骨住居跡の北南ヨーナ一部　第ぷ鍼掛替佐屠跡のほぼ全体　および第臓　迅号佳屠

跡の南東3－ナ一部をそれ誉れ掘　込んで駆る。

規模と平面形　長軸ふ車軸軋　短軸ふこBmlの方彬である一

主導癖方向　N仙Hr－．．8（iL‾．一一一一王工

璧　壁高は蟻～錮監m習学　外機転等立ち上がる。

床　第摘　録骨佳屠捗の上部は貼床である。全体に平坦で　第臓　録音住居跡の上部の貼床部分を除齢だ中央部

は踏み固められて折る。

竃　東壁中央部に　砂混じ　の褐色粘土で構築されぞ折る。天井部は崩落し等お酌　蘭磯部は削辛され撃　はと

′　　　／

′

て赤変じて折る。煙道部は緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

暗　褐　色　炭化粒子少還　廃土粒予め炭化物のローム小ブロックのロームの粘土粒子薇靂

二．：情　勘　　邑　規巨トナtJ、ソク　‥腫上粒守・・炭化物・炭化粒J’・・H－∴小ゾl「′ン・U－！、粒自敬量

：；情　赤　掲　邑　旭日巨小ブリ・ソク・兢つ斗立「・炭化物・炭化粒！・・tブーム′巨ノ’1t「ノン・U－ム・帖上粒守・微；ll：

．i　∴二ぷい′帰日色　焼上人ゾLJ、ソク・焼日章十・歳化物少量．焼日中・小プロ、∵ク・㌧定化粒j′一・ローノ、・粘＝位！・微蔓

1　∴；こい′損と与色　焼上人ブt－Jtソク・焼日章「中量．焼巨巨小プロ、ソク・炭化物少；古炭化粒「ローム中・小プロ、ソク・ローム・帖‖十日微量

覆土　桐、禍、らな；主　レンズ状の堆積を示し，自然堆積である一

土層解説

i　暗　視　邑　t‾‾J一一∴小ブ［「ノノン・L「－1∴粒守一′轟；∴　焼「小ブJ・′‾・焼吊つ∴・炭化物・炭化粒J∵・ローム中プロ・ソク微量

二三　暗　視　色　しトー∴小ゾLJ㌧′ク・リー！、粒j’・少量．焼上中∴′「プロ・・′ン‥墟上位J’一・歳化物・炭化粒J∵・ロー1ム中ブし「ソク微量

：；侶　　　色　しトー∴小ゾ＝ノ∵ケ・H－∴打つ’一少量　焼巨巨ハ‾「・ク・焼上・炭化粒召散量

4　褐　　　色　ローム粒子中量ヲ　廃土小プロッタの炭瀧働トローム中∵小プぴック機選

1　眉　根　色　しト・・∴小ゾLJリン・・トト…∴粒上　焼巨トノ、、U、ソケ・焼日章「・炭化物・i・雛じ粒j’l・しトー∴中ゾ日ソケ微量

6　褐　　　色　ローム粒子中量　焼土の炭化粒子微量

1封う
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第100図　第134C・134D号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m O 1m

l l i I　・　十　11

遺物　土師器片139点（杯片27点，高台付杯片1点，賓片111点），須恵器片18点（杯片7点，高台付杯片1点，

盤片1点，要片9点），鉄津9・Og，含鉄津4・6gが出土している。床面では，第101図1の土師器杯が東壁付近

から逆位で，2の土師器杯が東壁際から出土している。4は土師器嚢の体部片で，外面に格子叩きが施されて

いる。

所見　本跡は，第134D号住居跡の東壁と南壁を利用し，北側と西側を拡張して構築された住居と思われる。

時期は，遺構の形態及び出土遺物から10世紀前葉と考えられる。

第134C・134D号住居跡出土遺物観察表
図版番号 器　 種 計測値 （C血） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第10 1図 杯 A　 ll．6 口緑 部一・一部欠損。平底 。体都か ら 口緑部 ，体 部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・雲母 ・スコ P 30 3　　　 90％

1 土 師 器 B　　 3．9

C　　 6．9

口緑 部にかけて外傾す る。 底部 回転 糸切 り。 リア

にぷい黄橙色

普通

S ト 134 C の床面

二次焼 成

P L 116

2

杯 A　 l l．9 底吾βか らロ緑 部片。平底。休 部か 口緑 部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・雲母 ・ス コ P 3 04　　　 70％
土 師 器 B　　 3．7

C　　 7．5

らロ緑部 にかけて外傾す る。 底 部器面荒れ。 リア

にぷ い黄橙色

普通

S I－13 4 C の床面

二次焼成

P L 11 6

3

高台付 椀 B （1．9） 高 台部か ら底部片。高 台はハの字 底部 内面へ ラ磨 き。高台月占付 け。 長石 ・雲母 ・スコ P 3 0 7　　　 20％
土 師 器 D　　 6．7

E　 l．3

状 に開 く。 内面男色処 理。 リア

にぷい黄橙色

普通

S I－134 D の床面

‥1371
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第101図　第134C・134D号住居跡出土遺物実測図

第134D号住居跡（第100図）

位置　調査区の中央部，E2h8区。

重複関係　本跡が，第134A号住居跡の北西コーナー部を掘り込んでいる。また，第134C号住居跡によって掘

り込まれている。

規模と平面形　長軸2．25m，短軸2．15mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は25cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，西側と北東部を除いて踏み固められている。

覆土　単一層であり，覆土が浅いため，堆積状況は明確でない。

土層解説

1暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム大・中・小ブロック・ローム粒子微量

遺物　土師器片8点（杯片8点）が出土している。第101図3の土師器高台付椀が北壁付近の床面から出土し

ている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から10世紀前菜と考えられる。

第135A号住居跡（第102図）

位置　調査区の中央部，E2g7区。

重複関係　本跡が，第135B号住居跡の東部と第136C号住居跡の西部を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．46m，短軸3．36mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は55cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅16～21cm，下幅3～11cm，深さ9－18cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　Plは径22cmの円形，深さ35cmである。位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚き口部まで127cm，両袖最大幅109cm，壁外への掘り込みは81cmである。火床部は，火熱

138－
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第102図　第135A号住居跡実測図

l　　　　十　・l

を受けて赤変している。煙道部は媛やかに立ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色　粘土粒子少量，焼土中・小ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　暗　褐　色　粘土粒子少量，焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
3　極暗赤褐色　焼土・粘土粒子少量，焼土中・小ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

4　極暗赤褐色　焼土粒子中鼠焼土小ブロック・炭化・粘土粒子少量，焼土大・中ブロック・炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子微量

5　極暗赤褐色　焼土大ブロック・焼土・粘土粒子少量，焼土中・小ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
6　暗　褐　色　焼土粒子・ローム中・小ブロック・ローム・粘土粒子微量

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

1褐　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック微量

3　極暗褐色　焼土大・中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム・粘土粒子微量
4　暗　褐　色　焼土粒子・ローム中・′トブロック・ローム粒子微量

遺物　土師器片920点（杯片200点，嚢片720点），須恵器片140点（杯片45点，蓋片7点，高杯片2点，嚢片86

点），石製品3点，鉄製品1点，縄文土器片2点，鉄淳205・4g，含鉄津86．0gが出土している。覆土上層では，

第103図17の砥石が中央部西側から，19の鎌が中央部東寄りから出土している。覆土中層では，1の土師器杯

が南壁際から逆位で，2の土師器杯が中央部西側から，4の土師器杯，6の土師器監11の須恵器高台付椀，12

の須恵器楽が中央部から，8の須恵器杯が中央部と中央部南西側から，16の石製紡錘車が中央部東寄りから出

－139
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士している。覆土下層では，5の土師器嚢が南壁際から逆位でタ　7の土師器嚢が西壁際から，10の須恵器埠が

中央部南寄りから逆位で，摘の灰粕陶器長頸瓶が北西コーナー部と西壁際からタ18の砥石が中央部南側から出

土している。床面では，9の須恵器杯が南壁際から出土している。その鑑覆土中から　の土師器棒労相の灰

寒由陶器椀芦　且5の管状士錘が出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から9肇摘己複葉と考えられる。

第且35A号住居跡出土遺物観察義
賄 番可 器 種 ！調 順 可　 器 形 の 特 徴 ！ 手 法 の 特 徴

胎 土 0 色調 0焼成　　 備　　 考

第10 3回　　 杯 A 13。6　 平嵐 。体部は緩や かに内攣 して立　 目線乳 体 部外 南 口クロナデタ内 長石 ・石 英 ・雲母　 P 馴　　 川 ％
†　　 士　 師 器 B　 も5　 ち上 が り，日録部 に至 る。　　　 面横位のへ ラ磨 き。内面黒色処軋 にぷ い黄橙色　　　 将士車　 P L l川

C　 5 04　　　　　　　　　　　　　　　 体部下鼠　 底部 回転 へ ラ削 り。 普通　　　　　　　 二次焼成

杯 A ［‾ほ凍 ‖ 底部 か ら目線 部片言 平底。体 部は　 目線 乳 体部外蘭 ロクロナデ，内 長石 の石英 の雲母　 P 3 09　　 40％
2　　 土 師 器 B　 3も9　 内攣気味 に立 ち上が り， 目線 部に　 面 へラ磨 き。内面異色 処軋 体部 にぷい黄橙色　　　 穫土 中

C ［5言］ 至 る。　　　　　　　　　　 下端 クー底部回転へ ラ削 り。 普通　　　　　　　 二次焼成

林

3　　 土 師 器

体部 か ら目線部片。体 部は内攣気　 目線部 夕体 部外 面 ロクロナデタ内

味 に立 ち上が り， 目線 部に至 る。 面へ ラ磨 き3 内面黒色処乳 体 部
石英 。ス コリア　　 ㌘3ユ0　　 5 ％

にぷ い黄橙 色　　　 覆土中　 ㌘鮎．蟻
外面豊吉。 普通

林 A h 3守 ‖ 底部 か ら目線 部片。平底。体 部は　 目線 乳 体部外南 口タ ロナデ，内 石英 を雲母　　　　 ㌘316　　 15％

4　　 土 師 器 B　 4 0 5　 内攣 して立 ち上 が り， 打線部 に至　 面 へラ磨 き。底部へ ラ削 り。内面 にぷい橙色　　　　 将士 中

普通　　　　　　　 二次焼成C ［64 ］ る。　　　　　　　　　　　　 黒色処理 。

嚢 A Lは 裏目 底部 か ら「纏新郷片。 平底。休部 は　 目線部 内 ゆタ摘 横ナデ。体部外 面
P 3 m　　　 鮒 ％

灰褐色　　　　　　 覆土中　 ㌘監H 6

普通

5　 土 師 器 B 13 09　 内攣 して立 ち上が り9　日縁 部は夕汗 上位ナ デ∴ 下位 へラ削 り。体部 内

C　 5諸 「反す る。端 部は上方 につ まみ上げ　 商へ ラナ デ。底 部木葉痕。

控 れてい る〇

悪

6　 土 師 器

A は5も4］ 体部か ら目線部 片。体部 は内攣気　 日縁部 内 のタ摘 桟 ナデ。体部内 の 石英 の雲母　　　　 P M 2　　 摘％

にぷい橙 色　　　　 覆土 中B （6凍　 味に立ち上が りタ　は縁部 は外反す　 外面 ナデ。器面荒れ。

る。端 部は上方 にわずかにつ まみ 普通

上 げ られてい る。

悪

7　 土 師 器

A は2諸］ 体部か ら目線 部片。体部 は内攣 し　 打線 部内 の外面横 ナデ。体部外面 長有 ・実母 ・スコ　 P M J　　 川㌦

リア　　　　　　　 覆土中

黒褐色

B （紋3） て立 ち上が り言 1線 部 はわず かに　 へラ削 りタ　内面へ ラナデ。輪積み

外反す る。端部 は外 上方 につ まみ　 痕。

上げ られてい る。 普通

林

8　　 須 恵 器

A ［12・4］ 底部 か ら目線部片。体 部は外傾 し　 目線弧 体部 内 0外廟 ロクロナデ。 石英　　　　　　　 P 3 14　　 4 0％

灰色　　　　　　 覆土 中　 野弘は6B　 4。4　 て立 ち上 が り学　汀線部 はわずか に　 底部回転へ ラ削 り。底 部へ ラ記号。

C　 5。6　 外反す る。 良好

舞

い　　 紬∴吏 器

A　 は3守 ‖ 底部 か ら汀縁部 片。平底。体 部は　 日縁 部ヲ体 部内 の外面 ロクロナデ。

B　 も　 外 傾 して立 ち上 が 軋　 打線部 に至　 体部 下端手持 ちへ ラ削 り。底部一

長有 ・有薬 ・雲母　 P M γ　　 湘％

暗灰 黄色　　　　　 床 面

良好　　　　　　 二次焼成C ［説4］ る。　　　　　　　　　　　　 方向 のヘラ削 り。

塚

摘　 須 恵 器

A ［13 eO］ 底部 か ら目線部片。平底 二体部 は　 日縁弧 体部内 の外面 ロ クロナデ。 石英 0 雲母 もスコ　 ㌘3＿15　　 4 0％

リア　　　　　　　 覆土 中

にぷ い橙色　　　　 二次焼成

B　 4 64　 外傾 して立 ち上が り言 j縁 部に至 「体部下端手持 ちへラ削 り。底部＜

C ［6 4 ］ る。　　　　　　　　　　　　 ラ削 り後 ナヂ。．

良好

高台付椀

1丁　　 須 恵 器

H　 亘 5） 高台部か ら休部星 高台 はハ の字　 体部 内 ・外 面 ロ クロナテざ　底部回

か　 加 4 ］ 状 に開 く。体部 は内攣 して立 ち上　 転へ ラ削 り胤 高台貼郁 ナ。

石英　　　　　　　 P 3 18　　 30％

黄灰 色　　　　　　 覆土 中

E　　 圭2　 が る。 良好

悪

須 恵 器

A ［2 4減　 俸部上位 か ら打線部片。体 部は緩　 打線部内 の夕摘 ロク ロナデ。体部

B （74 0日 やか に外方 に開 きなが ら立 ち上 が　 外 面縦位の平行叩 き，内面 ナデ。

長有 ・有薬 ・霊母　 P J m　　　 象

にぷい黄橙色　　　 覆土中
12 る。ロ縁部 は体 部に対 しほぼ直 角 良好　　　　　　 二次焼成

に外 反 し，端部 は上 方につ まみ上

げ られてい る。

i
椀

13　　 灰粕 陶器

Å ［17湖　 体部 か ら冒縁 部片。体 部は緩やか　 冒縁弧 体部内 さ外 面ロク ロナデ。

B （76 0） に内攣 して立 ち上が り， 口縁 部は
石英　　　　　　　 P 3 05　　 5 ％

吠 白色　　　　　　 将士 中
わずか に外反 する。 良好　　　　　　 窯笹90号窯様式

、一一一一　つは1－－－－



図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 十 ・色調 ・焼成 備　　 考

体部 内 ・外 面ロ クロナデ。底部 高 石 英 P 306　　　 5 ％第10 3国 長 頸 瓶 B （8．0） 底部か ら体部片。短い高台 が付 く。

14 灰和 陶器 D ［10．0］

E　　 私9

体 部は内攣気味 に立 ち上 がる。 台貼付 け後，ナデ。 灰 白色

良好

将士 中　 PL 日用

窯笹90号 窯様式

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 径 （cm） 孔径（cm） 重量（g ）

15 管　 状　 土　 錘 （1．8） （3．7） 0．8 （13言） 覆　 土　 中 りP 49　　 10％

図版番号 器　　　 種

計　　　 測　　　 値
石　　　 質 出 士 地 点 備　　　　　　　　 考

径 （cm） 厚 さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

16 紡　 錘　 車 5．2 1．9 0．8 4 7．4 凝　 灰　 岩 覆 土 中 線 刻 Q 22　　 80％　　 P L 1 76

図版番号 器　　　 種
計　　　 測　　　 値 巨　 質

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cn） 厚さ（cn） 重量（g ）

17 砥　　　　 石 8．7 5．0 2．6 1（日．0 凝　 灰　 岩 覆　 土　 中 Q 23　　 P L 174

18 砥　　　　 石 6言 4．8 2．2 64．6 凝　 灰　 岩 覆　 土　 中 Q 24　　 P L 174

図版番号

19

器　　　 楯

計　　　　　 測　　　　　 値
出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm）　 幅 （cm）　 厚 さ（cm）　 重量 （g ）

鎌 （13．2） 2．8 0．4 （35言） 覆　 土　 中 M 42　　 P L 17 7

第臓5院号住居跡（第鼠04儲105回）

位置　調査区の中央部タ　E2g6区。

重複関係　本跡は，第134C㊨135A儲且36C号住居跡によって掘り込まれている。

規模と平面形　長車酪26m，短軸［転用］mの方形と推定される○

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は43～55cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁下を除いて巡っている。上幅17～32cm，下幅4～12cm，深さ4～9cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部及び出入り口施設に伴うピットと南壁の間が踏み固められている。

ぽッ睦　6か所（Pl～P6）。Pl～P4ほ，径20～29cmの円乳深さ70～86cmである。規模と配列から主柱穴

と考えられる。P5は径22cmの円私深さ抽mである。位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。㌘6

は径47cmの円形，深さ13cmであるが，性格は不明である。

寵　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚き口部まで134cm，両袖最大幅150cm，壁外への掘り込みは39cmである。両袖部の中から

土師器嚢の体部片が出土している。これらは，袖の補強材として使用されたと思われる。袖の内壁と煙道部は，

火熱を受けて赤愛している。火床部は9火熱を受けて赤愛している。煙道部は緩やかに立ち上がりタのち角度

を変えて外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1灰　褐　色　焼土・炭化・粘土粒子少量，焼土小ブロック微量
2　灰　褐　色　粘土粧子中鼠　焼土中ブロックe焼土の炭化粒子微量
3　灰　褐　色　粘土粒子多量，焼士粒子微量
4　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化。粘土粒子少量
5　にぷい赤褐色　粘土粒子中量ラ　焼土粒子少量，炭化粒子微量

一一一一一一一一一一一142一一一一一一一一
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㊨　　　旦儲餉

窮臓図　第臓5随考健腰掛実測属纏）

◎　　　　　　　　　　　　　　　　　餉闘

』　　　走

覆土1封廿からなり，ローームプロ、ソクを含み不作然な堆積を′Jこしていることから，人拗冊霞と考えられる

土層解説
鼠　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

ア　褐　　　色

8　暗　褐　色

9　褐　　　色

摘　暗　褐　色

日　田　　　色

は　褐　　　色

ユ3　褐　　　色

リー∴！、小ゾし「、′ケ・tブーム粒十年㍑　焼回「ソ、、tJ・∵ク・焼上・炭化・lJ一一ム中ゾし「ノン微：t－l：

焼上・炭化粒J’・・「J・一∴申・小ゾt‾」、、′ケ・tl1、一∴粒召糾Iを

ローム小プローブクをロ…ム粒子少鼠　焼土中を小プロッタを焼豊遽紺ふき炭化物も炭化粒子ふをローム中プロッタ微選

炭化粒「・U一一！、中・小ゾLJ、′ン・tJ－∴粒日放量

目、－∴小ゾrJ・・′　・U一一∴粒J′・少；－；∴　揖一化物・炭化粒J’・・「1－∴申ゾ＝リン微量

廃土プゝプロッタゆ焼ま粒子も炭化物6炭化粒子あローム中ゆノ㌔プロッタのローム粒子微量

U一一∴粒「少量，埼つ斗－っ′・・炭化物・ローム小プロ・ソ月微量

規上・炭化粒J∴・しト一一∴中・小ゾU∴ソク・しトー∴粒j′・微還

l」－…∴粒J’一少；一㌧　焼上・炭化粒j∴しトー∴申・小ブl」いノン微；l！．：

炭化粒j∵・しトー∴小ゾl「・ク・lト一一！、粒J’－′吊；〕焼「小ゾt「′ケ・炭化物・LJ一一一∴ん・中ゾl「∵日放量

炭化物・炭化・ロー－h－ム粒j’・少量∴　焼‖＼1豆・・tトー∴大・中・小ゾUりケ微量

炭化・ilJ一一∴粒子少量、悦上位j’・・炭化物・しトー∴中・小ゾし了∴・′月哉量

ローム粒子少量　廃土粒子の炭化物や炭化粒子0ローム中の小ブロック微量

遺物　土師器杵渕軋夜　琢片罰点　高塚片鉱産　嚢杵渕私産ラ　須恵器片娠夜　塚片凱産　婆　ふ信勘　圭製品且

′　　　　　－

の土師器嚢が竃前面から撃　複の土師器高塚が中央部商機から撃　呂の土師器婆が中央部と商壁際から9　5の土師

′

近からタ　の土師落球撃　の土師器甑調の石製紡錘車が竃商機部付近から調の土師器甑が中央部南側から識且

の上製支脚が電前面から出上している∴　6は正す：如）状態で出上している、、

所見　本跡の時期は。遺構の形態及び出上遣物から（日日二紀中葉と考えられる

第臓　隊等性情跡出立遺物観察衷

′
器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 躯 鯛 禰 痢　 ノ備　 考

第摘 図　　 棒　　 A　 H も 9］ 底部 か らL 縁部片。丸底 。体部は m 縁部内 の外商横 ナデ。体部 内面 長有 ・1 コヤ　ア　　 P J封　　 ・い㌦

†　　 十　 柚　器　 8　　 う．バ 内攣 して立ち上が 勘　 に縁 部　 の ヘ ラ磨 き。 内 の外面 赤彩。体部外 赤褐 色 将士 中　 P L l川

境 に鈍 い綾 を持つ∴　目線 部は外頓

す る。

面器薗剥粧。 普通　　　　　　　 二次焼成

棒　　 Å ［摘の5‾1 底部か らm 縁 部杵。丸底。体灘 か 招縁 部内 も外面横 ナデ。体部外面 ㌘32 2　　　 3 0％

2　　 土 師 器　 由　 58 2 ら招縁部 にかけて内攣す る。 ハ＼ラ削 り後†ナデ．内面へ ラ磨 き＋ 灰褐色 床面

内面赤 彩。 普通　　　　　　　 二次焼成

琢　　 Å ［摘4 4］ 底部か ら打線部片 。平底。体部 か 目線部 内 ・外面 構ナ チ＋　休 部外面 長石 の石英 の雲母　 ㌘32 3　　 3 0％

土 師　 器　 B　 は 凍 ら目線 部 にか け て轟 や か 工内豆 ナチ．内面放射状の／＼ラ磨 きつ 力 にぷい赤褐色　　　 床面

しつ雄敵部と漁場 に稜 を括り 。 m 面異色処 理。 普通 二次焼成

縁 部は内傾す る。

1∴‖
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第106図　第135B住居跡出土遺物実測図（1）
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第107図　第135B号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第106図高　　杯A［18．6］杯部片。坪部は内攣気味に立ち上ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面長石・雲母・スコP324　　　30％

4 土師器B（4．9）がり，口縁部は外反する。 ヘラ削り，内面へラ磨き。内面男リア 覆土中

色処理。外面赤彩。 橙色　普通 二次焼成

5

藍A［13．6］休部から口縁部片。休部は内暫し口縁部内・外面横ナデ。休部外面長石・雲母・スコP328　　15％

土　師器B（12．0）て立ち上がり，口緑部はわずかにヘラ削り後，ナデ，内面ナデ。輪リア 覆土中

外傾する。 積み痕。 にぷい赤褐色

普通

6

整A　16．5底部から口緑部片。平底。休部は口緑部内・外面横ナデ。休部外面長石・石英・雲母・P325　　　80％

土師器B　22．2

C［6．0］

内攣して立ち上がり，最大径を中

位に持つ。口緑部は外反する。

ヘラ削り，内面ナデ。器面荒れ。スコリア

にぷい赤褐色

普通

覆土中　PL116

7

要A　14．5休部から口緑部片。休部は内攣気口縁部内・外面横ナデ。体部内・長石・石英・雲母P326　　　60％

土師器B（13．8）味に立ち上がり，口縁部は外反す

る。

外面ナデ。輪積み痕。 にぷい黄橙色

普通

床面　　PL116

8

璽A　13．4休部から目線部片。休部は内攣気口縁部内・外面横ナデ。体部外面長石・石英・雲母・P327　　　20％

土師器B（13．7）味に立ち上がり，口縁部はわずか

に外反する。

ヘラ削り，内面ナデ。 スコリア

にぷい黄橙色

普通

覆土中

9

甑A［23．3］休部から口緑部一部欠損。無底式。口緑部内・外面横ナデ。体郡内・長石・石英・スコP329　　　80％

土師器B　28．1

C［9．2］

体部は内攣して立ち上がり，口縁

部は外反する。

外面へラ磨き。 リア

橙色　普通

床面　　PL116

第107図甑A［20．6］底部から口縁部片。無底式。休部口縁部内・外面横ナデ。休部外面石英・雲母・スコP330　　　20％

10 土師器B　22．5

C［10．6］

は内野して立ち上がり，口縁部は

わずかに外反する。

ヘラ削り後，ナデ，内面ナデ。リア

にぷい黄褐色

普通

床面

図版番号器　　　種

計　　　　　測　　　　　 値
出土地点 備　　　　　　　　　　　 考

長さ（cm）径（cm）孔径（Ⅷ）重量（g）

11 支　　　　脚16．9 7．5 － （866．2）床　　　　面DP50　　95％　　PL172

図版番号券　　　種
計　　　測　　　値

石　　　質出土地一点 備　　　　　　　　　 考

径（Ⅷ）厚さ（m）孔径（CⅡ】）重量（g）

12 紡　錘　車 4．1 1．4 0．8 40．4滑　　　　石床　　　　面Q25　100％　　PL176
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第136A号住居跡（第108図）

位置　調査区の中央部，E2g8区。

重複関係　本跡が，第136B・136C・136D号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．机m，短軸（3．27）mの長方形と推定される。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は20～29cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南壁下の一部に巡っている。上幅11～15cm，下幅3～7C皿，深さ6cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚き口部まで140cm，両袖最大幅173cm，壁外への掘り込みは60cmである。火床部は，床面

を8cmほど掘りくぼめており，火熱を受けわずかに赤変している。煙道部は媛やかに立ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム・粘土粒子微量

2　極暗褐色　焼土大・中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム・粘土粒子微量
3　暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム人・中・小ブロック・ローム粒子微量

4　暗赤褐色　焼上小ブロック・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l l　　　　！
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第108図　第136A号住居跡実測図



覆土　2層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック微量

炭化粒子少量，焼土′トブロック・焼土粒子・炭化物・ローム中㌧小ブロック・ローム粒子微量

遺物　土師器片420点（杯片59点，高杯片1点，嚢片360点），須恵器片44点（杯片44点），縄文土器片1点，鉄

淳7．8g，含鉄樟35・1gが出土している。覆土下層では，第109図1の土師器杯が中央部南東側から，5の須恵

器長頸瓶が中央部東側から出土している。床面では，3の土師器聾が竃前面と中央部商東寄りから，4の土師

器ミニチュア土器が中央部北東寄りから出土している。その他，覆土中から2の土師器杯が出土している。6

は須恵器嚢の体部片で，1本の波状文が3段に施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遣物から9世紀複葉と考えられる。

二三二〆
】　　　I

）－－
n　n

二‘

第109図　第136A号住居跡出土遺物実測図

第136A号住居跡出土遺物観察表

二「、∴二・三
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト－ー†　　　・l

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第109岡 杯 A ［14．2］ 底部からロ緑部片。平底。体部は 口緑部，体部外面ロクロナデ，内 長石・石英 ・雲母・ P 331　　 15％

1 土 師 器 B　　 4．1 内攣して立ち上が り，口緑部に至 面横位のヘラ磨 き。体部下端回転 スコリア 覆土中

C ［6．6］ る。 ヘラ削 り。底部回転へラ削 り。内

面黒色処理。

橙色

普通

二次焼成

2

土不 A ［13．0］ 体部から口縁部片。体部は内攣気 目線部，体部外面ロクロナデ，内 石英 ・雲母 ・スコ P 332　　 10％

，一上二師 器 B （4．2） 味に立ち L が り，口縁部はわずか 面横位のヘラ磨 き。体部下端回転 リア 覆土中

C ［6．0］ に外反する。 ヘラ削 り。底部回転へラ削 り。内

面黒色処理。

橙色

普通

二次焼成

3

蛮 A ［20．2］ 休部から口縁部片。休部は内野気 「1 縁部内 ・外面横ナデ。休部外面 石英 ・雲母 P 333　　 10％

土 師 器 B （20．6） 味に立ち上が り，口縁部は外反す

る。端部は上方につまみ しげられ

ている。

へラ削り後，ナデ，内面ナデ。 にぷい褐色

普通

床面

4

ミニチュア丑 B （1．8） 底部から体部片。平底。体部は外 休部外面へラ削り後，ナデ，内面 石英 ・雲母 P 334　　　 20％

土 師 器 C　　 3．8 傾 して立ち上がる。 ナデ。底部へラ削り。 にぷい黄橙色

普通

床面

5

長 頸 瓶 A ［9．2］ 頚部から目線部片。頚部からLJ縁 口緑部，頚部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・石英 P 335　　　 5 ％

須 恵 器 B （3．7） 部にかけて外傾して立ち上がる。 にぷい赤褐色

良好

覆土中　 PL 116

148－



第136B号住居跡（第110図）

位置　調査区の中央部，E2f9区。

重複関係　本跡が，第136D号住居跡を掘り込んでいる。また，第136A号住居跡によって掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4．14m，短軸4．10mの方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は12－23cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　第136A号住居跡によって掘り込まれている南西コーナー部を除いて巡っている。上幅12～29cm，下幅

5～14cm，深さ5～8cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

叫　　④）

可

第110図　第136B号住居跡実測図

－149－
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竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚き口部まで114cm，両袖最大幅124cm，壁外への掘り込みは66cmである。火床部は，床面

を5。mほど掘りくぼめており，火熱を受け赤変している。雲母片岩の支脚が，火床部奥に置かれている。煙道

部は緩やかに立ち上がる。

寵土層解説
1にぷい赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化・ローム・粘I二粒子微量
3　極暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化・ローム・粘土粒子微量
4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，炭化物・炭化・粘土粒子微呈
5　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化物・炭化・粘土粒子微量
6　暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
7　褐　　　色　焼土・炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子微量

覆土　2層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少逼，焼・レ」、ブロック・ローム大・中ブロック徴鼠
2　暗　褐　色　ローム′トブロック少量，炭化粒子∴ローム中ブロック・ローム粒子微量

遺物　土師器片119点（杯片90点，高杯片5点，嚢片24点），須恵器片43点（杯片18点，高杯片1点，蓋片2点

襲片22点），鉄製品1点，縄文土器片1点，鉄津98・5g，含鉄棒43・3gが出土している。覆土上層では，第111

図1の土師器杯が西壁付近から，2の土師器杯が竃前面から出土している。覆土下層では，4の土師器高台付

椀が中央部北側から，6の釘が中央部北西側から出土している。その他，覆土中から3の土師器高台付椀が出

土している。5は須恵器嚢の休部片で，外面に縦位の平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から10世紀中葉と考えられる。

0　　　　　　　　3cm

！　；－」

第111回　第136B号住居跡出土遺物実測図

第136B号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　呈　　　」

凶版番号器　種計測値（cn）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第111図土不A　ll．0底部から口緑部片。平底。体部は口緑部，体部内・外面ロクロナデ。石英・雲母・スコP336　　　70％

1 土師器B　　3．2内攣気味に立ち上がり，口縁部に休部下端手持ちへラ削り。底部回リア 覆土中

C　　4．4至る。 転糸切り。 にぷい橙色

普通

二次焼成

－150－



摘 番可 器 種 恒 び縮 可　 器 形 の 特 徴 i 手 法 の 特 徴 胎土 櫓 酢 射 中　 朝音　 速

第11滴　　 杯　　 A ［蟻諸］ 体部から打縁部片。休部は内攣し 上汁縁部，休部外商ロタロナデ学　内

2　　 土 師 器　 B （′5凍　 て立ち上が勘　 に縁部に至る。　 商へラ磨 。

石英 。雲母　　　　 ㌘器7　　 鋼％

橙色　　　　　　　 覆土中

普通　　　　　　　 二次焼成

高台付椀　 Å　 事 ・十　 高台部から目線部片＋高台はハの 「1線乱 作高再 ・外面U ンU ナチ＋

3　　 土 師 器　 B　上狛如 上争状に開 く。体部からm 縁部にか　 底部回転糸切り胤 回転鵜ラ削 り。

長石 あ雲母 のスコ　 ㌘338　　 腑％

リア　　　　　　　 将士中
E （お3） けて緩やかに内攣する。　　　　 高台貼翻 す。 にぷい橙色　 良好　 二次焼成

高台付椀　 Å　言う・十　 高台部から目線部片＋高台部は捏　 目線乱 体部内 ・外面ロケU ナデ∵ 長有 ・有英 ・工母・ P ぷ　　　 佃㌦

スコリア　　　　　 楷十申　 P L†圧4　 土師器 書 芸出 塁 豊 浩 認 禁 謝 恩 豊 豊 霊 漂 禁

圧＋ C再蔓「外反する。　　　　　　　　　　 付け。内面黒色処理。
にぷい橙色　　　　 二次焼成
普通

図版番号 器　　　 種
i長さ。。m）計恒 。還 重 責 討 岨 項

備 考

6 釘 史 止 」 」 二 束 十 五 可 着 手 可 読
Pl」lγリ

′

′　　　　　　ノ

ー　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

込まれている、

ニ　′′

童軸方向　N－∵「－I＿三

璧　壁高は鍼～猫cmで撃　外傾して立ち上がる。

′　　　　′

而彬はし’字状である、1・

ノ

ぽッ睦　欝か所津且～㌘習。㌘且～㌘4は資　長饉33～6細撃短径32～抽抱の楕閏乳深さ35～開撒督ある。規

′　　　　　　　　　　　　　　　　　一°　　　：′′　　　′　　　　　　　　　　　ノ．．

‥ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　　　　′

ノ　　′　　　　　　　　　一　　　　　　　・・　　　　　　　　　　′　　　　　　′

′、′　　　　　　　　　　　・・　′ノ′　　　　　ノ

煙道部から変　Ⅲ部まで蜘㍍m　両袖凝太幅摘融C腿　壁外への掘　込みはmcmである。薬禍の内壁は　鬼熱

′　　′　∴　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　′

やかに立ちl二がり．のち外傾して立ち上がる－．

篭土層解説

1工ぷい赤勉色　焼上中・小ゾl′「′ク・旭日1′つ′一・損じ物・尉じ粒J’・・ローム小ゾし上ノウ・ロームつう‖1位」∴微量

ご　陽　　　色　tト！、粒十年㍑　焼上人・中・小ブし「ノン・規上・炭化粒J’・・H－∴大・中・′巨ノ、“し「′月糾：
∴；褐　　　　色　焼同一・小ブし「′ケ・焼上・損じ粒J’・・ローーム小ゾU㌧ソク・LJ一月ll′つつ絞量

・－1褐　　　　色　焼巨」、ブLJ、ソク‥址上位Jr・・損じ物・損じ粒J′・・「て－∴小ブTl‾丁、ソツ・ロー∴粒「微宣
1暗　赤　勘　色　焼日こ・中・小ゾrJ・ソク・焼ロイイ少甘．炭化物・損じ・l：＿ト∴・枯ロイ′守微：喜l：

暗　赤　褐　色　焼土小ブロック中鼠　焼土0粘土粧子少鼠　炭化粒子微農
賠　赤　褐　色　廃土粒子中量

覆羞　　層からな娠　レンズ状の堆積を示しタ　自然堆積である。

土層解説

l　暗　視　色Ilトム小ブート′ン・しト∴粒「′描∴　焼巨巨ノ’、－‘」、∵ク・焼日日・・尉ヒ物・尉じ粒J’・・ロー吊り、tr′描出

2　暗　褐　色　炭化粧ヂA少鼠　焼土中ブロックを廃土粒子の炭化物の。ーム中ゆ小ブぴツタぁローム粒子薇義

！；勘　　　色　tJ－∴中ソし「ノク・H一一∴粒J’lノん㍉l∴　焼上位J’一日封じ物・出仕∴U－∴中ブrJ、ソ描出
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第112図　第136C号住居跡実測図
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ト－ー

重義

肇轡も′　肇浮‖
第113回　第136C号住居跡出土遺物実測図（1）

第136C号住居跡出土遺物観察表

」＿＿＿＿＿＿＿＿－⊥　　　i

図版番号器　種計測値（m）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎士・色調・焼成備　　考

第113回杯A［14．7］底部から口緑部片。平底。体吾βか目線部内・外面横ナデ。休部外面石英・雲母P340　　　40％
1土師器B　　3．7ら口緑部にかけて外傾して立ち上

がる。

ヘラ削り，内面ナデ。にぷい橙色

普通

覆土中　PI。117

2

棄A［24．0］休部から口緑都片。休部は内攣し口緑部内・外面横ナデ。休部外面長石・石英・雲母P342　　　40％
土師器B（23．3）て立ち上がり，口緑部は外反する。

端部は外上方にわずかにつまみ上

げられている。

ヘラ磨き，内面へラナデ。にぷい黄褐色

普通

床面　　PL117

3

要A［22．2］体部から口緑部片。休部は内暫し口縁部内・外面横ナデ。休部外面石英・雲母P345　　　35％
土師器B（22．5）て立ち上がり，口緑部は外反する。

端部は外上方にわずかにつまみ上

げられている。

ヘラ磨き，内面へラナデ。にぷい赤褐色

普通

覆土中
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遺物　土師器片522点（杯片52点，

聾片470点），須恵器片12点（杯片10

点，蓋片2点），含鉄津126．6gが出

土している。第113・114図覆土上層

では，1の土師器杯が逆位で竃東袖

部付近から，5の土師器嚢が竃東袖

部付近から，3の土師器嚢が北壁際

から，8の須恵器蓋が東壁際から出

土している。4の土師器嚢は，東壁

際の覆土上層の破片と中央部東側の

覆土下層から出土した破片が接合し

ている。床面では，2の土師器賓が

竃東袖部付近から，6の須恵器杯と

9の須恵器嚢が中央部から，12の土

玉が中央部南寄りから出土してい

る。7の須恵器蓋は，P4の覆土中

層から斜位で出土している。10は須

恵器要の休部片で，外面に同心円当

て具痕が施されている。11は須恵器

葉の体部片で，外面格子目叩き，内

面同心円当て具痕が施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及

び出土遺物から8世紀前葉と考えら

れる。

ト1一一一一一一一一十一一一　　－」

第114図　第136C号住居跡出土遺物実測図（2）

図版 番号 器　 種 計測 値 （m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 114 岡 整 A ［2 2．0］ 体 部 か ら 目線 部 片 。 体 部 は 内 攣 し 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 体 部 外 面 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 344　　　 3 5％

4 土 師 器 B （28 ，3） て 立 ち 上 が り，口 緑 部 は外 反 す る 。

端 部 は 外 上 方 に わず か に つ まみ 上

げ られ て い る。

ナ デ ， 内 面 へ ラナ デ。 ス コ リア

褐 色

普 通

覆 土 中
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摘 鮒 ！器 樺 恒 建縮 m自　 若 形 の 特 徴 i 手 法 の 特 生 」 聖 や 酢 料 「 前 菊

第融 ．勇　 聾　　 Å ［2招 ］倦部から出様部片二体部は内攣し ［二臓部内も外商横ナデ。休部外商　長石の石英のスコ　㌘3射　　 50％
5　 土師 岩窟「B （那吊D 「て立ち上が娠 打線部は強　 外反　へラ磨凱 内面へラナデ。　　　 ア　　　　　 覆土中　 靴はア

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 橙色

普通

凱臓何　 杯　　 A は湖　 底部からに磯部片〇平底〇体部か　打線乳 体部内のタ摘 ロタロナデ。長石の石英の雲母　 ㌘346　　 30％
6　 須 恵器　 B　 説自 らは縁部にかけて外傾して立ち上　底部回転へラ削り。　　　　　 灰黄色　　　　 床面

C ［8諸］ がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 良好

蓋　　 A 1505　 打線部一部欠損。ボタン状のつま　日縁弧 天井部内e外面ロタロナ　長石の石英な雲母　 ㌘347　　 90％
7　 須恵 器 雷 雲：； 雷霊 義持完悪霊 豊 鵠 芸　 デ〇天井部派 へラ削 C　 禁 色　　 ピッ摘 ㌘監1膵

G　　 O。8　　 く。

蓋　　 B 日 85） つまみか ら天上 部片〇扁平 なボタ　 天井部 回転 へラ削 。　　　　 長石 の石英 や雲母　 ㌘鍼8　　 ％

8　 須 恵 器　 ぎ　 3さア　 ン状 のつ まみが付 く。　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい黄橙色　　 穫土中

G　 吊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 良好

婆　　 B （5詳） 頚部か らm 縁 部片。頚部 は外 反気　 描線乳 頸部内 の　桁毎ロタロナデ。 石英 や雲母　　　 ㌘凱9　　 ％

9　須恵器　　 霊慧禁畿義漂監禁完　　　　　　 禁色　　 床面
部欠損。

図版番号　器
種 長射。m計 径 。鞄）；乳径諸 星玩車 士地点

備 考

12　巨 玉」 曇 よ 三 重 E 亘 ヨ 三 重 薄 「 ∵ 市 議
摘％ PLl（号

′

位置　調査区の中央部　E2摘区。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　ノ

ノ　　　　　　　　　　／　′　：　′　′　　′・・′

童軸方向　N－1（iL、－ⅥT

′、　　　　　　　′

′　＼　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・：

し丁字状である、、・

′　　’　　∴　′　　、　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　′ノ　　　　　　′　′∴　　　ノ′　．

踏み出められた床面が検出された、、

ノ　　ノ　　ー　　　ノ′　．・　′　　　　　　　　′′　　　　′　　　　′

：　　　　　　　　　一　′　　　　　　　　　　　　　　　　′′　′　　ノ　′・1　ノ′　′

ノ　　　　　　　　　　・ノ′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　ノミ　　　　　′　　　　′　　′　　　　　　　　　　　・

′　　′、　　　＿　　∴　・　　　一　　　、こ　　　ノ　　　　　　　　　　　1・　．．　′′・

′　　　　　　　　　　　　　・・′　′　′′　　　　　　　　　　　・・　　　　一′　　′　　　′　　′　　一・ノ　　　ノ　′′

不明である、

竃土層解説

1暗　褐　色　亡トムつ枯上位J′一少量．焼‖∵′つ’一・ローム小プロ、ソク微量

2　明　褐　色　粘土粒子多量，廃土粒子微量

：う　暗　褐　色　ローーム中プロ、ソク少量．焼‖∵イ・ローム小ブロック微量
後　略赤褐色　焼土龍予中量夕　粘土粒子少量

一一一…一一155　－－－－－－



C

A34．2m

叫

第115図　第136D号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

」　　＿i i

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

－156－



覆土15層からなり，第1－4層まではレンズ状の堆積を示し，自然堆積である。第5～15層は，ローム大・

中・小ブロックを多く含むことから，人為堆積（貼床）と考えられる。

土層解

1　褐

2　暗

3　褐

4　褐

5　褐

6　暗

7　褐

8　暗

9　暗

10　暗
11極
12　褐

13　暗
14　褐
15　褐

褐

褐

褐

褐

暗褐

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土・炭化粒子・ローム中・小ブロック微量
炭化粒子少鼠焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・ローム中・小ブロック・ローム粒子微量
炭化・ローム粒子少量，炭化物・ローム中・小ブロック微量

ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土・炭化粒子・ローム大・中・小ブロック微呈
ローム大・中・小ブロック・ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
ローム大・中ブロック・ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック微量

焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム大・中・小ブロック・ローム粒子微量
焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中・ノJ、ブロック・ローム粒子徴墓
炭化物・炭化粒子・ローム大・中・小ブロック・ローム粒子微量
焼
ロ

土4、ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム大・中・小ブロック・ローム粒子微量

ーム大・中ブロック少量，焼土小ブロック・焼土粒チ・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
ローム大ブロック中呈，ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微量
ローム大・中・小ブロック少呈，炭化・ローム粒子微量

ローム大ブロック中呈，ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム大・中・小ブロック微量

遺物　土師器片126点（杯片18点，慧片107点，甑片1点），須恵器片4点（杯片3点，要片1点），土製品1点，

鉄淳12・5g，含鉄棒5・4gが出土している。覆土上層では，第116図4の土製支脚が竃西袖部付近から出土して

いる。覆土下層では，2の土師器杯が北壁際から正位で出土している。竃内では，1の土師器杯が覆土下層か

ら横位で，3の土師器杯が火床部から出土している。

所見　床下からもうひとつの床面が検出され，床の張り替えが行われたと考えられる。時期は，遺構の形態及

び出土遺物から6世紀後葉と考えられる。

／

10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　i

第116図　第136D号住居跡出土遺物実測図

第136D号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第1 16図 杯 A　 12．6 体 部か ら11線部 一部欠損。丸底。 目線 部内 ・外面横 ナデ。 体部外面 長石 ・石英 ・スコ P 3 50　　　 80％
1 土 師 器 B　　 3．5 休 部は内攣 して立 ち上 が り， 口緑 ヘ ラ削 り，内面ナデ。 リア 電内　　 P L 1 17

部 は直立する。 にぷい橙色

普通

二次焼成

2

杯 A　 1 2．6 底部か ら口緑 部片。丸底。体 部は 口縁部 内 ・外 面横 ナデ。体部外 面 雲母 ・スコ リア P 35 1　　 6 0％
土 師 器 B　　 3．5 内攣 して立 ち上が り， 口縁部 との ヘ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。底 部 にぷ い橙 色 覆土中　 P L l 17

境 に稜 を持つ。U 縁部 は直立す る。 一 方向の擦痕有 り。内面黒 色処 理。 普通 二次焼成
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図柄 可 器 種 計測酌 可　 器 形　 の　 特　 徴 手 法　 の　 特 徴　 恒 溌 漸 鵬 i 備　 考

第1圧図　　 時 A ［融上り 「体部から描線部片。体部は内攣気 汀縁部内 0外商桟ナデ。休部外面　 石英 の雲母 のスコ　 ㌘352　　 15％

3　　 土　師 器 B （6。ア） 味に立ち上が 娠　 打線部との境に ヘラ削十　 内面へラ磨き＋　内面黒　 リア　　　　　　　 電内

稜 を持つ。打線部はわずかに外反 色処理∴　　　　　　　　　　　　　 工ぷい褐色 二次焼成

する。 普通

種 i長さ。。nぎ 測　　　　　 値 恒 地点 i 備　　 考

幅　 C蔑）　乳径 cm）　重量施）
4　 極　　 卿巨 e6 13ぁ4 ！　 「細欄 覆　 土　 中恒 盟　 鋸顔　 頭踊

第臓考健腰跡　第温膵囲）

位置　調査区の中央部，I三2i（う区、＿－、

規模と平面形　長軸ふ（う51ll，紬柚3．38111の方形である、・、．

童軸方向　N－2し、－Ⅵ’

壁　壁高はLl（トl二′18cmで．ほぼ巾三両に立ち上がる．＿－、

壁溝　全周する＿＿　同山（ト工icm，卜幅l－1、1（うcm，深さ（う、11cmで．断面形はしつ：状である、＿、

床　平川で，中央部はよく踏み国められている、＿、

ピット　：3か所（、Pトr）：i「I）1は．律こ32cmの円彬．深さILIcmである＿、位置から出入i）ll施設に伴うビット

と考えられる、＿－　P2・、つ）ニiは長往事ト72cm，短往こう（上帯cmの楕円形，深さ17＼・25cmであり，当住居跡に伴う柱

穴と考えられるが，ノ！里狛土不明であるご

竃　北唯中央部に，砂混じりの褐色粘上で構築されているつ肘牛による撹乱が．北西から南東に向かって縞状

一　　　　　　　　　　　　　、′　　　　　　　　　　　　′、′　　　　　　　　　　　　り

幅仕Icm、壁外への掘り込みは30cmである、－．東側の袖の内壁は，火熱を受けてかなり赤変している＿一一、．煙道部は

緩やかに立ち上がる、

竃土層解説

l　灰　　褐　　色　粘日章戸車量，H－ム粒J’・少量∴址上・炭化粒「・ローム小プロ・ソク微量

2　にぷい赤褐色　粘土粒子中量夕　焼土小ブロック少量

3　灰　褐　色　粘土粒子中量ヲ　ローム粒子少量夕　廃土の炭化粒子微量

暗　赤　褐　色　粘土粒子少量　廃土め炭化粒子微巌

覆土　7層からなり．レンズ状の堆積を示し，自然堆積である1

土層解説

1　暗　褐　色　しトーム粒J′・少量，焼上・炭化粒自微量

暗　褐　色　ローム粒J’一少量．焼吊It′つ∴・炭化物・炭化粒J′・・ローム小ゾU、リン微量

！；暗　褐　色　炭化粒J’中量　焼巨トゾLr∵ノク・炭化物・ローム粒J’・少㍑　焼‖：白つ尉‡；：

l　暗　褐　色　ロームl巨ノ’、U、リク・r‾J一一“ム粒「少量．焼上・炭化粒J′一微量

コ　暗　褐　色　焼上・炭化・ローム粒j’一少＿結　炭化物微量

6　暗　褐　色　ローム粒子中量夕　焼圭粒子微量

暗　褐　色　粘土粒子少鼠　焼土の炭化粒子微最

遠物　日軒器片760点（杯片1＿3宜、－∴　高林片3点．望月牒23点上　須恵器片2L一一1点（林片9点，悪片15点上　士製品

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　ノ　　　　　′　　′　　　　　　　　　　　′ノ　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　、ノ　′・′

日紬器林が西壁際から，3の上帥器林が電西袖部付近から．11の周冊鉦毒杯と（うの須恵器林が両壁付近から出

上している．し－　6は，斜位の状態で出上しているご　覆士卜層では，9のl二製文脚が中央部南側から出上している＿一

床面では91の土師器杯が中央部北東側から正位で，5の十師器霊がト央部からrl十上しているl、その他∴覆上

申から8の上工，7の上製紡錘車が出上している＿一

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出上遣物から7世紀前葉と考えられる。

－一つ58　－－－－－－…
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第117図　第137号住居跡実測図
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第118図　第137号住居跡出土遺物実測図

第137号住居跡出土遺物観察表

7

0

亡二二1二∃cm

図版番号 器　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第118図 杯 A　 ll．9 休部から口縁部片。丸底。体都は ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面 雲母・スコリア P 353　　　 70％

1 土 師 器 B　　 5．2 内攣して立ち上がり，ロ綾部との ヘラ削り後，ナデ，内面へラ磨き。 にぷい褐色 床面

境に稜を持つ。口縁部は直立する。 普通 二次焼成

2

埠 A ［10．6］ 底部から口縁部片。丸底。休部は 口緑部内・外面横ナデ。休部外面 長石・雲母・スコ P 354　　　 30％

L 師 器 B　　 4．3 内攣して立ち上がり，口緑部は短 ヘラ削り，内面ナデ。内 ・外面窯 リア 覆土中

く直立する。 色処理。 黒褐色　 普通

3

均こ A ［12，8］ 休部から口縁部片。休部は内攣気 口緑部内・外面横ナデ。休部外面 長石・雲母・スコ P 355　　　 20％

土 師 器 B （4，0） 味に立ち上がり，口縁部は緩やか ヘラ削り，内面ナデ。 リア 覆土中

に外傾する。 橙色　 普通 二次焼成

4

高　　 杯 B （4．7） 脚部から杯部片。脚部は下位でハ 杯休部外面へラ削り，内面へラ磨 長石・石英・雲母・ P 356　　　 60％

土 師 器 D　　 8．2

E　 l．9

の字状に大きく開く。 き。脚部，裾部外面へラ削り。裾

部内面横ナデ。

スコリア

明褐色　 普通

覆土中　 PL 117

5

璽 A ［11．0］ 休部から目線部片。休部は内暫し ロ緑部内・外面横ナデ。．休部外面 雲母・スコリア P 357　　　 30％

土 師 器 B （8．8） て立ち上がり，ロ縁部との境に段

を持つ。目線部は緩やかに外傾す

る。

ヘラ削り後ナデ，内面ナデ。 にぷい赤褐色

普通

床面　　 PL 117

6

上不 A　 lO．3 底部から口緑部片。平底。休部は 口緑部，体部内・外面ロクロナデ。 長石・石英 P 358　　　 70％

須 恵 器 B　　 3．6

C　　 7．3

わずかに外反して立ち上がり，ロ

縁部に至る。

体部下端回転へラ削り。 灰黄色

良好

覆上中　 PL 117

図版番号 器　　　 種

計　　　　　 測　　　　　 値
出土地 点 備　　　　　　　　　　　 考

径 （cm） 厚さ（m ） 孔径（Ⅷ） 重量（g ）

7 紡　 錘　 車 （2．3） 1．5 ［0．8］ （17．8） 覆　 土　 中 D P22刻書　　 40％　　 PL171

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地 点 備　　　　　　　　　　　 考

長さ（Ⅷ） 径 （Ⅷ） 孔径（cm） 重量（g）

8 土　　　　　 玉 2．9 2．7 0，3 （17．4） 覆　 土　 中 D P53　　 70％

9 支　　　　 脚 （15．2） （8．3） － （525．7） 覆　 土　 中 D P 54

160－



第138A号住居跡（第119図）

位置　調査区の西部，E2g3区。

重複関係　本跡が，第139号住居跡の南西部を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．30m，短軸2．92mの長方形である。

主軸方向　N－180－E

壁　壁高は25～35cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅28～33cm，下幅6～16cm，深さ6～11cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

土33。8m

ふ　ul　¢冊

qI

第119図　第138A号住居跡実測図
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ピット　Plは長径31cm，短径27cmの円形，深さ30cmである。位置から出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚き口部まで127cm，両袖最大幅85cm，壁外への掘り込みは71cmである。袖の内壁と煙道

部は，火熟を受けてかなり赤変硬化している。火床部は，床面を7cmほど掘りくぼめており，火熱を受け赤変

硬化している。煙道部は媛やかに立ち上がる。

寵土層解説

1暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化・ローム粒子微量

2　暗赤褐色　粘土粒子多量，焼土粒子少鼠　ローム粒子微量

3　暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化・ローム粒子微量

4　暗赤褐色　ローム粒子少量

5　暗赤褐色　焼土・ローム・粘土粒子少量，ローム小ブロック微量

6　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土・炭化粒子微量

7　灰　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微呈

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　炭化・ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量
3　黒　褐　色　焼土・ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片533点（杯片79点，高杯片1点，嚢片447点，甑片6点），須恵器片61点（杯片16点，嚢片45点），

鉄製品1点，鉄洋服5gが出土している。床面では，第120図4の土師器嚢が中央部から，2の土師器杯が東

壁際から逆位で出土している。竃内の覆土下層から，3の土師器杯が出土している。その他，覆土中から1の

土師器杯と5の釘が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から9世紀後葉と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　；　　　」

4一計

0

0　　　　　　　　3cm

トーi　！

第120図　第138A号住居跡出土遺物実測図

第138A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第120図 杯 A ［13．0］ 底部か ら口緑 部片。平底。休部 は 口縁 部，体部外面 ロクロナデ，内 雲母 ・ス コ リア P 35 9　　　 4 5％

1 土 師 器 B　　 4．0 内攣気味 に立ち上が り， 目線部 は 面 へラ磨 き。内面黒色処理 。 褐色 覆土中

C　　 7．0 わずか に外 反する。 普通 二次焼成

2

土不 A ［12．0］ 底部か ら口縁 部片。平底。体部 は 口縁 部，体部外面 ロクロナデ，内 石英 ・雲母 ・ス コ P 36 1　　 7 0％

土 師 器 B　　 4．3 内攣 して立 ち上が り， 口緑部 は外 面へ ラ磨 き。底部回転へ ラ切 り。 リア 床 面　　 P L 11 7

C　　 7．0 反す る。 内面 黒色 処理。 にぷ い黄橙色

普通

二次焼成

3

杯 A ［1 2．7］ 底部か らロ緑 部片。平底。体部 は 口縁 部，休 部外面 ロクロナデ，内 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 36 2　　　 5 0％

土 師 器 B　　 3．3 内轡気味 に立ち上が り， 口縁部 は 面へ ラ磨 き。体部下端 回転 へラ削 ス コリア 竃内

C　　 6．7 わずか に外 反する。 り。底 部回転へ ラ削 り。 内面黒色

処理。

明赤褐色

良好

二次焼成

－162



図版番号 器 種 恒 雁 行迅ラ　 音 形 の 特 徴　　 手 法 の 特 徴　 恒 の色調 さ焼成　 備
考

第12綱　 要　　 A ［ほ 5］ 体部上位からは縁部首。招縁部は i H 縁部内 濁 面横ナデ。体部夕摘　 長石の石英 増摘巨 「円離 10％
4　 土 師 器　 B 再 も封　 外反 し　 端部は上方にわずかにつ　 ヘラ削 り後ナデタ内海ナデ。輪積　 スコリア　　　　 床面

まみ上げられている。　　　　　 み痕。　　　　　　　　　　　 にぷい橙色

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

長さ（cm）i 幅 （C蔑）恒 （cm）i 董射 g ） 出 土 地 点
欄 考

5 釘 （6ヰ8）」 聖 つ　 言 ㌃ 「 芯 ） 覆　 土　 可 M 都
PL 170

′　　　ノ　　　　　　′・′　′ノ

′　　　　′　′　′ノ　ー　　　　　・′　′・・

′八　二　　　ノ、‥　　　　、、　　　　　′　ノニ　　′　　′一′　　　・・　′　′．

′　　　′　　′、　．　′ノ′′

童軸方向　N－8°lつ1’

璧　壁高は摘～請cmで　はぼ垂直に立ち上がる。

′　　　′・　ノ　　　　　′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　′　′

′　、　　　　　　　　　　　ノ　′一、　ノ　　　　ノ　　′　　′’　′　　′　′・、ノ

ー　　　　　　　　　　　　　′　　　　一　、．′「・．　三　．　　′　　′　　　　　　　　′　　　　　　ノ．て　′

ノ　′′　　　　　　　　．　　　　′　　　　′　一　∴′・・．

′　′　　　　　、　　　′　、　　　　．　　　　　　　　　ノ

・・　　　　　　　　　　　　　′′　　′・・′　′　　　　　′一　　　　　　　　　　　　　　　　　′．′　　　′、　　　　′／

′　　　　　′　　　′・′　　ノ　ノ　　　　ノ　′′　′二　、　　′・、′　ヱ　　′　、　∴　∴ノ　　　　′

ぼめてお酌　わずかに赤変硬化している。煙道部は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

l　灰　褐　色　粘土粒子少量普　焼土。炭化凝子微量

2　暗赤褐色　ローム粒J’・少量．焼ト尉ヒ・粘‖！′：千微量

3　暗赤褐色　粘土粒子少義，焼土の炭化粒子微量

4　暗　褐　色　粘土粒子中量夕　焼土粒子微量

1灰　勘　色　情日詰つ’・中量，焼上・封じ粒J’ぁ・ローム小ブ［：「ソ打微量

ノ　　′′　　　　　　・′　　′　　　　′　　　　　′ノ　　　　　′　′ノ

土層解説

I　暗　褐　色　ロー一月白’l小甘．規上・損じ粒自微量

ご　暗　褐　色　ローム粒jr・少量．焼上・損じ粒J′一・tJ－ム小ブtJ・ソ月糾：

‾．　　　　　　　　　　　　　′　ノ　　　　　　　て　　　　　　　　′　　′∴　　　′′．

′　　　ノ　′　′／　　′　′′′　　′　て　’　　一　　　　　　　　　　′ノ　　ノ　・　ノ　　′　′

′　　′　、　　　　　　　　′′　′　′′　　ノ、　　　　　、・′・′　　　　ノ　　　　　′　　・・　　　ノ′　　　　′　′′　　　ノ　′　、

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．　．　　　　　′　‾∴　′　　　‘，　′

′ノ　　ノ　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　　　　　　′ノ

／′　′　　　　　　　′′′ノ　ニ　′．　　　〃つ　′ノ　・・；二、　ノ′　．′ニ

一一一一一一　＿163　－－－



第121図　第138B・138C号住居跡実測図（1）
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第122図　第138B号住居跡実測図（2）
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第123図　第138B号住居跡出土遺物実測図



′　　　　、　　　　　′　　　　　　一1’′　′、

図柄可蓄穫恒臓可　 器形　の　特　徴　　　 手　法　の　特　徴　胎土の色調さ焼成　備　考

第123回　　塚　　Alも8＋‖ユ縁潮上部欠損。丸底。体部は内　打線部内ゆ外商械ナデ。体部外商　雲母のスコリア　　㌘363　　95％

†　　士柚器B　　5．4曾して立ち十が上　目緑部との境　へラ削主　内面ナデ∴　外面黒色処　にぷい褐色　　　　床面　　PL日に

に明瞭を稜を持つ。打線部は内傾　理。　　　　　　　　　　　　　　 普通

する惹

塚　　Å　汰2！体部か射剥離紅増路減に丸嵐。日朝離騨車列滴憾ナデ。体部外面　石英の雲母のスコ　㌘364　　85％

2　　士帥器　H　5・†　休部は内曾して立十十がリ，「両　へラ削り．内面へラ磨きつ力・外リア　　　　　　　 床面　　PL1号

部は短く直立する。　　　　　　 面黒色処理。　　　　　　　　　 灰黄褐色

林　　八　十1三十　底部から目線部片＋丸底＋休部は　目線部内・外面情ナチ＋休部外面　長有・有薬・実母・P証う　　m㌦

3　　土師器　B　3の6　緩やかに内攣して立ち上が勘　に　へラ削勘　内面へラ磨。内の外　スコ　ア　　　　　床面

縁部は内傾する。　　　　　　　 面黒色処理。　　　　　　　　　 灰黄褐色

林　　Å　つ．圭　底部から目線部片∴　丸底∴休部は「1線部内・外面植ナデ∴休部外面　長有・雲母　　　　Pこ湘　　亜㌦

寸　　士師器　日　日いい「緩やかに内曾して立ち十が上　目　へラ削主　内面ナデつ刃面黒色処　橙色　　　　　　　 将士中

縁部は外傾する。　　　　　　　 理。器面剥離。　　　　　　　　 不良　　　　　　　 二次焼成

林　　A　事．バ　底部から目線部片＋休部は内曾し　目線部内・外面植ナデ＋休部外面　石英・霊母　　　　P∴出　　川㌦

5　　土師器　B（4。4　て立ち上が勘　打線部に至る。　　ヘラ削勘後㍉ナデ∴内面ナチ㌔清い「黒色 柁士中

外面黒色処理∵　　　　　　　　　　 普通

杯　A［14ゑ2　体部からに磯部片。体部は内攣し［二磯部内灘面積ナデ。倦藩紗摘雲母。ス。ア　五m　祁％

6 土師器　B　摘め釦　て立ち上が机　上縁部との境に稜　へラ削　後　ナデ　内面ナデ。　にぷい赤褐色　　　覆土中　㌘Ⅲ膵

を持つ。描線部は外反する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 不良　　　　　　　 二次焼成

悪　　A　封・y　休部十位から目線部片＋　目線部は　目線部内・外面楯ナデ＋体部内・長石・有英・雲母　PJ揮　　う㌦

7　　土師器H（HJ〕外反し　端部は外子方にわずかに　外面ナデ＋　　　　　　　　　　　 工ぷい橙色　　　　将士中

つまみ上げられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

髪＋＋「Å＋Ⅲ言）「目線部F－′′〝－′ム部欠損。底部は平底でタ　［二線部内の外商横ナデ。体部外商　石英の雲母　　　　P野1　猶％

土師器　B　－も　　突出する〇体部は内攣気味に立ち　へラ削娠　内面ナデ〇輪積み痕cにぷい赤褐色　　　覆土中　㌘Ⅲ膵

C　　も　　上が勘　打線部はわずかに外反す　底部へラ削り。　　　　　　　　　 普通

る。

髪　　Å　摘むO　i二線部′′〃〝′〝〝ム部欠損。平底。体部は内　田縁部内の外商横ナデ。体部外面　長石の石英の雲母　㌘野2　　釦％

9　　土師器　B　膵か　　攣気味に立ち上が勘　打線部は外　へラ削娠　内海ナデ。　　　　　 明赤褐色　　　　　床面　　㌘Ⅲ膵

C　7の3　反する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

ノ

位置　調査区の西部，I三2111つ考＿、－

重複関係　本跡は，第138Iう号住居跡によ／．）て握り込まれている、

規模と平面形　長軸5言）2111，短軸5．‘12ヱ11の方形である＿一

主軸方向　N－3、、－1吉

壁　嘩高2（ト5（‾）cmで。外傾して立ち上がる、、．

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

床　平出で．中央部は踏み固められているニ

ー　　　　　　　′　　′　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　′　′　　　　　　　　　　　　　　ノノ

′　　　　′　　　　　　　了　　　　　　　　　　　　　′　・・　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　　　ノ　　　′　　′

トと考えられる二、

′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　′′

′　′　’′　　　　　′　　′　　　　　　　　　　　　　′′　　′　　　　　　　　　　、　　　′　　′　　　　　　　　　　′　　　∴　　　　　′　　　　一

′　　ノ　′　　　　　　　　　　　一　　　　　　　′ノ．　　　　　　　　　　　　′　′　　　　　　　　　′　　・・　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′

受け赤変硬化している　煙道部も赤変硬化し，立ち上がりは緩やかである
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寵土層解説

1褐　　　色　ローム・粘土粒子少鼠　焼土・炭化粒子微量
2　褐　　　色　粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭化物微屋

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・粘土粒子少鼠炭化粒子微量

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

3　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化物微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土・炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土・炭化粒子微量

7　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック微衷
8　褐　　　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片8点（杯片7点，嚢片1点），須恵器片1点（慧片1点）が出土している。覆土下層では，第124

図4の土師器嚢が北壁付近から，2の土師器嚢，5の土師器甑が西壁付近から出土している。床面では，1の

土師器杯が北東コーナー部付近から，3の土師器嚢が北壁付近から出土している。

所見　本跡は，東部の覆土下層に炭化材や焼土塊がみられることから，焼失家屋と思われる。時期は，遺構の

形態及び出土遺物から6世紀中葉と考えられる。

〒干‾l

竃
第124図　第138C号住居跡出土遺物実測図

第138C号住居跡出土遣物観察表

－　　　　　　　／．／ク

‘：：

ゝ

‾‾l　‾≡一l

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第124回杯A［18．0］休部から口緑部片。体部は内暫し口緑部内・外面横ナデ。休部外面長石・石英・雲母・P373　　　40％
1土師器B（8，3）て立ち上がり，口緑部との境に稜へラ削り，内面へラ磨き。内面黒スコリア床面

を持つ。口緑部は外反する。色処理。にぷい橙色

普通

二次焼成

2

要A［16．7］体部から口縁部片。休部は内攣気臼緑部内・外面横ナデ。口緑部内長石・石英・雲母・P376　　10％
土師器B（7．7）味に立ち上がり，口綾部との境に面一部へラナデ。休部外面へラ削スコリア覆土中

稜を持つ。口緑部は外反する。り，内面ナデ。輪積み痕。黄橙色

普通
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図版番号
券 種　 憫 縮 n）　 器 形　 の　 特　 徴　　　 手　 法　 の　 特　 徴　 恒 の色調 や焼成　 備　 考

第1当 図 澄　　 A ［摘めお　 体 部か ら 二線部片。体 部は内攣気　 ＿ハム1線部 内 の外 商横ナデ。休 部外 商　 長石 を石 英 ㌘377　　　 5 ％

3 土 師 器　 B　 摘 。釦　 味 に立 ち上が 娠　 目線 部は外反す　 ナデ　 内面 へラナデ。　　　　　 橙色 床面

る。端 部は外上方 にわずかにつ ま 普 通

み上 げ られてい る。

4

澄 A　 L払 駐日 倦潤 滑濁 目線 部片。体 部は内攣気 に縁 部内 0外 面横ナデ。体部 内 あ　 長石 も石英 の雲母 の ㌘鮮4　　　 摘％

土 師 器　 B　 組私お　 味 に立 ち上 が 勘　 は縁 部は外 反す　 外 面ナデ。 スコ ープア 覆土 中

る。 橙色

普通

5

甑　　 Å　 綾 瀬　 体部か ら描線 部片。体 部 は外醸 し　 描線 部内 の外商横 ナデ。体部 内 ゆ　 長石 の石英 やス コ　 ㌘欝5　　 摘％

土 師 器　 B　 は 。封 汀線部 はわず かに外反す る。 端部　 外 商ナデ。 内 や外 商異色処理。　　　 ア　　　　　　　 覆土中

ほタも上方 にわず かにづ 謹み．”漣こげ ら　　　　　　　　　　　　　　　　　 窯褐色

れてい る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

窮臓考健贋跡　第は圃）

位置　調査区の西部　既望摘区。

重複関係　本跡は　第臓風音佳屠跡により等掘　込まれて折る㌶

規模と平面形　長軸ふ賄11．矩潮は声施1の方彬である

童軸方向　N－（「－

壁　嘩高はこ柑＼潮cmで。外傾して立ち上がる，

璧湧　第臓風音緩屠跡によって掘　込まれて折る南西ヨーナ一部と北壁官東側を除いて　壁下を巡って折る。

上幅摘～錆組　下幅　～臓は　深さ　～　監皿で　断面形はU字状である。

床　平坦で　中央部は踏み固められ竃折る。

ぼ隻影睦　Pm　義援霊蛾　短径摘粗の楕閤形　深さ請監mである。位置から出A m施設に伴　ピッ唇と考えら

れる、

畿　北壁中央部に　砂混じ　の褐色粘土で構築されて折る。天井部は崩落してお娠　蘭磯部が残存して折る。

′

、

を変えてはぼ垂直に立ち上がる。

篭土層解説
ヱ　暗　褐　色　粘土粒子少量野　焼土を炭化粒子穆畳

2　灰　褐　色　粘土粒子多量営　焼二生粒子微量

3　灰　褐　色　粘土粒子中量夕　廃土0炭化粒子少最

暗赤褐色　焼土粒子中農　炭化粒子少最　廃土小プロッタ微還

′

土層解説

l　黒　裾　色　し才一1∴小ゾl＿J一ノン・t′トtJ、粒j′一少量

ご　情　勘　色　し1－∴中ソ11∵ク・「トl∴粒戸い量、Lトー∴申ゾ1－「′自明量

3　暗　褐　色　ローム乾子中鼠　ローム中ゆ小プロッタ少靂

造機　土師器片摘軋在　郷片錮盛　嚢片臓戯　須恵器片膵癌　塚片凱産　婆片鉱産）石製品　盛　縄文土器

片　慮　普段淳猶を晦が出土して折る。覆土上層では　第臓図　の土師器塚が竃商磯部付近から撃　の土師

器輝が中央部南西側から撃　の土師器棒が南壁際から撃　の砥石が中央部から出土して折る。覆土下層では撃　5

の土師器高塚が西壁付近から撃　の土師器嚢が中央部から出土して折る。その他　覆土中から　の土師器稀が

出上している

所農　本渉の時期は　遺構の形態及び出土遺物から　世紀複葉と考えられる。
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第125図　第139号住居跡実測図

第139号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 126図 珂こ A ［12．5］ 底部 から目線 部片。平底 。休 部は 口緑部内 ・外 面棉 ナデ。体部外面 長石 ・石 英 ・ス コ P 3 78　　　 6 0％
1 土 師 器 B　　 8．4 内攣 して立 ち上が り， 目線 部 との ヘ ラ削 り， 内面 へラ磨 き。底部へ リア 覆土中　 P L 1 18

C　　 7．6 境 に稜 を持つ。 日録部 はわず かに

内傾す る。

ラ削 り後，ナ デ。 にぷ い橙色

普通

二次焼成

2

杯 A ［1 2．5］ 底 部か ら日録部 片。丸底。休部 は 口緑 部内 ・外面横ナデ。休 部外面 長石 ・石英 ・スコ P 3 79　　　 40％
土 師 器 B （8．4） 内攣気 味に立 ち上 が り，口緑部 は ヘ ラ削 り，内面ナデ。 リア 覆土 中

直立 する。 にぷい橙色

普通

二次焼成

3

珂こ A ［15．8］ 体部か ら口緑 部片。休部 は内暫 し 口緑 部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 雲母 ・スコ リア P 38 0　　　 3 0％
土 師 器 B （3．7） て立 ち上が り，口縁部に至 る。 にぷい橙色

普通

覆土中

二次焼 成

4

上不 A ［10．6］ 底 部か ら目線部片。 丸底 。休部 は 口緑部 内 ・外 面横ナ デ。休 部外 面 長石 ・石英 ・スコ P 3 8 1　　 30％
土 師 器 B　　 4．3 内攣 して立ち上が り，口緑 部は直 ヘ ラ削 り後，ナデ，内面へ ラ磨 き。 リア 覆土 中

立す る。 にぷ い橙 色　 普通 二次焼成
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第126図　第139号住居跡出土遺物実測図

⊂］
10cm

6　　」＿＿＿＿＿＿＿」＿＿　」

図版番号器　種計測値（Ⅷ） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第126図高　　杯B（5．3）脚部及び裾部片。脚部は円筒状で脚部外面へラ削り。裾部内面ナデ。長石・石英・雲母P382　　　40％

5 土師器E（4．4）裾部でハの字状に大きく開く。輪積み痕。 橙色

普通

覆土中　PL118

二次焼成

6

要 A［21．6］口緑部片。口縁部は外反し，端部口緑部内・外面横ナデ。輪積み痕。長石・石英・雲母P383　　10％

土師器B（6．7）は上方にわずかにつまみ上げられ

ている。

にぷい橙色

普通

覆土中

図版番号器　　　種

計　　　 測　　　 値
石　　　質出土地点 備　　　　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

7 砥　　　　 石 10．7 7．8 5．7 535．3 砂　　　　 石覆　土　中Q29　　PL174

第140号住居跡（第127図）

位置　調査区の西部，E2il区。

規模と平面形　長軸3．55m，短軸3・35mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は2～8cmである。上部が削平されて低いため，立ち上がりの角度は明確にはわからない。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。袖部上面は削平されており，遺存状態はよくない。

規模は，煙道部から焚き口部まで64cm，両袖最大幅85cm，壁外への掘り込みは1cmである。火床部は，床面を

12cmほど掘りくぼめており，火熱を受け赤変している。煙道部は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1暗赤褐色　焼土・炭化・ローム・粘土粒子少量
2　暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化・ローム粒子微量

3　褐　　　色　焼土・ローム粒子少逼，炭化粒子微量
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第127回　第140号住居跡実測図

l　　　⑥

0　　　　　　　　　　　　　　2m O

】　　l I　　ト　　l　－」

覆土　3層からなるが，覆土が浅いため，堆積状況は明

確でない。

土層解説

1　褐

2　褐

3　褐

色　焼土・ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

色　炭化・ローム粒子少量，廃土粒子・ローム中・小ブロック微量

色　炭化・ローム粒子微巌

遺物　土師器片194点（杯片21点，嚢片173点），須恵器

片3点（嚢片3点），石製品1点，縄文土器片1点，鉄

棒48・4g，含鉄揮7・7gが出土している。第128図1の土

師器杯は，覆土中から出土している。2の石製紡錘車は，

竃西袖部付近の床面から出土している。

－‾l　∴

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　；　　」

第128図　第140号住居跡出土遺物実測図

所見　本跡は，時期判定できる遺物が少ないため詳細な時期は不明であるが，古墳時代後期と考えられる。

第140号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 128図 杯 A ［10．0］ 休部上位か ら口緑部片。休 部 と口 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部 内 ・ スコ リア P 3 93　　 10％
1 土 師 器 B （2．0） 縁部の境 に稜 を持つ。口縁部 は直

立す る。

外 面ナデ。 にぷ い橙 色

普通

覆土中

図版番号 器　　　 種
計　　　 測　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
径 （皿） 厚 さ（Ⅷ） 孔径 （Ⅷ） 重量 （g ）

2 紡　 錘　 車 5．2 1．8 0．7 （6 4．8） 粘　 板　 岩 床　　　　 面 Q 3 3線刻　　 90％　　 P L 17 6
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第141号住居跡（第129図）

位置　調査区の西部，E2f2区。

規模と平面形　長軸3．05m，短軸2．94mの方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は22～47cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　西壁下から南壁下にかけて巡っている。上幅16－36cm，下幅3－14cm，深さ3～4cmで，断面形はU字

状である。

床　凹凸があり，北東部を除いた中央部は踏み固められている。北東部は，耕作による撹乱を受けている。

ピット　Plは長径32cm，短径25cmの楕円形，深さ33cmである。位置から出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している0

規模は，煙道部から焚き口部まで79cm，両袖最大幅118cm，壁外への掘り込みは30cmである。袖の内壁は，火

熱を受けて赤変している。火床部は，床面を6cmほど掘りくぼめており，火熱を受け赤変している。煙道部は

緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗赤褐色　焼土・炭化粒子少呈，炭化物微量

3　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少遺

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

第129図　第141号住居跡実測図
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土層解説

l　侶　　色lト∴大・小、ハ！、・・ンサしト∴粒j’・中量・兢つ斗㌦「ら定圧物・損じ粒」∴「ト∴中ソ、しト′描出

ご　暗　勘　色　焼巨jり、、し「′ン・規上・眉じ・tlト！、粒子描∴　射出炉t－ト∴4、ゾl＿「′招待

：う　明　褐　色　ロー∴中・′」り、’ul‥・ト∴半白’－中量．焼巨トゾt‾J・リン・焼上・眉ヒ粒描出

・1褐　　色　ローーlムf立J中量　焼‖！′守少量．損じ物・炭化粒守一・tJ－∴中・小プロ∵ケ微量

・．　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　′　　　　　．

ノノ　　　　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

、　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′

窮臓図　第臓考健腰掛出藍遺物実測図

第摘号住居跡出土遺物観察表

頂のC獅

』　　　よ

図鵬 可 器 種　 憫 値廟　 器 彩 の 特 徴　　 手 法 の 特 徴　 恒 め色 調 の焼成　 備　 考

翫 3滴　 要　　 一A－ 1205　 底部か 虹 磯 部片言 平底ジ休 部は　 臣二蘭 部内 もタ摘 横 ナデ。休部夕摘　 長石 の石英 ぬ雲母　 ㌘親　　 醐％

登　師 器　 B l る　 内攣 して立 ち一摘 嘗　言 緒叡部は外　 へラ削 勘 内面 ナデ。 器面荒れ。 にぷ い橙色　　　 覆土中　 軋 掴

C　 780　 反する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

甑　　 A ［2 湖　 体 部か ら㌻二線部片〇 体部 は緩や か　 描線部 内 の外 面横ナデ。休 部 桁毎　 長石 の石英　　　 ㌘諏4　　 鋼％

土 師 器　 B q を扇　 に内攣 しなが ら立 ち上が　 言　 縁　 綻位のヘ ラ削 勘 内面ナ デ。　　 灰黄褐 色　　　　 覆土 中

部 は夕陳 ずる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

第臓号健贋妙　第臓囲）

健置　調査区の東部　藍鍋　区。

′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

童華癖方向　N－】う（う。．u一一＼野

望　壁高は　～　cmで　緩やかに立ち上がる。

床　平過で　踏み固めた部分はみられな齢。南東部は撃　削平されて残存して齢を齢。

竃　北西壁中東部に　砂混じ　の褐色粘土で構築されて折る○磯の上部は浮　腫されて残存して齢な齢。規模

は　煙道部から変　描部まで犯だm　両袖凝太幅紬m　壁外への掘　込みは膵だmである。火床部は　光熱を受け

て赤愛して折る。煙遺部は緩やかに立ち上がる。
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第131図　第142号住居跡実測図
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竃土屑解説

1　にぷい赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子中屋，炭化・ローム粒子少最，焼土中ブロック微意

3　にぷい赤褐色　ローム粒子多量，焼上粒子微量

覆土　単一層であり，堆積状況は明確でない。

土屑解説

＼2　1暗　褐色　ローム粒子中量，焼土・炭化粒子・ローム小ブロック少量

10cm

！　　　；　　　i

第132回　第142号住居跡出土遺
物実測図

遺物　土師器片20点（嚢片20点），須恵器片5点（杯片3点，高台付杯

片2点）が出土している。第132図2の須恵器高台付皿が北コーナー部

付近の覆土下層から出土している。竃内からは，1の須恵器杯が正位で

出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から9世紀中葉と考えられる。

第142号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 13 2図 杯 A　 1 3．2 底部， 口緑 部一部欠損。平底 。体 口緑 部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・石英 P 39 6　　　 9 0％

1 須 恵 器 B　　 3，8 部か ら口緑 部にかけて外傾 して立 休 部下端回転へ ラ削 り。底部 回転 明褐灰色 電内　　 P L 118

C　　 6．6 ち上が る。 ヘ ラ切 り。 普通 二次焼成

2

高台付皿 B （2．1） 高台部か ら口縁 部片。高台 はハの 口緑 部，体 部内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・石英 P 3 9 7　　　 60％
須 恵 器 D　　 8．6 字 状に開 く。体 部は外 傾 して立 ち 休部下 端回転へ ラ削 り。底 部回転 灰 黄褐色 覆土 中　 P L 118

E　　 O．9 上 が り，口緑部 に至 る。 ヘ ラ削 り後，高台貼付 け。 普通

第144号住居跡（第133図）

位置　調査区の中央部，E2e6区。

－174－



重複関係　本跡は，第45号溝によって掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4．12m，短軸4．05mの方形である。

主軸方向　N－20－W

壁　壁高は39～50C皿で，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅12～38cm，下幅4～12cm，深さ3～4cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，竃前から出入り口ピットにかけて踏み固められている。

ピット　Plは長径23cm，短径19cmの楕円形，深さ34cmである。位置から出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚き口部まで90cm，両袖最大幅135cm，壁外への掘り込みは11cmである。袖の内壁は，火

熱を受けて赤変している。火床部は，床面を10cmほど掘りくぼめており，火熱を受け赤変している。煙道部は

外傾して立ち上がる。

OI

第133図　第144号住居跡実測図
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第134図　第144号住居跡出土遺物実測回
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竃土層解説

1暗　褐　色　焼ロイ亘・尉じ物・損じ・U－ム・粘l骨子少量，・地上小プロッ用之量

2　極暗褐色　焼土粒子多数焼土中ブロック・尉ヒ物。炭化・ローム粒子少量

3　暗　褐　色　焼士0ロームe粘土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

－1暗　褐　色　焼土・ローム粒子少量．炭化粒子微量

覆豊　5層からなり学　レンズ状の堆積を示しタ　自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　焼上∵炭化粒J’・・ローム小プロ・ソク・ローム粒自微量

2　暗　褐　色　焼ト封じ粒J∴ローム小プロ、ソク・ローム・粘‖幸子微量

3　暗　褐　色　焼土e炭化粒子少鼠　ローム中の小ブロック・ローム粒子微量

4　褐　　色　焼土粒子中鼠　ローム粒子少量，炭化粒子・lブーム小ブロック微量

5　褐　　　色　ローム大プロ・ソク・ローム粒川一量

遺物　土師器那76点怖片85鼠高台付杯片3点，聾片488点），須恵器射4点（登射4点），石製品温点夕鉄

製品l点夕縄文土器片2点が出土している。覆土上層では9穿沈狙図mの土師器嚢が酋壁際から，15の砥石が

南壁付近から出土している。覆土下層では，2タ　4芦　5，6タ　8の土師器杯が中央部北東側からタ　9の土師器

婆，12の土師器甑が竃東袖部付近から出土している。2，軋勘Ⅲは正位の状態でタ恥　は逆位の状態で誹2

は横位の状態で出土している。床面では誹の土師器塚が東壁付近から，3の土師器杯が中央部南東側から，7

の土師器棒が中央部北東側から誹3のミニチュア土器が中央部東側から出土している。結　お　は正位の状

態で，且3ほ逆位の状態で出土している。その他覆土中から10の土師器嚢，温6，17の凰温8の刀子茎が出土し

ている。臓は須恵器聾の体部片で　外面格子P臓　内面同心円当て具痕が施されている。

所農　本跡の時期はタ　遺構の形態及び出土遺物から7世紀中葉と考えられる。

第摘号佳屠跡出土遺物観察表
図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 ！ 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第134図 林 Å　 1 0．0 丸底。体 部は内攣 して立ち上が り， 目線 部内 ・外面植 ナデ∴休部外面 長石 ・雲母 ・ス コ P 39 8　 100％

1 士 帥 器 B　　 3。ア 目線 部 との境 に稜 を持つ。 目線 部 ヘ ラ削 り後，ナデ．内面へ ラ磨 き∴ リア 床 面　　 P u 18
は直立す る。 両 ・外 面黒 色処理＋ にぷい橙色　 普 通 二 次焼 成

塚 A　 用。2 ‖縁 絡一一一一一′′上部欠損。 丸底 。体部 は内 目線部 内 ・外面櫨ナデ＋休 部外 面 実母 ・スコリア P 3 99　　　 95％

2
土 師 器 B　　 4．1 攣 して立 ち上が り， 日縁 部 との境 ヘ ラ削 り学　内面へ ラ磨 き。 にぷい黄橙色 将士 申　 P L 日は

に明瞭 な稜 を持つ。 目線 部はわず

か に内傾 する。

普 通 二次焼成

3

林 A　 lO．2 日線路 一部 欠損 。丸底。体 部は内 目線部内 ・外面 構ナデ∴休部外面 雲母 P 40 0　　　 9 5％
土 師 器 B　　 説8 攣 して立 ち上 が り， 日縁部 との境 ヘ ラ削 り，内面 ナデ。 明赤褐色 床面　　 P L 日は

に明瞭な稜 を持 つ。 普通 二次焼成

棒 A　 lO．0 底部 か らロ縁部片。 丸底。体部 は 目線部 内 ・外面横ナデ。体 部外面 石英 ・雲母 ・スコ P 4 0ユ　　　 70％

4
士 師 器 B　　 説5 内攣 して立ち上が りタ　ロ綾部 との ヘ ラ削 り，内面ナデ。器面剥 離。 リア 覆士 申

境 に明瞭な稜 を持つ。 日縁 部 は直 にぷい黄褐色 二次焼成

立す る。 普通

林 Å　 12．0 体部か ら目線 部一部欠損。 丸底 。 目線部内 ・外面構 ナデ「休 部外面 有 英 ・霊母 ・スコ P 40 2　　　 9 0％

5
士 師 器 B　　 3言 体部は内攣 して立ち上が り， 日縁 へ ラ削 り後，ナ デ， 内面ナデ。 リア 将士申　 P L l川

部に至 る。 にぷ い赤褐 色

普通

二次焼成

林 Å　 11．8 日録部 一部欠損。丸底 。体部 は内 目線部 内 ・外 面横ナデ∴休 部外 面 雲母 ・ス コリア P 4 03　　　 90％
6 士 師 器 B　　 3．5 攣 して立 ち上が り，目線部 に至 る。 ヘ ラ削 り9　内面ナデ。 にぷい黄褐色

普通

将士 申　 PL 日は

二次焼成

7

圭不 A　 l銑 8 目線部一部 欠損 。丸底。休部 は内 口縁部内 0外面横 ナデ。体部外面 石英 ・霊母 ・ス コ P 40 4　　　 9 0％
土 師 器 B　　 3。5 攣 して立 ち上が り，目線部 は直立 ヘ ラ削 り，内面放射状 のヘラ磨 き∵ リア 床面　　 P L 日は

する。 にぷ い黄橙色

普通

二次焼成

8

林 Å　 10．5 体 部， 目線 部一一一部欠損 。丸底。体 目線部 内 の外 面横ナデ。体 部外 面 長石 ・有薬 ・霊母 ・ P 4 0 5　　　 90％
土 師 器 B　　 3．5 部 は内攣 して立 ち上が り，日録部 へ ラ削 り，内面ナデ。 ス コリア 覆士 申　 PL ＝皿

に至 る。 にぷい褐色　 普通 二次焼成

－1つ77－－－－一・一一一一



図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

長石 き石英 ・雲母 P 40 8　　　 95％第134回 襲 A　 13．7 目線部一 部欠損。平底。体 部は内 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部外面

9 土 師 器 B　 14．0 攣 して立 ち上が り， 目線 部は外 反 ヘラ削 り， 内面へ ラナデ。底 部へ 明赤褐色 覆土 中　 P L l1 8

C　　 6．1 す る。 ラ削 り後， ナデ。 普通

10

嚢 口縁部片。 日縁 部は外反す る3 端 口縁 部内 ・外面横 ナデ。 口縁 部外 石英 ・雲母 e ス コ P 40 7　　　 5 ％

土 師 器 部欠損。 面 に墨書。 リア

にぷい黄褐色

普通

覆土中　 P L l1 8

H

聾 A ［22．3］ 体部か ら目線 部片。体部 は内攣気 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部外面 長石 「右英 ・雲 母・ P 40 6　　 10％

土 師 器 B （12．9） 味 に立 ち上 が り，目線部 は外 反す

る。

ヘ ラ削 り後，ナデ，内面へ ラナデ。 ス コリア

明赤褐色　 普通

覆土中

12

甑 A　 27．7 体部か ら目線 部一部欠損。無底式。 目線 部内 ・外面桟 ナデ。体 部外 南 石英 ・雲母 P 40 9　　　 95％

土 師 器 B　 26．5 体部 は外傾 して立ち上が り， 目線 縦位 のヘ ラ削 り，内面縦位 のヘ ラ にぷい黄橙色 覆土申　 P L l1 8

C　 lO．5 部 に至 る。 磨 き。体部内面下端へ ラ削 り。 普通

13

ミニチュア椀 A　　 6．6 目線酢 一一一一一一部 欠損 。丸底。体部 は内 日縁 部内 0 外面横 ナデ。体 部外 面 雲母 ・スコ リア P 410　　　 95％

土 師 器 B　　 4言 攣 して立 ち上 が り，日縁部 は外 反 へ ラ削 り後，ナデ， 内面 ナデ。 橙 色 床面　　 P L l待

す る。 普通 二次焼成

図版番号 器　　　 楯

計　　　 測　　　 値
有　　　 質 出 十 地 点 備　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（C血） 重量 （g ）

15 砥　　　　 石 13．6 ° 7．2 4．1 43 2．8 凝　 灰　 岩 覆　 土　 中 Q 35　　 P L 17 4

図版番号 器　　　 種

計　　　　　 測　　　　　 値 l 出 土 地 点

備　　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

16 鎌 （5．3） 2．2 0。4 （7．5） 覆　 土　 中 M 49　　 P L 17 7

17 鎌 （5．4） 2．1 私3 （10．3） 覆　 土　 中 M 70　　 P L 17 7

18 刀　 子　 茎 （4言） 1．0 私5 （4．4） 覆　 土　 中 M 73　　 P L 17 8

第掴　鹿茸住居跡（第135鋒且36図）

位置　調査区の中央部，斑2d8区。

重複関係　当軌1軒の住居跡として調査したが，床下から踏み固められた床面と壁溝が検出されたことから，

上位のものを第145A号住居臥　下位のものを第145B号住居跡とした。4か所の主柱穴は，すぐ外側にもそれ

ぞれ柱穴が掘られていた。内側の柱穴内の覆土はロームブロックが多く，埋め戻されたと考えられることからタ

外側のものを第145A号住居跡に伴う主柱穴∴内側のものを第145B号住居跡に伴う主柱穴とした。また，第145

A号住居跡は第44号溝によって掘り込まれている。

規模と平面形　長軸6。92m，短軸6。91mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は49～76cmで，緩やかに立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅25～44cm，下幅8～21cm　深さ　～蟻cmで　断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽッ匪　5か所津　～P5）。P　～P　は　長径6～撒cm，短径52～68cmの楕円私　深さ48～82cmである。規

模と配列から主柱穴と考えられる。P5ほ長径32cm，短径27cmの楕円私深さ50cmである。位置から出入り口

施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。袖部は削平され，東袖部の一部が残存しているだ

けである。天井部は崩落している。規模は，煙道部から焚き口部まで127cm，両袖最大幅［101］cm，壁外への

1－一一一つ78　－－－－－－－－－一
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第135図　第145A号住居跡実測図（1）
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⑥＋勲臓

第相関　第臓　糸常住腰掛実測図建）

◎　　　　　　　　　　　　　　　　瑠陀竃

』　　　よ

握り込みは封cmである、、、火床部は，床面を5cmはど握りくぼめており．火熱を受けて赤変している、煙道部は

緩やかに立ち上がる、

電土層解説

1暗　褐　色　焼上中ゾLJリン・焼‖1．つr・・炭化物・炭化・＝－∴粒召尉Il：

ご　暗　阻　色　址上中ソセッツ・凍上・炭化・U－∴・粘日章「微量

：う　にぷい赤勘色　焼巨j、ゾU・リン・魂日章′・少：古　炭化物・炭化・tブーム粒自微量

4　暗　赤　褐　色　廃土小ブロックを焼土凝予少量，焼土中ブロックや炭化物を炭化粒子ゆローム中を小ブロックのローム粒子微量

5　暗　赤　褐　色　焼土の炭化ゆローム粒子少還

啓羞　　層からな勘　レンズ状の堆積を示し芦　自然堆積である。

土層解説

l　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

（i　暗　褐　色

7　褐　　　色

しトlム粒J′中量　ロー掃∴小ゾ［‾「、′ク少量　焼巨トブし「ノン・焼‖＼－イ・・炭化物・炭化粒！一徹冒．：

t＿J・－！、粒「少量∴　力士上・炭化粒J’・・tlJ、一ノ、小ゾU、・ノ月出l；＿：

llトー！、小ゾ「「ソク’・リーー！、粒j’・少賀！∴　焼巨巨／1了‥ノウ・焼上位j∵・炭化物・炭化粒J′・・l‾トー∴中ゾ1「十年微量

焼巨トゾしト′ク・U－∴小ゾし「′′ケ・「1－月：、lイ・少量∵址上中ゾセッツ・旭日＼’イ・炭化物・炭化粒「微量

焼上・ローム粒」′・少品　焼巨lト小プロ、ソク・炭化物・炭化粒j∴・しゴーム中・小プロ・ソク微量

焼士のロームの粘土粒子少農学　炭化粒子微量

け－∴粒「中量．ローF－ム小ゾH㌧ソク微蔓

遺物　日帖器片185（）点　叫こ片38訂工　悪片11捕5点上　須恵器片5（う点　画こ片∴刷∴1∴　盟片13点上　上製品2点。石製

′　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′

の土師器登が中央部東儀から学　の王室が中央部北側から撃　の土製支卿が北壁際から出土L等いる。覆土官

層では撃　の土師器甑が北壁際から撃　の手捏土器が商壁際から横位で誹の鋼鈴が中央部から出土して折る。

その他　覆土中から拓　の土師器棒学　の土師器甑夕　臓の石製勾玉撃　且の釘が出土して折る。m　須恵器登

の描線部片で撃　本　条の櫛播波状文が　段に施されて折る。

所農　本跡は　第摘迅号住居跡の上部に貼床をして構築されて折ること　第摘5B号佳屠跡の主柱究のす、、外

側にそれぞれ主柱穴が捕られていること。本跡が第上は甘号住居跡の束っ1L「南の　つノの壁を握り込んでいる

ことから　第摘　迅号住居跡を拡張して構築した佳屠跡と考えられる。時期は　遺構の形態及び出土遺物から

0世紀後葉と考えられる．

18（）



肝
09　己二才

第137図　第145A号住居跡出土遺物実測図

第145A号住居跡出土遣物観察表

＼』上』

靂轟療蓋等
確砥恋珊薗

l＿∴・2

0　　　　　　　　　7川－

0　　　　　　　　　　　10cm

ト　　；　　」

〇　一、0

0　　　　　　2cnl

！　－　！

図版番号器　種計測値（cm）話　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第137図杯A［11．4］休部から口縁部片。休部は内攣し口緑部内・外面横ナデ。休部外面雲母 P412　　　25％
1 土師器B（3．8）て立ち上がり，日録部は内傾する。へラ削り，内面ナデ。内・外面男

色処理。

黒褐色

普通

覆十中

－181－



図版番号　 器 種 恒 酌 可 ＋ 器 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 ！胎土 の色調 の焼成 備　　 考

第臓 河　　 棒　　 A　 は 。離　 俗 部か ら上線部片 。体部は内攣気 目線乱　 作 部外面 目 ケし「「デ．再　 有英 ・圭母 ・スコ P L＝†　　　 1 宮ノ

二　　 十 帥 器 B　 上狛郎 い味に立ち上が 娠　 招縁 部はわずか 商へ ラ磨 き。体部下端 回転 へ ラ削 リア 将士 中

に外 放する。 。内面異 色処理。　　　　　　　 にぷい黄橙色

普 通

二次焼 成

斐　　 A ［2 8裏　 底部か ら打縁部片。∴平底 。体部は 細線部内 の外 面横ナデ； 倦瀾胡廟1 義菊∴ 雲磯∵ ス コ P 、＝8　　　 70㌦

土 師 器　 B　 蟻を　　 内攣気味 に 立ち上が 娠　 日縁 部は 上 位か ら下位 にかけて縦位 のヘラ　 リア 覆土 中　 ㌘L i温8

3　　　　　　　　 C　 は　　 外反す る。 端部は外上方 にわずか 削 り　上位構位 のヘ ラ削 十 体部 内　 にぷ い樟 色

につ まみ上 げ られてい る。 面 へ ラ磨 き∵吠 部多方向のヘ ラ削　 普通

：）　 内面黒色 処理∴

甑　　 A　 は乱射　 底部か らに縁部 片。無底式。休部 ［二首線 部内 も外商 ロタロナデ。体部 「雲榎 はスコ リア P ・1†寸　　　 誹㌦

土 師 器 告 等 昔 離 軋 ′磯 部は外反す る〇 外面十 位縦位の 辛行叩 き．中位か　 工ふい黄樟色 穫土中

ら下位 にかけて へラ削 り。体部内　 普通

面へ ラナデ＋

二次焼成

甑　　 B　 は ずの　 底 部か ら体部片。 多孔式。体部 は 休 部外面 ／＼ウ削 十　 内面ナチ＋　　 有薬 ・実母 ・1 コ ㌘射 5　　　 5 ％

5　 土 師 器　 信 且痛　 外傾 して立 ち〝〝′虻が るG リア 魔土 中

にふい賞褐色

普通

二次焼 成

手淫土器　 Å　 銚且　 打線部rW”一部欠損。体部 は内攣 して 目線部内 ・外面構十デ＋体 部内 ・　 艮有 ・実母 ・1 ∵ ㌘姐6　　　 95％

土 師 器　 B　 。　 立 ち上が 娠　 ‾‾‾縁部 に至 る。底部 外 面ナデ。休 部外商輪積み痕。底　　 ア 覆土 中　 ㌘鮎は8

C　　 6ぁ5　 ほ突 出す る。 部本葉痕。　　　　　　　　　　　 にぷ い橙 色　 普通 二次焼成

鵬 E且 ＿撃墜　 種 ！　 計　　 測　　 値　 上 …ム　 占　　 最　　　　 澄

夏　姿融 径 廟 斗 潤 廟 遵射 g）i 出土酌 も、　 備　　　　 プ長さ（cm）

8　 巨　　 王 i 207 2ぁ中　 や呂 加 可 覆　 土　 中恒 甑　 鵬　 汐踊

極　　 卿巨 08 682 i 細 湖 極　 二ま二　中恒 別　 鵬　 隈踊

伸
計　　　　　　 測　　　　　　 値 質 恒 地 点　 備　 考

長さ（cm） 幅 （cn） 厚さ（cm） 孔葎 亘m〕 登量（g ）

摘　　 勾　　　　 玉 1つ 1．0 0．8 い．1 お2
碧　　 玉 覆　 土　 中 極 野　 鋪％

図版番号
器　 種 長さ。m菩恒 。m）1 摩掴 恒 訃 土地 J蕉

備　　　　　　　　　　　 考

Ⅲ 釘 i （繍 私6 錮 巨 細 巨夏　 土　 中 M 柚　　 PL 170

且2 銅　　　　 鈴　　 仕 損 ［筑後］ m i 摘 項 覆　 土　 中 Ⅵγl　　PL†γリ

第摘惑随常住腰跡　第臓　◎臓圃）

位置　調査区の中央部，E2d8区

重複関係　本跡は，第「五十引骨満射二握り込まれている＿

規模と平面形　長軸（う．・抽重。短軸5．211mの長方形である。

童軸方向　N一（「

壁　壁高は57＼72cmで。外傾して立ち上がる、

壁溝　全周する－．口幅13＼3（うcm∴下幅十十12cm．深さ5㌦lL”fcmで言新面形はしつ：：Ljこである、二・

床、臣世上　中央部が踏み回められている－　その床卜約5cmのところから、印tで踏み回められた部分が検出さ

れ，さらにその床ト的：3、5cmのところからも辛」里で踏み回められた部分が検出された．「

・ノ　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′′　　　′′　′　　．ニ′．、’∴一　′．′　　三　．　　　　こ　・ノ．∴

規模と配列から主柱穴と考えられる　I‾）5は長律（う3C町　短律70cillの楕円形．深さこ持し：rnである、位置から出入；）

‖施設工作うど、ソトと考えられる

つ82　－
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第139図　第145B号住居跡・出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l l　　　　！

0　　　　　　　5cm

！　i l

竃　北壁中央部に砂混じりの褐色粘土で構築されている。袖部は，第145A号住居跡の構築の際に削平され，

残存していない。火床部と壁外の部分だけが残存する。規模は，煙道部から焚き口部まで［150］cm，壁外への

掘り込みは25cmである。煙道部は，外傾して立ち上がる。

寵土屑解説
1褐　　　色　焼土中・小ブロック・焼土・炭化・ローム粒子微量

2　暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化・ローム粒子微呈
3　暗赤褐色
4　暗　褐　色

5　暗赤褐色
6　時赤褐色
7　時赤褐色
8　暗赤褐色
9　暗赤褐色

焼土粒子・ローム中ブロック少量，焼土中ブロック・炭化物・ローム′トブロック・ローム粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
焼土・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム・粘土粒子微量
焼土粒子少量，炭化・ローム粒子微量
焼土・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック微量
焼十・ローム・粘土粒子少呈，焼土小ブロック・炭化粒子微量
焼土粒子中量，炭化・粘土粒子少量，ローム小ブロック微量

10　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
11暗赤褐色　焼土小ブロック・炭化・粘土粒子少量，焼土・ローム粒子微量

覆土　5層からなり，第1－2層は第145A号住居跡に対する貼床となっている。また，第3～4層は，第145

B号住居跡に対する貼床となっている。さらに，第5層も貼床となっており，全部で3段階の床の張り替えが

行われている。

土層解説

1暗　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム大・小ブロック少量，焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少還

3　褐　　　色　ローム中・小ブロック多量，焼土小ブロック微量

4　灰　褐　色　粘土粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

5　明　褐　色　ローム中・小ブロック多量，焼土′トブロック微量

遺物　第139図1の土製支脚が竃付近の床面から出土している。

所見　第145A号住居跡の貼床の下から，第145B号住居跡の貼床が2層検出されている。第145B号住居跡を

拡張したものが第145A号住居跡であることから，第145B号住居跡の時期は，9世紀後菓以前と推定される。
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第145B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 径 （Ⅷ） 孔径 （Ⅷ） 重量 （g ）

第139図 1 支　　　　 脚 （7．1） 5．3 － （1 01．7） 床　　　　 面 D P 5 6　　 10％

第147号住居跡（第140図）

位置　調査区の西部，E2d3区。

規模と平面形　遺構の北側と南側が削平されているため，正確な規模や平面形は不明であるが，長軸2．48m，

短軸［2．20］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－850－E

床　平坦で，西側は踏み固められている。北側と南側の一部が，削平されている。

竃　東壁中央部に構築されている。煙道部・袖部は削平されており，火床部のみ残存する。規模は，煙道部か

ら焚き口部まで［63］C叫壁外への掘り込みは［43］cmと推定される。火床部は，床面を3cmほど掘りくぼめて

おり，火熱を受けわずかに赤変している。

埴土層解説

1　極暗赤褐色　焼土小ブロック中量，焼土・粘土粒子少量

2　赤　灰　色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム中・小ブロック・粘土粒子少量
3　灰　赤　色　焼土・ローム・粘土粒子中量

4　暗赤灰色　焼土・ローム小ブロック・粘土粒子少量，焼土粒子微量

覆土　覆土は，ほとんど残っていない。

遺物　非常に少なく，土師器片28点（嚢片28点）が出土しているのみで，図示できるものはない。

所見　出土遺物が少なく遺構の遺存状態もよくないため，時期不明である。

旦。．．。印　可

第140図　第147号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

！　　i　　　」

第148号住居跡（第141図）

位置　調査区の西部，E2cl区。

規模と平面形　長軸2．72m，短軸2．30mの長方形である。

－185－
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主軸方向　N－00

壁　壁高は17～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，竃前から住居中央部にかけて踏み固められている。

竃　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚き口部まで101cm，両袖最大幅91cm，壁外への掘り込みは58cmである。袖の内壁は，火

熱を受けて一部赤変している。火床部は，床面を5cmほど掘りくぼめており，火熱を受け赤変しているが，硬

化はしていない。火床部からは，土師器嚢（口緑部欠損）と土師器杯（ほぼ完形）を逆位に重ね，支脚とした

遺物が出土している。下部の聾の中には，焼土粒子を多量に含む暗赤褐色の土が確認された。煙道部は緩やか

に立ち上がる。

竜土眉解説

1褐　　　色　焼土小ブロック・焼土・炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子微量
2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子微量
3　暗　赤褐　色　焼土粒子中量，焼土大・中・小ブロック・炭化物・炭化・ローム・粘土粒子微量
4　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム大・小ブロック・ローム粒子微量

5　暗　赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少呈，焼土中ブロック・炭化・ローム・粘土粒子微量
6　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土中・小ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム・粘土粒子微量
7　極暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化・ローム・粘土粒子微量
8　にぷい赤褐色　炭化粒子・ローム大・中・小ブロック・ローム・粘土粒子徴墓

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積を示し，自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土・炭化・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微逼

3　暗　褐　色　ローム粒子少墓，炭化粒子微量

第141国　第148号住居跡実測図

旦二成子一
2m O 1m

ト－I l l l l
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遺物　土師器片358点（杯片8点，慧片350点），須恵器片7点（杯片4点，尭片3点），鉄製品1点，縄文土器

片1点が出土している。第142図6の土師器高台付皿は，中央部の覆土上層から出土している。覆土下層では，7

の土師器要が竃西袖部付近から，11の須恵器高台付杯が中央部南寄りから，12の不明鉄製品が中央部東寄りか

ら出土している0床面では・5の土師器杯が南壁付近から，4の土師器杯が南西コーナー部付近から出土して

いる。竃内では，1，2の土師器杯が覆土上層から，3の土師器呪10の土師器聾が覆土中層から出土してい

る08の土師器嚢は，中央部の覆土上層の破片と竃内の破片が接合している。9の土師器嚢は，中央部北側の

覆土下層の破片と中央部南側の床面の破片と竃内の破片が接合している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から9世紀後葉と考えられる。

郡

第142図　第148号住居跡出土遺物実測図

二千三

！　　；　　」
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図鵬 可 器 種 計測縮可　 器 彩　 の　 特　 徴 i 手　 法　 の　特　 徴 胎士・色調・焼成 備　　 考

第1工図　　 林 A　は　　 体部チ［：線路一一一一一一通部欠損。体部は内　打線部　体部外南口タロナデ　内 雲母の．スコリア ㌘姐7　　　95％

†　　 士師器 H　 lつ　 曾気味に十㌔上が上　目緑部に圭　面へラ磨き∴休部下端回転へラ削 明赤褐色 電内　　 PL†持

C　　6．2　　る。 ：）底部回転へラ削十　内面黒色 普通 二次焼成

処理。

林 八　つ8．十　底部から目線部片＋平底＋休部は　「1線乱　休部外面ロケロナチ．内 有薬・霊母 ㌘射8　　　25％

2　 土師器 B　 4誹　 内攣気味に立ち上がり9　m縁部に 面へラ磨き∵　休部下端回転へラ削 にぷい橙色 竃内

C ［660］圭る∵　　　　　　　　　　　　　　　 十　底部回転へラ削り∵　内面黒色 普通 二次焼成

処理。

棒 Å　持説裏　底部からに縁部片。平底。体部は　打線部，体部外南口タロナデ，内 長石の雲母 ㌘射9　　　25％

3　 土師器

杯

H＋ 十日l内曾気味に立ち上が上　目緑部工　面へラ磨き＋休部上端回転へラ削 橙色 竜内

C ［688］至る。　　　　　　　　　　　　　 り。底部回転へラ削り。内面黒色 普通 二次焼成

処理。

A ［ほ寺‖底部から描線部片。平底。体部は ［：縁部　体部外海口タロナデ　内 長石の雲榎 ㌘421　　 25％

4　　 土師器 B　 3。4　外傾して立ち上がり，日経部に至　商へラ磨き。底部回転へラ削り。 椅色 床面

C ［6。7］る。　　　　　　　　　　　　　　 内面黒色処理。 普通 二次焼成

林 Å「1∴十　底部から目線部片∵　平底∴休部は　目線乱　休部外面ロケロナデ，内 石英・雲母・スコ ㌘420　　　 25％

∴
十姉器 H　 J言　 外伸して立ち十が上　目緑部に圭　面へラ磨き＋休部下端回転へラ削 リア 床面

〇 「∴8．扇 る＋　　　　　　　　　　　　　　　 ：）底部回転へラ削：）両面黒色 二次焼成

処理。 普通

高台付皿 A 13．5　高台部から日縁部片。高台はハの　目線部　体部外海口クロナデ，内 雲母 ㌘422　　　 50％

6　 土師器 H＋∴い）l字状工開く＋休部は外方に開いて　面へラ磨き∴休部下端回転へラ削 にぷい樟色 将士中　PLl圧

D ［668］立ち上が娠　打線部に至る。　　　 。高台貼付け。外商墨書。 普通 二次焼成

ト　　り．バ

斐 A ［隠滅月俸部から日縁部片。体部は内攣L　に縁部内の外商横ナデ。体部内6 石英・霊母 P4邦　　 ．％

7　 土師器 B　吊も射　て立ち上がり，持縁部は外反する。外商ナデ。 工ぷい橙色 将士中

端部はわずかに外十方につまみ十 普通

げられている。

登 A ［臓のお　体部からに縁部片。体部は内攣し　＿＿縁部内を外商横ナデ。体部外面 長石8石英も雲母 ㌘423　　　20％

8　 土師器 B　組6の2）て立ち上がり学描線部は外反する。上位へラ磨き，中位へラ削娠　内 明赤褐色 覆土中の竃内

端部は外上方につまみ上げられて　面ナデ。富商荒れ。 普通

いる。

悪 A　接も融　体部から［二縁部片。体部は内攣気　打縁部内を外商横ナデ。体部内や艮有・有薬・霊母 ㌘4飢　　　 蟻％

9　 土師器 B　q の鋸　味に立ち上が桁　に縁部は外反す　外面へラ削　後　ナデ。器面荒れ。にぷい黄褐色 覆土華㍉床滴巨

る。端部はタを上方につまみ上げら 普通 竃内

れている。

摘　 土　 器
B　緩．融　底部から体部片。平底。体部は肉　体部外面へラ削り，内面ナデ。器 長有・石英・実母 ㌘425　　　40％

C　 7も8　攣して立ち＿畳二がる。　　　　　　　 商磯路娠 赤褐色　普通 竜内

高台付林 B （2むl）高台部片。高台はハの字状に開く。「底部回転糸切り後学　高台貼付け。 一 ㌘錮8　　　 摘％

11　 須恵器 ＝　　丁．リ 吠白色 柁子中

E　 l．1 良好

図版番号器　　　 神
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土地点

備　　　　　　　　　　　　 考長さcm中 百　cm中碧さcm）重義玩）

12 不明鉄製品 （持つ＋ 鋸‖＋ 私5 ！主軸 覆　土　中M51

第臓号健贋跡　第摘囲）

位置　調査区の西部　既望鵬区。

重複関係　本跡は，第3！巨5お吉勘二よって握り込まれている二

′　　　′　　′′　　・．

主軸方向　N一十、一I二

壁　壁高は：j（上し18cmで，外傾して立ち上がる＿

188



壁溝　北壁下の東寄りを除いて巡っている。上幅13～32cm，下幅3～10cm，深さ3～6cmで，断面形はU字状

である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　Plは径30cmの円形，深さ28C皿である。位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竜　北壁中央部に，砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している。

規模は，煙道部から焚き口部まで107cm，両袖最大幅117cm，壁外への掘り込みは63cmである。火床部は，床面

をわずかに掘りくぼめており，火熱を受けわずかに赤変している。煙道部は緩やかに立ち上がる。

萄土層解説

1褐　　色　焼土小ブロック・焼土・炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム・粘土粒子微量

2　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム・粘土粒子微量

3　暗赤褐色　焼土大ブロック中量，焼土中・小ブロック少鼠炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム・粘土粒子微量

4　極暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム・粘土粒子徴去
5　暗赤褐色　粘土粒子少鼠炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

覆土　3層からなり，ローム小ブロックを含み不自然な堆積を示していることから人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中是，焼土粒子・ローム′トブロック微量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土・炭化粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土・炭化粒子微量

造物　土師器片468点（杯片18点，嚢片450点），須恵器片16点（杯片2点，蓋片2点，嚢片12点），石製品1点，

旦。．．。m　　轍

第143図　第149号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　‥　l　・l
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鉄淳11．0gが出土している。覆土下層では，第144図3の土師器杯が南壁付近から正位で，5の砥石がPl付

近から出土している。床面では，2の土師器杯が南壁際から横位で，4の土師器聾が中央部南寄りから出土し

ている。竜内では，1の土師器杯が覆土下層から正位で出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から9世紀後葉と考えられる。

［⊃
第144図　第149号住居跡出土遺物実測図

第149号住居跡出土遺物観察表

一　㌔
0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト－ー1　－　　1

凶版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第144図 杯 A　 13．5 平底。休部は内攣気味に立ち上が 口緑部，体部外面ロクロナデ，内 雲母 ・スコリア P 427　　 100％

1 土 師 器 B　　 4．4 り，口緑部はわずかに外反する。 面へラ磨 き。底部回転へラ削り。 にぷい褐色 竜内　　 P L 119

C　　 7．2 内面黒色処理。 普通 二次焼成

2

杯 A　 13．2 休部から目線部一一部欠損。平底。 □緑部，体部外面ロクロナデ，内 長石 ・雲母 P 428　　　 95％

土　師 器 B　　 4，6 休部は外傾して立ち上がり，口緑 面へラ磨き。底部回転糸切 り。内 にぷい褐色 床面　　 P L 119

C　　 6．0 部に至る。 面黒色処理。 普通 二次焼成

3

土不 A　 12．7 口縁部一部欠損。平底。休部は内 口緑部，休部外面ロクロナデ，内 石英 ・雲母 P 429　　　 95％

土 師 器 B　　 4．0 攣 して立ち上が り，ロ緑部に至る。 面へラ磨き。底部回転糸切 り。内 にぷい黄橙色 覆土中　 P L 119

C　　 6．0 面黒色処理。器面剥離。 普通 二次焼成

4

璽 A ［17．4］ 体部から口緑部片。休部は内攣し 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・ 長石・石英 ・雲母・ P 430　　　 5 ％

土 師 器 B （9，0） て立ち上がり，口緑部は外反する。

端部は外上方につまみ上げられて

いる。

外面ナデ。器面剥離。 スコリア

にぷい橙色

普通

床面

図版番号 器　　　 種
計　　　 測　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　　　 考

長さ（Ⅷ） 帽 （Ⅷ） 厚さ（cIn） 重量（g ）

5 砥　　　　 石 9，6 5．0 4．6 277．3 砂　　　　 石 覆　 土　 中 Q 38　　 P L 174

－190－



、　　　　　　　　ノ　　　′

位置　調査区の西部学　E2品2区。

ノご　へ　　　　　　　　　′　　　　′　　　′　　　・　　　　　　　　　　　　　　′　　　　ノ　　　′　、　　　ノ

′ノ、　ニ　′

主軸方向　N－13し、っノ1▼

ノ　　　　　′　　　　ノ　　　　ー　　　　　　　′・・

－　、　　　　　′、　　′　　・・′　　　　＿′　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、：一

はU字状である、．

／、　　　′　／　一　　　／・、・ノ′　　∴．／、．・′

陛ッ睦　か所津～㌘射。㌘～P　は　径購～溝cmの閏乳深さ狙～紬蝕である。規模と配列から主柱穴

と考えられる、

ノ　　　‘ノ　　　　ノ　　　　　　‾．　′　　　′二　．・、′　　　　′へ　　、′　　　ノ　　′．　一

′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　ノ　　　　　　　　　　　　　′　　　′　　′　　　　　＼

を受け赤愛している。煙道部は外傾して立ち上がる。

篭土層解説

1ノ灰　褐　色　粘土粒子中量テ　廃土も炭化粒子微量

ご　暗　掲　色　焼上・帖‖1つ′一少量．触巨トゾし「ノン・損じ粒自微量

：1暗赤褐色　焼ロイつ’・中量　焼巨トノ’’lllJい′ケ・眉じ粒J′・少量つ出二位描紺

・l　黒　粘　色・悦上・炭化・t」－ム粒「微量

5　灰　褐　色　粘Y＿豊二粒子多量

′　　　　　　　　　′、ノ　　　　　　　′

土層解説

1暗　視　色　ローム小ゾlJ・ソク・U－∴粒「中；‡l：

2　黒　褐　色　ローム小プロ、ソク申品　tJ－ム粒J’一少量

3　黒　褐　色　ローム小ブロックのローム粒子少鼠　焼土粒子の炭化物微量

．、’　　　　　　　　　　′　　　　　　′l　ノ′′ノ　　ノ′　　′　　　　　′　　　　　　′　　　　′　　′、

′　・’　ノ　　′′　‘　　‘∴・　　　′′　　　　　　　　　　　　　　ノ　ノ　　　　　ニ′　　・′′．

′　　　　　、、′′　　㍉　　　、一　ハ　　′′ノ　　　ノ　′　′′　　ノ　　′　　　　′　ノ　　′′　ろ　　　－、′　　　　、

′′．；　　　　　　　　　　そ　・・ノ　′・′　′　一　　′　．　　　　　　　　．　、　　　′．　．・′　′・

近から出土している。の須恵器蓋は　酋壁際の覆土下層の破片と東壁付近の覆土中層の破片が接合している。

′　ノ了　；ノ　　　　′．　′日、1．　　　、　′′′

ノ、　　　′　　　　　　‥　子　　　　　　　ヶ′’、　′、．　′－　　　．．

第蟻A骨住居跡出土遺物観察表
図鵬 可 器 種 巨彿 料 ）i 器 形　 の 特 徴 手 法　 の　 特　 徴 i胎か 鰯 禰 痢　 ノ備　 考

第146回　　 杯　　 A 15。2　 底部から日縁部片。丸底。体部は 目線部内 ・外面横ナデ＋休部外面　 雲母 ・スコリア　　 P 寸封　　 佃㌦
1　 土 師 器　 B （4。2） 内攣 して立ち上が 娠　 打線部との ヘラ削 十 内面放射状のヘラ磨き＋　橙色　　　　　　 床面　　 P L 日用

境に稜を持つ。目線部はわずかに 普通
外反する。

整　　 B （鉦耳目 底部から体部片。平底。体部は外 休部外面へラ磨き†内面ナデ＋成　 長有 ・有英・実母・ P 寸32　　 日㌦

2　　 土 師 器　 C ［9凍‖ 傾 して立ち上がる。 部二方向のへラ磨 き。　　　　　 スコリア　　　　 覆土中

工ぷい褐色　 普通

蓋　　 A　は6。4］ つまみ部から打線部片。ボタン状 天井部外面回転へラ削 ：） 内 ・外　 有英 ・雲母 ・スコ　 P 思　　　 川％
3　 須 恵 器 票　 霊 は 霊 票 霊 豊 志 霊 霊 南口タロナデ。　　　　　　　　　 ア　　　　　　　 覆土中　 野餌 摘

吠白色
G　　 O。6　 いかえりを持つ。 普通

lつtH Il－
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ql

第145回　第150A号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m
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遥窒ヨ

5

第臓図　第臓風考健腰掛出藍遺物実測図

◎　　　　　　　　　　　　　頂のC悶』

図版番可器種恒憾廟！器形の特徴 i 手法の特徴　恒め色調e焼成　備
考

翫4綱　　蓋　　A［蟻諸］つまみ部から目線部片○ボタン状　天井部夕浦河転へラ削り。内やタも　石英や雲母　　　 ㌘摘
購％

4　須恵器　B　机　の扁平をつまみが付くG天井部は　海口タロナデ○　　　　　　　 灰黄色　　　　 覆土中

F　　を　　皿形をしている。打線部内面に短　　　　　　　　　　　　　　　 良好

G　O6－6　いかえりを捲り。

意＋＋「Å［膵路上つまみ部から打線部片。ボタン状　天井部夕摘回転へラ削娠内ゆタも　長石の石英　　　 ㌘捕 15％
5　須恵器鵠昔芸霊芝豊富霊喜議禁　商ロタロナデ〇　　　 豊　　 覆鯛

摘％

G　O言　いかえりを持／J∴

孟　　A［払幻　打線部片。描線部内面にかえりを　天井部外面河転へラ削。内の外　雲母を石英　　　 ㌘彿6

須恵器　Bは扇　持つC　　　　　　　　　　 海口タロナデG　　　　　　　 にぷい黄褐色　　覆土中

普通

図版番号器
種j　　計　測　健 質㌍可　備

考
匪抽）区幸市前可義嘉㌍

丁砥迫±望」秦二三可「蒜薄 岩覆　土　可細　腕撒

第臓の露骨燵贋妙　策摘囲）

位置　調査区の西部，E2㌦13区二、．

一　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

住居跡を握り込んでいる、－、

′

童軸方向　N－2十一W

′　　　　ノ　′　　　　　ノ　′′

、　　　　　　　′　′、　　　　　　　　　　　　　‥　　　　　　　、　′

一　つt）：j



可　　01　凸l
O　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　i　　　　！

qi

第147図　第150B号住居跡実測図
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ノ・　　　－’　　　　了　　　　、、　　　∴　　　　．′　　′　　′′　へ′　・　′、

′　　　　　　　　　ノ　′　　　　　一、　　、　　1　　　　　　　　　　ノ・・ノ：　ノ　　′′＼、′′　　　′：′′ノ　・′　　　　　′、

′　　　　　・・　　　′　　　′・　　′　∴　　　　　　一、、　　　　一　　′、．

電土層解説

1暗　褐　色　焼上・ローム粒J’－少量．炭化粒√微量

にぷい赤褐色　粘土粒子中鼠　焼土粒子少鼠　炭化粒子微量

：j　赤　褐　色　焼同一プロ、リク・焼十位「中量＼ローム小プロ・ソク少量

・i　暗　赤　褐　色　焼巨尉ヒ粒J∴中量．焼巨巨プロ・ソク・ローム粒J’一少量

5　暗　褐　色　粘土粒子多量　焼土の炭化粒子微量

6　暗　赤　褐　色　焼士粒子多選夕　粘土粒子少量

7　赤　掲　色　焼‖J′つ’一多量　焼巨巨ブL、ソク中量．昌月ヒ粒Jつ故量

8　暗　赤　褐　色　焼土のローム粒子少鼠　炭化粒子微量

ノ　　・・1ノ、　　　　　　　　　　　　　　　′．

土層解説

1暗　褐　色　U－ム小ゾt二上′ク・U－ム粒j’・少量，焼目白’1微：li：

2　暗　褐　色　ローム中ブロック中鼠　ローム粒子少鼠　焼土粒子微量

：－；暗′ノ日日色　焼巨巨ノ、、U、ソク・焼ロイイ′損；∴　ロー一月Jつ雄紺

・1黒　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒j’一少量

う　黒　褐　色　U－ム小プロ、ソク申結　tブーム粒J’・少結　焼巨トプロ、ソク微量

′　′

′

′　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　′

は汐　翫　勘　の土師器嚢が中央部南東側から集中して出土して折る。竃内から軌　の土師器塚が正位で出

′　　　　　I　　、　　　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　′　′　　、　J′　′　′　　　　　　　　　　′

′　　　　　　′′　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　・・

苦戦　の土師器高塚学　臓の砥石が出まして折る。

′　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　′　　　　　′

′　　　　‥　′′　′I　　　　′　　　　　　ノ　　　′

′　′　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　一ノ　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　、

′　　　　　　　　　　　ニ　　　′　　　　　ノ　　　　　　、′、．　′．　　　′・

1　　′

図舶号器穫桓測値廟　器形の特徴　　手法の特徴　恒の色調e焼成　備　考

第摘囲　塚　　A　は　描線部一部欠損。丸底。体部は内　打線部内ゆ外面横ナデ。体部夕摘　石英の雲母　　　㌘描　　95％
土師器　B　を　攣して立ち上が勘描線部は短　へラ削　後　ナデ内面へラ磨。にぷい黄綬色　　魔内　乱且摘

直立する〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　二次焼成

林　　Åつ抽つ底部から目線部片、メL底∵休部は　＝縁部内・外面械ナデ∴体部外面　石英・雲母　　　円38　　5け㌦
2　土師器B560禁羞謡羞若露豊沼票差　へラ削娠内面ナデ〇　　豊完い黄橙色　警成㌘監1摘

立する。

林　　A寸五　体部から日南晶闘「休部は内曾気　目線部内・外面構ナデ∵休部外面　雲母eスコリア　P43日　1両
3　土師器B（時宗蒜芸孟若露呈：呂霊霊；孟宗漂　鵜ラ削娠内面放射状のへラ磨。慧　　 警戒

る。

高　塚　B　橘離　郷部片G脚部は円筒状でノの字状　郵部内も　桁毎ナデ。輪積み痕。器　長石　　　　　 ㌘棚　　蟻％

土師器　E白濁　に開　3　　　　　　　　　　 薗荒れO　　　　　　　　　　 にぷい黄褐色　　覆土中

普通　　　　　　　 二次焼成

髪　　Å［23湖　底部から打線部片3平底。休部は　日嫁部内0外面横ナデ。体部夕摘　石英を雲母　　　㌘舶4　　錮％

土師器　選　鉱　内攣して立ち上が娠描線部は外　へラ削　後学ナデ　内面ナデ　　にぷい橙色　　　覆土中の床面

し　吊　反する＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

一一一つ95　－
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第148図　第150B号住居跡出土遺物実測図（1）
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第149図　第150B号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号器　種計測値（皿）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第148図嚢A　19．7底部から日録部片。平底。休部は口縁部内・外面横ナデ。体吾β外面長石・石英・スコP442　　　65％
6土師器B　31．5内攣して立ち上がり，口緑部は外ヘラ削り後，ナデ，内面ナデ。底リア 床面　　PL119

C　　8．1反する。 部木葉痕。器面荒れ。にぷい褐色

普通

7

蛮A　22．6体部から口綾部片。休部は内暫し口縁部内・外面横ナデ。体部内・石英・雲母P443　　　30％
土師器B［14．2］

C　　7．8

て立ち上がり，口緑部は外反する。外面ナデ。 にぷい褐色

普通

覆土中

8

要A　24．0体部から口緑部一一部欠損。休部は日録部内・外面横ナデ。体部外面石英・雲母P441　　85％
土師器B　34．0内攣して立ち上がり，口縁部は外上位ナデ，下位へラ磨き，内面ナにぷい橙色床面　　PL119

C　　8．1反する。 デ。底部一方向のヘラ磨き。輪積

み痕。

普通

第149図慧A　l＆8底部から口綾部片。平底。休部は口緑部内・外面横ナデ。体部外面長石・雲母P445　　　60％
9土師器B　14．5内野して立ち上がり，口緑部は外ヘラ削り，内面ナデ。底部へラ削明赤褐色床面　　PL119

C　　8．4反する。 り。

10

甑A　27．8底部から口緑部一部欠損。無底式。口緑部内・外面横ナデ。体部外面石英・雲母・スコP446　　　80％
土師器B　25．4体部は内攣気味に立ち上がり，口ヘラ削り，内面へラ磨き。器面荒

れ。

リア 覆土中・床面
C［8．6］綾部は外反する。 にぷい橙色

普通

PL120

図版番号器　　　種
計　　　　　測　　　　　値

出土地点備　　　　　　　　　　　考
長さ（Ⅷ）径（cIn）孔径（CⅡ】）重量（g）

11土　　　　玉2．9 3．1 0．8 25．8覆　土　中DP57　100％　　PL167

図版番号器　　　種
計　　　測　　　値

石　　　質出土地点備　　　　　　　　考
長さ（cm）帽（m）厚さ（cm）重量（g）

12砥　　　　石7．14．3 3．6104．3凝　灰　岩覆　土　中Q40　　PL174
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